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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　いちばん古い記き憶おくは、寄せては返す波なみの音。母の胸むねに抱だかれながら聞いた始まりの潮しお騒さい。

　海を揺ゆりかごに育った少女は、物もの心ごころついて、やがて自分の出しゆつ自じを知ることになる。偉い大だいなる船乗りキャプテン・ガルシエフ、その血ちを伝つたえるユルグス家の一いち員いんとして生まれた意味を。

　幼おさない心は迷まよいなく決めた。──なら、自分もいずれそうなろうと。

　少女を取り巻く大人たちもうなずいた。──お前はいずれ、そうならなければならないと。

　彼女が生き方を定めたその日から、優やさしい揺りかごだった海は荒あら々あらしく波立ち始めた。全すべての船乗りは知ち識しきと技ぎ術じゆつ、そして勇ゆう気きをもって海に立ち向かう。それらの能のう力りよくは一いつ朝ちよう一いつ夕せきで身みに付くものではなく、厳きびしい先せん達だつの下で、彼女はよく学んだ。ベテランたちから「人ひと型がたの荷物」と揶や揄ゆされる訓くん練れん生せいの時期を、彼女は同どう期きの誰だれよりも早足に駆かけ抜けていった。

　初めて才さい能のうの片へん鱗りんを覗のぞかせたのは、五人乗りの小こ型がた帆はん船せんを操あやつる訓練の時。彼女の乗る船は、まるで風に愛あいされているかのように海面を自じ在ざいに駆け抜けた。帆船の仕組みへの理解、クルーへの的てき確かくな指し揮き、さらに風と波を読む能力を兼かね備そなえて初めて可か能のうになる操そう船せん。長い経けい験けんを積つんだ船乗りがようやく至いたるべき場所に、少女はやすやすと足を踏ふみ入れた。

　キャプテン・ガルシエフの血だと、誰もが言った。少女自じ身しんも誇ほこらしげにうなずいた。

　異い例れいの速さの出しゆつ世せを、だから多くの人々が支持した。英えい雄ゆうの血けつ脈みやくを示した彼女に一いつ刻こくも早く艦かんを与えるべきだと、階級の近いライバルたちを除のぞいて、その認にん識しきは海かい軍ぐんの中で共通していたからだ。「キャプテン・ガルシエフの再さい来らい」──誰かが言い出したそのフレーズは、海軍の高こう官かんたちから年長者の冷れい静せいさを奪うばい取るだけの引いん力りよくを放っていた。

　叔父おじの後押しもあって、「暴ぼう竜りゆう号ごう」への配はい属ぞくは早々に決まった。一年も経たつと艦かん長ちようのクッチ海かい佐さはお目付け役に身を引いて、「暴竜号」は彼女の船として動き始めた。中ちゆう型がた艦かんを操らせても結果には何ら遜そん色しよくなく、船乗りとしての彼女の技ぎ量りようを疑うたがう者は、もはや海軍の中に一人もいない。

　あとはもう、軍人としての初うい陣じんを待まつばかり。──そんな時期に、彼女が目を向けていた方向とは逆の場所。陸から思いもよらない報しらせが届とどいた。

　曰いわく。自分よりもさらに若い五人の少年少女が、第三皇おう女じよを救って「帝てい国こく騎き士し」に叙じよされた。それを契けい機きに、実じつ戦せんの場で活かつ躍やくして出世を重ねていると。……自分と同じ「忠ちゆう義ぎの御ご三さん家け」に名を連ねるイグセムとレミオンの係けい累るいが、その中に含ふくまれている、ということも。

　未いまだ初陣さえ済すませていない自分の有あり様さまを振り返って。身を焼くような焦あせりというものを、彼女は生まれて初めて味わう羽は目めになった。

　こんなはずはないのだ。──英雄は陸ではなく、海にいなければならないのに。







「……ずいぶん、うなされているわね」

　背はい後ごの寝しん台だいに目をやって、ヤトリがぽつりと言った。同じキャビンに集まった他の騎き士し団だんメンバーとシャミーユ殿でん下かも、ハロに淹いれてもらったお茶を片かた手てに、同じ方向を眺ながめる。

「初めて部下を死なせた翌よく日じつだ、うなされもするだろうよ。……そっとしといてやれ」

　そう気き遣づかったマシューの見つめる先──寝台の上で、ポルミニュエ・ユルグスが青白い顔で眠ったまま苦く悶もんの表情を浮かべていた。枕まくら元もとにはパートナーの水みず精せい霊れいが寄り添そっている。

　船のどこにも居い場ば所しよがなくさまよっていた彼女を、昨夜ゆうべマシューがこのキャビンに連れてきたのだった。そのまま騎士団の女性陣じんと一いち夜やを明かして今に至いたる。

「明け方まで寝ね付つけなかったみたいです、ポルミさん。昨日きのうは夕食を取ってないようですし、体たい調ちようを崩くずさないかと心しん配ぱいで」

「うむ、心が弱っている時は、体も参まいってしまうものであるからな……」

　ハロと姫ひめ君ぎみも声を揃そろえてポルミを案じる。と、彼女とは反対側の寝台で横になっていたイクタが、呻うめきながら上体を起こした。

「つつつ……その説せつは逆ぎやくもまた然しかりだね。僕ぼくも今まさに腰こしの痛いたみに心が折おれそうで」

「そこをセパレート出で来きるのがあんたの長ちよう所しよでしょう。小こ指ゆびを落とした男が打だ撲ぼくくらいで泣き言を言わないの」

「そなたには丁ちよう度ど良い塩あん梅ばいであろう、ソローク。寝たままでは漁ぎよ色しよくにも励はげめぬことであるしな。それ、まだ主しゆ治じ医いの許ゆるしが出ておらぬ。大人しく横になっているのだ」

　どこか嬉うれしそうな姫君の手に押されて、イクタが渋しぶ々しぶと体を横たえる。負ふ傷しようから一いつ昼ちゆう夜や過すぎて患かん部ぶの腫はれも少しは引いたが、ハロの診しん断だんによれば、きちんと動けるようになるまではもう少し安あん静せいが必ひつ要ようとのことだった。

「……まぁ、寝ろと言われればいくらでも寝ますけどね。そりゃ僕も望むところですし。とはいえ三時間後には軍ぐん議ぎが始まるわけで、少しは打ち合わせをしとかないとまずいでしょう」

「それはそうね。その様ざまのあんたが出られないとすると、誰だれが出しゆつ席せきするべきかしら」

　イクタを除のぞく全員が顔を見合わせる。一時間後に始まる緊きん急きゆう会かい議ぎに際して、ユルグス大たい将しようは騎士団から二名の出席を求めていた。戦せん略りやくレベルの話し合いに参加できる貴き重ちような機き会かいなのだから、これを逃のがす手はないのだが……寝台から起き上がることもままならない今のイクタには、出たくても出ようがない。

「寝たままで構わないなら出席するんだけどね。さすがに怒おこられそうだ」

　パートナーの光ひかり精せい霊れいクスを胸むねに抱だきながら、イクタがつぶやく。どこまで冗じよう談だんか分からない言い分に苦く笑しようして、トルウェイが他の面々に視し線せんを巡めぐらせた。

「イッくんとヤトリさんの鉄てつ板ぱんコンビが使えない、となると……誰がイッくんの代わりを務つとめるか、という話になるね」

「あら、私は固こ定てい枠わく？」

「海かい軍ぐんのお偉えらいさん相あい手てに怯ひるまず意見出で来きるのは、イクタを除のぞけばおまえだけだろ……。もうひとりはトルウェイが妥だ当とうか？　レミオンの係けい累るいってことで海軍の連中も一いち目もく置おくだろうし」

「ぼ、ぼくかぁ……。交こう渉しよう事ごとには正直、自信がないんだけどなぁ……」

　名前を出された青年が困こまった顔で腕うでを組む。と、そこにイクタが寝しん台だいから一ひと声こえを投じた。

「本人の言うとおり、こいつ向きの仕し事ごとじゃないよ。僕ぼくはマシューを推おす」

「……へっ？　え、お、おれ!?」

　いきなり指名された驚おどろきに、マシューの声が思わず裏うら返がえった。小太りの少年から戸と惑まどいの視し線せんを受けて、イクタは彼を選んだ理由を淡たん々たんと説明する。

「消しよう極きよく的てきな理由としては、単たん純じゆんに消しよう去きよ法ほう。僕はこの有あり様さまで、トルウェイは適てき正せいがなく、ハロは僕の看かん護ごでこの場を動けない。ヤトリが固定枠なら、あとひとりは君で決定だ」

「あ、あのー、もう付きっきりの看護は必ひつ要ようないんですけど……」

「訂てい正せいしよう。ハロは動けない僕に昼食をあーんして食べさせなければならないので、会議の間この場を離はなれられない」

「……ヤトリ。どうもソロークは、今より重い怪け我がを負おわせて欲ほしいようだが」

「さすがは殿でん下か。では両腕を外はずしますか。それでこそ昼食の介かい助じよも当然の運びです」

「……訂正しよう。会議の間、ハロにはぽるみんを見ていてもらいたい。今の彼女には話し相手がいたほうがいいし、お姫さんだと萎い縮しゆくしちゃうだろうからね。だからヤトリ、そんなふうに指を鳴らさないで頼たのむから」

　寝台の上を這はって逃げるイクタに、マシューが戸と惑まどいの残る声で問とい返す。

「それでおれか……？　でも、おれだって交渉事は得とく意いじゃ……」

「いや、君には適正があるよ。ハマトイエ子し爵しやくを追い詰つめた時のことを覚えているかな？　事前にざっと打ち合わせをしただけで、君はしっかり僕に口くち裏うらを合わせてくれた。話の流れと要よう点てんを把は握あくしていないと出来ない真似まねだったよ」

「そりゃ、あの時はおまえに合わせてりゃ良かったから……」

「今回だって事前の打ち合わせはするし、現場ではヤトリがちゃんとフォローしてくれる。それに、本ほん音ねを言えば君に頼たよらせて欲ほしいのさ。ぽるみんは除くとして、僕たちの中じゃ君がダントツで海軍について詳くわしいだろ？　その知ち識しきこそ軍ぐん議ぎの場で必要不ふ可か欠けつなんだよ」

　そう言って黒くろ髪かみの少年は笑った。どこまで本音かは測はかり兼かねるが、そこまで持ち上げられるとマシューとしても悪い気はしない。少し考えてから、一いち同どうに確かく認にんの視線を向ける。

「……イクタはこう言ってるけど、おまえらはどうだ？　特にヤトリ、大事な軍議の場に一いつ緒しよするのが本当におれでいいのか」

「何も不満はないわよ。私の浅せん学がくをフォローしてくれると助かるわ」

　ヤトリも微笑ほほえんで即そく答とうする。彼女に続いて他の面々も同じようにうなずいてみせた。その信しん頼らいがやけにむず痒がゆく感じられて、マシューは仏ぶつ頂ちよう面づらを保つのに苦く労ろうした。

「わ、分かった。どこまでやれるか分からないけど、やるだけやってみる」

「頼たのもしいよ我わが友マシュー。でも安心してくれ、あらゆる問もん答どうに対たい応おうできるよう、これからしっかり仕込みの時間を設もうけるからね」

　そう言った瞬しゆん間かん、イクタの視し線せんが円えん座ざを組んで向き合う仲なか間またちを貫かん通つうして、その向こう側の寝しん台だいに突つき刺ささった。

「君も手て伝つだってくれないかな、ぽるみん？」

「…………っ！」

　いきなり話を振られたポルミニュエ・ユルグスが、横になったままびくりと肩を震ふるわせる。イクタとヤトリを除のぞく四人が驚おどろいて振り返った。

「お、起きていたのか？」

「そういえば、少し前からうなされている感じはなくなっていたようにも……」

「えと……あの、ポルミさん、体たい調ちようは崩くずしていませんか？　あ、ちょっと待まってくださいね、いまお茶を淹いれますから！」

　床ゆかに置いてあったティーポットと金属のカップを取って、ハロが新あらたに一人分のお茶を注そそぐ。それで狸たぬき寝ね入いりを決め込むのも難むずかしい空気になって、ポルミはおそるおそる寝台で上体を起こした。間かん髪はつ入いれず、ハロが湯気の立つお茶を差し出す。

「さ、どうぞ！　温かいですよ！」

「あ、ありがと……」

　受け取ったお茶をちびちびとすする彼女の様よう子すを眺ながめて、マシューがぼそりと言う。

「……ゆっくり飲めよ。慌あわてるとむせる」

「う、うん……」

　その小さなやり取りに親しみの気け配はいを見て取って、トルウェイは目を丸くした。つい先日まで「暴ぼう竜りゆう号ごう」の船上で横おう暴ぼうの限りを尽つくしていた女おんな海かい賊ぞくが、今はまるで借りてきた猫ねこのようだ。

　そんな二人を、こちらは穏おだやかな面おも持もちで眺めつつ、イクタが再ふたたび口を開く。

「海上での軍ぐん事じ行動を話し合うに当たって、現げん役えき海かい軍ぐん士し官かんの君は得え難がたいアドバイザーだ。陸おか者ものの僕たちが話し合う内容は、ともすれば机き上じようの空くう論ろんになってしまうかもしれない。けど、そこに君のチェックが加わることで海上の正せい論ろんとなる」

「…………」

「忌き憚たんのない意見を期き待たいするよ、ぽるみん。それじゃ始めようか、まずは──」







　強まる西風の運んできた雨がぱらつき始めた午前十時前。編へん列れつの中央に浮かぶ帝てい国こく海かい軍ぐん旗き艦かん「黄こう竜りゆう号ごう」の巨きよ体たいには、他の艦かんから漕こぎ出した多数のボートが乗り付けていた。

　副ふく官かんを伴ともなって乗り込んでくる艦長たちの顔色は一いち様ように暗い。全艦の航こう海かいを一時中断してまで緊きん急きゆう会議が開かれるという状じよう況きようは、彼らの心中から楽らつ観かんを剝はぎ取って余あまりあった。加くわえて、彼ら全員がすでに目にしているのだ──旗き艦かんの左さ舷げん後方に横付けされたボロボロの船体。キオカ艦かんの砲ほう撃げきを受けて幽ゆう霊れい船せんも同どう然ぜんの有あり様さまとなった「暴ぼう竜りゆう号ごう」の姿すがたを。

「面子めんつは揃そろったようね。それじゃ、始めるわよ」

　揺ゆれで動かないよう床ゆかに固定された長テーブルを囲んで、二十人余りの海かい軍ぐん将しよう校こうたちが席せきに着いている。片かた隅すみにはヤトリとマシューの姿もあるが、まずは様よう子す見みの方ほう針しんだ。まもなく上かみ座ざに陣じん取どったエリーネフィン・ユルグス大たい将しようが、やや高い声で口くち火びを切った。

「ここに降りてくるまでに見たわよね？　『暴竜号』はあの通りぼっこぼこで、拿だ捕ほするはずだったキオカ艦は三隻せきがかりの追つい跡せきを振り切ってまんまと逃げおおせたわ。その際に起こった戦せん闘とうでいくつか想そう定てい外がいの要よう素そが認みとめられたから、こうして海のど真まん中で顔を突つき合わせているわけなんだけど」

　大将がざっくり状況を説明する。そこで将校のひとりが手を挙あげた。

「……敵艦を追った『暴竜号』に、いったい何が起こったのですか？」

「報ほう告こくを聞く限りじゃ、特別なことは何も起きてないわ。あえて言えば、例の爆ばく砲ほうってものがアタシの認にん識しきよりも少し強力で、『暴竜号』の指し揮きを執とっていた人間がアタシの見込みよりもかなり未み熟じゆくで、敵てきの戦たたかい方がアタシの予想とはまるで違ちがっていた──」

　言いながら、ユルグス大将は唐とう突とつに席を立って身みをひるがえす。その両目が壁かべに掛かけられた鏡かがみを見つめた。化け粧しようの乱みだれをチェックするために、他でもない大将自じ身しんが船内のあちこちに取り付けさせているものだ。

　鏡の目前まで歩いていって足を止めると、大将は磨みがき抜かれた鏡きよう面めんに自分の姿を映うつし、

「──ってわけよふんぬッ！」

　余よ裕ゆうぶった笑えみを浮かべる己おのれの顔面めがけて、渾こん身しんのヘッドバッドをぶちかました。

　砕くだけ散ったガラス片へんが音を立てて床に降ふり注そそぐ。裏うら腹はらに、室内は水を打ったような沈ちん黙もくで満みたされた。

　叩たたきつけた頭をゆっくり引き戻したユルグス大将が、部下たちに向き直る。切れた額ひたいから顎あごに向かって、何本もの血の川が流れていく。その壮そう絶ぜつな光こう景けいに、誰だれもが息いきを吞のんだ。──だが、自らの流りゆう血けつを代だい償しように、大将の表情からは一いつ切さいの緩ゆるみが消えていた。

「……ま、一ひと言ことでまとめると、アタシが寝ね惚ぼけてたってことよ。今ので目が覚めたから安心なさい」

「いや、ちょっと、そういう覚まし方は控ひかえてくださいませんかね……」

　隣となりの席に控えていたカンロン海かい佐さがため息をついて立ち上がり、上じよう官かんの額から手早くガラス片を取り除のぞく。さらに懐ふところから取り出したガーゼに消しよう毒どく液えきを染しみ込ませて傷きず口ぐちに当てると、その上から包ほう帯たいを巻いて固こ定ていした。一連の処置が終わるまでに一分と要ようさない。

「まったく、無む茶ちやなことを……。自分がどういう真似まねをしたのか分かっていらっしゃいますか？」

「掠かすり傷きずよ。お小こ言ごとは後にしてもらえるかしら？」

「やはり理解されていない。あなたの頑がん丈じよう極きわまりない顔面と違ちがって、鏡かがみは放っておいても直らないと言いたいのに……」

「同じ目に遭あわせるわよダンミエッ！」

　伸びてきた手をひらりとかわして、ダンミエ・カンロン海かい佐さはしれっとした顔で再ふたたび着ちやく席せきする。その図ず太ぶとさに舌した打うちしつつ、ユルグス大たい将しようも軍ぐん議ぎのテーブルへ戻った。

「チッ……まぁいいわ、続きよ続き。目が覚めたところで話し合うべきはひとつ。キオカ海かい軍ぐんの脅きよう威いがこちらの想定以上と分かった今、戦せん術じゆつ面めんの大おお幅はばな見直しが必ひつ要ようなの」

　将しよう校こうたちが緊きん張ちように背せ筋すじを伸ばす中、カンロン海佐が再び淡たん々たんとした声を投じる。

「戦術面、ですか。……そこは戦せん略りやくの間ま違ちがいでは？」

「……なんですって？」

「どう勝つかではなく、そもそも勝てるかどうかから考え直すべきだと思いまして。始める前から負け戦いくさと分かるようなら、今回は対決自体を避さけるべきでしょう」

　室内にざわめきが満ちる。それを片かた手てで制して、ユルグス大将は副ふく官かんをにらみつけた。

「これ以上痛いたい目に遭あう前に、尻尾しつぽを巻いて逃げ帰れ……アンタはそう言ってるのかしら？」

「おや、的てき確かくな要よう約やくをありがとうございます」

　視し線せんで射い殺ころさんばかりににらんでくる上じよう官かんを、カンロン海佐はあくまでも慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに受け流す。この二人に限れば珍めずらしい光こう景けいでもなかったが、それにしても今回は程てい度どが違った。一いつ触しよく即そく発はつの沈ちん黙もくが長く続く中、ユルグス大将の両目がすっと細められる。

「……いいわ、説明してみなさい。状じよう況きようを悲ひ観かんするのもアンタの仕事よ」

「僕ぼくが言こと葉ばにするまでもなく、この場の全員が肌はだで感じていると思うんですがね。──爆ばく砲ほうの威い力りよくを見せ付けられた今、あの兵器が敵てきにあってこちらに無い。その事実がいかに重いかは、誰だれにでも理解が及およぶでしょう？」

　居い並ならぶ将校たちを見み渡わたして、カンロン海佐は例えば、と言葉を続ける。

「一いち海かい里りの距きよ離りが空あいた状況から、こちらの戦せん艦かん十隻せきとあちらの爆砲艦五隻が戦い始めるとします。こちらの戦術は二百メートル以下まで接近してからの銃じゆう撃げき、それに続いて船せん首しゆの衝しよう角かくによる突とつ撃げき、さらに敵てき艦かんへ乗り込んでの白はく兵へい戦せんですね。対して敵はどうか？　まず、一キロ以上離はなれた間合いから爆砲による砲撃を開始してきます。そして間合いを最低でも二百メートル以上に保ったまま、こちらの全艦が航こう行こう不ふ能のうになるまで同じことを続けるでしょう」

　いかがですか、と彼は尋たずねた。返ってきた沈黙は、他のどんな返答よりも雄ゆう弁べんだった。

「どこかに逆転の余地がありますか？　まともに攻撃が届とどかない以上、こちらが唯ゆい一いつ勝まさっている数の利りすらほとんど活いかせません。出で来きるのはせいぜい敵てきの弾たま切ぎれまで耐たえ忍しのぶことですが、その時までこちらの艦かんは何なん隻せき無ぶ事じでいられるのでしょうか。一隻？　それとも二隻？　大まけにまけて五隻？　……それだけ残っていたとしても、長時間の砲ほう撃げきを受け続けて無む傷きずとは到とう底てい考えられません。対して敵艦五隻には傷きず一つない。それが一いつ斉せいに襲おそってくるのです」

　単たん純じゆん化かされた戦せん場じようは、将しよう校こうたちに彼ひ我がの戦せん力りよく差さをまざまざと実感させた。青ざめる聴ちよう衆しゆうに向かって、カンロン海かい佐さはさらに絶ぜつ望ぼうを浴びせかける。

「敵艦の全すべてが爆ばく砲ほうを装そう備びしているとは考えづらい、そう思われる方もいるでしょうね。それは僕ぼくも同感ですが、かといって数すう隻せき程てい度どしかいないとは楽らつ観かんできない。今回の遭そう遇ぐう戦せんを思い出してください。仮かりにあなたたちがキオカ海かい軍ぐんの提てい督とくなら、それほどの虎とらの子を一隻きりで偵てい察さつに出しますか？」

　その推すい測そくにはじゅうぶんに筋すじが通っていた。海上に列をなして並ぶ、爆砲艦の大だい編へん隊たい──そんな絶望的な光こう景けいを想像して、将校たちの背せ筋すじに怖おじ気けが走る。

「以上の懸け念ねんから、僕は今作戦での制せい海かい権けんの奪だつ取しゆを勝しよう算さん希き薄はくと判断。帝てい国こく海軍第一艦隊全兵力の戦略的撤てつ退たいを進しん言げんします。尻尾しつぽを巻いて逃げませんか、皆さん。巻ける尻尾のまだあるうちにね」

　その物言いには誰だれもがのけ反ぞった。が、さすがに将校たちも反論する。

「待まて、待て！　この状じよう況きようで撤退など許されるものか！　すでにヒオレド鉱こう山ざん奪だつ還かん作戦は始まっているのだぞ。陸りく海かい軍ぐんの合同で、それも勅ちよく命めいに後押しを受けて！」

「その通りだ。戦たたかい敗れた末すえの撤退ならばいざ知らず、戦う前に退いたとあっては明らかな命令無む視し。帝国海軍の面子めんつに泥どろを塗ぬるに留まらず、最低でもユルグス大たい将しよう殿どのの罷ひ免めんは免まぬがれん」

　撤退の判断は現実的でないと、その意見には大部分の将校たちが同意を示す。が、そんなことは最初から分かりきっているという面おも持もちで、カンロン海佐は肩をすくめた。

「ええと、つまりこういうことですか。我われらが敬けい愛あいする大将殿の立場を守るために、第一艦隊は全ぜん滅めつすらかえりみず勝しよう算さんのない戦いに身を投じなければならないと？」

「じ、自じ重ちようしろカンロン海佐！　副ふく官かんの立場から許される発言とそうでない発言が──」

「いえ、いいわよ。言いたいことは伝わったわ」

　ユルグス大将が淡たん々たんと言こと葉ばを挟はさんだ。鋭するどい瞳ひとみが副官の取り澄ました表情を見つめる。

「……アタシの面子やら保ほ身しんやらのために、部下を負け戦いくさに突つっ込ませるな。そういうことよね？」

「ええ。数ある死に方の中でも、それは相そう当とうに馬ば鹿か馬鹿しい部ぶ類るいだと思いますので」

　トゲのあり過すぎるカンロン海佐の意見を、それでもユルグス大将は怒おこって跳はね除のけようとはせず、静かに目を閉じて黙もつ考こうする姿し勢せいを見せた。他の将校たちもそれにならって黙だまり込む。

　彼らがうかつな発言を拒こばんだ結果、場に降りた沈ちん黙もくの内に──その時、凜りんとした声が割って入った。

「失礼ですが、カンロン海かい佐さ殿どの。決戦のリスクと秤はかりに掛かけるものは、この場合、ユルグス大たい将しよう殿どのの面子めんつや保ほ身しんだけではありません」

　予想しなかった発言者に視し線せんが集まる。長テーブルのほとんど対角の位置から、目にも鮮あざやかな炎えん髪ぱつの少女が、カンロン海佐に強い視線を送っていた。

「他の何よりも筆ひつ頭とうに上げるべきは、合同作戦を行っている友ゆう軍ぐんの存そん在ざいです。ここで我われ々われが決戦を回かい避ひして撤てつ退たいするのなら、彼らは予定されていた援えん軍ぐんと補ほ給きゆうを丸々失うことになります。必ひつ然ぜん、戦せん闘とうにおける被ひ害がいは増大するでしょう」

「……ええ、ヤトリシノ中ちゆう尉い。それはあなたのおっしゃる通りです。ですが無む論ろん、我々としても陸の仲なか間まを見み捨すてて逃げるつもりはありません」

　議ぎ論ろんの相あい手てが変わったと見て、カンロン海佐は爽さわやかな微笑ほほえみをヤトリに向ける。

「ここでいう撤退とは、あくまでも『予定していた海かい域いきでの決戦を避さける』という意味合いです。上陸地点を当初の予定よりも西寄りに修しゆう正せいする、と言えば分かりやすいでしょうか。これは今回の侵しん攻こう計画にもともと含まれていた『海路における決戦敗北時の次じ善ぜん策さく』なので、陸軍の側にも対応する準じゆん備びは出で来きているはずです。補給も援軍も別ルートを辿たどって届とどけることになりますので、心配には及およびません」

「はたしてそうでしょうか。かえりみて、今回の作戦の最終目的はヒオレド鉱こう山ざんの奪だつ還かんです。キオカ側は我々の襲しゆう撃げきに応じて籠ろう城じよう策さくを取ってくる見込みが高いため、こちらは敵てきの援軍が来る前に鉱山へ立てこもった敵軍を撃げき破はしなければなりません。そこで重要になるのは大きく二点──迅じん速そくな侵しん攻こうと、後方からやってくる敵てき援えん軍ぐんの足止めです。目標海域における制せい海かい権けんの確保はそのための第一歩であり、海からやってくる敵への牽けん制せいを意い図としたものだったはずです」

　ヒオレド鉱山に配備されている敵部隊はそれほど大だい規き模ぼなものではない。こちらの動員兵力ならばじゅうぶんに攻せめ落とせるレベルだが、それも相手に増ぞう援えんがなかった場合の話だ。言い換えれば、増援が来るまでに鉱山を落とすことが出来れば帝国軍の勝利。それが出来なければキオカ軍の勝利ということになるだろう。

「ここで海戦を回避するということは、この先にあるキオカの港を制圧出来ないということです。海路が残り、さらに港まで残るのなら、敵はそこから次々と援軍を送り込んでくるでしょう。それは後々の戦闘において、我々にとって大きな影を落とすものと推すい測そくせざるを得ません」

「……その脅きよう威いを否ひ定ていはしません。しかし現実的に、目の前の爆ばく砲ほう艦かんの脅威はそれに勝っているのです。じゅうぶんな勝しよう算さんもなくあれに挑み、この艦隊が大だい損そん害がいを受けて敗北すれば、最低限の補給さえ友軍に届けられなくなってしまう。その最悪の事態だけは何としても避さけなければなりません」

「最悪よりは次善を選ぶ、それ自体は当然の判断かと思います。──しかしカンロン海佐殿。その思考はあくまで、海かい戦せんに踏ふみ切ったケースにおける我われ々われの敗北を前ぜん提ていとしたものです」

「……勝しよう算さんがある、とおっしゃりたいのですか？　北ほく域いきの戦たたかいで、爆ばく砲ほうの威い力りよくを一足先に思い知っているはずのあなたが……？」

「海戦に関して門もん外がい漢かんに過すぎない我々の口から、そこまで大きなことは言えません。しかし、可か能のう性せいを提てい示じすることならば可能だと思います。──最悪を避さけて次じ善ぜんを選ぶ前に、もう一度だけ、最さい善ぜんの可能性について話し合ってはいただけませんか」

　そこまで言ってから、ヤトリは隣となりに座すわる小太りの少年に視し線せんを移した。ここまで置き物のように息いきをひそめていたマシューが、それでついに自分の出番が来たことを思い知らされる。

　──さ、お膳ぜん立だては済すませたわよ。

　目でそう伝えてくるヤトリに、マシューは引きつった顔で何とかうなずいて見せる。ぶるぶる震ふるえる右手を頭より高く持っていくまでに、それからたっぷり十秒以上が必ひつ要ようだった。

「……り、りくっ！　……陸りく軍ぐん少しよう尉い、マシュー・テトジリチ、です。あの、おれは、キオカ艦かんとの遭そう遇ぐう戦せんのとき、暴ぼう竜りゆう号ごうに直接乗っていました。敵てき艦かんも、あの、間近で見てきました。この目でしっかり、見ました」

　何度もつっかえながら、少年は懸けん命めいに言こと葉ばを繫つないでいく。年ねん配ぱいの将しよう校こうたちが向けてくる厳きびしい眼まな差ざしに委い縮しゆくしそうになる心を、持ち前の責せき任にん感かんと負けん気で必ひつ死しに鼓こ舞ぶしながら。

「そ、その経けい験けんを踏ふまえて──爆ばく砲ほう艦かんへの対抗策を、述べさせていただければ、と……」
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　帝てい国こく海かい軍ぐん第一艦隊にたった一いつ隻せきで未み曾ぞ有うの衝しよう撃げきを運んだ船は、それと同じだけの驚おどろきを味み方かたにも持ち帰っていた。旧きゆう東とう域いき南側の海かい域いきを巡じゆん回かいする軍艦の一隻──キオカ海軍第四艦かん隊たい旗き艦かん「白はく翼よく丸まる」のクルーたちは、単たん艦かんで偵てい察さつに向かっていた爆砲艦「竜りん胆どう丸まる」から、たったいま敵艦隊接近の報ほうを受け取っているところだった。

「敵は艦隊がひとつ丸ごと。その点は間ま違ちがいねぇな？」

　白翼丸のデッキ後方で、最初に報告を受け取った海かい兵へい隊たい長ちようグレーキが内容に念を押す。その迫はく力りよくに気け圧おされつつ、部下がこわばった顔でうなずいた。

「は、はい……！　艦かん列れつの奥に見えた巨きよ大だいな艦かん影えいは、間違いなく『黄こう竜りゆう号ごう』のそれかと思われます。よって敵は帝国海軍第一艦隊の可能性が高いと──」

　分かりきった説明は最後まで聞かず、グレーキは踵きびすを返して昇しよう降こう口ぐちを船内へ駆かけ下りた。

「……ふん。今度の戦いくさは、思ったより派は手でな形でやって来やがったな……！」

　手て狭ぜまな廊ろう下かは、彼の巨体にとって狭せますぎる。すれ違ちがう部下を跳はね飛ばしながら、グレーキは走り抜けていった。目指す艦長室のドアまで辿たどり着くと、その真ん中を大きな拳こぶしで荒あら々あらしくノックする。

「少しよう将しよう殿どの、偵てい察さつにやってた艦かんから報ほう告こくですぜ！　どうやら団体さんで攻せめてきやがった！」

　大声で呼びかけるが、なかなか返事がない。焦じれたグレーキが声をさらに張り上げる。

「少将殿！　お休みになっている場合じゃ──」

　と、そこで不意にグレーキの目の前でドアが開いた。その瞬しゆん間かん、強面こわもての海かい兵へい隊たい長ちようは一いつ気きに顔をしかめる。ドアの隙すき間まからおっかなびっくり姿を見せたのが、なぜか上じよう半はん身しん裸はだかの若い男──先日少しばかり怖い目を見させた、部下のクランガだったからだ。

「た、隊長殿、これは……私はその、太たい母ぼ様さま……いえ少将殿のご愛あい鳥ちようにお食事をお持ちしただけで──」

　くしゃくしゃの上着とパートナーの水みず精せい霊れいを腕うでに抱かかえて、クランガがびくびくと弁べん解かいする。その全ぜん身しんからかすかに漂ただよってくる甘あまい残り香がに、すっかり事情を察したグレーキは、大きくため息いきをついた。

「……もういい。さっさと行きやがれ！」

　大声で追い払はらわれた部下が、そそくさと廊ろう下かを走り去さっていく。そんな彼と入れ替わりに、グレーキは遠えん慮りよなく艦かん長ちよう室しつに足を踏ふみ入れた。途と端たん、さっき部下の体から香かおったものと同じ匂においが、その濃のう度どを何倍にも増して鼻を刺し激げきする。

「やぁグレーキ。君がその様よう子すだと、ただならない状じよう況きようのようだね」

　部屋の半分を占しめるベッドの上で、薄うすいシーツの他には一いつ糸しまとわぬ姿すがたの女性──キオカ海かい軍ぐん少将エルルファイ・テネキシェラが微笑ほほえんだ。ベッドの天てん蓋がいから吊つり下がった止まり木には、愛鳥ミザイの姿もある。

「ええ、その通りでさぁ。吞のん気きに男をくわえ込んでる場合じゃねぇんです」

　非ひ難なんを込めて言ったグレーキだが、言われたエルルファイのほうは何食わぬ顔で脱ぬいであった軍ぐん服ぷくに袖そでを通し始める。なぜかパンツを差し置いて上半身からだ。見み慣なれた光こう景けいなので今さら目のやり場に困こまったりはしないが、それでも軽い頭ず痛つうを覚えながら海兵隊長は続けた。

「北で痛いたい目にあったばかりだってぇのに、帝てい国こくの連中ときたら、懲こりずにまた大兵力を動かしてきやがった。艦かん隊たい丸まるごと出張ってきてるってことは、少なくともここの制せい海かい権けんを奪うばい取る気なのは間違いねぇでしょう」

「ふむ、きっとそうだね」

「だとしても、目的はなんでしょうな。東とう域いきの奪だつ還かんですか？　もともと向こうが持て余あましていたところを引き取ってやったってぇのに、今さら取り返しに来るってのも不ふ可か解かいな話じゃありゃあせんか」

「まったくだよ。──あ、ごめんグレーキ。タンスの二段目から適てき当とうに取ってもらえるかい？」

　そう言って上じよう官かんが指差した先にあるタンスに歩み寄ると、グレーキは言われたとおりに二段目の引き出しから適当にショーツをつまみ上げて、ベッド目め掛がけてぞんざいに放り投げた。片手でキャッチしたエルルファイが人懐なつっこく笑う。

「水色の縞しま模も様ようか。さすがグレーキ、いいセンスだ」

「パンツぐらい自分で取ってくだせぇ！」

　悲ひ鳴めいに近い声で非ひ難なんする副ふく官かんを無む視しして、少しよう将しようはのんびりと下着に足を通していく。それでもグレーキが辛しん抱ぼう強く待まっていると、上着のボタンを留め終わったところで、エルルファイが再ふたたび口を開いた。

「鉱こう山ざん、だと思うよ」

「は？　今、何と？」

「だから鉱山。キオカが新たに獲かく得とくした西さい領りよう──帝てい国こくにとっての旧きゆう東とう域いきには、多くの鉄を産出するヒオレド鉱山があるだろう。あれがあると無いとでは、こっちの爆ばく砲ほうの製せい造ぞうペースが大きく違ちがってくるからね。帝てい国こくもそれに気付いたんじゃないかな」

　ベッドに腰こし掛かけた姿し勢せいで、彼女は細くしなやかな両りよう脚あしをぷらぷらと揺ゆらす。それを聞いても、グレーキは今ひとつ腑ふに落ちない心地ここちでいる。

「同じことじゃねぇですか。だったら最初っから渡わたさなけりゃよかったんで」

「帝国が軍国だったらそうしただろうね。その辺りには正直、わたしも同情しているよ」

　言いつつ、丸出しのふとももに頰ほお杖づえを突つく。グレーキはげんなりした表情で上じよう官かんに訴うつたえた。

「早くズボンぐらい穿はいてくだせぇ……」

「一いち理りある。しかしねグレーキ、わたしにとってズボンとはひとつの業ごうなんだよ。穿いたらまた脱ぬがねばならない。その無限の繰くり返しに、時々とてつもない不ふ毛もうさを感じるんだ」

「何を大げさな。たかだか一日一回、寝ねるときに脱ぐだけでしょうが」

「一日一回……？　すまないグレーキ、ちょっと難むずかしい。それは何か高度な冗じよう談だんだろうか」

　真ま面じ目めに考え込むエルルファイの様よう子すに、グレーキは深くため息いきをついた。彼女はとぼけているわけではない。ただ、航こう海かい中ちゆうでも隙すきあらば自じ室しつのベッドに男を連れ込む彼女とグレーキでは、「寝る」という言こと葉ばの意味が根こん本ぽん的てきに違ちがっているだけの話だった。

「まぁいい、不毛もまた真しんなりだ。今日のところもきみの理り性せいと忍にん耐たいに勝ちを譲ゆずろう」

　ようやくズボンに手をかけた上官に、強面こわもての海兵隊長はほっと安あん堵どの息をついた。

「そりゃどうも……。あとついでに、クルーを見み境さかいなくくわえ込むのも控ひかえちゃくれませんか」

「そこは見境があるほうが問題だろう？　かけがえのない子供きみたちには一人残らずわたしに抱だきしめられる資し格かくがあるのだから、わたしのほうで区別などしないよ。だからグレーキ、きみだって意い地じを張らずさっさとわたしのベッドに招まねかれるべきなんださぁ」

　半分足を通していたズボンを脱ぎ捨てると、エルルファイは嬉き々きとしてベッドの上で手て招まねきする。その無む邪じや気きな誘ゆう惑わくを、それでもグレーキは視し線せんを切ってかたくなにしりぞけた。

「そこは断だん固ことして遠えん慮りよしときます。持じ論ろんで恐きよう縮しゆくですが、女ってのは抱くもんであって抱かれるもんじゃあ決してない。ママのオッパイが恋こいしい時期はだいぶ前に卒業してるんでさぁ」

「ふむ。でもねグレーキ、これもわたしの持じ論ろんなんだけれど──きみたちはそうやってさんざん遠回りした挙あげ句く、最後はどうしようもなくここに帰って来るものなんだよ」

　言いながら、エルルファイは豊かな自分の胸むねを指さす。グレーキは苦く笑しようするしかない。

「そうならないように頑がん張ばりたいもんですな。が、まぁ──この見苦しい顔を前にして、それでも区別しないでいてくれる少しよう将しよう殿どのには、それなりに感かん謝しやしちゃいますぜ」

　強がりの中に一ひと握にぎりの本ほん音ねを混ぜて、グレーキはそう言った。その背中を穏おだやかに眺ながめながら、エルルファイは脱ぬぎ捨すてたズボンをもう一度手に取る。

「……さて、まずは艦かん隊たいを集結させなければね。とりあえず進路を南西に取ろう。わたしがゆっくりズボンを穿はき終えるまでに、クルーたちには出発の準備をさせておいてくれるかな」

「承しよう知ちでさぁ！」

　命令を受け取ったグレーキが艦かん長ちよう室しつを後にする。手て狭ぜまな廊ろう下かを早足に戻って階かい段だんを上ると、すでにデッキでは異い変へんを察したクルーたちが指示を待まっていた。その中から掌しゆう帆はん長ちようと航こう海かい長ちようを見つけ出して、グレーキは上官から下された命令を復ふく唱しようする。

「は、了りよう解かいしました」「よし、トップスル広げろ！」

　船上がにわかに活かつ気き付づいた。「竜りん胆どう丸まる」との接せつ舷げんを解ときつつ、それとほぼ同時進行で、シュラウドを登ったクルーたちが畳たたんであった帆ほを次々と開いていく。広がった帆に風を受けた両艦が海上を滑すべるように動き始めた頃ころ、船内に続く階段から、彼らの将しようが姿すがたを現した。

「聞いてくれ、わたしの可愛かわいい子供たち。どうやらいくさが始まるようだ」

　柔やわらかく包つつみ込むような声こわ色いろで、エルルファイが告つげた。たちまちクルーたちの顔に喜き色しよくが浮かぶ。内容の物ぶつ騒そうさにもかかわらず、それが彼女の口から発されたというだけで、多くの水すい兵へいたちはうっとりと聞き惚ほれていた。

「敵てきは帝てい国こく海かい軍ぐん第一艦かん隊たい。単たん純じゆんな艦の数ではこちらに勝まさるだろう。──でも心配はいらない。きみたちにはわたしという母がいて、わたしにはきみたちという子がいる。この絆きずながある限り、海かい賊ぞく軍ぐんなんて無ぶ頼らいの連中に後れを取るわけもないのだからね」

　歌うように語り聞かせる彼女の肩に、滑かつ空くうしてきた愛あい鳥ちようミザイがふわりと留まる。その両りよう翼よくが、まるで花開くように左右に広がった。まばゆいばかりの羽毛の白さが、後ご光こうにも似にた輝かがやきを主あるじに与える。

「太たい母ぼ様さま……」「その通りです、我われらが『白はく翼よくの太母』！」「母の導みちびきのままに！」

　兵たちが声を揃そろえて司し令れい官かんを称たたえる。その声せい援えんに応こたえて、彼らが「白翼の太母」と呼ぶ女性は温かな微笑ほほえみを浮かべた。それは紛まぎれもなく、血を分けた子供を慈いつくしむ母の表情かおだ。

　一方、彼らの熱ねつ狂きようを傍かたわらで眺ながめながら、グレーキは耳まで裂さけた口くち元もとをゆがめる。

「ああ、まったく……。例えば魔ま性しようの女ってんなら、いくらでも抗あらがいようはあんだが」

　知らず笑いが込み上げた。戦場は男の世界──そう信じて疑わなかった昔むかしの自分を思い出す。その頃ころのグレーキには、女の下で行ぎよう儀ぎよく部下をやっている未来など想そう像ぞうすら出で来きなかっただろう。それほどに、彼女との出会いは想像の外にあった。

「何ともおっそろしいことに、この御ご仁じんは母性の女ときやがる。──勝てっこねぇ。抗あらがう不ふ毛もうさは、男なら誰だれでも骨ほね身みに染しみてらぁな」





＊






　高こう官かんたちから多くの質しつ問もんを挟はさまれつつ、マシューの説明は二時間以上にも及およんでいた。本人の体感ではその何倍もの時間を喋しやべり続けている気がしたが、ヤトリのフォローにも助けられながら必ひつ死しで追つい及きゆうを凌しのいでいると、やがて質問の弾だん幕まくは思考の沈ちん黙もくに様よう相そうを変えた。

「──面おも白しろいわ」

　彫ほりの深い顔に凄せい絶ぜつとも言うべき笑えみを浮かべて、ユルグス大たい将しようがそう言った。高官たちが揃そろって息いきを吞のむ。彼らは知っていたからだ、それは闘とう争そう本ほん能のうに火が点ついた時の上じよう官かんの顔だと。

「柔じゆう軟なんかつ大だい胆たんに盲もう点てんを突つく発はつ想そう。……いいじゃない、素す敵てきだわテトジリチの坊ぼうや。そうよ、若さってのはそうでなくちゃいけない！」

　切れ長の両目に生せい気きがみなぎる。高まる戦せん意いにこぶしを握にぎり締しめる上官の隣となりで、副ふく官かんのダンミエ・カンロン海かい佐さは長いこと黙もつ考こうしていたが、やがて静しずかに口を開いた。

「……優すぐれた発想だとは思います。この場で検けん討とうしてなお現げん実じつ味みが残っているという時点で、陸の軍ぐん人じんが出したアイディアとしては非ひ凡ぼんと言ってよいでしょう」

　ここまで辛しん辣らつな発言に徹てつしてきた印いん象しようのあるカンロン海佐だけに、マシューは大きく安あん堵どした。だが同時に、その賞しよう賛さんをまっすぐ受け取る資格のない自分自じ身しんに悔くやしさも覚えた。ユルグス大将やカンロン海佐が評ひよう価かした「非凡な」部分──それはおおよそ、事前に黒くろ髪かみの少年から託たくされたものだったからだ。

「しかしながら僕ぼくとしては、『それなら勝てる』とまでは楽らつ観かんできません。確かに可か能のう性せいは示し唆さされましたが、それも現場の状じよう況きようや運うん不ふ運うんに左右される不確かなものです。帝てい国こく海かい軍ぐん第一艦隊の命めい運うんを預あずける案としては、信しん頼らい性せいに欠けると言わざるを──」

「尻しり込ごみを正当化しろとは言ってないわ、ダンミエ」

　みなまで言わせず、ユルグス大将が副官の口こう上じようを切って捨てた。さすがの毒どく舌ぜつ家かも言こと葉ばに詰つまる。そんな彼を横目でにらみつつ、艦かん隊たい司し令れい官かんは両手の指を擦すり合わせる。

「分かるわよね。他ならともかく、その誤魔化しだけは許されない。現場の状況や運不運に成せい否ひが左右される──アンタはそう取り繕つくろったけど、勝しよう敗はいにいちばん大きく関わってくるのはそこじゃないわ」

「…………」

「頭のいいアンタが気付いていないはずがないわよね。この戦せん術じゆつで勝敗を分けるのは、他の何にも増して第一艦隊アタシたちの船乗りとしての練れん度どよ。極きよく論ろん、テトジリチの坊ぼうやが期待するレベルで全すべての艦かんが動けるかどうか、その点に全てがかかっている。アタシたちがヘボだったなら負けるだけの話。その要よう因いんに比くらべれば、運うん不ふ運うんなんて誤ご差さの範はん疇ちゆうだと思うのだけれど──違ちがって？」

「…………いえ、違いません」

　詭き弁べんを見抜かれたことを認みとめると、カンロン海かい佐さもそれ以上は取り繕つくろわなかった。一いつ瞬しゆんだけ口くち元もとに浮かんだ自じ嘲ちようをすぐさま打ち消して、彼は上じよう官かんにまっすぐ向き直る。

「恥はじを吞のんで本ほん音ねを言います。マシュー少しよう尉いの提案する作戦では、第一艦隊われわれに求められる技術のレベルが高すぎる。特に勝しよう負ぶ所どころに入ってからの操そう船せんはギリギリの綱つな渡わたりです。場合によっては渡りきれない艦が出るかもしれず、その失敗は取り返しのつかない事じ態たいを──ッ!?」

　唐とう突とつに発言が止まる。その原げん因いんは誰だれの目にも明らかで、軍ぐん議ぎの場は一瞬にして凍こおりついた。──ユルグス大将の突つき出した右手が、カンロン海佐の股こ間かんをわしづかみにしていたのだ。そのまま握にぎり潰つぶさんばかりの勢いきおいで。

「ひとつ尋たずねるわ、ダンミエ。アタシたちは何？」

「──ッ、て、帝国海軍、第一艦隊──」

「それ以前の話よ。──忘れてないでしょうね、アタシたちはカトヴァーナ海賊軍。キャプテン・ガルシエフの技術わざと精神を受け継つぐ天てん下か無む敵てきの荒あらくれ集団。なのだから当然、そのプライドは船乗りとしての優ゆう秀しゆうさに拠よって立つ。逆ぎやくに言えば、操船に関してイモを引いた時点で、アタシたちは戦たたかわずして敗やぶれ去さっているのよ」

「──、────」

「アタシ個人の保ほ身しんや面子めんつなんてくだらない、それはその通り。よく言ったわ。でも、ここで問とわれているのは第一に海かい賊ぞく軍ぐんとしての誇ほこりなの。この場のアタシたちから船上でデッキを磨みがく一いつ兵ぺい卒そつまで、それは全ての海かい軍ぐん兵へい士しが共有する魂たましいの銀ぎん貨か。それを失う時はつまり、アタシたちがアタシたちでなくなる時」

　一いち物もつを握りしめる手に右手に力がこもる。額ひたいに脂あぶら汗あせを浮かべて沈ちん黙もくする副ふく官かんに、海賊軍の首しゆ魁かいはなおも尋たずねる。

「今がそうだと、アンタは言うのかしら。敵てきと戦い敗れるまでもなく、海賊軍アタシたちはここでおしまいだと？」

「────……い、え……確かに、違いますね」

　男として最大級の恐きよう怖ふに晒さらされながら、なお見上げたことに、カンロン海佐は飄ひよう々ひようとした苦にが笑いを浮かべてみせた。顔中に脂汗を浮かべつつ。

「──やれ、やれ。僕ぼくとしたことが、自分がどんな集団に属しているのか忘れていました。……戦わずして敗れるなんて器き用ような真似まね、もとより我われ々われに出来るはずもない。そんな賢かしこさがあるなら、最初から海賊軍なんて頭の悪い異い名みようは頂いただいていません」

　その減らず口をよしとして、ユルグス大たい将しようはにやりと笑ってみせた。股こ間かんを摑つかんでいた手を引くと、目の前で五本の指を軽く開け閉めする。

「そういうアンタも、縮こまってるわけじゃなくて安心したわ」

　両者を包む緊きん張ちようが解とけて、状じよう況きようを見守っていた人々の口から一いつ斉せいに安あん堵どの息いきがこぼれた。目の前の展てん開かいに圧あつ倒とうされながら、それでもマシューは思った──いまのがきっと、ユルグスというものの片へん鱗りんなのだと。

「そうと決まればのんびりしてられないわね。さっさと戦せん術じゆつを煮に詰つめて決戦時の艦かん列れつの編へん成せいを決めなくちゃならない。──でも、その前に片付けることがあるわ。クッチ海かい佐さ！」

　名指しされた老ろう将しようが背せ筋すじを伸ばす。真っ白な顎あごひげをぼうぼうとたくわえた暴ぼう竜りゆう号ごうの艦長に、ユルグス大将は毅き然ぜんと告つげた。

「とっくに覚かく悟ごしていたと思うけど、暴竜号の戦せん線せん復ふつ帰きはもう不ふ可か能のうよ。今だって大勢で水を汲くみ出させて辛かろうじて浮いているだけの状じよう態たいなの。……せめて港まで戻れば何とかなるかもしれないけれど、それまで沈まないでいてくれる保ほ証しようもないわ。そもそも決戦を控ひかえた現状では、そのための人ひと手でも出してやれない。……分かるわね？」

「……は。承しよう知ちしておりますじゃ」

　この時ばかりは階級の上下も何もなく、二人の船乗りはやりきれない面おも持もちでうなずき合った。船乗りにとって、自分の乗じよう艦かんとは家族を乗せた家のようなもの──キャプテン・ガルシエフの冒ぼう険けん記きにそう記しるされていたことをマシューは思い出す。自分が家を失ったらどんな気持ちになるだろうかと、少年はついそんなことまで考えてしまった。

「準じゆん備びが整ととのい次し第だい、あの船は今日中にも海へ葬ほうむるわ。ともなって暴竜号のクルーも他の艦かんに配はい属ぞくしなおすことになる。クッチ、アンタの新しい配属は『槍そう魚ぎよ号ごう』よ」

「は。ヒゴルム海佐の艦ですか」

「ええ、旧きゆう知ちの仲なかだから転がり込みやすいでしょ？　爆ばく砲ほう艦かんと直接やり合った経けい験けんを活いかして戦せん闘とう時じの立ち回りを補ほ佐さしなさい。信しん頼らいできる部下を三名まで連れていって構わないわ」

　命令をじっくり受け止めてから、クッチ海佐は少しためらいがちに尋たずねた。

「お嬢じようの……いや、ポルミニュエ海かい尉いの配はい属ぞくについては、どうお考えですかの」

「アンタ次し第だいよ。あれがまだ信頼できる部下だと思うなら連れて行きなさい。そうでないならないで構わない。どこか適当な艦に水すい夫ふとして放り込むだけのことだから」

　どんな無む能のうでもデッキ磨みがきくらいは出で来きるでしょう、と。突つき放した発言は、軍ぐん議ぎの場に相応ふさわしい冷たさをもって響ひびいた。老将は重くうなずいて視し線せんを落とす。

「他のクルーたちにも追って配属先を通達するわ。質しつ問もんがないなら、『暴竜号』については以上でおしまい」

　そこで一いつ旦たん話をすっぱりと切ってから、ユルグス大将は問もん答どう無む用ようで議ぎ題だいを次に移す。

「もういいわね。──ここからは、敵てきを倒たおすことだけを考えるわよ」







「──まぁ僕ぼくには一目で見抜けたさ、彼女のチョーカーの宝ほう石せきが砂さ糖とう液えき浸しん漬せき法ほうで作った偽にせ物ものの黒オパールだってことはね。でも口には出さなかった、彼女がそれを本当に大事にしていることが分かったから。聞けばね、もう亡なくなった父親から結けつ婚こん祝いわいにもらったプレゼントだというんだ。ケチで有ゆう名めいな人だったのに、その時は大たい枚まいはたいてこれを買ってくれたんだと。残念ながら父君に宝石を見る目はなかったようだけどさ、心温あたたまる話だよね」

　軍ぐん議ぎを終えてヤトリと共に自分たちの部へ屋やへ帰ってきたマシューは、ドアを開けた瞬しゆん間かん、その流りゆう暢ちような語り口に出迎えられた。シャミーユ殿でん下かとポルミの二人を聴ちよう衆しゆうに、イクタの弁べん舌ぜつは乗りに乗っているところだった。

「しかしながら、誰だれも幸しあわせにしないその事実を彼女は最さい悪あくの形で知ることになる。大たい病びようにかかった姉あねのためにどうしても大たい金きんが必ひつ要ようになってね、父親の墓ぼ前ぜんで詫わびてから泣く泣くチョーカーを売りに行ったんだよ。そこで偽物だと鑑かん定ていされてしまった。思い出を汚けがされたばかりか金きん銭せんの工く面めんも出で来きず、彼女は茫ぼう然ぜん自じ失しつの体で僕に全すべてを打ち明けてきた。聞き終えた僕は迷まよわず決めた、この責せき任にんは最初に騙だました奴やつに取ってもらおうと」

　滑かつ舌ぜつがよくテンポも優すぐれたイクタの喋しやべりには吸きゆう引いん力りよくがある。姫ひめ君ぎみとポルミもすっかり聞き入っている様よう子すだった。ドアを開けて入ってきたマシューとヤトリに視し線せんで「お帰り」と伝つたえながら、少年はなおも話を続ける。

「そいつを見つけ出すのは意外に簡かん単たんだった。なにせ同じ手て口ぐちを懲こりずに繰くり返していたからね。ヤトリにも手を借りて、当時バンハタールの市場に出回っていた偽ぎ造ぞう黒オパールの出所を一つ一つ辿たどっていくと、二週間と経たたないうちに『当たり』に行き着いた。でも、ここからが問題だった。正面から詰つめ寄っても必ずしらばっくれられる。こういう手合いから金を取り返すには結局、こっちから騙し返してやるしかない。そこで僕は一いつ計けいを講こうじて──」

「──物を見る目のない金持ちの息子むすこに成りすまして、すっかり油ゆ断だんさせたところで本物の宝石を騙し取ったのよね。それで姿をくらますと同時に、あらかじめ目め星ぼしを付けておいた他の被ひ害がい者しやたちを焚たき付けて詐さ欺ぎ師しを追い詰めさせた。はい、これでおしまい」

　ざっくり端折はしよった説明でヤトリが話を終わらせた。語り手が半泣きでベッドに突つっ伏ぷす。

「殺せつ生しようだ、殺生だよヤトリ。ここから先が盛り上がってくるところなのに」

「悪いわね。さっきの調ちよう子しだとまだまだ続きそうだったから」

「だとしても端折りすぎだよ。宝石を騙し取るまでには細かな段取りがあったじゃないか！」

「ええ、あったわね。公こう共きようの美び術じゆつ館かんに当の詐欺師を連れてきて、『これは自分のコレクションから貸しているものだ』と言い張る図ず太ぶとさには呆あきれたわ。……あの詐欺師、後で本当に代金としてあれを引き取りに行ったっていうんだから」

　言いながら笑いが込み上げたらしく、ヤトリは口くち元もとを手で隠かくす。彼女が話題を早めに打ち切ってくれたことに安心して、隣となりのマシューが一歩前に出た。

「……まったく。おれたちが軍ぐん議ぎで苦労してる間、ここじゃずっと無む駄だ話ばなししてたのかよ」

「おかげさまで、とても有ゆう意い義ぎな時間が過すごせたよ。首しゆ尾びはどうだい？」

「緊きん張ちようしたし、疲つかれたな……。軍ぐん事じ裁さい判ばんの時のサザルーフ少しよう佐さ殿どのの気持ちがよく分かった。……それでも、やることはやってきたと思う。もう少しこじれるかと思ったのに、ユルグス大たい将しようはあれで意外と頭が柔やわらかい人だよ。時々こわいけど」

「あんたのアイディアを骨こつ子しに作戦が組まれたわ。私たちが見み逃のがしていた部分で色々と修しゆう正せいはあるにせよ、戦せん術じゆつ的てきには大おお筋すじで予想した通りよ。……今回は結果として、艦かん隊たいひとつの趨すう勢せいに大きく関かん与よしたことになる。私たちも責せき任にん重大ね」

「事じ後ご承しよう諾だくで劣れつ悪あくな戦せん況きようを背せ負おい込まされるよりは、事前に口出しして責任を負おうほうがまだマシじゃないか。……もしここで決戦を避さけたとしたって、その分のツケは陸に上がってから回ってくる。だったら今のうちに海かい軍ぐんにもリスクを分ぶん担たんしてもらわないとね。合同作戦である以上、それがフェアな姿し勢せいってもんだよ」

　肩をすくめて言いつつ、黒くろ髪かみの少年はマシューに視し線せんを向けなおす。

「さて。決戦が本決まりなら、そのための準じゆん備びを始めないとね。──マシュー、君はこれから例の荷物をひも解いて、部下たちに船上での運用を訓くん練れんさせてくれ。ユルグス大将には許きよ可かを取ってくれたよね？」

「ああ、それは気前よく許してもらえたよ。『活かつ躍やくを期待してるわ』だそうだ」

「よし。トルウェイとハロは先に動いているから、まずは下の第六倉庫で合流してくれ。運び出したら最初は黄こう竜りゆう号ごうの船上で、それから君たちが配備される艦かんの上で実際に撃うってみせるんだ。ちゃんと『使える武器』だってことをアピールしとかなきゃならないからね」

「分かったよ。──にしても、ったく、人使い荒あらいな。自分はベッドに寝ねたままのくせしやがって」

　悪あく態たいを突つきながら身みをひるがえし、マシューは疲れを感じさせない足取りで廊ろう下かへ駆かけ出していった。ベッドの上から手を振りつつその背中を見送って、足音が遠くなってからようやく、イクタもよっこらせと上体を起こす。

「──ヤトリ。僕ぼくたちの部ぶ隊たいは、それぞれどの艦に配備されることに？」

「あんたが新しん月げつ号ごう、トルウェイが日にち輪りん号ごう。この二艦は戦せん列れつの端はし寄よりね。私は猛もう虎こ号ごうで、こちらは戦せん列れつ中ちゆう央おうの位置取り。マシューの乗じよう艦かんだけは未定だけれど、追って指示が下ると思うわ」

　こくこくとうなずくイクタの前で、ヤトリは淡たん々たんと報ほう告こくを続ける。

「ハロと殿でん下かは、部隊ともども旗き艦かんに残って負ふ傷しよう者しやの救きゆう護ごに専せん念ねん。敵が乗り込んでくるような事態には何としてもさせないけれど、戦せん況きようの推すい移い次し第だいではここも忙いそがしくなるでしょうね。それとポルミニュエ海かい尉い、あなたは──」

　言こと葉ばの途と中ちゆうで、部へ屋やのドアが軽くノックされた。間を置かずにしわがれた声が響ひびく。

「ラギエシー・クッチじゃが、誰だれかおるかな。ウチのお嬢じようがここにおると聞いたんじゃが」

「クッチのお爺じい!?」

　呼ばれたポルミが慌あわててドアを開ける。出で迎むかえた彼女を前に、クッチ海かい佐さは複ふく雑ざつな表情を浮かべて、ためらいがちに口を開いた。

「……大たい将しよう殿どのの指示での、ワシは槍そう魚ぎよ号ごうに移ることになった」

「じゃ、じゃあ、暴ぼう竜りゆう号ごうは……」

「やはり損そん傷しようがひどくての、補ほ修しゆうは難むずかしいそうじゃ。……準備が整ととのい次し第だい、今日中に海へ葬ほうむられることになる」

　聞いた瞬しゆん間かん、ポルミの体が足あし元もとからぐらりと傾かたむいた。ヤトリがとっさに後ろから支えに入ろうとしたが、その前に、本人が壁かべに手を突ついて転てん倒とうに歯は止どめをかける。そうやって絶ぜつ望ぼう感かんに耐たえながら、己おのれがもたらした結果を受け止めきろうと、ユルグスの末まつ裔えいは必ひつ死しにあがいた。

「……う……ぅ……ッ……！」

　嗚お咽えつはぎりぎりで吞のみ込んだ。そんな無ぶ様ざまを他人に晒さらすのは一度きりで十じゆう分ぶんだというように。

　彼女が落ち着きを取り戻すのを待まって、クッチ海佐は話を続けた。

「槍魚号には部下を三人まで連れていける。……後はお前さん次し第だいじゃ、ポルミニュエ海尉」

「……行きます。同行させて、ください」

　肺はいからしぼり出すように、苦く渋じゆうの面おも持もちで彼女は告つげた。即そく座ざに答えが返ってきたことは、尋たずねた老ろう将しようにとっては少なからず意外だったようだ。クッチ海かい佐さは目を見開いた。

「そう、か。……しかしな、辛つらいぞ。敗はい残ざんの身みで他の船に転がり込むわけじゃからな。ヒゴルム海佐は寛かん容ような男じゃが、その下の士し官かんたちは、お前さんを蔑さげすみの目で見るじゃろう」

　その忠ちゆう告こくに、ポルミはきつく唇くちびるを嚙かんだ。……従じゆう軍ぐんから異い例れいの若さで昇しよう進しんを重ねてきた彼女は、高こう官かんたちの覚えがいい反面、同じ若手からは敵てき視しされることも少なくない。初うい陣じんで失しつ態たいを晒した今、ここぞとばかりに足あし元もとをすくおうとする手て合あいは必かならず出てくるだろう。

「なんとかします。……あたしが招まねいたこと、ですから」

　掠かすれた声でそう応こたえた部下に、覚かく悟ごの程ほどを見て取って、クッチ海佐も重いうなずきで返す。それで意志の確かく認にんが済すむと、老将は部へ屋やの中に視し線せんを移して、見覚えのある顔を探さがした。

「さて……お前さんたちには世話ばかりかけたのう。特にテトジリチとレミオンの坊ぼう主ず──おや、おらんのか。こやつを連れて行く前に、ワシからも一ひと言こと詫わびたかったのじゃが」

「お気持ちはちゃんと伝えておきますよ。それより海佐殿。次の戦せん闘とうの時は、どうかよろしくお願いします。少なくとも楽らくな戦たたかいにはならないと思いますので」

　ベッドの上からイクタが言こと葉ばを投げかける。老将は真ま顔がおでうなずいた。

「もはや艦長の身みにはないワシじゃが、それでも全力を尽つくす所しよ存ぞんじゃ。……お前さんたちの忠ちゆう告こくをおろそかにはせんよ、決して。そればかりは約やく束そくする」

　最後に深く頭を下げると、老将は静かに立ち去さった。ポルミも後を追おうとするが、部屋を出ていく直前で足を止めて、ためらいがちに口を開く。

「……あり、がと……。その、いろいろ、助かったから……」

　切れ切れに礼れいを述のべた後、やっと聞き取れる程てい度どの声で、彼女は最後にこう付け加くわえた。

「……あいつにも、そう伝えといて」







　一方その頃ころ、一足先に部へ屋やを飛び出していたマシューは、一つ下の階かい層そうにある船せん倉そうでトルウェイ、ハロと合流していた。部下ともども荷にほどきに取り掛かかっている二人に、小太りの少年も腕うでまくりして加わっていく。

「……敵てきの爆ばく砲ほうに、こいつでどの程てい度どまで対たい抗こうできるもんかな？」

　光ひかり精せい霊れいの周照灯ランタンでぼんやりと照てらされる倉庫の中、荷物から分ぶ厚あつく巻いていた布ぬのを取り去さると、鈍にぶい輝かがやきを放つ中なか太ぶとの砲ほう身しんが覗のぞいた。期待と不安が半々といった表情でつぶやくマシューに、トルウェイは苦く笑しようを浮かべてみせる。

「よーいドンで真まっ向こうから打ち合ったら、たぶん勝しよう負ぶにならないよね。でも、運用する状じよう況きよう次し第だいでこれが活かつ躍やくする場面は必かならずある。そこに辿たどり着くまでのことは、イッくんの策さく略りやくと海かい軍ぐんの実力を信じようよ」

「そうだな……。なんにせよ今回は、行動の大半を海軍に委ゆだねなけりゃならないのがもどかしい。敵への攻こう撃げきひとつ取っても、まず船を近付けてもらわなくちゃ何も出で来きないし」

　喋しやべりながらも手は休めず、二人は包みを開けた分を片かたっ端ぱしから部下に運び出させていく。その作業が一通り済すんで小しよう休きゆう止ししていると、やや離はなれた位置で働はたらいていたハロが、唐とう突とつに一ひと抱かかえもある木き箱ばこを重そうに持って歩み寄ってきた。

「ま、マシューさん、トルウェイさん！　ええとですね。荷に解ときが終わったらこれをお二人に十本ずつ渡わたすようにって、イクタさんに言われてまして！」

　そう言ってハロが床ゆかに置いた木箱には、茶ちや褐かつ色しよくの液体が詰つまった細長い瓶びんがぎっしりと並んでいる。そのうちの一本を手に取って、マシューはしげしげと眺ながめた。

「なんだこれ？　見た目には酒っぽいけど……」

「当たりです！　サトウキビの蒸じよう留りゆう酒しゆだそうですよ！」

「キビ酒？　あぁ、そういやキャプテン・ガルシエフの冒ぼう険けん記きにしょっちゅう出てきたかも……って、わざわざそんなもんを積んでたのかよ!?　何考えてんだあいつは、酒を積む余よ裕ゆうがあるなら弾たまを詰めよ！」

「──とマシューさんなら怒おこるに違ちがいないって。さらに伝でん言ごんなんですけど、イクタさんいわく、『これは海かい賊ぞく相あい手てなら最強の実じつ弾だんだ。各人、決戦までの間にそれぞれの乗じよう艦かんで有ゆう効こうに使うべし』とか」

「それは……要ようするに、お酒で打ち解とけろってことかな……？」

　トルウェイが酒さか瓶びんを手に考え込む。彼の推すい察さつを聞くと、マシューも少しは納なつ得とくした。

「乗り込んだ船で上手うまくやるための後あと押おしってとこか……。そういうことなら、まぁ、とりあえずいただいとくかな。酒の差し入れくらいで待たい遇ぐうが変わるとも思えないけど」

　半はん信しん半はん疑ぎの思いで顔を見合わせつつ、三人はひとまず酒瓶を等分に分け合った。







　決戦を控ひかえた「黄こう竜りゆう号ごう」の艦かん内ないは慌あわただしく、その喧けん噪そうには第二層にある部下たちの待たい機き所じよを訪おとずれたヤトリも含ふくまれていた。彼女自じ身しんも一個中隊を率ひきいる立場なので、じきに他の中ちゆう型がた艦かんへ移い乗じよう命めい令れいが下るが、大勢の部下たちは複数の艦に分ぶん配ぱいされることになる。全すべての部下に直接指示を出せるタイミングは、事実上これが最後だった。

「隊たい長ちよう殿どの。水すい兵へいたちは皆、着ちやつ剣けんした風ふう銃じゆうやボウガンではなく、カトラス一本で白はく兵へいに臨のぞむつもりのようです。我われ々われも武ぶ器きを持ち変えるべきなのでしょうか」

「その必ひつ要ようはないわ。私たちはこの武器で訓くん練れんしてきたのだから、今さら形だけ海かい軍ぐんの真似まね事ごとをしても意味がない。船上でカトラスの取り回しがいいのは事実だけれど、扱い慣れない者が振り回せば同どう士し討うちの危険もある。ここは短たん槍そうで突つきを中心に戦たたかうべきよ」

　異ことなる環かん境きように置かれても、彼女の判断は明めい確かくでゆるぎない。その声を聞くうちに、不安に駆かられた部下たちも落ち着きを取り戻していく。

「陸上でも海上でも、白はく兵へいは白兵。やるべきことが極きよく端たんに変わったりはしないわ。恐おそれず怯ひるまず、蛮ばん勇ゆうに任まかせて突とつ出しゆつせず、仲なか間まと連れん携けいして敵てきを倒たおしなさい。そうすれば必かならず勝てるから」

「はっ！」「了りよう解かいしました！」

　兵士たちが納なつ得とくして去さっていく。その背中を見送るヤトリの隣となりで、やり取りを見守っていたシャミーユ殿でん下かが嘆たん息そくする。

「毅き然ぜんとしたものだな。そなたの風ふう格かくは、波なみ打うつ海の上でもなんら揺ゆるぎない」

「船ふな酔よいで参まいっている部下もおりますから。せめて上じよう官かんの私が、大地に代わって揺るぎない寄る辺べとならなければなりません」

　言こと葉ばを交かわしながら二人が室内に視し線せんを巡めぐらせていると、ふいに、半開きになっていた入口のドアの向こう側を、見覚えのある影がひょこひょこと横切るのが見えた。その影があるまじきモノを肩に担かついでいたように見えたので、ヤトリと姫ひめ君ぎみは顔を見合わせる。

「……少し外はずすわ。兵の様よう子すを見ておいてちょうだい」

　了りよう承しようの返事をよこした副ふく官かんに後を預けて、炎えん髪ぱつの少女は部へ屋やを出ていく。姫君もその背中に続いた。早足に廊ろう下かを進んでいくと、艦かん上じよう後部デッキへと続く階段の直前で、松まつ葉ば杖づえを突ついた影に追いつく。

「……やっぱり見み間ま違ちがいじゃなかったわね。いったい何をやってるの、あんたは」

「やぁヤトリ、お姫さんも。見ての通りだよ」

　気軽に答えたイクタは、松まつ葉ば杖づえとは反対の手に、何を思ったか身みの丈たけを倍する長さの釣つり竿ざおを担かついでいた。おぼつかない足取りで階段を上り始めた彼の後を追いつつ、ヤトリは皮ひ肉にくっぽく尋たずねる。

「やっとベッドから起きたと思ったら、釣つり針ばりで敵てき艦かんの帆ほを破やぶる練習でもするつもり？」

「その発想はなかった。いや、これだけ沖おきに出ると、釣れる魚も違ちがってくるだろうと思ってね。ひとつ糸を垂たらしてみたくなったんだ」

「決戦を控ひかえた軍ぐん艦かんの上で、ね。大した釣り道どう楽らくじゃないの」

「これが意外にも許きよ可かをもらえたんだよ。ただ暇ひまでいられるよりも、魚が釣れる分だけマシだと思われたみたいで」

　昇しよう降こう口ぐちを抜けると、どんよりとした曇くもり空に迎えられた。ミズンマストの根本を横切って艦かん尾びの手すりまで辿たどり着いたところで、少年は釣り針にエサを付ける。カビの生はえた干ほし肉だ。

「よっ、と」

　それが済すむと、海へ向かっておもむろに竿さおを振るった。錘おもりを含ふくんだ仕し掛かけが空中を飛んでいき、手て元もとに固定された糸いと巻まき筒つつがカラカラと回って釣り糸を繰くり出していく。ヤトリはその器具を初めて見たので、軽く感心の声を上げた。

「海面までの距きよ離りをどうするのかと思ったら、そんな便べん利りなものがあるのね」

「だろ？　狙ねらったところに仕掛けを投げられるし、取り込みの時も糸を直接手た繰ぐらなくていい。漁りよう師し道具っていうのは身近な発明の宝ほう庫こだよ」

　糸の長さの調ちよう整せいが済むと、イクタはその場に座すわり込んだ。竿さおを手すりに立てかけて、少年の両目は遠く水平線を見つめて微び動どうだにしない。その背中に声をかけようとして、しかしシャミーユ殿でん下かは寸すん前ぜんでためらった。彼のまとった空気が、奇き妙みように張り詰つめていたからだ。

　海うみ鳥どりの鳴き声が響ひびく中、同じように遠くを見つめながら、炎えん髪ぱつの少女が静しずかに口を開く。

「主おもにマシューを働はたらかせるのが、あんたの今回の方ほう針しんみたいだけど」

「まさしく。おかげで僕ぼくは大いに怠なまけられる」

「みたいね。でも、その割わりに、頭の中は忙いそがしく働いているようじゃない」

　答えず黙だまり込んでいた少年だが、しばらく経たって、やがて降こう参さんしたように苦く笑しようを浮かべた。

「……透すけて見えるの？　まさかとは思うけど」

「見えるわよ。だって、娯ご楽らくに興きようじる時は徹てつ底ていして楽しみ尽つくすのがあんたでしょう。釣竿を握にぎっているだけで心ここにあらずじゃ、見た目通りに怠けているとは思ってあげられないわ」

　違ちがいないね──自じ嘲ちよう気ぎ味みにそう言って、イクタは左手を竿から離して持ち上げる。

「怠けたいのは本ほん音ねなんだ、切せつ実じつに。──思い返すと、北ほく域いきでは働き過ぎたから」

「確たしかに、あの戦せん争そうは忙しかったわね。状じよう況きようが次々に移り変わるものだから、食事を取る暇ひまも寝る間もろくになかった」

「うん、そうだったね。その忙しさの中で──僕はいつの間にか、小こ指ゆびをひとつ落としていた」

　あるべき一いつ指しが欠落した左手を曇くもり空にかざして、イクタは不ふ可か解かいそうに首をかしげた。

「あれが間ま違ちがった判断だとは思わない。でも、普ふ段だんの僕ぼくじゃ実行できない真似まねだ。なにしろ痛いたかった──いま思い出しても吐はき気けをもよおすぐらいには痛かった。うん、本気で死にそうに痛かったんだ。同じことを今やれと言われても不ふ可か能のうだよ。でも、あの時の僕はやった」

「…………」

「なぜそんな真似が出で来きたんだろうか？　──認めるのも癪しやくだけど、それはたぶん、英えい雄ゆうだったからさ。僕はあの時、過か酷こくを極きわめる戦場の中で、無む意い識しきに英雄であろうとしていたんだ」

　吐き捨すてるように告こく白はくして、イクタは残った四し指しをきつく握にぎりしめる。

「『全すべての英雄は過か労ろうで死ぬ』と──不眠ねむらずの輝き将しようにくれてやったあの警けい句くは、他でもない僕自じ身しんへの戒いましめでもある。生まれ持った才さい能のうなんかより、英雄はむしろ状じよう況きようが作り上げるものだ。強きよう大だいな敵てき、守るべき相あい手て、貫つらぬくべき信しん念ねん──それらの条じよう件けんが揃そろえば、どんな人間もたやすく英雄に成り果てる。全体がかく在あれと望む中に、ちっぽけな個人は掠かすれて消える。それこそが罠わなだとも知らずに」

　ごう、と強く横風が吹ふき抜ける。その圧あつに耐たえるように、少年は座すわったまま身みを縮ちぢめる。

「不ふ可か避ひの窮きゆう地ちが生んだ英雄は、それでも仕し方かたがないのかもしれない。……だけど多くの場合、ひとりの英雄を生み出すものは他多数による依い存ぞん的てきな怠たい惰だだ。そうやって多くの英雄を生み出しては片かたっ端ぱしから使い潰つぶしているのが、今の帝てい国こくに他ならなくて──だから僕は、その流れにだけは乗りたくない。身近な誰だれも、絶対に乗せたくない」

　風の勢いきおいがピークを過すぎていき、こわばっていた少年の口くち元もとが、かすかに緩ゆるむ。

「だから、マシューなんだ。向こう上じよう心しんがあって負けん気が強くて、きっちり責せき任にん感かんも持ち合わせていて……だけど、そこに頼りなさを残しているのがいい。彼はきっと、好こう意いの対たい象しようにはなっても依い存ぞんの対象にはならない。だからこそ周しゆう囲いの人間に間ま違ちがった怠なまけ方をさせず、間違った働はたらき方をさせないはずだ」

　ヤトリはかすかにうなずいた。小太りの少年に寄せる期待は、彼女にしても同じことだ。

「下手へたに威い厳げんや風ふう格かくなんて付けなくていい。だって、最初に出会った時からずっと、僕は彼の凡ぼん庸ようさがいとおしい。正しく揺ゆらぎながら成長を続ける等とう身しん大だいの彼が、いつだって貴とうとく目に映ってやまない。……本人の前では絶対に言えないことだけどね」

「そうね、激げき怒どするのが目に見えてるわ。……でも、そこまで考えてマシューに仕事を預けているあんたが、それでも頭の中まで怠けきれていないのは──」

　厳きびしい眼まな差ざしを海に向けて、イクタは釣つり竿ざおの先せん端たんを軽く上下した。

「敵がキオカだから、だろうね。……愚ぐ将しように当たることはまずない。凡ぼん将しようと期待することさえ虫がいい。爆ばく砲ほうよりも正直、僕はそっちのほうが恐ろしいんだ。自分に全ぜん軍ぐんの指し揮き権けんがない状況ではなおさらに……」

　少年の懸け念ねんに、炎えん髪ぱつの少女もまた、表情を険けわしくして同意を示す。

「ええ、分かりすぎるぐらいだわ。私だって『不眠ねむらずの輝き将しよう』を相手取っての綱つな渡わたりを思い出さずにはいられない。──でも」

　力強く逆ぎやく接せつして一歩前に出ると、ヤトリは横合いから釣つり竿ざおを握にぎりしめた。力なく手すりに寄りかかっていた長なが竿ざおが、背せ筋すじが一本通ったようにぴんと曇くもり空を衝ついて立つ。

「これだけは先に約やく束そくさせて。──その小こ指ゆび、次は私の番だから」

「────、それは」

「誰も落とさずに済すむのが一番、それは当然よ。だとしても不ふ可か避ひの事じ態たいはある。だったら今度は私に譲ゆずりなさい。文もん句くはないでしょう？　だって二人で代わりばんこなんだもの」

　少年の黒い瞳ひとみがじっと相手を見返す。その眼がん前ぜんで、ヤトリシノは共きよう犯はん者しやの笑えみを浮かべた。

「全体がかく在あれと望む中に、ちっぽけな個人は掠かすれて消える──あんたはそう言ったわね。でも、個人ひとりが二人だったなら少しは話が違うでしょう。一ひと粒つぶの小石なら砕くだいて回り続ける歯は車ぐるまも、二ふた粒つぶいっしょに飛び込めば止め得えるかもしれない」

　喪うしなわれないように共ともにいる、と。かつて伝つたえた意志が巡めぐって、少年のもとに返る。

「ヤトリシノはそれを望むわ。あんたはどうなの、イクタ」

「……拒こばみようがないね。君が君自じ身しんの望むままにあることが、僕の望みだ。それだけは決して変わらない──あの日からずっと」

　苦く笑しよう気ぎ味みに応こたえて、イクタは釣り竿を両手で強く握にぎりなおした。──と、その瞬しゆん間かん、二人の背はい後ごでかすかな足音が遠ざかる。

「──殿でん下か？」

　とっさにヤトリが振り向いた時にはもう、そこに立っていた姫ひめ君ぎみの姿すがたはどこにもなかった。







　後部デッキから昇しよう降こう口ぐちに戻って二に層そうまで下ると、そこから先はもう、両足が勝手に走り出していた。途と中ちゆうで肩をぶつけた水すい兵へいたちを何人も青ざめさせながら、けれど今の第三皇おう女じよには、それを気にしている心のゆとりは少しもなかった。

「あ、これは殿下、お戻りで──うわっ!?」

　顔を伏ふせたまま廊ろう下かを駆かけていくと、やがて向かって右手に貴き賓ひん室しつのドアが現れた。会え釈しやくしながら声をかけてきた衛えい兵へいの前を無む言ごんで突つっ切って、そのまま姫君は部へ屋やに飛び込む。

　士し官かん用ようよりも一回り大きなベッドに、ゆったりとした机つくえ、二に脚きやくの籐とう椅い子すが部屋の主あるじを迎えた。短い間かん隔かくで設えられた二つの船せん窓そうは、賓ひん客きやくのために採さい光こうへ気を遣つかったことが窺うかがわれる。軍ぐん艦かんの個室としては最高の部ぶ類るいに当たる部屋だ。が、当とうの姫君は乗じよう艦かんから今までほとんど騎き士し団だんの面々と一いつ緒しよにいたので、彼女専せん用ようにあてがわれたこの貴賓室には、もうひとつ生活感が乏とぼしい。

　ドアを固く閉めて鍵かぎをする。そうやって一人きりの空間を得ると、理り性せいで繕つくろっていた最後の部分が崩くずれ落ちる。それでついに、シャミーユ殿でん下かはベッドに突っ伏ぷして苦く悶もんした。

「ぅ、う……！」

　胸むねの奥へ押し寄せる感情の波は濤とうに、その痛いたみに、少女は耐たえ切れず呻うめき声を漏もらす。

　──その小こ指ゆび、次は私の番だから──

「……ぁ……」

　鳴り止まない。二人の交わした言こと葉ばが、どんなに耳を押さえても途と絶だえてくれない。

　──文もん句くはないでしょう？　だって二人で代わりばんこなんだもの──

「……ぁ、ぁ……」

　心の軋きしむ音を聞きながら、少女はうずくまる。それはまるで、陽光ひかりに焼かれる亡もう者じやのように。

　──ヤトリシノはそれを望むわ。あんたはどうなの、イクタ──

　片かた時ときも救いはない。煉れん獄ごくに落ちた罪ざい人にんがそうであるように。

　──拒こばみようがないね。君が君自身の望むままにあることが、僕ぼくの望みだ──

「……ぁぁあああ…………！」

　絶え間ない灼しやく熱ねつの内に身を置いて、シャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニクは己おのれを呪のろった。その不明を、その不ふ毛もうを、自分自じ身しんの救いがたい腐ふ敗はいを呪った。

　なぜ願えるのだろうか──あの絆きずなを引き裂さこうなどと。

　なぜ思えるのだろうか──自分ごときに、あの絆を断ち切れるなどと。

　分かりきったことだ。イクタ・ソロークの魂たましいはヤトリシノ・イグセムと分かちがたく共ともにある。余よ人じんが割り込む隙すきなどどこにもない。そんな横よこ槍やりは、仮かり初そめに想そう像ぞうすることさえ罪つみ深い。

　理性はとっくに理解を告つげている、この妄もう執しゆうをただちに断ち切るべきだと。破は滅めつへの旅たび路じは己ひとりの足で歩むべきだと。……それすら叶かなわないというなら。せめて誰だれも巻まき添ぞえにせず、どこか遠くで分ぶん相そう応おうに、ひとりきりの終わりを迎えるべきなのだと。

「───ッ」

　………………でも。

　でも、もう、夢ゆめ見てしまった。どうしようもなく望んでしまった。

　黒くろ髪かみの少年と共にある自分を。彼がもたらす結けつ末まつを。果はてなき腐ふ敗はいの終しゆう焉えんを。

　ほかの誰だれでもない、彼の手によって為なされる、最さい期ごの裁さばきと──その救いを。

「…………醜みにくい……」

　こぼれた涙なみだが一ひと筋すじ、頰ほおを伝い落ちてシーツに染しみる。漏もれ出す声に嗚お咽えつが混じる。

「………余よは、醜い……っ」

　決して許しを与えられない自じ罰ばつの中、身動きさえ取れずに、少女はひとり泣き続けている。いつまでも、いつまでも、泣き続けている──。







　夕日が西の水平線に差し掛かかる頃ころ、「暴ぼう竜りゆう号ごう」の長い航海を締しめくくる儀ぎ式しきが執とり行われた。すでに僚りよう艦かん「槍そう魚ぎよ号ごう」に曳えい航こうされて艦かん隊たいから西へ離はなれたところまで運ばれており、後はもう、潮しおに乗せて流してしまうだけだった。

「足かけ二十四年、まぁよく航海はしった船だぁな。──曳航索つなは好すきなタイミングでほどけや」

　艦かん首しゆで大きなパイプをふかしながら、「槍魚号」艦かん長ちようのヒゴルム海かい佐さがそう言った。旧きゆう知ちの盟めい友ゆうから気き遣づかいを受けて、葬そう列れつをなして並ぶ部下たちの先頭で、クッチ海佐は静かにうなずく。

「──我われらの船、我らの家。よくぞ砲ほう撃げきに屈くつさず、最後まで寄る辺べとなってくれたのぅ……」

　感かん慨がいを込めて述べられる一ひと言こと一言が、役目を果たした船へと捧ささげる悼とう辞じだった。涙をこらえながら隣となりに立つポルミニュエ海かい尉いでさえ、この老ろう将しように比くらべれば船との付き合いはずっと短い。クッチ海佐の人生の多くは「暴竜号」の上で営いとなまれた。それはまさしく「家」と呼べる程ほどに。

「そしてまた、お前は多くの船乗りを育てる揺ゆり籠かごでもあった。部下たちは無論、ワシ自身もまた、お前に守られながら海との付き合い方を学んだ。雨の日も風の日も凪なぎの日も、お前の上で揺られて眠った。嵐あらしの日には共に戦たたかい打ち勝った」

　二人の背はい後ごから嗚咽が重なって響ひびいた。無理もない。苦く楽らくを共にした船の終わりは、ひとつの家族の終焉にも等しいのだから。

「長い間ありがとうよ。いよいよ別れの時じゃが──願わくば、先に逝いった十七名の魂を、お前の加か護ごをもって主しゆ神しんの身み許もとまで守り届とどけてくれい」

　そう言って、クッチ海佐は投とう錨びよう台だいから一歩下がった。それを合あい図ずにポルミと他二名が艦かん尾びへ走って、船と船を結び付けていた曳えい航こう策さくをほどく。

　朽くちかけた「暴竜号」が、最後の頸くび木きを失って大海原を西へと流れ去さる。船底に空あいた穴あなからの浸しん水すいで、その艦かん影えいはすでに半なかば近くまで海中に浸つかっている。完全に海中へ没ぼつするまで、あるいは水平線の果はてにシルエットが消えるまで、クルーたちはその最後を見み届とどける所しよ存ぞんだったが──そんな彼らの想おもいも一いつ顧こだにせず、日にち没ぼつが一いつ歩ぽ先んじた。

　暗くら闇やみに沈んだ海原の只ただ中なかで、寄る辺べを失ったクルーたちに、クッチ海佐は艦長として最後の命令を下す。

「……これで弔とむらいは終わりじゃ。各員、この船が艦隊に戻り次し第だい、次の持ち場に向かえ」

　そう言われてもなお、並んだ部下たちはすぐに動き出そうとしなかった。悲しみに暮れる部下たちを見かねて、老将が声を荒あらげる。

「めそめそするな船乗りども！　海は貴き様さまらの立ち直りを待まってはくれん！」

　その一いつ喝かつに背中を叩たたかれて、ようやく「暴竜号」の元もとクルーたちは次へ向けて動き出した。解かい散さんしていく葬そう列れつの中で、ポルミは最後にもう一度だけ、「暴竜号」が消えた暗闇へと視し線せんをやる。

「……っ、……」

　決して流すまいと決めていた涙なみだが一いつ滴てき、まなじりから頰ほおを伝う。それを手の甲こうで強くぬぐって、彼女は今度こそ振り返らなかった。







　僚りよう艦かんの最後の旅立ちを見送った「槍そう魚ぎよ号ごう」が艦隊に戻ると、帰るべき船を失った船乗りたちは命令に従って次々と別の艦に移い乗じようしていった。見知った顔がいなくなっていく中で、それでも「槍魚号」に残ったのは、クッチ海かい佐さと彼が選んだ三人の部下のみだ。

「何にせよまずは、ウチの士し官かんどもと顔合わせだな」

　火の点いていないパイプをくわえたヒゴルム海佐の後に続いて、クッチ海佐とポルミ、それに「暴ぼう竜りゆう号ごう」でそれぞれ航こう海かい長ちようと掌しゆう帆はん長ちようを務めていた二人が、一列に並んで昇しよう降こう口ぐちを降りていく。……中ちゆう型がた軍ぐん艦かんとして造りは似に通かよっていながら、慣なれない船の廊ろう下かは、四人に等しくよそよそしさを感じさせた。

「ここだ、って言わんでも分かるな。まぁ入れや」

　突つき当たりのドアをヒゴルム海佐が押し開けると、士官集会室の中でテーブルを囲んで待たい機きしていた「槍魚号」の士官たちが一いつ斉せいに立ち上がって敬けい礼れいした。一いつ等とう海かい尉いから五等海尉まで揃そろい踏ぶみ、男性三人に女性二人の顔ぶれだ。

　彼らの視線に晒さらされた瞬しゆん間かん、ポルミは後ずさりそうになるのを懸命にこらえた。五人の中に見知った顔が含まれていることは、この場合、悪い予感しか呼ばなかった。

「クッチ海佐以下、暴竜号から移い乗じようしてきた面めん々めんだ。事情の説明は要いらんよな？」

「は、承しよう知ちしております」

　どうやら一等海尉に当たるらしい屈くつ強きような青年がハキハキと答えた。それにうなずいて、ヒゴルム海佐は長年の盟めい友ゆうに視し線せんを移す。

「ラギエシー・クッチじゃ。敗はい残ざんの身で不ふ甲が斐いないが、世話になる」

　老ろう将しようの短い挨あい拶さつに、士し官かんたちは形式通りの敬けい礼れいで応こたえる。そうなると次の流れは決まったようなもので、ポルミを始めとした三人は次々と自じ己こ紹しよう介かいを述べていった。

「──よし、これで一通り済すんだな。ま、適てき当とうに上手うまくやれや」

　指示とも激げき励れいとも付かない大おお雑ざつ把ぱな言こと葉ばを残すと、「槍魚号」の艦かん長ちようはクッチ海佐を連れて士官集会室から去さっていった。残されたのは船の士官五人と、外と様ざまから転がり込んできたポルミたち三人。彼女らが居い心地ごこちの悪さを嚙かみしめる暇ひまもなく、最初の一いち撃げきが来た。

「──よぅ。どのツラ下げてここにいるんだ、恥はじさらし」

　一等海尉の青年が声を上げた。その罵ば倒とうが誰だれを指したものかは明白で、ポルミは肩を震ふるわせて相手を見返す。

「自分テメエの失点で船を沈めて、よくのうのうと生きてられるな。まったく感心するぜ」

「同感。ねぇねぇ、今からでも海に飛び込んだらどうかなぁ？」

　二人いる女性士官のうち、背の低く垂たれ目がちなほうが青年に同どう調ちようした。ポルミは苦労して応答をしぼり出す。

「……失点は……取り返す……。これから先、絶対に……」

「は？　おいおい、アホか？　──ねぇよ、そんな機会はよぉ！　少なくともこの戦いくさの間はなっ！」

　威い圧あつ的てきに怒ど鳴なって、青年士官がこぶしで机つくえを叩たたいた。たまらずポルミが身を縮ちぢめる。

「先に言っとくが、お前らに回されるのは雑ざつ用ようだけだ。デッキ磨みがきやカトラスの研とぎ上げに、せいぜい夜半から早朝の当直。舵かじ取とりはもちろん、操そう帆はんにだって指一本関わらせねぇ。──要するにもう、お前の立場は下したっ端ぱ水すい夫ふと何も変わんねぇのさ。分かってくれたか、ポルミニュエ・ユルグス六等海尉さんよぉ」

　たっぷりの嫌いや味みを込めて青年士官は告つげた。その言い分に間ま違ちがいはない。カトヴァーナ海かい軍ぐんにおいて、海尉同士の序列は各艦の中で独どく自じに定められている。「暴ぼう竜りゆう号ごう」では一等海尉に任じられていたポルミの地位も、新たに乗り込んだ「槍そう魚ぎよ号ごう」では白はく紙しに戻らざるを得ない。そもそも海尉の序列は一等から五等までであり、上に五人の先せん任にんがいる現状では、ポルミの立場は六等海尉どころか尉い官かん未満の士官候こう補ほ生せいと並びかねないのだ。

「これ以上の醜しゆう態たいを晒さらさないよう、せいぜい頭を低くして過すごすんだな。気が向いたらこき使ってやるからよ」

「同感同感！　ねぇねぇ、さっそく頼たのんでいいかな？　実はトイレがすっごく汚れててさー」

　さっきと同じ女性士し官かんが嬉き々きとして雑ざつ用ようを押し付ける。ポルミは苦にが々にがしい表情で彼女を見た。

「……あんたは変わらないね、ヨリン。今はそいつの腰こし巾ぎん着ちやく……？」

　ポルミが精せい一いつ杯ぱいの皮ひ肉にくで返した瞬しゆん間かん、ヨリンと呼ばれた女性士官の顔から笑えみが消えた。席せきを立って相あい手てに詰つめ寄ると、片かた手てで首をわしづかみにして壁かべに叩たたきつける。

「イキってんじゃねぇぞ負け犬いぬ！　生まれの良さだけが取り柄えの雌めす豚ぶたが！」

　豹ひよう変へんした剣けん幕まくで口汚ぎたなく罵ののしりながら、ヨリンは握にぎった首くび筋すじに爪つめを食い込ませる。気き道どうを締しめ付けられたポルミが悲ひ鳴めいさえ上げられずに呻うめいた。残り三人の士官たちは我われ関せずの姿勢で、助けに入るべき身内の二人も、完全なアウェイの雰ふん囲い気きの中で立ち往おう生じようしてしまっている。

　圧あつ倒とう的てきに有利な体勢を得えたことで余よ裕ゆうを得て、ヨリンは元もとの口く調ちように戻って続ける。

「ねぇポルミ、分かってるのかなぁ、先せん祖ぞの七なな光ひかりに頼たよってられる時期は終わったんだよ……？　そこんとこちゃーんと早めに理解しとかないと、お互たがいのためにならないと思うけどなぁ……？」

「……理解、してる。……あたしは、ユルグスの権けん威いに、甘あまえて……あげく、その名前に、泥どろを塗ぬった……」

「あらあら分かってんじゃーん？　だったらホラ、それ相応の態度ってもんがあるよね？　とりあえず靴くつでも舐なめてみたらどうかな、負け犬らしくさぁ」

　つかんでいた首から手を離はなすと、そのままむせてしゃがみ込んだポルミに向かって、ヨリンは自分の片足を突つき出した。にやにや笑いながら、敵てきの最後のプライドを折おりにかかる。

　そんな相手を下から強く見返して、ポルミニュエ海かい尉いは目の前の足を激しく払はらいのけた。

「……するもんか！　たとえユルグス失格でも、あたしはあんたに屈くつしない！」

「……ちッ！　この雌豚、調ちよう子しに乗ってんじゃ──」

　逆上したヨリンが再ふたたびつかみ掛かかろうとしたところで、ふいにドアのほうから物音が響ひびいた。襟えり首くびをつかみかけた手が慌あわてて離される。少しわざとらしくも聞こえる一定間かん隔かくの足音に続いて、ゆっくりと開いたドアから、新たな人物が姿すがたを現した。

「し、失礼します。あー、えっと……陸りく軍ぐんから応おう援えんに来たマシュー・テトジリチです。現げん時じ刻こくより『槍そう魚ぎよ号ごう』の配はい属ぞくとなりました。なんで、その、よろしくお願いします」

　そう言って敬けい礼れいした小太りの少年に、「槍魚号」の士し官かんたちは揃そろって怪け訝げんそうに顔を見合わせる。自分がやっかいな場面に割り込んだことを察しているマシューは、そこですかさず背はい後ごに隠かくし持っていた「実じつ弾だん」を彼らに見せつけた。

「これ、お近付きの記念に、ささやかな応おう援えん物ぶつ資しです。艦かん長ちよう殿どのにはもう渡してきたんですけど……皆さんもキビ酒しゆは好すきですか？」

　テーブルに置かれた酒さか瓶びんを、青年士官が伸ばした手でぞんざいにつかみ上げる。と、そこで瓶に張られたラベルが目に入り、その記き載さいに彼は愕がく然ぜんと両目を見開いた。

「──『遥はるか南海の神酒みき』!?　モタゴ州しゆうの酒しゆ造ぞうが年間に数十本だけ造ってるってアレか!?」

「はっ!?」「マジでか！」「ちょ、わたしにも見せて！」

　たった一本の酒瓶に大おお騒さわぎする士官たちの姿を、マシューはぽかんと口を開けて見ていた。だが、無理のないことなのだ。彼が持ち込んだ「遥か南海の神酒」は、帝てい国こく南なん域いきのモタゴ州しゆうでごく限られた数のみ製せい造ぞうされている最高級のキビ酒しゆだが、ただ高級品というだけではない。それはかつて、キャプテン・ガルシエフが南方の航こう海かいから持ち帰った異い境きようのサトウキビ──「南の甘かん露ろ」という品種に製造の由来を持つ、いわば伝でん説せつ的てきな冒険の戦せん利り品ひんなのだ。

　かの偉い大だいなる船乗りを祖そに掲かかげるカトヴァーナ海かい軍ぐんの兵たちにとって、この酒はこれ以上ないほどの縁えん起ぎ物もの。誰だれもが名前を知っていながら、その高こう価かさと稀き少しようさもあいまって、下級士官レベルでは目にすることさえ難むずかしい極きわめつけの逸いつ品ぴんだ。こうして仕入れることが出来たのも、シャミーユ殿でん下かの立場と財ざい力りよくがあってこそ。

　それが今、目の前にある。あまつさえ手に取って触さわることが出来る。なのだからもう、彼らに興こう奮ふんするなというほうが無理な話だった。

「……おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　士官たちの意い識しきが完全に酒へ惹ひきつけられたところで、マシューは壁かべ際ぎわで座すわり込んでいるポルミにさりげなく歩み寄った。差し出された右手を、彼女は呆あつ気けに取られて握にぎり返す。

「悪いな。廊ろう下かでちょっと話、聞いてた」

　ポルミを引き起こしながら、他に聞こえないように顔を近付けて、マシューは耳打ちする。

「なんつーか、ああいう手合いはどこにでもいるよなぁ……。おれも士官になりたての頃ころに似にたようなことがあった。げんなりするよ。あ、あと少し前まで乗ってた船でもあったか」

　ポルミの胸むねがずきりと痛いたむ。それでささやかな意い趣しゆ返しを済すませると、過か去このあれこれは振り切って、小太りの少年は鷹おう揚ように肩をすくめた。

「でも、ま──戦場での殺し合いに比くらべりゃ、取り立てて怖がるほどのもんじゃないよな。あんま気にしないで、図ず太ぶとくやってこうぜ」

　そう言って彼が浮かべた力強い笑え顔がおに、思わずポルミはぼうっと見入ってしまった。そばにいる誰かの存そん在ざいが、こんなにも頼たのもしく感じられた瞬しゆん間かんは他になかった。──そんな自分を赤せき面めんと共ともに自じ覚かくするのは、ずいぶん後のことだったが。







　それぞれの艦かんに乗り込んだ騎き士し団だんの面々が「実じつ弾だん」の効こう果かを実感していた頃、姫ひめ殿でん下かと共に「黄こう竜りゆう号ごう」に残ったハロは、船内第三層の大おお部べ屋やで部下たちと共に船内病院の設置に当たっていた。

「うーん、どうしても床ゆかのスペースが足たりません……。困こまりましたねー、まさか負ふ傷しよう者しやをハンモックに寝ねかせるわけにもいかないですし」

「患かん部ぶの血けつ行こうが悪くなるし、勧すすめられない」

　腰こしのポーチからパートナーの水みず精せい霊れいミルが意見した。浸しん水すいを防ぐために採さい光こう窓まどもほぼなく、光精霊の周照灯ランタンだけが光こう源げんとなる湿っぽい部へ屋やの中、ハロは腕うでを組んで考え込む。

　北ほく域いき動どう乱らんを経へて野や戦せん病院の設置には慣なれた彼女だが、利用可か能のうな空間そのものが限られている軍ぐん艦かんの中で、これまでとはまた違ちがった立ち回りが求められているところだった。

「これだと、いざという時は廊ろう下かに寝ねかせるしか……。せめて空あいた倉庫をもうひとつお借り出で来きれば──」

「構いませんよ。上には私から話を通しておきましょう」

　背はい後ごからいきなり声がして、ハロはぎょっと振り返る。忙せわしなく動き回る衛えい生せい兵へいたちでごった返す大部屋の中、いつの間に来ていたのか、細ほそ面おもてに微笑ほほえみを浮かべたダンミエ・カンロン海かい佐さがそこに立っていた。

「あ、え？　その、ありがとうございます。出来ればお願いします」

「礼れいには及およびませんよ。私だって世話になるかもしれませんしね」

　冗じよう談だんめかして言った彼に、ハロは苦く笑しようして「そうならないよう気を付けてくださいね」と返しておく。カンロン海佐は軽くうなずきつつ、周しゆう囲いにぐるりと視し線せんを巡めぐらせた。

「それにしても──ベッケル少しよう尉いの部下は皆、動きがいいですね。仕事のひとつひとつに手て馴なれていて、それでいて雑ざつにならず、根っこの部分には常つねに緊きん張ちよう感かんが保たれている。……実じつ戦せん経けい験けんの豊かさがうかがえます」

「うーん、確かに今のところ、わたしたちの部ぶ署しよが手持ち無ぶ沙さ汰ただったことはなくて……。お役に立てるのはいいんですけど、たまには『今回は怪け我が人にん出なくて暇ひまだったなー』って、そんなのん気なことも言ってみたいです」

「まったく同感ですね。……もっとも、この旗き艦かんに大勢の怪我人が出るような状じよう況きようだと、すでに敗はい色しよく濃のう厚こうということなんでしょうが。二つ目の部屋を使う暇もあるかどうか」

　船内病院があまり広く設けられていないのも、それが理由のひとつだった。もうひとつ大部屋が必ひつ要ようになるほど負ふ傷しよう者しやが出ていれば、すでに旗艦としての機能を維い持じできない限界まで人員が損そん耗もうしていると見るべきなのだ。もちろんハロもそれを承しよう知ちしていたが、なおも彼女は首を横に振った。

「この艦が陥かん落らくしたからといって、それで怪我人がいなくなるわけじゃありませんし。投とう降こうした後なら負傷者の救きゆう護ごも許ゆるされるでしょう？　だからやっぱり部屋は必要です」

　そう聞いた途と端たん、飄ひよう々ひようとした笑えみを収めて、カンロン海かい佐さは目の前の衛生兵を見つめた。

「──自じ軍ぐんの敗はい北ぼくが決まっても、あなたはここで働はたらき続けると？」

「わたしの仕事は、勝しよう敗はいにかかわらず、負傷した人たちをひとりでも多く助けることですから」

　穏おだやかな微笑みを浮かべたまま、ハロは言い切った。その眩まぶしいまでの覚かく悟ごに、さすがの毒どく舌ぜつ家かも降こう参さんしたように両手を上げる。

「参まいりました、あなたに診みてもらえる兵士は幸せだ。……しかし、ベッケル少しよう尉い」

　その瞬しゆん間かん、ハロを見つめる男の瞳ひとみに、どこか哀あわれむような光が宿やどった。

「今の言こと葉ばは、噓うそ偽いつわりのない本ほん音ねにしか聞こえなかった。だから言わせてもらいますが──よくそれでやっていけますね」

「え……？」

　言われたことが分からず、ハロは首をかしげる。急にその耳元へ口を寄せてきて、彼女ひとりにだけ聞こえる声で、カンロン海佐はそっと囁ささやいた。

「……いざという時には、本当に世話になります。よろしく頼たのみますよ──同志ハローマ」

　最後の一ひと言ことを聞いた瞬間、ハロの全身が氷こおり水みずを浴びたように硬こう直ちよくした。絶ぜつ句くする彼女の隣となりをするりと抜けて、カンロン海佐は足音もなく去さっていく。

　その気け配はいが完全に消えても、ハロはまだ動けずにいた。そうこうしているうちに、近くを通りかかった部下が、怪け訝げんに思って声をかける。

「……隊たい長ちよう殿どの、どうされましたか？　顔色が優すぐれないようですが……」

　呼ばれて我われに返ったハロは、すぐさま笑え顔がおを取り繕つくろって「いえ、何でもありません。ちょっとぼうっとしちゃいました」と平へい然ぜんを装よそおった。それで部下は安心して仕事に戻っていく。

「…………っ……」

　去っていく兵士の背中を見送りながら、いくら抑おさえようとしても震ふるえの止まらない肩に、ハロは五本の指をきつく食い込ませていた。
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　白く波なみ立たつ海うな原ばらに向かって、天空から鋭するどい角度で飛ひ来らいする影がひとつ。その影は水面に突つっ込こむ寸すん前ぜんで両りよう翼よくを大きく羽ばたかせ、波の間を掠かすめさるようにして、再ふたたび上空へ返り咲ざく。

「おお」

　空に舞まい戻ったそれが、鉤かぎ爪づめに一いつ匹ぴきの魚をしっかり捉とらえている様さまを確かく認にんして、砂すな浜はまに立つ男は歓かん声せいを上げた。その間にも、凄すご腕うでの狩しゆ猟りよう者しやは海上を大きく旋せん回かいして、岸きし辺べに待つ主しゆ人じんの元もとへと帰ってくる。

「──よくやったね、ミザイ」

　やがて高みから滑かつ空くうしてきた狩猟者は、捉えた魚を低空で砂浜に投じると、そのまま男の隣となりに立つ少女の革かわを巻いた右肩へと留まった。白い胴どう体たいに黒い翼つばさをもつ猛もう禽きん──ミサゴだ。まだ若い個体なのだろう、全長はカモメなどよりも一回り大きい程度だった。

　少女は魚を拾ひろい上げて、背中の身をナイフで少し削けずり取った。ピィィ、と肩で誇ほこらしげに鳴いた相あい棒ぼうにそれを投げ与えてやる。くちばしで上じよう手ずにキャッチした切り身を、ミザイと呼ばれた猛禽は、さもうまそうに飲み込んでいった。

「素晴らしい。いや、見事なものだ」

　拍はく手しゆする男を一いつ顧こだにせず、獲とった魚を腰こしの魚籠びくにいれて、少女は海岸を立ち去さろうとする。が、つれない態たい度どに諦あきらめるでもなく、男は当たり前のように後を付いていった。

「これがラオの鷹たか匠じようの技わざか。噂うわさには聞いていたけど、実際に見るのとでは大おお違ちがいだ。空の王者たる猛禽が、こうも忠ちゆう実じつに人間に従うとは。驚おどろきだよ」

　饒じよう舌ぜつな褒ほめ言こと葉ばにもまったく反はん応のうせず、少女は砂浜を歩き続ける。潮しお風かぜで冷えた両手に息いきを吐はきかけながら、男は懲こりずに喋しやべった。

「でも、残念な限りだな。その技も君きみ一いち代だい限りで終わってしまうとはね」

　休みなく砂を踏みしめていた足取りが、そこで鈍にぶる。男はごく自然に歩ほ調ちようを合わせた。

「村の老人に聞いたよ、『鷹匠の民たみ』は君が最後のひとりだと。他の者は皆、戦いくさに出て行ったまま帰って来ないとね」

「…………」

「隣りん国ごくバユシエとの戦争は完全な泥どろ沼ぬまだ。この先どちらが勝つにせよ、両国とも疲ひ弊へいしきった状じよう態たいで戦後を迎えるだろう。そう遠い話じゃない。その時が訪おとずれたら、君はどうするつもりなんだい？」

　ずけずけと尋たずねてくる男の隣で、少女は足を止めて押し黙だまる。何とも答えようがなかった。一日一日を食い繫つなぐのに必ひつ死しで、彼女はこの先のことなど考えたこともなかったから。

「もし当てがないようなら、一いつ緒しよに来ないか。君の技術を活いかせる場所があるかもしれない」

「……技術って……魚獲とりの？」

　それなら漁りよう師しがいるだろう、とでも言いたげに少女は相あい手てをにらむ。男は大げさに肩をすくめてみせた。

「君の能のうはそれだけじゃないだろう？　噂うわさに聞いているよ、『鷹たか匠じようの民たみ』は風を読むと」

「それが出で来きたとして、漁以外に何の役に立つの」

「色々と思い付くなぁ。これは自じ慢まんだがね、僕ぼくは人よりもだいぶ想像力が豊かなんだ」

「……きみはいったい何なんだ」

　つかみどころのないやり取りを嫌きらって、少女が根本的な問といを投げる。それを聞いた瞬しゆん間かん、男は不ふ敵てきに笑って両りよう腕うでを広げた。ひるがえった外がい套とうの下に、シワひとつない紺こん色いろのブレザーとズボンが覗のぞく。

「──僕かい？　そうだね。強しいて言うなら、どこにでもいる愛あい国こく者しやさ。少しはましになってきた国を、さらに良くすることに無む上じようの生きがいを感じている。ただそれだけの男だ」

　質しつ問もんの答えにはなっていなかった。だが、飄ひよう々ひようとした言動とは裏うら腹はらに男の瞳ひとみはどこまでもまっすぐ相手を見つめていて、その輝かがやきには奇き妙みように少女を惹ひきつけるものがあった。あるいはこの時点で、彼女も直感していたのかもしれない。──この男が目指すのは、未いまだこの世に存そん在ざいしない場所。今とはまったく別の世界なのだと。

　二人が無む言ごんで見つめ合っていると、ふいに少女の肩かた口ぐちでミザイが甲かん高だかく鳴いた。それで大事なことを思い出した少女は、会話を中断して、止まっていた歩みを再開する。

「……話は聞いてもいい。だけど、今は村に帰らないと」

「？　もちろん構わないが、用事でも残していたかな」

「そうじゃないけど──急いで。雨が来る」

　少女が短くそう告げて、背中に負っていた編あみ笠がさを頭にかぶった瞬間から、二人の上空がにわかにかき曇くもった。男がいぶかしむ暇ひまもなく、ほとんど快かい晴せいに近かったはずの空から滝たきのような豪ごう雨うが降り注ぐ。青せい天てんの霹へき靂れきという言こと葉ばをそのままなぞるように、ついには雷かみなりまで轟とどろき始めた。

「──素晴らしい」

　雷らい雨うの中で全ぜん身しんを余あまさず濡ぬらしながら、男は口くち元もとの笑えみをさらに深くする。雲に覆おおわれた空を稲いな妻づまが突つっ走り、目もくらむような白びやつ光こうで染そめ上げた。

　少女の見つめる先で、大量の水を吸い込んだブレザーとズボンは、もはや黒に近い濃のう紺こんの色合いを呈ていしていた。







「──う、ん……」

　荒あらっぽいノックの音が耳を打ち、夢ゆめの中で遠い過か去こに帰っていたエルルファイが目を覚ます。艦かん長ちよう室しつならではの大だい船せん窓そうから差し込む陽光の明るさと、自分の両りよう脇わきで吞のん気きに寝ね息いきを立てる裸はだかの男たちを見み比くらべて、彼女はしまったと軽くため息いきをついた。

「──少しよう将しよう殿どの、起き床しよう時じ刻こくはとっくに過すぎましたぜ！　あとついでに、俺おれの部下も三名ばかし顔が見えねぇんですが！　どこにいるか知りませんかい！」

　ノックに重なって海かい兵へい隊たい長ちようの野太い声が響ひびき渡わたる。熟じゆく睡すいしていた男性兵士二人も、それで一いつ斉せいに目を覚ました。

「……隊長!?　や、やべっ……！」「わわ、夜明け前には起きるつもりだったのに……！」

　起床一番に顔を青ざめさせる彼らに、エルルファイは「ごめん、わたしも寝ね坊ぼうした」と苦く笑しよう気ぎ味みに謝あやまる。が、ベッドを抜け出してドアに歩み寄ると、彼女はためらわず鍵かぎを開けた。

「すまない、グレーキ。寝すぎてしまったようだ」

「いつものことですな……って、また全ぜん裸らですかい」

　耳まで裂さけた頰ほおをゆがめつつ、グレーキがため息をつく。その両目が室内をじろりとにらみ回して、まだパンツも穿はいていない水兵二人を、産まれたての小こ鹿じかのように震ふるえ上がらせた。

「二人同時とはお盛んなことで……。コリ、ソルベ、とっとと着替えてデッキに上がってろ。お望みの地じ獄ごくは後でじっくり見せてやる」

　折せつ檻かんを確かく約やくされた二人は、半泣きになりながらも芸げい術じゆつ的てきな素早さで服を着込んで艦かん長ちよう室しつから駆かけ出していった。強面こわもての海兵隊長がため息をついていると、その上じよう官かんが思い出したように両手を打って、自分が寝ていたベッドに戻っていく。

「すまない、二人じゃなかった」「た、太たい母ぼ様さまぁっ!?」

　めくり上げたシーツの下に、全裸の男がもうひとり震えていた。こめかみに青あお筋すじを浮かべたグレーキは、その間抜けな部下をただちにベッドから引っ張り出すと、服を着る間も与えずに部へ屋やの外へ蹴けり出してしまった。せめてもの情けで、丸めた服を背中に放り投げてやる。

「勘かん弁べんしてくだせぇ、少将殿！　そうやって甘あまやかした分だけ、こっちは部下どもの緩ゆるんだ性しよう根ねを引き締め直さなきゃならねぇんですぜ！」

「そうやって君が厳きびしくした分だけ、わたしはまた彼らを甘やかす。美しい分ぶん担たんだね」

「洒落しやれや冗じよう談だんじゃありゃあせん！　こちとら切った張ったの海兵稼か業ぎよう、部下どもにナメられたらオシマイなんでさぁ！　そうならないようビシバシやっちゃいますが、それでも一部の連中が陰で俺をなんて呼んでるかご存じで？　『太母』様に合わせて『お父さん』ですぜ！　俺としたことが、最初に聞いた時はその場で卒そつ倒とうしかけやした！」

　その雄お叫たけびのような悲ひ鳴めいを聞いた瞬しゆん間かん、エルルファイは手に持っていた着替えを取り落して、たまらず腹なかを押さえて笑い始めた。グレーキもいよいよ両手で頭を抱かかえる。

「ははっ……、お、お父さ……！　──い、いや、すまない、茶ちや化かすところではないよね。しかしグレーキ、その呼ばれ方は悪くないじゃないか。第四艦かん隊たいをひとつの家族と捉えれば、その『お父さん』は最大の敬けい意いと畏い怖ふの対たい象しようだよ」

「ったり前です、本気で侮あなどられてたまるもんですかい。……しかし少将殿、部下どものことはこの際さい抜ぬきにしても、この状じよう況きようで寝ね坊ぼうぶっこくのは肝きもが据すわりすぎでやしょう。偵てい察さつ艦かんが敵てき艦かん隊たい接近を報しらせてからすでに三日。いまこの瞬しゆん間かんに敵てきが攻せめてきてもおかしくないってぇのに」

「それはないよ。少なく見積もってもあと四日、敵は攻めてこないはずだ」

　シャツに袖そでを通しながらエルルファイは言う。理由が分からず、グレーキは眉まゆ根ねを寄せた。

「そりゃまたどうして。帝てい国こくの船はそこまでノロマで？」

「船自体の性せい能のうに大きな差はないよ。問題なのはこの海かい域いきに吹ふく風の条じよう件けんだ。今はほぼ西向きだろう？　もし敵が西側から攻めてくるとしたら、当然わたしたちは東から応おう戦せんすることになる。さて、その戦たたかいの際に、西向きの風はどう働はたらくと思う？」

　少し考えた後、海かい兵へい隊たい長ちようは腑ふに落ちた様よう子すでうなずいた。

「なるほど、敵さんは風下から攻めることになるってぇわけですな。するってぇと少しよう将しよう殿どのは、その不利を帝国軍が吞のむはずはねぇとお考えで？」

「まともな船乗りなら、向かい風を受けながら戦おうとは思わないよ。その不自由さを知っているからね。ましてこっちは先日の接敵で爆ばく砲ほうの存そん在ざいを印象付けている。装そう備びで劣おとっていることが知れた以上、帝国軍は何としても風かざ上かみの利りを手に入れようとするはずだ。そのために彼らは、この海域に東から回り込む航こう路ろを取ってくるだろう」

　上着にのんびり袖そでを通してから、エルルファイの手がようやくショーツに伸びる。グレーキはふぅむと唸うなった。

「それで遠回りしてくる敵さんの到とう着ちやくまで、我われ々われは港で待まちぼうけですかい。……しかし少将殿、風上を敵に譲ゆずっちまって本当にいいんで？　その場合、不利になるのはこちらでやしょうに」

「構わないよ。この船もそうだけど、わたしたちには爆ばく砲ほう艦かんがある。きちんと陣じん形けいを組んで迎え撃うてば風かざ下しもの不利くらい吹き飛ばしてしまう代しろ物ものだ。不安なのはむしろ、風上を取り合う過か程ていで敵に脇わきをすり抜けられてしまうことでね。それを避さけたい理由はきみにも分かるだろう？」

「この港が攻められちまいますからな。むろん守しゆ備び兵へいが応おう戦せんしますが、その時は敵さんも我々に追われて死にもの狂ぐるいだ。万一にも陥おとされた場合、第四艦隊われわれは帰る港を失って海上に孤こ立りつしちまう」

「その通り。わたしたちに敗はい着ちやくの可か能のう性せいがあるとすれば、それが唯ゆい一いつにして最大の筋すじ道みちだ。よって早々に潰つぶしておく必ひつ要ようがある。だからわたしたちは港ここで待つのさ──帝国軍が攻めてきた時に、この艦かん隊たいを必かならず敵の正面に展開できるようにね」

　明めい快かいな論ろん理りを裏うら付づけるように、窓まどの外では西向きの強風がごうごうと唸って二人の乗る船を揺ゆらしていた。その音を聞きながら、エルルファイは宗しゆう教きよう上じようの難なん題だいにぶち当たった神しん学がく者しやのような面おも持もちで軍ぐん服ぷくのズボンに足を通していく。

「ミザイの予よ報ほうによれば、西風の強さは今日がピークだ。昼過ぎには嵐あらしになるだろう。その中で船を走らせる苦労を思えば、こうやって港でのんびりしていられるのは実にありがたいことだね」

「……へぇへぇ、少しよう将しよう殿どのが余よ裕ゆうでいられる理由は分かりやした。しかしお言こと葉ばですがね、敵てきが来るにせよ来ないにせよ、艦かん隊たいの総そう司し令れい官かんってのは日にち常じよう的てきに何かと忙いそがしいもんですぜ」

「それはその通り。安心してくれ。いくら風が強いからって、それで一日中寝ねていられるほど、わたしも夢ゆめの世界に囚とらわれてはいないよ」

　締しめくくりにトレードマークの羽う毛もうを羽は織おって、エルルファイ・テネキシェラは久しぶりに海かい将しようとしての体てい裁さいを取り戻した。そこまで見み届とどけたところで、グレーキも納なつ得とくして身をひるがえす。

「──どうやらお目覚め願えたようなんで、俺おれはそろそろ自分の艦かんに戻りまさぁ。つい先日まで『白翼丸ここ』のクルーだった身としては忘れそうですが、今の持ち場は別の船なんでね」

「うん、ご苦労様。また明日も起こしに来てくれたまえ」

　最後の言葉には完全な無む視しを決め込んで、強面こわもての海かい兵へい隊長は上じよう官かんのもとを去さっていった。ドア越ごしにその気け配はいが遠ざかるのを感じながら、エルルファイは大きく伸びをする。

「さて、今日もそろそろ、可愛かわいい兵士こどもたちの顔を見に行くとしようか──」

　言いつつ、彼女は止まり木で羽はねを休める愛あい鳥ちように手を伸ばした。白い指先が羽毛をひと撫なでしようとした、まさにその瞬しゆん間かん──絶たえ間ない風の音を押しのけて、船外からけたたましい警けい鐘しようが響ひびき渡わたった。







「敵てき艦かん隊たい襲しゆう来らい！　繰くり返す、西方より敵艦隊襲来ーっ！」

　西の水平線にずらりと並ぶ艦かん影えいを最初に発見したのは、見張りのために沖おきに出ていた六隻せきのキオカ艦のうちの一隻だった。港にほど近い湾わん内ないで打ち鳴らされた警鐘は、旗き艦かん「白はく翼よく丸まる」を筆ひつ頭とうとして港内に停てい泊はくしていた僚りよう艦かんにも残らず届き、水すい兵へいたちを続々と殺さつ気き立だたせた。

　キオカ海かい軍ぐん第四艦隊が根ね城じろにするニモング港は、南の海に向かって開かれた旧きゆう東とう域いき唯ゆい一いつの港こう湾わん施し設せつだ。陸地に海が入り込んだ湾の地形を利用していて、波の穏おだやかな湾内に作られた港には、多くの艦かん船せんを安全に泊とめることが出来る。

　上陸地点として整備された場所が他にないため、過か去こにも旧東域を巡めぐる攻こう防ぼうでは必かならず戦せん略りやく上じようの要よう所しよと見なされてきた。なので当然、帝てい国こく軍ぐんがここを攻めるのもこれが最初ではない。過去に行われた海かい戦せんは常つねに苛か烈れつを極きわめ、勝しよう敗はいにかかわらず敵てき味み方かたに大勢の死し傷しよう者しやを出してきた。

「その曰いわくを、まさか忘れたわけじゃなかろうね。──よりによってこの強風の日に、風に逆さからって西から攻めてくるなんて」

　キオカ軍艦「白翼丸」のメインマスト上部に作られた檣しよう楼ろうで、艦隊総司令官を務める女性が望ぼう遠えん鏡きようを覗のぞき込みながらそうつぶやいていた。報ほう告こくに間ま違ちがいがないことを自分の目で確かく認にんすると、彼女は望遠鏡を見張りの兵に返して、デッキまで素早く縄なわ梯子ばしごを下っていく。

「……こっちをおびき出す目的の陽よう動どう部ぶ隊たいかとも思ったけれど、それにしては数が揃そろい過すぎている。どうやら敵てきは本気のようだ。──とても正しよう気きとは思えないけれど」

　固かた唾ずを吞のんで見守る兵たちに語りかけながら、エルルファイは半なかば本気で疑っていた──敵てき将しようは何かの拍ひよう子しに頭を打ったのではないかと。自みずから望んで風かざ下しもから攻せめるという行こう為いは、船乗りの思考に照てらして、それほど非ひ常じよう識しきなものだからだ。

　大だい前ぜん提ていとして、この世のあらゆる帆はん船せんは風に向かって走ることが出で来きない。可か能のうなのは一定の角度まで切りあがることだけだ。この原げん則そくを風かざ上かみの艦かんと風下の艦にそれぞれ当てはめた時、そこには単たん純じゆんにして明めい快かいな有ゆう利り不ふ利りの構こう図ずが完成する。つまり──風上の艦は風下の敵に向かって自由に走れるのに対して、風下の艦は風上の敵に向かってまっすぐ走れないのだ。

　このハンデの大きさを分かりやすく表現するために、二人の人間が互たがいにボールをぶつけ合う遊ゆう戯ぎを想像してみよう。ただし一方は相手にボールを直接投げてぶつけて良いが、もう一方は必かならず地面にバウンドさせて当てなければならない。前者が風上の艦、後者が風下の艦だ。どちらが圧あつ倒とう的てきに有利なのかは誰だれの目にも明めい白はくだろう。

　話を再ふたたび帆船に戻すと、風下の不利は航こう行こうの不自由さだけに留まらない。風上の敵に比くらべて速度が出ないのも大きなデメリットだ。敵に向かってまっすぐ走れないというさっきの点と合わせて、ひとつ風上の艦になったつもりで考えてみるのもいい。航行速度で自分に劣おとる敵てき艦かんが、左右に何度も方向転換しながらジグザグに近付いてくる。その間ずっと、無防備な横よこっ腹ぱらを晒さらし続けて。

　この哀あわれな敵をどう攻めるべきか？　古こ式しきゆかしく船せん首しゆの衝しよう角かくをぶつけるのもいいだろう。それでも上手うまくやれば敵艦の被ひ害がいは甚じん大だいだ。しかし今回の場合、ここにもうひとつ凶きよう悪あくな条じよう件けんが追つい加かされる。もし風上の艦が爆ばく砲ほうを装そう備びしていたとしたら？

「その条件下で起こる出で来き事ごとは、もはや海かい戦せんと呼ぶのもおこがましい──」

　開戦を目前に控ひかえた状じよう況きようで、エルルファイはいっそ嘆なげかわしさすら覚えていた。これから自分が指し揮きする一方的な虐ぎやく殺さつを思うと、深しん刻こくな憂うれいに駆かられずにはいられない。それが自じ軍ぐんの圧あつ勝しように言い換えられるとしても。

「太たい母ぼ様さま、全艦の出港準備が完かん了りようしました！」「いつでも出られます！」「ご命令を、太母様！」

　愛する部下こどもたちの声が背中を押す。それで感かん傷しようを断ち切って、ついに彼女は声を上げた。

「──出しゆつ撃げきする！　敵てき味み方かたの配置は予定と逆になったけれど、やることは同じだ！　敵は悪あく名みよう高き海かい賊ぞく軍ぐん。キャプテン・ガルシエフの末まつ裔えいたちに、我われ々われの実力を見せてやろうじゃないか！」

「「「「「「「太母ははの御み心こころのままに！」」」」」」」

　応じる声が高らかに唱しよう和わした。その合がつ唱しように華はなを添そえるように、旗き艦かんの上空を旋せん回かいするミザイがピィィと鬨ときの声を上げる。「白はく翼よくの太母」のもとに意志をひとつにした兵士たちが、大おお海うな原ばらの敵軍に向けて猛もう然ぜんと船を漕こぎ出していく──。
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「──出てきたわね！」

　帝てい国こく海かい軍ぐん第一艦かん隊たい旗き艦かん「黄こう竜りゆう号ごう」の艦かん尾びデッキ。それぞれの配置に着いた部下たちと共に、エリーネフィン・ユルグス海軍大たい将しようは、進路上に展開する敵てき艦かん隊たいの様よう相そうを眺ながめていた。

　まず出で張ばってきたのは、横一列にずらりと並んだバークの中ちゆう型がた艦かんが十六隻せき。彼ひ我がの距きよ離りにして一いち海かい里りほどまで接近したところで、それらのキオカ艦かんは一いつ斉せいに右回頭を始めた。ただし進路を変えるためではなく、純じゆん粋すいに船体の向きを変えるための行動だ。

　互たがいの位置関係をほとんど動かさず、キオカ艦隊は九十度の右回頭を終えた。帝国艦隊を通せんぼする不動の意志を示すかのように、その十六隻は東の海上で縦たて一いち列れつの戦列を成している。

「単縦陣戦列……！　テトジリチの坊ぼうやが言った通り！」

　ユルグス大将の眼がん光こうが鋭するどさを増した。敵てきに向けて惜おしげもなく船体側面を晒さらす目の前の陣じん形けいは、近きん距きよ離り戦せん闘とうを基き礎そに置く従じゆう来らいの海かい戦せん理り論ろんからは考えられない。これでは自分から相手との間合いを詰つめられないばかりか、どうぞ横よこっ腹ぱらに突とつ撃げきしてくださいと誘さそっているようなものだ。

　だが、その常じよう識しきは爆ばく砲ほうの誕たん生じようですでに覆くつがえされている。船の側面に並べて装そう備びしている構こう造ぞう上じよう、この新しん兵へい器きが最大の威い力りよくを発はつ揮きするのは敵に対して横っ腹を向けている間なのだ。だからこその縦陣であり、さらに単列なのは、前列の船体が味み方かたの砲ほう撃げきを阻はばんでしまわないための工く夫ふうである。

　一列に展開した十六隻に続いて、その奥の港からはさらに、二列横おう陣じんを組んだ軍ぐん艦かんの群むれが姿すがたを現した。そちらはおよそ二十隻。数の上ではキオカ側の主力だが、二列に並んで単たん縦じゆう陣じんの後ろに控ひかえているところから、爆砲を装備していない従じゆう来らい艦かんの集まりだと推すい測そくされる。──よって、帝国兵士たちの注目はやはり、前面に展開した十六隻に集中した。

「た、大たい将しよう殿どの！　こいつらが全部爆砲艦だとしたら──」

　操そう舵だ手しゆが漏もらした言こと葉ばに、周しゆう囲いの水すい兵へいたちがごくりと喉のどを鳴らした。砲撃の猛もう威いに晒さらされた「暴ぼう竜りゆう号ごう」の姿が全員の脳のう裏りをよぎる。彼らの上じよう官かんは応こたえなかった。それを見み極きわめるために、白く波なみ立たつ海うな原ばらの向こうへ目を凝こらしていたからだ。







「──ない。十六隻は盛りすぎだ」

　一方、帝国軍が組んだ二列横陣の北端に位置する帝国軍艦「新しん月げつ号ごう」の艦上。フォアマストの檣しよう楼ろうに立つ黒くろ髪かみの少年が、誰よりも早くその解答に辿たどり着いていた。

「キオカにおける年間の鉄てつ鉱こう石せき産さん出しゆつ量りよう、その精せい製せい・加か工こうにかかる労力。完成した爆砲が配備される軍内部の優ゆう先せん順じゆん位い、それを装備可能な新しん型がた艦かんを建造するコスト。かなりの誤ご差さを含めて推すい定ていしても、現時点で第四艦かん隊たいが一六隻せきの爆ばく砲ほう艦かんを保有することはありえない。国こく防ぼうの要かなめである第一・第二艦隊なら優ゆう先せん的てきに回されもしただろうけど、新しん設せつの第四艦隊にそれは無理だ」

　もともと帝てい国こくから分ぶん離り・独どく立りつした国なだけに、天てん然ねん資し源げんに関するキオカの内情はかなりの度ど合あいで帝国にも割れている。これはイクタの知ち識しきだけでなく、国こく政せいデータの生き字じ引びきと言うべきシャミーユ殿でん下かの知識と照しよう合ごうした上での否定ありえないだった。

「トルウェイ、お前の目からはどうだ！」

　パートナーのクスに命じて、少年は隣となりの船に控ひかえる戦友に光信号を送った。







「──うん、分かるよイッくん。あの艦かん列れつには二種類の船が混じっている」

　イクタが乗る「新しん月げつ号ごう」の右隣では、僚りよう艦かんの帝国軍ぐん艦かん「日にち輪りん号ごう」が海うな原ばらを駆かけていた。その左さ舷げん側がわの船首近くに、膝ひざを曲げて両足と尻しりを着いた独特の姿し勢せいで座すわるトルウェイの姿すがたがある。

　三さん脚きやくで支えられた中太の砲ほう身しんを抱かかえ込んで、その翠みどりの右目は新兵器に備え付けの望ぼう遠えん鏡きよう──否いや、光学照準器スコープをじっと覗のぞき込んでいた。

「細かな違ちがいは分からないけど、ひとつだけはっきり見て取れる。同じ中ちゆう型がた艦かんでも、水面から船上までの高さが違うんだ。おそらく背の低いほうが爆砲艦で、高いほうが通常艦だろうね。砲の重さの分、従来の船よりも船体が海中に沈んでしまうんだろう」

[image: ]

　全すべての敵てき艦かんをつぶさに観かん察さつしてから、彼は部下に命じて隣となりの船に光信号を打たせた。それで自分の見解をイクタに伝えながら、同どう乗じようのクルーたちにも問題の「違ちがい」に目を向けてもらう。

「言われてみりゃ、確かに喫きつ水すいが違うな……」「それで区別しちまっていいのかよ。単たん純じゆんに艦型の違いじゃねぇのか？」「いや、艦型が違うならそれこそ──」

　水すい兵へいたちが半はん信しん半はん疑ぎで意見を言い合う。と、その時──たまたま視し線せんを上に向けていた男が、ぎょっと目を剝むいて叫さけんだ。

「おい見ろ、気き球きゆうだ！　天てん空くう兵へいが出てやがるぞ！」





＊






「……ふむ。怯ひるむ様よう子すがないということは、こちらの偽ぎ装そうはばれているのかな？」

　強い追い風を受けて空を行き、みるみるうちに頭上を追い越こしていく気球部ぶ隊たい。その様子を、右う舷げんからの強風を受けて斜ななめに傾かたむいたキオカ艦かん隊たい旗き艦かん「白はく翼よく丸まる」の船上で、エルルファイは不ふ敵てきな表情で見送っていた。

「まぁ、だとしても構わない。ちょっとズルかもしれないけれど、海だけが戦場だとは誰だれも決めていないからね。手の届とどかない空からの嫌いやがらせを受けてもらうよ」

　かつて名めい将しようハザーフ・リカンを苦しめた、空の落とし火──天空兵部隊の「空くう襲しゆう」。

　およそ全ての船乗りにとって、船上での火か災さいほど忌いまわしいものはない。足あし元もとにある無限の海水はいちいち汲くみ上げなければ消火には使えず、その努力さえ火の勢いきおいが勝まされば意味を失う。焼けた帆ほが燃え落ち、巨きよ大だいな薪まきになったマストが炎えん上じようし、船上はたちまち焦しよう熱ねつ地じ獄ごくと化す。逃げ場を求めたクルーたちは海に飛び込むしかなくなるだろう。

「実際のところ、そこまでは期待しないけれどね。ここの天空兵は数が揃そろっていないし、『落とし火』自体の命めい中ちゆう精せい度どの問題もある。誤ご爆ばくだって怖いから、互たがいに距きよ離りがある今しか使えない。だからまぁ、とりあえず敵てきを慌あわてさせれば及きゆう第だい点てん。一いつ隻せきでも帆に火を点つけられれば満点かな」

　余よ裕ゆうたっぷりにそう言って、エルルファイは空の兵士たちの活かつ躍やくを見守り続けた。先頭の気球が徐じよ々じよに高こう度どを落としていくのが分かる。エアライフルの有ゆう効こう射しや程ていぎりぎりまで降下した上で「空襲」を始めるつもりなのだろう。後続の気球もそれに続いていき、

　太たい母ぼの見上げる大空で、瞬しゆん間かん、轟ごう音おんと共ともに炎ほのおがはじけた。

「──ぇ──」

　およそ二秒と半分、彼女の思考は真まっ白しろになった。その間に二つ目の爆発が起こって、もっとも高度を下げていた二隻の気球が、続けざまに視し界かいから消しよう滅めつした。

「──、こ」

　一いつ拍ぱく遅おくれて、落らく雷らいに打たれたような衝しよう撃げきがエルルファイの全ぜん身しんを突つき抜ける。デッキに立って呆ぼう然ぜんと空を見上げる水兵たちの中、届かないと知りながら、彼女は腹はらの底から絶ぜつ叫きようした。

「高度を取り直せ！　空に逃げろ、早く──ッ！」





＊






「……フゥゥゥゥ……」

　帝てい国こく軍ぐん艦かん「日にち輪りん号ごう」のデッキ前方左さ舷げん寄より。無む敵てきを誇ほこった空の兵士たちへ、歴史上初めての恐きよう怖ふと衝しよう撃げきを送り届けた青年は、腕うでの中の武ぶ装そうと共にそこから天空をにらみつけていた。

「お…………墜おとした……」

　消火作業のためにポンプやバケツを用意していた水すい兵へいたちが、その役目も忘れて、はるか上じよう空くうで起こった出で来き事ごとに立ち尽つくす。数すう秒びよう前まえまでの慌あわただしさが噓うそのように、「日輪号」の船上が戦せん慄りつという名の沈ちん黙もくで満たされる。

「目標二、撃げき破は。射しや撃げき継けい続ぞく、射しや角かく調ちよう整せい──右四上三」

　狙そ撃げき手しゆが指示を出すと、隣となりに控ひかえた補ほ佐さ役やくの部下が砲ほう身しんの角度を調整する。……そのバレルは、風ふう銃じゆうにしては太すぎた。風ふう臼きゆう砲ほうがそうであるように、砲身の根本にはチューブで三体の風かぜ精せい霊れいを繫つないでいるが──砲を名乗るにしては、逆にバレルが細すぎた。

「──残ざん存ぞん機き体たいの高度上じよう昇しよう。もう逃げるのか」

　敵が戦せん意いを失ったのを見て取り、青年はスコープ越ごしの眼がん光こうを少しだけ和やわらげる。彼が何を使って何を為なしたのかを問とい詰つめるまで、周しゆう囲いの船乗りたちにはもう少し時間が必ひつ要ようだった。







「対物エアライフル。おれたちの持ち込んだ新しん兵へい器きだ」

　戦せん列れつ中ちゆう央おうに位置する帝国軍艦「槍そう魚ぎよ号ごう」のデッキ前方で、説明を求めるクルーたちに小太りの少年はそう告つげた。彼らの目の前にもまた、その実物が狙撃手と共にあった。

「見ての通り、発はつ射しやの仕組みは風臼砲と同じだ。ただし使用する弾だん丸がんのサイズが違ちがって、こっちのは砲ほう弾だんじゃなくて大型の弾丸を使う。それを風精霊三体分の圧あつ縮しゆく空気で飛ばすから、当然のように飛ひ距きよ離りが劇げき的てきに伸びる。対たい空くうなら四百メートル強まで有ゆう効こう射しや程ていだ。でっかい気き囊のうに可か燃ねん性せいの揚気ガスを詰めた気き球きゆうはいい獲え物ものだよ」

　結果と共に語られる性せい能のうが、水兵たちに感心のどよめきを起こす。陸おか者ものが持ち込んだ隠かくし玉の威い力りよくに、隣となりのポルミも驚おどろきを隠せなかった。……実は一昨日おとといにも同じ説明がしてあったのだが、その時は細長いだけの風臼砲と見なされて、ろくに注意を払はらわれなかったらしい。

　──対物エアライフル。マシューは新兵器と説明したが、より正確には、過か去こに実用化されなかった旧きゆう兵へい器きを再構築リフオームしたものというのが正しい。

　複数の風精霊によって弾丸を飛ばすことで射程の長ちよう距きよ離り化かを試みる、この発想自体はずいぶん前にも存そん在ざいしていた。が、当時は「いくら遠くまで飛んでも、狙ねらいが付けられないのでは意味がない」と見限られてしまっていたのだ。ところが、弾だん道どうを飛ひ躍やく的てきに安定させるライフリング技術の登場が、その亡なき骸がらに新たな命を吹ふき込んだ。

　──射しや程ていはあっても制せい圧あつ力りよくがないから、爆ばく砲ほうの代わりにはなりえないけどね。だとしても意い義ぎはある。これで少なくとも、天てん空くう兵へいの無む双そう時代を終わらせられるんだから──

　そう言ったイクタの表情に差していた陰かげりは、最後まで天空兵に苦しめられたリカン中ちゆう将じようの生しよう涯がいを悼いたんでのものだったろうかと、ふとマシューは考える。少なくとも彼自身は今、東とう域いきで一度だけ会った名将の、あの穏おだやかな顔を思い出していたから。

　その時、野や次じ馬うまになりかけた水すい兵へいたちを持ち場に戻らせながら、「槍そう魚ぎよ号ごう」艦かん長ちようのヒゴルム海かい佐さがマシューのもとに歩いてきた。太いパイプをくわえた口くち元もとが不ふ敵てきに笑っている。

「いきなり景けい気きのいい花火を上げてくれたじゃねぇか、坊ぼう主ず。おかげで艦かんを焦こがさずに済すんだみてぇだ。礼れいを言うぜ」

「ど、どうも。でも撃うち落としたのは『日にち輪りん号ごう』の仲なか間まだと思います。こっちはまだ射程外でしたから……」

「面めん倒ど臭くせぇ、いいからまとめて礼を言わせろ。まったく小こ気き味みいいぜ！　空にいる自分たちは安全だと信じ込んでた奴やつらに、ああやって一発食らわせてやれたのはな！」

　ひとしきり豪ごう快かいに笑ってから、「槍魚号」の艦長は船せん首しゆ側がわへ向き直った。

「さて、空で前ぜん座ざも済んだところで、次はいよいよ俺おれたちの番だ。──行くぞクルーども！」

「「「「「「応！」」」」」」





＊






　キオカ海かい軍ぐん第四艦かん隊たい旗き艦かん「白はく翼よく丸まる」船せん首しゆデッキ。部下たちが空に散る様さまを目に焼き付けて、太たい母ぼエルルファイ・テネキシェラは芯しん棒ぼうを失ったように膝ひざを落としていた。

「し、しっかりなさってください太母様！　『空くう襲しゆう』は封ふうじられてしまいましたが、落とされた気き球きゆうは二隻せききり！　天空兵たちの損そん害がいは軽けい微びであります！」

「その通りです！　これも太母様が事前に『万一にも対たい空くう砲ほう火か、またはそれに類るいするものに晒さらされた時は、ただちに攻こう撃げきを中止して高こう度どを取り直すこと』と指示してあったからこそ！」

　周しゆう囲いの水兵たちが次々に励はげましの声をかけてくる中、エルルファイの唇くちびるは震ふるえながら言こと葉ばを紡つむぎ続けた。

「……隊たい列れつ先せん頭とうの二隻は、三号機と七号機。マロウ、ホブキン、ヒンディ、ロコ、ビダジヤ、エクテル、サイーダ、モルドブ、ヘッキ、マズッカ──みんな、みんな逝いってしまったのか。訓くん練れんの成果を発はつ揮きする間も与えられずに、こんなにも呆あつ気けなく！」

　目に涙なみだをにじませながら、若き海かい将しようはデッキに拳こぶしを叩たたき付けた。永えい遠えんに失われてしまった兵士たちの名前が、顔が、彼ら全員との記き憶おくが、止めようもなく頭の中を駆かけ巡めぐる。

「怖かっただろう、痛いたかっただろう……！　かわいそうに、かわいそうに、かわいそうに……！　もっと抱きしめてやるべきだった、いや、こんなことなら腕うでの中にずっと留めておくべきだった！　あの子たちはもういない！　二度と、もう二度とわたしに笑え顔がおを見せてはくれない！」

　その慟どう哭こくに一いつ切さいの偽いつわりがないと知るからこそ、周まわりの水すい兵へいたちも口をつぐんで押し黙だまった。……「白はく翼よくの太たい母ぼ」の慈じ愛あいは指し揮き下かの全兵士に対して等しく深い。ならば彼女はたった今、愛する子供を十人同時に失ったのだ。その苦く痛つうの大きさは誰だれにも測はかり知れない。

　ピィィ、と上空から鳴き声が響ひびく。「しっかりしろ」と叱しつ咤たするような愛あい鳥ちようの声に、その主人はゆっくりと体を起こした。頰ほおをつたう涙なみだはそのままに、敵てき軍ぐんを強くにらみ据すえる。

「……償つぐなわせてやる……。きみたちの死をもって、わたしの子供たちに償わせてやる！」

　煮にえたぎるような憎ぞう悪おが太母の口からこぼれ出した。その無限の慈愛はいまや完全に反転して、身内を害した者に対する底知れない敵てき意いとなる。

「左さ舷げん砲ほう門もん全開放、砲ほう撃げき準じゆん備び！　全ぜん艦かんこれにならえ！　かけがえのない家族を奪うばった彼らに、全ぜん身しん全ぜん霊れいで死をもたらせぇッ！」

　太母の命令を受けて、水兵たちは是ぜ非ひもなく動き出す。それが一方的な虐ぎやく殺さつの開始を意味するという事実は、もはや誰にとっても望むべきことでしかなかった。







「命令が下ったぞ！　砲撃準備急げーッ！」

　表おもて甲かん板ぱんから船内へ二に層そう下った砲ほう列れつデッキでは、手て狭ぜまなスペースの中を、指示を受けたキオカの砲ほう兵へいたちが慌あわただしく動き回っていた。人口密みつ度どはもはや肩と肩をぶつけ合うほどだ。

　舷げん側がわに沿って並んだ爆ばく砲ほうは、片側につき八はち門もんを数える。射しや角かくの調ちよう節せつ、砲ほう身しん内部の清せい掃そう、砲ほう弾だんの装そう塡てん──発はつ射しや速そく度どを保ちながらこれら全すべてをこなすためには、砲一門につき六人の兵士が必ひつ要ようになる。砲列デッキが込み合うのは当然だった。

「……ってぇな！　おい、気を付けろよ！」「す、すまん！　船の傾かたむきがひどくて……！」

　足あし元もとが揺ゆれるたびに、あちこちで砲兵たちの接せつ触しよくが起こる。無理もない。スペースの狭せまさに加くわえて、右う舷げん側がわに強風を受けているため、いまは船自体が左舷側に大きく傾いているのだ。これは「白はく翼よく丸まる」に限らず、右舷を風上に向けて単たん縦じゆう陣じんを敷いている十六隻せき全てに共通した現状だった。

「お前たち、ぼさぼさするな！　敵はすでに射しや程てい内ないに入っているぞ！」

　監かん督とく役やくの兵士が声を荒あらげて注意する。傾いた足あし場ばに苦労しながらも、砲兵たちは爆砲に陣じん取どっていき、ともなって船体側面の砲ほう穴けつを開いた。途と端たん、波打つ海面がすぐ足あし元もとまで迫せまって見えて、彼らは思わず息いきを吞のむ。

「よし、準備は出で来きたな！　──装塡開始！」

　指示の声に合わせて、砲ほう兵へいたちが待まちかねたように動き始めた。まず砲ほう口こうにブラシを入れて内部を清せい掃そう。続いて一ひと抱かかえもある楕だ円えん球きゆう形けいの砲ほう弾だんを押し込んでいく。

「揚気ガス注入！」

　火ひ精せい霊れいの「火か孔こう」から発生した揚気がホースの中を運ばれていき、中ちゆう継けい点てんの風精霊を経へて、砲ほう身しんの根本へと注入・圧あつ縮しゆくされていく。砲兵たちの顔に緊きん張ちようが走った。そこに溜たまっていく力の大きさは、取り扱いを一歩間ま違ちがえれば彼ら自身を吹ふき飛ばしかねないものだ。

「照しよう準じゆん！」

　彼方の敵てき艦かんに狙ねらいを定めようと、レティクル入りの照準器を覗のぞき込んだ砲兵たちが──その時になって、ひとり残らず動きを止めた。

「……え？」「待てよ、これ……」「もっと上に……？　で、でも……」

　作業は完全に中断していた。口々に戸と惑まどいの声を漏もらすばかりで、彼らは一いつ向こうに「照準完かん了りよう」の声を上げない。監かん督とく役やくの兵士は「何をやっとるんだ！」と苛いら立だちを募つのらせる。

　そうこうしているうちに、船上から砲ほう撃げき開始の命令が下りてきてしまった。もはやぐずぐずしていられず、彼は大おお慌あわてで部下たちの作業を急かす。

「さ、左右の調整は二に射しや目めからでいい！　ちゃんと仰ぎよう角かくは取ったな!?　もう待てん、発はつ射しやするぞ！」

　そこまで言われては部下たちも逆らえない。照準の兵士たちが何に戸惑っていたのかも尋たずねないまま、ただただ焦あせる心に押されて、彼らの上じよう官かんは叫さけんでいた。

「ゆくぞ、発射ァッ！」







　……単たん縦じゆん陣じんを組んで並んだキオカ艦かんが十六隻せき。そのうち偽ぎ装そうでない爆ばく砲ほう艦かんは半数の八隻。

　この瞬しゆん間かん、雷らい鳴めいにも似にた轟ごう音おんと共ともに、それらの艦かんから八門もん×八隻＝計六十四門の爆砲が一いつ斉せいに火を噴ふいた。たった一発でマストをへし折おる力を秘ひめた砲弾が実に六十四発、竜りゆうの咆ほう哮こうじみた唸うなりをあげて海の上に放たれたのだ。一方的な虐ぎやく殺さつの始まりを誰だれもが予感した。

　その全弾が、二百メートルと空を翔ける前に、水柱を上げて海中へ没していた。

「──────なに？」

　敵てき軍ぐんにまったく損そん害がいを与えずに終わった第一撃を、「白はく翼よく丸まる」の船せん首しゆデッキから、エルルファイは困こん惑わくと共に見み届とどけていた。

　敵を前にした焦りに、クルーたちが照準を誤あやまったのか──そう疑って身をひるがえし、彼女は下か層そうデッキに続く昇しよう降こう口ぐちへ視し線せんをやる。ほとんど間を置かず、泡あわを食った様子の砲撃監督役が走り出してきた。エルルファイはすぐに厳きびしい声を浴びせる。

「何だいこれは、敵はまだ半はん海かい里り以上先にいるのだよ！　早く砲の照準を修しゆう正せいするんだ！」

「そ、それが、その……！　我われ々われもこんなことは予想せず……！」

「何を手て間ま取どっているんだ、仰ぎよう角かくを多めに調ちよう整せいするだけじゃないか！　今まで訓くん練れんはさんざん重ねてきただろうに！」

　言いよどむばかりで要よう領りようを得ない監かん督とく役やくに業ごうを煮にやして、エルルファイは自みずからの目で状じよう況きようを確かく認にんするために昇しよう降こう口ぐちへ飛び込んでいった。階段を駆かけ下って砲ほう列れつデッキまで辿たどり着くと、大だい混こん雑ざつの中、必ひつ死しに砲ほう身しんと格かく闘とうしている兵士たちの姿すがたが目に入る。

「──これ、は──」

　その様よう子すを一目見ただけで、彼女は状況を完全に理解した。同時に、さっきの自分の命令がいかに的まと外はずれだったかも悟さとった。なぜなら──それはすでに実行されていた。彼女の視し界かいで、八門の爆砲はすでに取りうる最大の仰角を取っていたのだ。

「た、太たい母ぼ様さま！　船の傾かたむきがあまりに激しく、砲ほうの角度が追いつきません！」

「申もうし訳わけありません！　これでもすでに、砲ほう穴けつにぶつかる寸すん前ぜんまで上げているのですが……！」

　現場の砲兵たちの口から、さっきの監督役などよりもはるかに的てき確かくな状況説明が飛んできた。刹せつ那な、まるで雷かみなりに打たれたように、エルルファイの頭の中で多くのピースが一斉に繫つながった。

「……まさか、これを見み越こして……!?」

　未み曾ぞ有うの衝しよう撃げきに身を震ふるわせながら、彼女は砲穴の向こう、荒こう海かいに並ぶ敵てき艦かん隊たいをにらみつけた。
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「……敵も気付いた頃ころ合あいだろうね。僕ぼくたちが風かざ下しもから攻せめてきた理由に」

　帝てい国こく軍ぐん艦かん「新しん月げつ号ごう」のフォアマスト檣しよう楼ろう。手すりを握にぎって強い向かい風に耐たえながら、黒くろ髪かみの少年は敵てき軍ぐんの混こん乱らんを眺ながめていた。その隣となりには、彼を心配して檣楼に上ってきた副ふく官かんスーヤの姿もある。

「敵の砲ほう撃げきが届いていない……。……イクタ中ちゆう尉い殿どの、これは……？」

「何も難むずかしいことじゃない。吹ふいてくる風に横よこっ腹ぱらを向ければ、船は当然のように風下のほうへ傾くさ。今日のような強風の日ならなおさらだ。そして船が傾くということは、舷げん側そくに取り付けられた爆ばく砲ほうもいっしょに傾くということだ。つまり、砲身はまとめて下を向く」

　作戦の第一歩が的中した手ごたえを、イクタは目の前の光景から確かに受け取っていた。望ぼう遠えん鏡きようを覗のぞき込みながら、半なかば独ひとり言ごとのように説明を続ける。

「多少の傾きなら、砲の側で仰角を上げることで調整も可か能のうだろう。……だからこそこっちは、その許容限度を超えるほどの強風が吹く今日を選んだ。風かざ上かみの利を最初から放ほう棄きして、爆砲の射程を殺すために風下から攻めたんだ。そして予想通り、あっちの最大射しや程ていは平へい時じの三分の一以下まで落ち込んでくれた」

　何も不ふ思し議ぎなことは起こっていないと言わんばかりの解かい説せつに、彼の副ふく官かんは理解を追い付かせようと必ひつ死しになっていた。……この上じよう官かんの隣となりにいる立場に違い和わ感かんのない自分であるために、スーヤもまた、日ひ頃ごろから多くの努力を費ついやしている。

「……砲ほう撃げきを封ふうじるまでの理り屈くつは分かりました。でも、まだ納なつ得とくいかない部分があります。どの程てい度どの風、どの程度の傾かたむきから、敵てきの砲の射しや程ていが激げき減げんするのか──爆ばく砲ほう艦かんに乗ったことのないイクタ中ちゆう尉い殿どのに、どうしてそこまで分かったんですか？」

　少年の口くち元もとが微笑ほほえんだ。スーヤもよく知る、それはいい質しつ問もんを受けた時の彼の表情だった。

「……『暴ぼう竜りゆう号ごう』の上で最初に爆砲艦を見た時、僕ぼくが最初に受けた印いん象しようは『洗せん練れんされていない』というものだった。全体のフォルムや構こう造ぞうが、爆砲を載のせる艦かんとして不ふ釣つり合いな部分を残していると思った。特に目立っていたのが船体側面の砲ほう穴けつのサイズで、あれは小さいと感じたよ。爆砲を運用する状じよう況きよう次し第だいでは、射しや角かくを調整する妨さまたげになるんじゃないかと疑ったんだ」

　スーヤは息いきを吞のんだ。船そのものが沈ちん没ぼつしかけるほどの激げき戦せんの中、自みずからも負ふ傷しようして命の危険が迫せまる状況下で、この少年はそこまで詳くわしく敵てき艦かんを観察していたのかと。

「もちろん、それだけじゃ具ぐ体たい的てきな弱点までは弾はじき出せない。そこから先は経けい験けん豊ゆたかな船乗りの方々に意見を求めたよ。爆砲艦の形、サイズ、航こう行こう速そく度どは詳しよう細さいに記き録ろくしてあったからね。どの程度の風から船が大きく傾くかを推すい測そくしてもらうのは、それほど難むずかしくなかった」

「……で、でも、敵の爆砲艦が全すべて同じ作りとは限らなかったんじゃないですか？　さっき中尉殿が指し摘てきした砲穴の小ささとかも、後の順番で造られた艦なら改善されていたかも……」

「まず無理だ。もしキオカに造ぞう船せんの天才がいたとしても、爆砲の搭とう載さいに高いレベルで対応した戦せん艦かんを作り上げるには試し行こう錯さく誤ごの手順が足りなすぎる。考えてもみてくれ。キオカ軍で爆砲艦が実戦投入されたケースは、前の『暴竜号』の時と合わせてもこれが二度目なんだ。それまでに戦場での使い勝がつ手ての検けん証しようはほとんどされていない。つまり、いま戦たたかっているあれらの船も、実じつ質しつ的てきには試し作さく品ひんに等しいんだよ」

　少年は語る。ほとんどの帝てい国こく軍ぐん人じんは気付けなかった、爆砲艦の新しん兵へい器きゆえの欠点を。

「もしキオカに造船の天てん才さい技ぎ師しがいて、そいつが『砲穴をもっと大きくするべきだ』と主しゆ張ちようしたとしよう。でも、この意見が設せつ計けいに反映されるまでには相そう当とうな抵てい抗こうがあるはずなのさ。なにしろ砲穴は船体側面に空いた穴なんだ。これの拡かく大だいはそのまま浸しん水すいのリスクを上げることに繫つながる。船としての性せい能のうにこだわるなら、砲穴は小さければ小さいほどいい。そして爆砲が作られて間もない兵器である以上、キオカの造船の現場には、船としての性せい能のうを優ゆう先せんしたがる人間のほうが多いだろう。そいつらを説せつ得とくするには実証がいる。『砲穴が小さいことによって生じる弊へい害がいの大きさ』をはっきり示さなけりゃならない。でも、そのために必ひつ要ようなのは──」

「……爆砲艦それ自体の、実じつ戦せんでの運用経けい験けん──ですか。今のキオカには、まだそれがない」

　解答に辿たどり着いたスーヤが、そこまでの思考をさらに反はん復ぷくする。その真しん剣けんな横顔を盗ぬすみ見て、イクタはこの副官がまだまだ成長するだろうと確かく信しんした。彼の隣にいることで受け続ける刺し激げきは、スーヤ・ミットカリフの思し考こう回かい路ろに大きな影えい響きようを与えているのだ。

「ともあれ、これで爆ばく砲ほうによる一方的な攻こう撃げきは封ふうじてやった。──敵てき将しようはどう出るかな？」
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「……砲ほう列れつの左右両端にある砲ほう身しんをひとつずつ。それに、今ここにある砲ほう弾だんの三分の二。これらを今すぐ右う舷げん砲列デッキに移すんだ！　急いで！」

　短い黙もつ考こうの後、行き詰づまった砲兵たちに向けて、エルルファイはそう命令を下していた。

「は、はいっ！」「運ぶぞ、お前そっち持て！」「砲が通るぞ、スペースを空あけてくれー！」

　その意い図とを汲くみ取れた者はわずかだったが、瞬しゆん時じに動き出さない者はひとりもいなかった。他ならぬ太たい母ぼからの指示だ。その価か値ちを誰だれも疑うたがいはしない。

「船上からも人ひと手でを回してくれ、船の重心を一時的に右舷に移す！　これで傾かたむきもある程てい度どは回復するはずだ！」

　それでほぼ全員に理解が及およんだ。風で傾いた船体を、彼女は重じゆう心しんの移い動どうによって元もとに戻そうとしているのだ。砲身と砲弾は鉄てつの塊かたまりだから、場所を移せばそのまま重おも石しとしても働く。動かす兵たちには大変な仕事だが、その程度の人手は艦かん内ないに揃そろっていた。

「他の艦にも光ひかり信しん号ごうで伝えてくれ！　砲弾の三分の二と砲身二台を右舷に移動させて、敵てき艦かんとの距きよ離りが二百メートルを切るまではそのまま戦たたかうようにと！　間合いが近く見えても慌あわてる必要はない、敵は風かざ下しもにいる！　こちらにまっすぐ向かっては来られないんだ！」

　太母の言こと葉ばに全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いて、兵士たちは休まず動き続ける。そんな彼らの背中を頼たのもしく見つめながら、しかしその実、エルルファイは心中で激しい葛かつ藤とうに襲おそわれていた。

「……なんて悩ましい……。いっそ全ぜん艦かんで風下に舵かじを切ってしまいたいのは山々だ。そうするだけで船の傾きは元に戻るし、砲ほうの射しや程ていも通常に回かい復ふくする。敵てきに横から砲ほう撃げきを浴あびせることも容よう易いだろう。だけど──」

　その甘あまい誘ゆう惑わくを、彼女は何としても振り払はらわなければならない。ここで風下に舵を切って、敵とのすれ違ちがい様ざまに攻撃を加える──その選せん択たくは、いわゆる反はん航こう戦せんへの移行を意味している。互たがいに正反対の進路を取った艦かん同どう士しで行われる海かい戦せんの一ケースだ。

　風上の有利が裏うら返がえってしまった現状では、それは一いつ見けんしたところシンプルな名めい案あんに思える。敵艦隊と平行に行き違う形で砲弾を浴びせた後は、距離を保ったまま相手の裏うら側がわに回り込んで砲撃を続ければいい。その時には、現在後方に展開している僚りよう艦かん二十隻との間で挟はさみ撃うちの状じよう況きように持ち込めるだろう。まさに一いち網もう打だ尽じん──もう少し思し慮りよが足たりなければ、彼女はその思い付きを実行に移していたかもしれない。

「……落とし穴あなが二つある。まず反航戦だと、敵に砲ほう撃げきを加くわえられるタイミングは行き違う瞬しゆん間かんの一度きりしかない。いくら爆砲が強力でも、それだけで多数の敵に大きな被ひ害がいは与えられないだろう」

　ぎり、と奥歯が軋きしんだ。自分を戒いましめるために、エルルファイはひとりつぶやき続ける。

「そしてもうひとつ。敵てきの背はい後ごに回り込めば、いま後方にいる二十隻せきとの間で挟はさみ撃うちに出で来きる──その考え自体が決定的な誤あやまりだ。そうなった場合、敵は即そく座ざに乱らん戦せんに切り替えてくる。敵味方が入り混じった瞬しゆん間かんから、遠くの爆砲艦わたしたちには手が出せなくなるのだから」

　互たがいの艦が入り乱みだれて戦う中から敵だけを狙ねらって当てられるほど、爆ばく砲ほうの命めい中ちゆう精せい度どは絶対的なものではない。味方への誤ご射しやが許されない以上、遠くにいる爆砲艦はどうしても蚊帳かやの外へ追いやられてしまうのだ。それでも強しいて戦せん闘とうに参加しようというなら、誤射の懸け念ねんがない極ごく近きん距きよ離りまで近付いて砲ほう撃げきに及ぶしかないが……その場合は必ひつ然ぜん、爆砲艦の最大の強みである間合いの利を放ほう棄きすることになる。

　帝てい国こく軍ぐんがそこまで読みきって攻こう勢せいに及およんでいることを、エルルファイはもはや少しも疑っていなかった。……たった一度の遭そう遇ぐう、たった一度の観察から、新しん造ぞうの爆砲艦が抱える欠点を正確に見抜かれていたのだ。つまり──それを可能とする何者かが、敵軍にはいる。

　背せ筋すじにぞくりと寒さむ気けが這はい登った。彼女の知る限り、そんな真似まねが出で来きるような人間にはひとりしか心当たりがない。あの白はく髪はつの将しように比ひ肩けんする脅きよう威いが、敵側に存そん在ざいしている──その推すい察さつは、「白はく翼よくの太たい母ぼ」の胸きよう中ちゆうに渦うず潮しおのような戦せん慄りつを呼び起こした。

「……一瞬の油ゆ断だんが命取りになる。肝きもに銘めいじてくれ、みんな。──この敵は強い」
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「取り舵かじ一いつ杯ぱい！」

　怒ど号ごうにも似にたヒゴルム海かい佐さの声が響ひびき渡わたり、帝国軍艦「槍そう魚ぎよ号ごう」の船体が左さ舷げんに大きく傾かたむいた。左右と後ろで列をなす僚りよう艦かんたちも、同じタイミングで上うわ手て回まわしを行って針しん路ろを切り替えている。

　爆砲の有ゆう効こう射しや程ていに近付くまでは、全ぜん艦かんが旗き艦かん「黄こう竜りゆう号ごう」に合わせて速度を絞しぼっていた。強風下での操そう船せんには高い技ぎ術じゆつが求められていたが、それでも艦かん隊たい運動に遅おくれる艦がひとつも出ないのはさすがと言える。マシューは改あらためて、帝国海かい軍ぐんの実力を肌はだ身みに感じていた。

「……っ！」

　彼の視し線せんの先で、海面にいくつもの水みず柱ばしらが立ち上がる。同じ砲撃だが、船体から二百メートルと飛ばずに海へ落ちた前回と比くらべて、その射程は五割がた伸びていた。ただし水柱の数は四分の三程てい度どに減っている。

　その光景が意味するところを、少しの間考えて、小太りの少年は正確に読み取った。

「えっと、この場合は確か……そう、砲ほうの一部を右舷に移して船の傾きを相そう殺さいしたんだ。イクタの予想した中では『一番やっかいなケース』だったな」

　黒くろ髪かみの少年の声がマシューの脳のう裏りによみがえる。──敵てきの指し揮き官かんが愚ぐ将しようなら、予想外の状じよう況きように手をこまねくだけで時間を浪ろう費ひするだろう。凡ぼん将しようなら、反はん航こう戦せんからの挟はさみ撃うちに戦せん術じゆつを切り替えるだろう。だけど名めい将しようなら、一時的に砲ほう門もんを減らしてでも風かざ上かみを固こ守しゆするはずだ。このケースでは、君たち風ふう銃じゆう兵へいにも大いに働はたらいてもらわなくちゃならない──。

「……風銃兵第四小隊、右う舷げん船せん首しゆデッキに集合！　船上作業の邪じや魔まにならないよう気を付けつつ、適てき度どに散さん開かいして銃じゆうを構かまえろ！」

　命令を受けた風銃兵たちが、一いつ斉せいに昇しよう降こう口ぐちから駆かけ出してくる。船体の前方右側で思い思いの配置に付いた部下たちに、マシューは風に負けないよう大声で指示を飛ばした。

「これから制せい圧あつ射しや撃げきを開始する！　二つの班はんごとに射撃目標を統とう一いつして、斉せい射しやで敵てき艦かんの砲門を狙ねらい撃て！　船上の敵兵はまだ無む視ししていい、肝かん心じんなのは爆ばく砲ほうを一秒でも長く黙だまらせることだ！　分かるな！」

「「「「「「「「はっ！」」」」」」」」

「対物エアライフルの狙そ撃げき手しゆはしばらくの間、射撃よりも敵の観察を優ゆう先せんしろ！　この艦を狙っている可か能のう性せいの高い砲門を見抜いて伝えるんだ！　その情じよう報ほうに応じて、射撃目標の変へん更こう指し示じはおれの口から逐ちく一いち述のべる！　しっかり聞いて覚えろよおまえら！」

「「「「「「「「イエス・サー！」」」」」」」」

　いい意味で固さが抜けてきたマシューの命令に、部下たちも不安を覚えず従っている。……北ほく域いきで死し線せんをくぐり抜けたことで株かぶを上げたのは、何もイクタやヤトリばかりではない。この小太りの少年もまた、命を預けるに不足のない将しようとして兵たちから認められつつある。

　一方、そんな彼の様よう子すを、はるか上の檣しよう楼ろうから見守る者もいた。この艦では半なかば村むら八はち分ぶの扱あつかいを受けているポルミニュエ・ユルグスは、与えられた観かん測そく任にん務むを精せい一いつ杯ぱいこなしつつ、今も活いき活きと部下を指し揮きするマシューの姿すがたを羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見つめている。

「……北域動どう乱らんの英えい雄ゆう、か……」

　ぽつりとつぶやく。その評ひよう価かが決して尾ひれの付いたものではなかったことを、ポルミはすでに「暴ぼう竜りゆう号ごう」の船上で思い知っている。彼が自分などよりもよっぽど、戦場に立つ者として相応ふさわしい心構えを持っていることも。

「…………でも、あたしだって……あたしだって……！」

　強く握にぎりしめるあまり、手すりにかけた指が真っ白になる。……失った部下たちの顔と名前を繰くり返し思い出しながら、ポルミは今なお、彼らに詫わびる術すべを探さがし続けていた。

「よし、斉射開始！」

　攻こう撃げき命令に続いて、圧あつ縮しゆく空気の爆はぜる音が鋭するどく耳を打つ。彼女の葛かつ藤とうなど歯し牙がにも掛かけずに、戦場は刻こく一いつ刻こくとその過か酷こくさを増していく──。
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「──がァっ！」「ひっ!?」「う、うわぁっ！」

　キオカ艦かん隊たい旗き艦かん「白はく翼よく丸まる」と共ともに単たん縦じゆう陣じんを組んでいる八隻せきの爆ばく砲ほう艦かん。その全艦の左さ舷げん砲ほう列れつデッキに水すい兵へいたちの悲ひ鳴めいが木霊こだましていた。手足や腹はらを撃うたれた者がもんどり打って倒たおれ込む。負ふ傷しようした仲なか間まを助け起こしつつ、彼らは舌した打うちして砲ほう穴けつから後ずさった。

「クソッ、帝てい国こくの連中め……！　銃じゆう撃げきを砲ほう門もんに集中させてやがる！」

「何とかならないのか！　おちおち弾たまも込めていられないぞ！」

　目の前で仲間が撃たれるところを見てしまって、砲ほう兵へいたちは作業の続行に二の足を踏ふんでいる。マシューたちの攻こう撃げきが狙ねらい通りの効こう果かを現あらわしていた。彼らの目的は敵兵士の殺さつ傷しようではなく、爆砲の発はつ射しや頻ひん度どを少しでも減らすことなのだ。

「仕方ない、装そう塡てんの間は砲穴を閉めろ！　手間は増えるが、これなら銃撃に怯おびえずに済すむ！」

　監かん督とく役やくが命じると、砲兵たちは是ぜ非ひもなくその対たい策さくを実行した。砲穴が次々と閉められる中、船せん腹ぷくに突つき刺ささる弾だん雨うの音を聞きながら、彼らは大急ぎで砲身に弾を込めていく──。
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「……艦隊前列が爆砲の射しや程ていに入ります、ユルグス大たい将しよう殿どの」

　帝国艦隊旗艦「黄こう竜りゆう号ごう」の艦かん尾びデッキ。展てん帆ぱん作業の監督から一時的に抜けてきたカンロン海かい佐さが、上じよう官かんに向かって静かに警けい告こくしていた。

「ええ、分かってるわ。ここから先は無む傷きずじゃ済すまないってことくらいは」

　答えるユルグス大将の顔にも緊きん張ちようが色濃い。すでに他の僚りよう艦かんは「黄竜号」に合わせて絞しぼってあった航こう行こう速そく度どを上げつつある。次の艦隊運動──上うわ手て回まわしを境さかいに、彼らは旗艦から完全に先行していくだろう。それは一秒でも早く敵てき艦かん隊たいに切り込むためだ。

「ああ、歯がゆいわね……！　この巨きよ体たいの速度に合わせていちゃ、敵に接近するまでにどれだけ砲ほう撃げきでやられるか分からない。それはよくよく理解しているけれど──操そう船せん技ぎ術じゆつがいちばん高く求められる切り込み役の艦かんには、このアタシ自身が乗っていたかったわ」

「お勧すすめできませんね。爆砲もエアライフルも、調子に乗って前に出た指し揮き官かんに突とつ然ぜんの死を与えるにはうってつけの兵器です。いざ切り込もうという段になって、たまたま降ってきた砲ほう弾だんと大将殿の頭部が運うん命めい的てきな出会いを果はたさないとは誰だれにも言えません」

「癇しやくに障さわる正せい論ろんね！　保ほ身しんなんて馬ば鹿か馬鹿しいって言ったのはアンタでしょうが！」

「戦いくさを避さけた結果として大たい将しよう殿どのが左さ遷せんされても第一艦かん隊たいは存そん在ざいし続けますが、戦の最中に大将殿に死なれては艦隊そのものが危機に陥おちいりますので。それも実に馬ば鹿か馬鹿しいかと」

「この男、次は本気で握にぎりつぶして小こ姓しようにしてやろうかしら……」

　言うだけ言って涼すずしい顔でいる副ふく官かんをひとにらみしてから、ユルグス大将は再ふたたび視し線せんを前方に向けた。さっきまで並へい走そうしていた後列の僚りよう艦かんさえ、すでに船体ふたつ分ほど先行している。さらにその先を行く前列の艦は、敵てき艦かんまで三百メートル強の距きよ離りに迫せまっていた。

「──さぁ、ついに始まるわ。海賊軍アタシたちの勇気と技量わざを試す三百メートルが」







「おらァ、上うわ手て回しだ！」

　ヒゴルム海かい佐さの命令に応えてクルーたちが帆桁ヤードを操あやつり、ともなって帝てい国こく軍ぐん艦かん「槍そう魚ぎよ号ごう」の船体が風かざ上かみに切り上がる。横列を組んで並ぶ僚艦も同じように針しん路ろを変えて、キオカ艦十六隻せきとの距離はいよいよ狭せばまりつつあった。

「総員、射しや撃げき位い置ち変へん更こう！　右う舷げん寄りにずれろ！」

　船せん首しゆデッキでは、マシューの指示で部下たちが動き出している。上手回しにともなって船の向きが変わったので、彼らも船首デッキの反対側に陣じん取どり直す必ひつ要ようがあった。新たな配置から狙ねらいを定め直しつつ、兵たちが興こう奮ふん気ぎ味みに声を上げる。

「へっ、敵が臆おく病びようだと楽らくでいいぜ！」「ああ、フタが開いたところを狙えばいいんだからな！」

　砲ほう弾だんを装そう塡てんする間、敵は砲ほう穴けつを閉めることで射撃から逃れている。が、それは攻せめる側からすればむしろ好こう都つ合ごうだ。なにしろ彼らは「砲穴が開いたところを狙えばいい」のだ。どの砲が撃うってくるか分からない状じよう況きようよりも、射撃の集中はずっとたやすい。

「油ゆ断だんするな、ここからが本番だ！　敵の砲撃が届とどき始めるぞ！」

　が、部下たちが楽らつ観かんに傾かたむき過すぎないよう、マシューは厳きびしい声で警けい告こくする。戦せん況きようが予想通りに運んでいることを認めつつも、彼は決して油断していなかった。今はまだ、敵の拳こぶしが届いていないだけなのだ。

　小太りの少年は知っている。軍ぐん艦かんの横よこっ腹ぱらを薄うす紙がみのように突つき破やぶるその威い力りよく、たった一いち撃げきでクルーたちの戦せん意いを根こそぎにする衝しよう撃げきを、「暴ぼう竜りゆう号ごう」の船上で思い知っている。だからこそ、

「──来るぞッ！　みんな、何かにつかまれ──ッ！」

　砲撃のタイミングを先読みして、彼はあらん限りの大声で叫さけんでいた。自分の部下だけではなく、同じ船に乗る人間全すべてに、「覚かく悟ご」という名の心の守りを与えるために。

　その直後、船の両りよう脇わきで水みず柱ばしらが立ち上がり、海面を伝わってきた圧力が「槍そう魚ぎよ号ごう」の船体を左右から強きよう烈れつに揺ゆすぶった。足あし場ばに弾はじかれた兵たちが何人か転てん倒とうし、巻き上がった海水がその上から降り注そそぐ。悲ひ鳴めいが合がつ唱しようして響ひびき渡わたった。

「……ぐッ……！」

　縄梯子シユラウドにつかまって衝しよう撃げきに耐たえながら、マシューは喉のど元もとから嘔おう吐と感かんにも似た恐きよう怖ふがせり上がってくるのを覚えていた。──たった二発が近くの海面に着ちやく弾だんしただけでこの衝撃。こんなものを次々と撃うってくる相あい手てに、これからもっと近付いていかなければならない……！

「落ちた！　仲なか間まが落ちたぞォ──ッ！」

　背はい後ごから響ひびいてきたその声に、小太りの少年はぎょっとして身をひるがえした。見れば、舷げん側そくの手すりに取りついた数人の水すい兵へいたちが、焦あせった様よう子すで海面を指差している。とっさにマシューも身を乗り出して海を覗のぞき込んだ。

「……あそこだ！　早く浮き輪を……！」

　十数メートル下の海面に、必ひつ死しで両手をばたつかせる落らく水すい者しやの姿があった。波が押し寄せるたびに海中へ沈んでは浮き上がることを繰くり返すものの、そんな抵抗が長くもつはずもない。船上から水兵のひとりがロープ付きの浮き輪を投じるが……その一いち縷るの救いは、落水者から大きく距きよ離りを隔へだてた海面に落ちてしまった。

「おい、そこだ！　そこまで泳げ！」「そっちじゃない右だ！」「よせ、流されるなぁ！」

　どうにか浮き輪まで誘ゆう導どうしようと、仲間たちも揃そろって声を張り上げる。……が、その努力も空しく、落水者のほうが限界を迎えた。ひときわ高い波が水面から出ていた頭に覆おおいかぶさり、まるで悪あく意いを持つかのように、落水者の全身を海の中へと引きずり込んでいく。

「す、スバスぅ……！」「くそったれぇッ！」

　もう助けられない。そう悟さとった水兵たちが、絶ぜつ叫きようしながらデッキに靴くつ底ぞこを叩たたき付けた。……海面が荒れていることに加くわえて、船自体も動いているために、落水者との距離は秒びよう刻きざみに離れていく。救きゆう助じよが成功する見込みは最初から低かった。マシューは戦せん慄りつと共ともに実感する──この状じよう況きようでの落水は死を意味するのだと。

「くッ……！」

　仲間の残ざん酷こくな死を目に焼き付けて、マシューは船せん首しゆデッキに視し線せんを戻した。砲ほう撃げきのショックも覚めやらぬ様子の部下たちに向き直り、彼らに向けて声を張り上げる。

「……怯ひるむなッ！　こっちが怖おじ気けづいた分だけ敵てきは多く撃ってくるぞ！　海の上に逃げ場はないんだ、死にたくなければ手を休めるなッ！」

　悲ひ鳴めいを上げたい本ほん音ねを吞のみ込んで命令を口に出す。指し揮き官かんとしてのその義ぎ務むを、マシューは辛かろうじて守り抜いた。上じよう官かんの激げき励れいを受けて、衝撃に我われを忘れかけた兵たちが再び動き出す。

「くそっ、あんなのに当たってたまるか……！」「撃たれる前に撃ってやる！」

　思い思いの声を上げる兵たちが配備に着き直し、十秒弱じやくの中断を経へて制せい圧あつ射しや撃げきが再開する。事前の警けい告こくと合わせて、小太りの少年は、船全体の動どう揺ようを最小限に抑おさえることに成せい功こうしていた。

「ポルミ、おまえは無ぶ事じか!?　今ので落ちてないよな!?」

　部下たちの戦せん線せん復ふつ帰きを見み届とどけたマシューが、そのまま視線を上げてフォアマストの檣しよう楼ろうに声を投げる。数すう秒びよう待まって、手すりにしがみ付いたポルミが無事を示すように手を振ってきた。小太りの少年はほっとして視し線せんを別に移す。

「全ぜん艦かんが完全に敵てきの射しや程ていに入ったな……！　僚りよう艦かんに被ひ害がいはないのか!?」







「──し、死ぬかと思った」

　戦列の北端を航海はしる帝てい国こく軍ぐん艦かん「新しん月げつ号ごう」の船上。そのフォアマストの檣しよう楼ろうでは、イクタとスーヤが密みつ着ちやく状じよう態たいで倒たおれ込んでいた。

「至し近きん弾だんでこの衝しよう撃げきか……。命いのち綱づなを付けておいて正解だったよ。スーヤ、君は大だい丈じよう夫ぶかい？」

「だ、大丈夫です！　大丈夫ですから、その、あの……！」

　背はい後ごから抱きかかえられている体勢に気付いて、スーヤが慌あわてて起き上がる。彼女に続いて立ち上がりながら、イクタは具ぐ合あいを確かめるように自分の腰こしに手を当てた。

「……うん、治なおりかけの腰も悪くしてないね。君が羽う毛もうのように軽いおかげで助かったよ」

「し、知りませんっ！　それより下に降りましょう、ここは危険過ぎます！」

「君はすぐに降りてくれ。でも僕ぼくは残るよ。敵の出方を見なくちゃいけないからね」

　そう言って、イクタは転んでも手放さなかった望ぼう遠えん鏡きようを再ふたたび覗のぞき込む。なおも心配そうに見つめてくる副ふく官かんに、少年は苦く笑しようして告つげた。

「気にせず行ってくれ。将しよう棋ぎを指している時に、僕だけ盤ばんの前を離はなれるわけにはいかないだろ？」
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「──命めい中ちゆう弾だんはなしか」

「白はく翼よく丸まる」の船上から、エルルファイは射程内に入った敵てき艦かん隊たいへの第だい一いち撃げきを見み届とどけていた。しかし砲ほう撃げきは海面をかき乱みだすに留まって、どの敵艦にも損そん害がいを与えるには至いたっていない。

「無理もない。船の傾きのせいで使用できる砲自体が減っている上に、こうも執しつ拗ような制せい圧あつ射しや撃げきを続けられてはね……」

「次じ弾だんを急がせますか……？」

　隣となりに控ひかえた副官が尋たずねてくる。が、太たい母ぼは迷まよわず首を横に振った。

「逆ぎやくだよ。装そう塡てんは今のままでいいから、照準を慎重に定めるよう命じてくれ。命中弾ゼロは砲ほう手しゆが浮き足立っている証しよう拠こだ。後はそう、兵たちが制圧射撃に怯おびえているようだから、砲ほう列れつデッキに盾たてを届とどけさせよう。砲ほう門もんと同数でいい」

　そういう彼女の前でも、指し揮き官かんを守って立ちふさがる水すい兵へいが長ちよう大だいな盾を構かまえている。人ひとりをすっぽり隠かくす大きさの盾たては、本来こうして指し揮き官かんを流れ弾だまや狙そ撃げきから守るためのものだ。彼女は迷まよわず、それを砲ほう兵へいたちに回せと命じていた。

「迷うことはないよ。この戦いくさの勝しよう敗はいは、爆ばく砲ほうの運用で決まるのだからね」

「はっ、仰おつしやるとおりに！」

　命令を受けた副ふく官かんが昇しよう降こう口ぐちへと走り出す。迫せまり来る敵てきを鋭するどく見み据すえながら、エルルファイは冷れい静せいに次の一いつ手てを考えた。

「……もう少し経たったら、右う舷げんに回した砲ほうを左さ舷げんに戻させる。撃うった砲ほう弾だんの分だけ左舷は軽くなっているはずだから、それでも射しや程ていは保たれるはずだ。その時からは最大火力で敵てき艦かんを迎え撃つことが出で来きる。けれど──」

　危うく揺ゆれる天てん秤びんを思い描えがいて、彼女は口くち元もとを厳きびしく引き結んだ。

「──チャンスはそう多くない。接近までに何なん隻せきを航こう行こう不ふ能のうに持ち込めるものかな」
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　二つの艦かん隊たいが距きよ離りを縮ちぢめていく中、互たがいに求められているものの方向性は同じだった。帝てい国こく海かい軍ぐんは最大効こう率りつの艦隊運動と制せい圧あつ射しや撃げきで勝負をかけて、キオカ海軍は最大効率の爆砲運用でそれを迎え撃つ。指揮官の判断力と兵へい員いんの練れん度ど、それらに運うんの要素を足たした結果が、まもなく弾はじき出されようとしていた。

「おわぁ……ッ！」「ら、雷らい雲うん号ごうに被ひ弾だん一！」「右舷側に穿せん孔こうしましたァッ！」

　射程に入ってから二度目の砲ほう撃げきで、ついに最初の一いつ隻せきが被弾した。横よこっ腹ぱらに食らった砲弾は外装を貫つらぬいて船内第二層の倉庫にまで到とう達たつ。デッキから身を乗り出して被弾箇か所しよを確かく認にんした「雷雲号」のクルーたちは、その瞬間から浸水を食い止めるために全力で対応を始めた。ここでは空あいた穴あなが喫きつ水すい線せんより上だったことが幸さいわいし、航行能のう力りよくへの影響は微び小しようで済んだ。

「げ、げはぁ……ッ！」「痛いてぇ、痛ぇぞ畜ちく生しよう……ッ！」「負ふ傷しよう者しやを運べ！　衛えい生せい兵へいーッ！」

　三度目の砲撃は「蝦しや蛄こ号ごう」と「白しろ鮫ざめ号ごう」に命中し、この二隻で船上作業に当たっていた水兵たちに多数の死し傷しよう者しやを出した。うち「白鮫号」では操そう帆はんを受け持っていたベテランのクルーに怪け我が人にんが集中したため、操そう船せんへの悪あく影えい響きようは無む視し出で来きないものになった。

　そして四度目の砲撃。被弾は五隻にも及び、うち一発は、隊たい列れつ中ちゆう央おうを走る「槍そう魚ぎよ号ごう」の船体に降り注いだ。







　視し認にんを超こえた速度で何かが頭上を過すぎ去さっていった。マシューがそう思った時にはすでに、船体後方で轟ごう音おんが炸さく裂れつしていた。

「うぉおッ……!?」

　海に投げ出されそうな縦たて揺ゆれをどうにかやり過ごして、小太りの少年は視し線せんを後方にやる。三本のマストを隔へだてた向こう側に粉ふん塵じんがもうもうと巻き上がっていて、周辺のクルーたちが大慌あわてで集まっていくのが見て取れた。

「まずい、被ひ弾だんしたのは艦かん尾びデッキか……!?」

　血の気けが失せるのを感じながらも、まずマシューは部下たちに射しや撃げきの続行を指示して、その上で艦尾へ向けて走り出した。檣しよう楼ろうからほとんど飛び降りてきたポルミもそこに合流する。砲ほう撃げきを受けた艦尾の惨さん状じようが二人の目に映るまでに、そう時間はかからなかった。

　爪つめ痕あとは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。艦尾デッキは舵だ輪りんの真後ろから抉えぐれるように陥かん没ぼつしていて、その周辺に四人の人間が倒たおれている。うち二人はすでに息いき絶たえているものと思われたが、負ふ傷しようして呻うめき声を上げる二人のうちの一方は、その顔がマシューとポルミにも一目で判はん別べつ出で来きた。

「ひ、ヒゴルム海かい佐さ……！」

　事じ態たいの重大さを思い知ったマシューが負傷者のもとに駆かけ寄った。「槍そう魚ぎよ号ごう」の艦長を務める逞たくましい老人は、剝むき出しの右肩と背中から血を流して倒れている。弾たまそのものではなく着ちやく弾だんの余よ波はにやられたらしい。負傷の程てい度どは一目では測りきれなかった。

「く、そ……よりによってこんな時に、ツキの奴やつめ、俺おれをソデにしやがるか……」

　苦く悶もんの表情で悪あく態たいを突つきつつも、無事な左手は取り落としたパイプを探さがして床ゆかを搔かいている。まもなく五人の衛えい生せい兵へいが担たん架かを手に駆け付けてきたが、その世話になる前に、ヒゴルム海佐は手て負おいの猛もう獣じゆうのようなしゃがれ声を上げた。

「手当てなんざ後でいい、もう立って指し揮きが取れねぇのは分かってんだ！　今はクッチだ、クッチの爺じじいを呼べ……っ！」

「ワシならここにおるよ、ヒゴルムの爺じいさん」

　予想しない方角から上がった声に、マシューとポルミも驚おどろいて顔を上げる。彼も緊きん急きゆう事じ態たいを察して駆け付けたのだろう。伸び放題の白ひげを揺ゆらして、今は亡なき「暴ぼう竜りゆう号ごう」の艦長ラギエシー・クッチ海佐が舵だ輪りんを握にぎって立っていた。

「うるせぇ、俺はまだ爺じゃねぇ！　それより仕事だ、この艦の指揮を俺と代わりやがれ！」

　その発言に、艦尾に集まってきていた面々の一部が顔色を変える。ヒゴルム海佐の下で働はたらく「槍魚号」の海かい尉いたちだ。前に士し官かん集会室でポルミに絡からんだ青年士官と女性士官が、ここぞとばかりに身を乗り出して自じ己こ主しゆ張ちょうを始めた。

「艦長、指揮ならどうか私にお任まかせください！　完かん璧ぺきにやり遂とげてみせます！」

「わたしもボーム海尉に賛さん成せいです！　何もここで客員のクッチ海かい佐さ殿どのに頼たよらなくても！」

　青年士官に追つい従じゆうして、ヨリン二等海尉が上官に詰つめ寄る。彼女らの主しゆ張ちようは正せい規きクルーとして当然のものだったが、ヒゴルム海佐は厳きびしい表情で首を横に振った。

「いちいち説明させんな、おめぇらじゃ荷にが勝ち過すぎるから言ってんだよ！　こんだけ風が荒あれてる中で風上への操そう船せんを『完璧にやれる』なら、とっくにおめぇらに艦かん長ちよう職しよくを譲ゆずってらぁ！」

「荒あらぶるなヒゴルム、いくらお前さんでも傷きずに障さわるぞ。……ここから先、『槍そう魚ぎよ号ごう』の指し揮きはワシが代行する。これで良いな？」

　白ひげの老人が静かに確かく認にんする。二人の間で、余よ人じんをはねのけて意い思し疎そ通つうが交わされた。

「……ああ、やりやがれ。しくじったら後でぶっとばす」

「あの世でも腕うでにモノを言わせるつもりか。昔むかしから変わらんのぅ」

　苦く笑しようする旧きゆう友ゆうから、ヒゴルム海かい佐さは鼻を鳴らして顔をそむけた。それを合図と見て、衛えい生せい兵へいたちは彼を担たん架かに乗せて運んでいく。もうひとりの負ふ傷しよう者しやである操そう舵だ手しゆと、残る二人の死体も一いつ緒しよに船内へ連れて行かれた。

「──さて、状じよう況きようは見ての通りじゃ。ここからはワシの指揮に従したがってもらう。文もん句くのある者もおるじゃろうが、口に出さず吞のみ込め。議ぎ論ろんに費ついやす時間なんぞ一秒もない」

　そう言って、老人は士し官かんたちを鋭するどくにらみつける。枯かれた印いん象しようを裏うら切ぎる静かな迫はく力りよくが、彼らの反論を喉のどの奥に押し戻した。

「……い、いえ。かの『白しろ髭ひげのクッチ』を指し揮き官かんと仰あおぐのに、不満などあろうはずも」

　ボーム一いつ等とう海かい尉いが他の全員を代表して建たて前まえを述べた。それに軽くうなずきで返して、クッチ海佐は手て元もとの舵だ輪りんに視し線せんを落とす。

「ではボーム海尉、お前さんが操舵手をやれ。元もとの持ち場は副ふく官かんに預けても問題ないか？」

「はっ！」

「よかろう、他の者はただちに自分の持ち場に戻れ。──さぁ、ぐずぐずするでないっ！　こうして固まっておるところにもう一いつ発ぱつ砲ほう撃げきを食らえば、それでこの艦かんは終わりじゃぞ！」

　老ろう将しようの一いつ喝かつで我われに返って、水すい兵へいたちは蜘蛛くもの子を散ちらしたように持ち場へ駆かけ戻っていく。つられてマシューも身みをひるがえしたが──隣となりで立ち尽つくしている女の姿すがたに気が付いて、彼はとっさに足を止めた。

「何をしておる、ポルミニュエ海尉。お前さんも持ち場に戻れ」

　クッチ海佐の口から冷れい徹てつな声が放たれる。その瞬しゆん間かん、老ろう将しようが指し揮き権けんを握にぎった状じよう況きようにわずかでも期待を持った自分を殺したいほど恥はじて、ポルミは回れ右して船上を駆け出した。

「……っ……」

　何か言おうとしたマシューだが、何も言えることがないと気付くのに時間はかからなかった。首を振って迷まよいを振り切ると、彼もまた部下たちの待まつ船首デッキへと駆け戻っていった。







　乱みだれる戦せん列れつを必ひつ死しに立て直しながら、帝てい国こく海かい軍ぐん第一艦かん隊たいは風かざ上かみの敵てき勢せい力りよくに肉にく薄はくする。いよいよ距きよ離りにして三十メートル、互たがいの船上で動き回る水兵の顔まで判別できる間合いに突とつ入にゆうしていた。その瞬間──この局面の最後を告つげる砲撃が、一いつ斉せいに火を噴ふいた。

「ぐぅうう、耐たえろぉぉ！」「み、右みぎ舷げん側そくに被ひ弾だん二つ！」「くそ、メインマストがやられたァッ！」

　至し近きん距きよ離りからの狙ねらい澄すました砲ほう撃げきだった。被弾は八隻せき。うち二隻はミズンマストとメインマストを半なかばからへし折おられて航こう行こう不ふ能のうになった。喫きつ水すい線せんより下の船せん腹ぷくに被弾した艦かんも三隻あり、これらの船は沈ちん没ぼつの運命に限りなく近付いた。が、それでも、

「大たい将しよう殿どの、残ざん存ぞん艦かん数すう三十八です！」「上じよう出で来きよ！　突つっ込みなさい野や郎ろうども！」

　一いつ歩ぽ遅おくれて僚りよう艦かんに追つい随ずいする黄こう竜りゆう号ごうの艦かん尾びで、状じよう況きようを見て取ったユルグス大将が気き炎えんを上げた。敵てき艦かん隊たいに勝まさる艦数を保ったまま距離を詰つめる、その最初のハードルを越こえたと知ったからだ。
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　現時点までの砲撃を通して、航行不能になった帝てい国こく軍ぐん艦かんは二隻。他に致ち命めい傷しようを負おったと見られるのが四隻で、帆ほや索さく具ぐにダメージを受けて航行速度を鈍にぶらせたのが七隻。三百メートルの間に行われた攻こう防ぼうの、それが結果だった。

「──やってくれる。たったこれだけとはね」

　結果を正確に把は握あくしたエルルファイは、それが予定の半分にも満たない戦せん果かだと素直に認めるしかなかった。自分の見込みの甘あまさに加くわえて、想像を超こえた敵のしたたかさを思い知る。だが──それでいて、次の命令を下すまでのタイムラグはゼロに等しかった。

「砲撃中断！　敵戦力優ゆう越えつ時じのプラン４に移る、艦隊運動始めーっ！」

　打ち鳴らされる合あい図ずの銅ど鑼ら。海上を伝でん播ぱしていく音ね色いろが、敵艦隊を目と鼻の先にした僚艦に次の行動を教える。強まる風に混じって降り始めた雨あま粒つぶが、第二局面の始まりを告つげていた。





＊






　帝国軍艦「新しん月げつ号ごう」船上。しぶとく檣しよう楼ろうに留まって戦せん況きようを見守っていたイクタの視し界かいで、単たん縦じゆう陣じん戦せん列れつを取っていたキオカ艦十六隻が動きを二分した。爆ばく砲ほう艦かん八隻は後方の風かざ上かみに向かって切り上がり運動の準備を始めたが、残る八隻の通つう常じよう艦かんは、身を挺ていしてそれらの僚艦を庇かばうように前進してきたのだ。

「……あくまで風上を手放さない気か！　辛しん抱ぼう強いにも程ほどがあるだろ、まったく！」

　今度こそ反はん航こう戦せんに移ることを期待していた少年は、その見込みを裏うら切ぎる敵てき将しようの揺ゆるぎなさに悪あく態たいを突ついていた。相あい手ての狙ねらいは彼にも見えている。通常艦に接近戦を任せるかたわら、虎とらの子の爆砲艦を風上に一いち時じ退たい避ひさせようとしているのだ。

「案あんの定じよう、これまで後方に待たい機きしていた二十隻も動き出した。目の前の八隻に合流して接近戦を演じるつもりだろうな。……それはこっちも望むところだけど、爆ばく砲ほう艦かんだけはそう簡かん単たんに逃がしてやれない」
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　見守るのはこれまでとばかりに望ぼう遠えん鏡きようを懐ふところにしまうと、少年はゴキブリじみた速度で縄梯子シユラウドを下って船上に降り立った。スーヤのもとで接せつ舷げん切り込みの準備をしていた部下たちが視し線せんを向けてくるが、そっちは頼たよれる副ふく官かんに預けて、彼はまっすぐ艦かん尾びへと走る。

「アグーヒ艦かん長ちよう、爆砲艦が逃げます！　前方の敵てき艦かんをかわして追えますか!?」

「おいおい、難むずかしいこと言いやがるな坊ぼう主ず！　風かざ上かみの艦と風かざ下しもの艦、どっちが自由に動けるのか知らないわけじゃねぇだろ！　この状じよう況きようだと、向こうは体当たりしてでもこっちを止めようとするぜ！」

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの「新しん月げつ号ごう」艦長が快かい活かつに応こたえる。今日までの航こう海かいの間、持ち前の弁べん舌ぜつに銘めい酒しゆ「遥はるか南海の神酒みき」の威い力りよくを加えて、イクタはこの艦長とのコミュニケーションを深めてあった。

　好こう戦せん的てきでノリのいい相手の性せい格かくを踏ふまえて、黒くろ髪かみの少年はひとつ焚たき付けてみる。

「ええ、分かってます！　普通なら難しいところだけど、帝てい国こく海かい軍ぐんきっての船乗りであるアグーヒ艦長ならあるいはと思って！　ちょっと期待し過すぎましたか！」

「……！　なんだとこの野や郎ろう、無理なんて一ひと言ことも言ってねぇだろ。早とちりすんじゃねぇ！」

　アグーヒ艦長の思考が慎しん重ちようから冒険に傾かたむく。誘ゆう導どうのあまりのたやすさに、これは放っておいても最初から同じ行動に出ただろうとイクタは苦く笑しようした。いまさら驚おどろきはしない。カトヴァーナ海かい賊ぞく軍ぐんという組織はつまるところ、そういう馬ば鹿か野や郎ろうどもの集まりだ。

「その辺で目ぇかっ開いてろ、とっておきの曲きよく芸げいを見せてやる！　絶対に見逃すんじゃねぇぞ！」

　宣せん言げんした艦かん長ちようは、フォアマストとミズンマストの操そう帆はんに新たな人ひと手でを加くわえる一方で、迫せまりくる敵てき艦かんにも鋭するどく視し線せんを向け続けた。──すでに風かざ上かみ一いつ杯ぱいに切り上がっている「新しん月げつ号ごう」には、風上側への進しん路ろ変へん更こうがもはや許されない。出で来きるのは取り舵かじを切って風かざ下しもに落とすことだけだが、敵はそれを読んだ上で、かわし得ない角度での衝しよう角かく突とつ撃げきを敢かん行こうしてくるだろう。

「ハッ、上等だ──面おも舵かじ一杯！」

　だが、取り舵しか許されないはずの状況下で、アグーヒ艦長はその前ぜん提ていを裏うら切ぎる命令を下した。それでも操そう舵だ手しゆは動じることなく舵を右に切ってのける。

「フォア各帆出せ、裏打たせろ！　ミズンは逆だ、風を抜け！」

　クルーたちが即そく応おうして帆を操そう作さし、その瞬しゆん間かんから曲芸が始まった。フォアマストの全ぜん帆ぱんが展開して左さ舷げんからの風を受け止める一方で、風と平行の角度に調ちよう整せいされたミズンマストの全帆は、ほとんど抵てい抗こうなく風ふう圧あつを素通りさせる。結果──面舵を切ることで右を向いた船首が、フォアマストに偏かたよって受ける風の力によって、そのまま一気に風下へ落とされた。

「お、おお……っ!?」

　船体の激しい運動にバランスを崩くずしたイクタが、縄梯子シユラウドに手をかけて辛かろうじて転てん倒とうをこらえる。間近に迫せまっていたキオカ艦かんからも驚きよう愕がくの気け配はいが伝わってきた。──風下へ一いつ気きに船首を落とした新しん月げつ号ごうは、その勢いを利用して艦かん尾びを風かざ上かみ側がわに振ることで、敵艦の鼻先で百八十度近い回頭を果たしたのだ。敵の側からすれば、これから突撃するはずだった帝てい国こく艦かんの横よこっ腹ぱらが目の前から突とつ然ぜん消えたことになる。

「すれ違ちがうぞ！　制せい圧あつ射しや撃げき開始！」

　目と鼻の距きよ離りで右う舷げん側がわを抜けていく敵艦に狙ねらいを定めて、風ふう銃じゆうとボウガンを手にした兵たちが斉せい射しやを開始する。敵もすぐに応おう射しやしてきたが、新月号の狙いはあくまでも爆ばく砲ほう艦かんだ。針しん路ろを風上に取り直しつつ、交戦時間を最小限に抑おさえて航こう行こうを再開する。敵艦も慌あわてて態たい勢せいを立て直そうとするが叶かなわず、追い付いてきた後列の帝国艦から逆に突撃を受けていた。

「望みどおりに爆砲艦やつこさんのケツを捉とらえたぞ！　何か文もん句くはあるかよ、陸おかの坊ぼう主ず!?」

　これみよがしに上じよう腕わん二に頭とう筋きんを盛り上げつつアグーヒ艦長が言った。イクタも迷まよわず敬けい礼れいで返す。荒こう天てん下かでの操そう船せんに手間取っているらしく、風上の爆砲艦との距離は大きく縮まっていた。
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「急げっ！　早くしないと敵が追い付いてくるぞ！」

　砲ほう撃げき中ちゆうは半なかば停てい船せん状じよう態たいだったこともあって、イクタたち「新月号」が追っている船以外にも、風かざ上かみへの転進に手間取っている爆ばく砲ほう艦かんは少なくなかった。ある程てい度どまで船に速度いきあしが付かないことには舵かじが利きかないので、いきなり上うわ手て回しを行うわけにはいかないのだ。

「はぁっ、はぁっ……！」「追い付かれてたまるかっ！」「動け、動けぇ……っ！」

　尻しりに火のついた状じよう況きよう下かで、キオカのクルーたちは一いつ心しん不ふ乱らんに船上作業に励はげんでいる。畳たたんであった帆ほが次々と展開されていくと、船にも次し第だいに勢いが付き始めた。それを実感したクルーたちの口から安あん堵どのため息いきがこぼれる。

「ま、間に合った……！」「この距きよ離りなら逃げ切れるぞ！」「面おも舵かじを切れ！　早く！」

　舵だ輪りんにかかった操そう舵だ手しゆの手にも力がこもる。……が、いくら仲なか間まに急せかされたからといって、独どく断だんで舵を切ったりはしない。船の速度と展てん帆ぱんの具合を確かく認にんした艦長からの命令を待まつ。

「──よし、面舵二点！」「サー！」

　船の乗員全てが待ちかねた指示に、操舵手は満まんを持して舵輪を回した。しかし、同時に彼は、その手応えの不自然な軽さにも気付くことになった。

「……!?　おい、どうした！　針しん路ろが変わっとらんぞ！」

　艦長の口から焦あせり気味の声が漏もれる。その間も操舵手は懸けん命めいに舵輪を回しているのだが、どれだけ回転させても船の運うん航こうには何の影えい響きようも現れない。空回りしている──そう直感した操舵手は、まさかと思いながらも舵輪の裏うら側がわに回って、船体と繫つながる基き部ぶを確認した。

「……か、艦長……ッ」「何事だッ！」

　金かな切きり声で尋たずねてくる上じよう官かんに、操舵手の男は顔を引きつらせながら両手を持ち上げてみせた。そして艦長は見た──部下の握にぎる動どう力りよく伝でん達たつロープが、半なかばから無む残ざんに断ち切られている様さまを。

「き、切れて……!?　馬ば鹿かな、いつの間にそんなッ！」

　絶ぜつ叫きようするのも無理はなかった。船の運航能のう力りよくに直結する舵輪周まわりには、彼らも日ごろから特に気をかけて整備を徹てつ底ていしている。航こう行こうの真まっ最さい中ちゆうに動力伝達ロープが切れるなど、絶対にあってはならないことだった。ましてや敵てき艦かんからの離り脱だつがかかった瀬せ戸と際ぎわでだ。

　想そう定てい外がいのトラブルに二人が思考を停止させていると、そのかたわらで、前まえ触ぶれもなく舵輪の一部分が砕くだけ散った。破は片へんを浴びた艦長が悲ひ鳴めいを上げる一方で、隣となりに立つ操舵手は、何が起こったのかをようやく理解する。

「……て、敵てきの狙そ撃げき!?　まさか、このロープを切ったのも……！」
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「──敵艦、風上への転進を中断！　舵回りの破は壊かいに成功したものと見えます！」

　帝てい国こく軍ぐん艦かん「日にち輪りん号ごう」の船首デッキ右う舷げん寄り。そこから敵艦をうかがう観かん測そく手しゆが、頭上のフォアマスト檣しよう楼ろうに向かって観測結果を報告した。それを受けて、高みに陣じん取どった狙そ撃げき手しゆの青年は軽くうなずく。

「よし、ここからもう一隻せき……！」

　檣楼の手すりに留め具で固定した対物エアライフル。そのスコープを片目で覗のぞき込みながら、トルウェイ・レミオンは次の獲え物ものを探さがし始めていた。足あし元もとでは、パートナーのサフィを含ふくむ三体の風かぜ精せい霊れいが中太の砲ほう身しんに圧あつ縮しゆく空気を送り込んでいる。

　対物の字が示すように、この兵器から射しや出しゆつされる大型の弾だん丸がんは、人よりもむしろ器物の破は壊かいに威い力りよくを発はつ揮きする。使い手の技ぎ量りように頼たよるところは大きいが、敵てき艦かんとの距きよ離りがここまで縮まった状じよう況きようなら、こうして舵かじ周まわりを狙ねらい撃うつことさえ可か能のうだ。指し揮き官かんを狙撃しても次じ席せきの士し官かんによって穴あなを埋うめられてしまうが、舵を壊こわせば修しゆう理りが済むまでは確実に船を足止めできる。

「舵がまともに利きかなければ、もう風かざ上かみには逃げられない。ここで一隻でも多く、爆ばく砲ほう艦かんを立ち往おう生じようさせる……！」

　次の狙いを定めるや否いなや、トルウェイの人差し指が引き金を絞しぼった。彼ら狙撃手の撃ち出す一発一発が、逃げようとする敵の足首に鎖くさりを巻きつけていく。
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「──ば、爆砲艦かん三さん隻せき、敵に捕ほ捉そくされました！　もう二隻も追われています……！」

　いち早く風上に逃れたキオカ艦かん隊たい旗き艦かん「白はく翼よく丸まる」の艦かん尾びで、望ぼう遠えん鏡きよう越ごしに僚りよう艦かんの様よう子すを見ていたクルーが悲ひ鳴めいを上げた。それを聞いたエルルファイも奥歯を軋きしませる。

「く、やっぱり逃げ遅おくれる船が出たか……！」

　予想できたことではあった。砲ほう撃げきを切り上げて風上へ逃れるタイミングは、敵が間近に迫せまった状況だと非常にシビアなものだ。そもそも互たがいの船せん型けいを比くらべても、バークのキオカ艦かんよりバーケンチンの帝てい国こく艦かんのほうが切り上がりには適てきしている。離り脱だつし損そこねる艦が一～二隻出ることは彼女も覚かく悟ごしていた。が、対物エアライフルによる妨ぼう害がいと帝国海軍クルーたちの操そう船せん技ぎ術じゆつが、予想を超こえてその数字を上うわ乗のせしているのだ。

「しかし三隻、これ以上はまずい。せめて半数は残さないことには……！」

　エルルファイが取ろうとしている戦術は、残りの爆砲艦を率ひきいて僚艦二十隻の背はい後ごに一いつ旦たん逃げ込み、そのまま風上で再ふたたび単たん縦じゆう陣じん戦列を組みなおすというものだ。

　この場合、港の制圧を目指す帝国艦隊は、まずキオカ側の通常艦二十隻を突とつ破ぱしなければならない。が、これを抜けた先ではまたしても爆砲艦とぶつかることになる。一度に多数の敵艦が抜けてくることは考えづらいので、網あみに漏もれた少数の敵は、エルルファイたちが砲撃で確実に仕留めていけばいい。

　とはいえ、この作戦も、肝かん心じんの爆砲艦が絶対数を保っていないことには絵に描かいた餅もちだ。最低でも四隻せき──全体の半数が離り脱だつ出で来きないことには、戦術それ自体が実行不ふ可か能のうになってしまう。すでに三隻は敵てきに捕ほ捉そくされた。猛もう追ついを受けている二隻が逃げ切れるか否いなか、それがこの戦たたかいの勝しよう敗はいを決める分ぶん水すい嶺れいになる。

「頼たのむ、グレーキ……！　どうか彼らを守ってやってくれ！」

　全すべてを承しよう知ちした上で、彼女はもっとも信しん頼らいする海かい兵へい隊たい長ちようの名を呼んでいた。





＊






「よし、尻尾しつぽを捉とらえたぞ！　このまま食らいつけぇ！」

　帝てい国こく軍ぐん艦かん「宝ほう貝がい号ごう」の船上に、勢いきおいに乗った水すい兵へいたちの声が重なって響ひびく。彼らが追いかけている爆ばく砲ほう艦かんはすでに目の前だ。対物ライフルによって索さく具ぐを破は壊かいされた敵てき艦かんは航こう行こう速度を一時的に落としており、彼らはその隙すきを見み逃のがしはしなかった。

「乗り込むぞ野や郎ろうども！　接せつ舷げん斬きり込こみ準じゆん備びーっ！」

　船首デッキで制せい圧あつ射しや撃げきを続ける銃じゆう兵へいたちの背はい後ごに、カトラスを手にした水兵たちが続々と集まっていく。遠えん距きよ離りからの砲ほう撃げきにさんざん怯おびえさせられた後だけに、ひとたび敵が手の届とどく場所に来ると、その戦意の高まりは天てん井じようを知らなかった。

「へっ、ようやくだ！」「船に大おお穴あな空けてくれやがって……！」「目にもの見せてやらぁ！」

　風かざ上かみに逃げようとする敵を艦かん尾びから追いかけている現状だと、舷げん側そくの爆砲に怯おびえる必ひつ要ようはない。このまま完全に追い付いてしまえば、切り込むにも絶ぜつ好こうの位置取りだ。その瞬しゆん間かんを今か今かと待まちながら、気が逸はやった兵のひとりが船せん首しゆから身を乗り出し、

「調子に乗り過ぎだぁ、てめぇら！」

　船の横よこっ腹ぱらに叩たたき付けられた大だい衝しよう撃げきによって、なすすべなく海に落下していた。

「うわァ──ッ!?」「敵艦だ、突とつ撃げきしてきやがった！」「乗り込んでくるぞォ──ッ！」

　船上がにわかに沸ふつ騰とうする。目の前の爆砲艦にばかり気を取られていたところに、別のキオカ艦が横からぶつかってきたのだ。敵艦の衝しよう角かくは「宝ほう貝がい号ごう」の舷側に深々と突つき刺ささり、地続きになったデッキからは、武ぶ装そうした兵士たちが続々と乗り込んでくる。

「くらぁぁぁ！　俺おれたちを無む視しして追いかけっこを続けようたぁ、ずいぶんムシのいい話じゃねぇか帝てい国こく軍ぐん！　爆砲艦だけがキオカ海かい軍ぐんだとでも早はや合が点てんしやがったかぁぁ！」

　耳まで裂さけた口をゆがめて、船首に仁に王おう立だちした海兵隊長グレーキが声を張り上げる。デッキに乗り込んだキオカ兵と「宝貝号」のクルーとの間で戦せん闘とうが始まった。

　怒ど号ごうと弾だん雨うの飛び交かう戦場を後に、九きゆう死しに一いつ生しようを得えた爆砲艦が逃げ去さっていく──。







「……っ、『宝貝号』と『飛とび魚うお号ごう』が敵艦に食いつかれた！　爆砲艦が逃げるぞ！」

「槍そう魚ぎよ号ごう」の船首デッキから戦せん況きようを見守っていたマシューが叫さけんだ。反対側の艦かん尾びでは、同じ光景を目にしたクッチ海かい佐さが命令を下す。

「上うわ手て回しじゃ！　あの爆ばく砲ほう艦かんを追える位置にあるのは、この艦かんをおいて他にない！」

　老ろう将しようの指示を受けて、操そう舵だ手しゆを務める青年士し官かんが舵かじを右に切る。「槍魚号」はこれまでに敵てき艦かん二隻せきの突とつ撃げきを巧たくみな操そう船せんでかわしており、その結果、敵艦二十隻が織おりなす壁かべをこの時点で突とつ破ぱした数少ない艦のひとつに含まれていた。

「この艦で追うのか……！　なら、おれたちも！」

　追つい撃げきに移ったことを見て取ったマシューが、船首デッキの部下たちに新たな命令を下す。無数の銃じゆう身しん、そして対物エアライフルの長ちよう大だいな砲ほう身しんが、風かざ上かみに逃げていく敵艦の背中に向けて据すえられた。
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「──参まいったな。せっかく逃げ切ってくれたと思ったら、まだ追ってくる敵がいるのか」

　キオカ艦隊旗き艦かん「白はく翼よく丸まる」の艦尾デッキで、僚りよう艦かんの様よう子すを見守っていたエルルファイが小さくぼやく。その視し線せんの先では、風上に逃げようとする爆砲艦が、後続する一隻の帝てい国こく艦かん──「槍魚号」から猛もう追ついを受けているところだった。

「この荒こう天てん下かで、よくあそこまで思いきりよく船を操あやつれるものだね……。対して、こちらの僚艦は操船に手て一いつ杯ぱい。砲ほう撃げきに集中出で来きていない、か」

　ぎり、と彼女は奥歯を嚙かみしめた。爆砲が船体側面に装そう備びされている僚艦の構こう造ぞう上じよう、艦尾から追ってくる敵にはどうしても砲撃を加くわえにくい。まともに戦たたかうためには敵との位置関係を変えなければならないが、そうすれば今度は風上への離り脱だつが遅おくれることになる。

　もし海の状じよう況きようがずっと穏おだやかで、キオカの水兵たちが爆砲艦の扱いにもっと熟じゆく練れんしていれば、操船を巧たくみにこなしつつ砲撃も行うことも──「逃げながら戦う」ことも可か能のうだったろう。……だが、爆砲艦が実用化されてから日の浅い現時点で、部下たちにそこまでの習しゆう熟じゆくを求めるのは無理な話。ここまで航こう行こうに大きなミスがないだけでも上じよう出で来きと言うべきだった。

「──よし、助けに行く。進路を風かざ下しもに取ってくれ」

　ごく当たり前のように、彼女は決断した。副ふく官かんがぎょっとして駆かけ寄る。

「こ、この艦で援えん護ごに向かわれるつもりですか!?　危険過ぎます！　もし僚艦を逃がせたとしても、今度は我われ々われが敵に捕つかまりかねません……！」

「そのリスクは吞のまなきゃならないよ。すでに三隻の爆砲艦が敵に捕ほ捉そくされている以上、あの一隻が離脱出来るかどうかが勝敗の分かれ目になるんだ」

「それは分かりますが、この『白はく翼よく丸まる』は我々の旗き艦かんです！　太たい母ぼ様さま御ご自じ身しんも含ふくめて、万一のことがあれば取り返しが付きません！　助けに向かわせるにしても、せめて他の爆砲艦を……うわぁっ!?」

　瞬しゆん間かん、横よこっ腹ぱらに波なみを受けた「白翼丸」の船体がぐらりと揺ゆれた。危うく転てん倒とうしかけた副ふく官かんを両りよう腕うでで柔やわらかく支えてやりながら、エルルファイはその耳みみ元もとで囁ささやく。

「……この荒あれた海で、一度ここから風かざ下しもに下り、敵てきをしりぞけて僚りよう艦かんを逃がした上で、再ふたたび風かざ上かみに離り脱だつする。そんな難なん題だいをやり遂とげられる船が、この『白翼丸』をおいて他にあるかい？　その指し揮きを執れる人間が、わたし以外に誰だれかいるかい？」

　返す言こと葉ばを失った副官が黙だまり込む。その額ひたいに、太たい母ぼはそっと唇くちびるを当てた。駄だ々だをこねる子供をなだめるような優やさしい所しよ作さで。

「……なに、心配はいらないよ。わたしが操そう船せんの指揮を執とる限り、どんな荒あら海うみも恐おそれるに足たりない。きみたちも知っての通りさ──この艦には風の加護があるのだから」

　揺るぎなく言い切った上で、彼女は頭上を旋せん回かいする愛あい鳥ちようを見上げた。

「さぁゆこう、ミザイ！　わたしに道を示してくれ！」

　ピィィ、と空から鳴き声が降ってくる。それを聞き届けると同時に、エルルファイは満まんを持じして舵かじを風下に切らせた。
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「斉せい射しや開始！　敵てき艦かんの足を止めろ！」

　マシューの号令に応じて、圧あつ縮しゆく空気の爆はぜる音が重なって響ひびき渡わたった。船せん首しゆデッキに集められた風ふう銃じゆう兵へいたちは、五十メートルほど先を航こう行こうする敵艦に向けて射しや撃げきを集中させている。

「さすがに舵かじ回とりは警けい戒かいされてるな……！　よし、ミズンのスパンカーロープを狙ねらえ！　一時的にでも航行速度を落とせば、それで追いつけるんだ！」

　船上でひときわ大きなスペースを占しめた対物エアライフルの撃うち手が、その指示に従したがって狙いを変える。神かみ業わざじみたトルウェイの腕うで前まえには及およばないにせよ、彼もまた厳きびしい訓くん練れんを受けた精せい鋭えい狙そ撃げき手しゆだ。成果が上がるのにそう時間はかからなかった。

「……命めい中ちゆう！　スパンカーロープ切れました！」

　マシューの見つめる先で、ロープの張ちよう力りよくを失ったミズンマストの帆ほが一枚、力なく風に流されていく。それで風を受ける面積が減った分だけ、敵艦はしだいに速度を落としていった。小太りの少年はこぶしを握にぎりしめる。

「よくやった！　これで敵艦に追いついて──」

「左さ舷げん方向から爆ばく砲ほう艦かん接近中！　砲ほう撃げきに警戒──っ！」

　接せつ舷げん斬きり込みの準じゆん備びに移ろうとしていたマシューのもとに、その頭上の檣しよう楼ろうにいたポルミが警けい告こくを降ってよこした。彼がぎょっとして視し線せんを左舷側に向けると、そこには確かに、風上から接近してくるキオカ艦かんの姿すがたがある。小太りの少年は目を剝むいた。

「あの船……！　一度は離り脱だつしたのに、味み方かたを助けに戻ってきたのか。まずい、ここはもう砲ほう撃げきの間合いだぞ……！」

　泡あわを食ったマシューが部下たちに警けい戒かいを促うながす。同じ頃ころ、艦かん尾びデッキでもまた、風かざ上かみから下ってきた敵てき艦かんの存そん在ざいに気付いたクッチ海かい佐さが危機感に駆かられていた。

「援えん護ごに来よったか……！　気を付けよクルーども、あちらはすでに回頭を始めておる！　もはや砲撃まで間がないぞ！」

「槍そう魚ぎよ号ごう」の船上に緊きん張ちようが突つっ走る。クルー全員がそれを共有するかしないかのうちに、彼方かなたで回頭を終えた敵艦から爆ばく音おんが轟とどろいた。「何かにつかまれ！」──老ろう将しようがそう叫さけんだ直後、横よこ殴なぐりの衝しよう撃げきで船体が激げき震しんした。

「うぉおっ……！　ひ、被ひ弾だん箇か所しよを確かく認にんしろっ！」

　ショックに耐たえ抜ぬいたマシューが歯を食いしばって指示を飛ばす。これまでの経けい験けんから、彼にも至し近きん弾だんによる動どう揺ようと着ちやく弾だんの衝撃は区別出来るようになっていた。いまの砲撃は確実に船体を捉とらえている。問題は、被ひ害がいがどの程てい度どかだ。

「さ、左さ舷げん後方の船せん腹ぷくに被弾一！　船内まで貫かん通つうしています！」

「喫きつ水すい線せんより上か下か！　浸しん水すいの有う無むは!?」

「やや上です！　浸水は……現状だと見られない模も様よう！」

　九きゆう死しに一いつ生しようという表情で部下が告つげた。どうにか致ち命めい傷しようは避さけたか──被害をそう判断したマシューだが、だからといって安心してはいられない。次の砲撃でも無事で済すむとは限らないのだ。

「くそっ、どう対たい応おうすればいいんだ……！」

　小太りの少年は頭をかきむしった。状じよう況きようがイクタから授さずけられたプランにはない上、すでに一対一の追つい撃げき戦せんだった当初とは条じよう件けんが違ちがう。数すう秒びよう考えた彼は、とにかく上じよう官かんの判断を仰あおごうと艦尾デッキへ駆かけていき──その先で、わずかに残っていた楽らつ観かんを完全に否ひ定ていされた。

「……!?　おい、何があった……!?」

　舵だ輪りんを取り囲む形でクルーたちが集まっているのを見て、マシューの背せ筋すじに寒さむ気けが走った。ヒゴルム海かい佐さが負ふ傷しようした時とまったく同じ様よう子すだったからだ。水すい兵へいたちを押しのけて人ひと垣がきの中に押し入った少年は、その中心で、息いきも絶たえ絶だえに膝ひざを落とした老将と対面した。

「く、クッチ海佐！　今の砲撃でどこか怪け我がを……!?」

　一いつ見けんして外がい傷しようは見当たらない。が、白しろ髭ひげの老人は胸むねを押さえてうずくまったまま返事をしなかった。マシューが困こん惑わくしていると、異い変へんに気付いたポルミが檣しよう楼ろうから降おりて駆けつけてきた。

「どうしたの、クッチのお爺じいっ！」

　血けつ相そうを変えて寄ってきた彼女の声に、ここでようやく老人が反はん応のうを見せた。浅い呼こ吸きゆうを懸けん命めいに整えながら、老将は一ひと言こと一言を絞しぼり出すように口にする。

「……怪け我がは、しとらん……が、参まいった、の……今の揺ゆれで、暴れ出しよった……」

　それだけ言うにも負ふ担たんが大きかったようで、クッチ海佐は両手で苦しげに胸むねをかきむしった。さっきの言こと葉ばにその姿すがたを合わせ見て、マシューとポルミはハッと息いきを吞のむ。

「……胸の、病気……？　そんな、いつから……！」

　肩を震ふるわせる彼女とは反対に、マシューは腑ふに落ちた思いでいた。──思えば、ずっと違い和わ感かんはあったのだ。いまだ若じやく輩はいの部下に艦かんを預けている老年の艦かん長ちよう。その隠いん居きよじみた印いん象しようとは裏うら腹はらな、爆ばく砲ほう艦かんとの最初の戦せん闘とうで見せつけた見事な指し揮きぶり。放ほう心しん状じよう態たいにある水すい兵へいたちに戦意を取り戻させた一いつ喝かつも、窮きゆう地ちから脱だつした操そう船せんの手しゆ腕わんも──それだけを見れば、現げん役えきを務つとめるに何も不足はなかったはずだ。

「クッチ海佐殿の体調悪化につき、これよりボーム一いつ等とう海かい尉いが指揮を代行する！　総員配置に付き直せ、このまま前方の艦に切り込むぞ──ッ！」

　老将のリタイアを見て取って、舵だ輪りんを握にぎる青年士し官かんが声を張り上げる。それは正しい、誰だれかが代わって指揮を取らなければ戦争を続けられない。が──その瞬しゆん間かん、何かを察してばね仕じ掛かけのように立ち上がったポルミが、舵輪に横から取り付いた。

「な──!?　てめぇ、何のつもりだ！」

「面おも舵かじを切って、早くっ！　間に合わなくなる……！」

　問答の間も惜おしんで、ポルミは舵輪に渾こん身しんの力を込める。突とつ然ぜんの横よこ槍やりに逆ぎやく上じようした青年士官が、憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで右手を振り上げた。

「ふざけんな！　手を放しやがれ、この負け犬がァッ！」

　勢いきおいの乗ったこぶしが女の頰ほおをしたたかに打った。折おれた奥おく歯ばが宙ちゆうを舞まい、半なかば意い識しきを刈かり取られたポルミの両足ががくんと折れる。が──それでもなお、彼女は舵輪から両手を離はなさなかった。片手を攻こう撃げきに回した青年士官との力比くらべに勝利して、舵輪が一いつ気きに右へ回転する。

　その瞬しゆん間かんだった。神の気まぐれのような烈れつ風ぷうが、船上を左さ舷げんから右舷へとうなりを上げて吹ふき抜けた。マストとヤードがぎしぎしと軋きしみを上げ、強い圧力を受けた船体が右側に大きく傾かたむく。危うく海に投げ出されかけたクルーたちの間から悲ひ鳴めいが上がった。

　数すう秒びようで風が吹き抜けると、ポルミは舵輪から手を放して床ゆかに倒たおれこんだ。小太りの少年が慌あわてて駆かけ寄る。ぽかんと口を開けて立ち尽くす青年士官と二人を見み比くらべつつ、クッチ海かい佐さが切れ切れの声を上げた。

「……風がぶれた、か……危ういところじゃったな……。もし舵かじを右に切っておらねば、いずれかの帆ほが破やぶれるか、ロープが切れておったろうて……」

　それを聞いた瞬間、青年士官のみならず、マシューの背中にもぞっと寒さむ気けが走った。……普通なら縮しゆく帆はん・投とう錨びようして耐たえしのぐほかないような強風の中、いまなお「槍そう魚ぎよ号ごう」は最大限に帆を張って航こう行こうを続けている。ひとえに速度を保つためだが、そんな無む茶ちやにリスクが伴ともなわないわけはない。強すぎる風は帆はん船せんにすら牙きばを剝むく。耐たい久きゆう限げん度どを超こえる強風を正面から受ければ、帆ほはひとたまりもなく破やぶれてしまうのだ。

「先走ってくれるな、ボーム海かい尉い……。ワシはこのザマじゃが、まだお前さんに指し揮きを譲ゆずるとは言っておらん」

「……っ！　お、お言こと葉ばですがクッチ海かい佐さ殿どの！」

「分かっておる。ワシがこうなった以上、一いつ等とう海尉のお前さんが後を引き継つぐのが自然な成り行きじゃろう。平へい時じなら迷まよわずそうする。……しかし、ワシの目から見ても、この風の荒れ方は度どを越こしておる」

　老ろう将しようの目がじろりと頭上を向く。黒々とした分ぶ厚あつい雲が渦うず巻まく空そら模も様ようは、天候の回復に向けた期待を少しも抱いだかせてくれない。

　現状への理解が進むにつれて、クルーたちの間にも動どう揺ようが広がっていった。ホレイショ・ヒゴルムとラギエシー・クッチ──この二名の偉い大だいな船乗りがいたからこそ、「槍魚号」はここまで荒海を乗り切ってこられたのだ。だが今、その両りよう翼よくが失われようとしている──。

「迷まよっている暇ひまなどない……。そう分かっていて、なお決めかねる。この瀬せ戸と際ぎわで、後こう任にんに誰だれを据すえるべきなのか……」

　クッチ海佐の視し線せんが別の方向に移る。その先では、マシューに支えられて立ち上がったポルミが口くち元もとの血を手でぬぐっていた。青年士し官かんが血けつ相そうを変えて上じよう官かんに詰つめ寄る。

「ま、まさか、俺おれを差し置いてこいつなんかに船を任まかせるつもりで……？　そんなことがあっていいわけがない！　自分の船を沈めて間もないような負け犬いぬに……！」

「わたしだって反対です！」

　目め尻じりを釣つり上げた女性士官が話に割り込んできた。二等海尉のヨリンだ。

「軍ぐん隊たい組そ織しきの中において、階級の上下は常つねに厳げん格かくに守られるべきです！　だいたい、その女にクルー全員の命を預けるなんて……ありえないッ！　考えるだけでぞっとすんだよォ！」

　憎ぞう悪おの限りを込めてヨリンは吐はき捨すてた。射い殺ころさんばかりの視し線せんがポルミを貫つらぬく。猛反発する二人の海尉を前に、激げき痛つうを訴うつたえる胸むねを手で押さえつつ、クッチ海佐は複ふく雑ざつな表情を浮かべた。

「お前さんたちの言うことは、もっともじゃ……。しかし、この状じよう況きようがお前さんたちの手に余あまるのもまた事実。現にさっきの風は……」

「そんなことはねぇっ！　さっきのはたまたまだ、いや、あの女に邪じや魔まされなきゃ自分でも気付いてたんだ！　俺は失敗なんかしない、俺はもっと上手うまくやれる……！」

　青年士官は頑がんとして譲ゆずらず、クッチ海佐もまた、その反発を強きよう権けんでねじまげる意志をもたなかった。他の誰だれよりも老人自身が決めかねていたのだ。

　短くも煮に詰つまった思し案あんの末、彼は目の前の船乗りたちではなく、陸から来た援えん軍ぐんの少年に目を向けた。

「──お前さんが決めてくれ、マシュー・テトジリチ。誰にこの船を預けるべきか」

「……え？」

「どうしても決められん。公正な判断を下すためには、ワシは余よ計けいな感かん傷しようを抱かかえすぎておる。だから外と様ざまのお前さんに委ゆだねるしかない。ポルミニュエ海かい尉いの未み熟じゆくさによる被ひ害がいを、『暴ぼう竜りゆう号ごう』の上で誰だれよりも手ひどく受けていたお前さんに……」

　ぽんと放り投げられた選せん択たく権けんに、マシューの思し考こうは一いつ瞬しゆん停止した。と同時に、彼に判断がゆだねられた状じよう況きようを見て取った「槍そう魚ぎよ号ごう」の海尉ふたりが、ここぞとばかりに詰つめ寄ってくる。

「おい、頼たのむ、俺おれに任とうせると言ってくれ！　あんただってここで死にたかねぇだろ!?」

「ポルミなんかにやらせたら、あっという間に船が沈むよ！　ちょっと前まで『暴竜号』にいたんだから分かるでしょ！　ねぇ英えい雄ゆうさま、お願いだからボームに任せて！　あなたにだって悪いようにはしないからさぁ……！」

　食らいつかんばかりの両者の剣けん幕まくにたじろぎながらも、マシューは内心で自じ問もんを始めていた。──誰に船を預けるか。それはつまり、自分と部下の命、その全すべてを委ねる相手を選ぶことだ。

「…………」

　ポルミニュエ海尉と出会った頃ころを、彼は思い出す。最初に紹しよう介かいされた時は、海かい賊ぞく軍ぐんの前まえ評ひよう判ばんとは裏うら腹はらに優やさしげな女性だと安心していた。が、その印いん象しようは自分の船に乗った瞬間から一変して、船上ではトルウェイと一いつ緒しよに毎日さんざんいびり抜かれた。理り不ふ尽じんなまでの横おう暴ぼうさには殺意さえ覚えたし、いざ実じつ戦せんとなったところで露ろ呈ていした無ぶ様ざまには深く失望させられた。……だからこそ、そこで簡単に見限ることも出で来きなかった。その未み熟じゆくさはまるで、かつての自分を見ているようだったから。

　記き憶おくから現げん在ざいに視し線せんを戻す。いま、目の前には「槍そう魚ぎよ号ごう」の士し官かんふたりが詰つめ寄っている。ボーム一いつ等とう海尉とヨリン二等海尉。この二人に関しては、まだ人物全般に評ひよう価かを下せるほど付き合いを深めてはいない。両者共にポルミに対しての悪感情は露ろ骨こつに見て取れるが、「暴竜号」での自分の日々を思えば、それにも仕方のない部分はあるのだろうと思う。その点をもって軽けい蔑べつするには当たらないし、そもそも人間的な好すき嫌きらいで判断すべき局面ではない。

　マシューはさらに考える。──じゃあ、この二人とポルミの違ちがいは何だろう。少なくとも操そう船せん技術の差じゃない。それを基き準じゆんに決めるべきだというなら、そもそもクッチ海かい佐さは自分に選せん択たくを委ゆだねたりはしない。自分にも分かる部分、いや、自分だからこそ見える何かによって、彼女たちに区別を付けなければならないはずなのだ。

　改あらためて三人を見み比くらべる。ややポルミが若いくらいで、年の頃ころはほぼ同じ。つまり、過か去こに他から抜きんでた実じつ績せきを持つ者がいるわけではない。むしろ全員にとって、この戦争が初うい陣じんに等しいだろう。そこまで横並びの三人に、この上で何の違いを見て取れるか？

　悩なやむまでもない、それは失敗の有無だ。自分の未熟によって船を沈めたという過か失しつの有う無むだ。ポルミにはその負おい目があり、ボーム海尉とヨリン海尉にはそれがない。彼女は失敗したが、彼らは失敗していない──その違いを根こん拠きよに、目の前の二人は、自分たちこそ船を預かるに相応ふさわしいのだと主張している。

　自分は失敗していないから安心して任せろ。その言い分に納なつ得とくすべきかどうかを考えてみて、マシューはどうしても腑ふに落ちなかった。うまく言げん語ごに出で来きない違い和わ感かんが胸むねの奥にわだかまる。その正体を求めて、視し線せんがあてどなく宙ちゆうをさまよい──ふと、少し離はなれたところに立つポルミの姿すがたが目に入った。

　彼女はそこに佇たたずんでいた。何を主しゆ張ちようするでもなく、何を訴うつたえるでもなく。どんな結論が出ても真っ向から受け入れるために。静かに覚かく悟ごを固めて、マシューが下す判はん決けつを待まっていた。

「…………あぁ……」

　その張りつめた顔を見た瞬しゆん間かん、小太りの少年は求めていた答えを得た。彼は迷まよわず、それを口にしていた。

「おまえが指し揮きを執とれ、ポルミニュエ海かい尉い」

　その指名に、彼もまた全すべての覚かく悟ごを込めた。呼ばれたポルミの肩がかすかに震ふるえる。他の二人が一いつ瞬しゆん凍こおりつき、それから猛もう然ぜんと反論をまくしたてようと口を開いたところで、マシューの説明が一歩先んじた。

「……自分は失敗しない、必かならずうまくやってみせる。ボーム海尉、ヨリン海尉、おまえたちはそう言ったよな」

　まっすぐ二人の目を見て、小太りの少年は口くち火びを切る。決意を帯おびた言葉に力が宿やどる。

「おれは今日まで、たくさんの失敗を重ねてきた。小さなものから大きなものまで。そのせいで危険な目にもあったし、部下を死なせたこともある。後こう悔かいも反省も数えきれない。……でも、その経けい験けんを通して分かったことがある」

　北ほく域いきでの死し闘とうが少年の頭をよぎる。あの日々が魂たましいに刻きざんだ教きよう訓くんが、ここに結けつ実じつする。

「──失敗っていうのは常つねに、痛みを伴う経験なんだ。それを否ひ定ていするやつは、成長の可か能のう性せいに自分で蓋ふたをしているのと同じことだ。……だからおれは、失敗したことがない人間よりも、失敗してきた人間を信じる。この土ど壇たん場ばで選ぶなら──いちばん大きな失敗を犯おかして、それと正面から向き合ったやつに命めい運うんを預けたいと思う」

　そう言い切って、マシューは彼女を見た。ポルミもまた、肩の震えを必ひつ死しに押し殺して、その視し線せんに敬けい礼れいで返す。少年に託たくされた意志を、感かん謝しやと共ともに全ぜん身しん全ぜん霊れいで受け止めた。

「…………ふ……」

　ふたりのやり取りに、老ろう将しようは何も言わなかった。全すべての命めい運うんは彼らに委ゆだねると決めていた。だから、かすかに口くち元もとを緩ゆるめて、小さく一度うなずいただけ。

　風かざ向むきが変わろうとした、まさにその時──三度目の砲ほう撃げきが「槍そう魚ぎよ号ごう」の船体を襲おそった。
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「へっ、歯は応ごたえのねぇ……！」

　不ふ敵てきにつぶやいて、グレーキは血に濡ぬれた戦せん斧ぷを一振りする。帝てい国こく軍ぐん艦かん「宝ほう貝がい号ごう」に突とつ撃げきして切り込んだキオカ艦かん「蹂じゆう躙りん丸まる」の海かい兵へいたちは、敵てきの怯ひるみに乗じようじて白はく兵へい戦せんを優ゆう勢せいに運んでいた。

「前部デッキ制せい圧あつ！　敵は艦かん尾びと艦内に追いやられています、このまま掃そう討とうに移りますか!?」

「その素振りだけ見せとけ。ヘタに本気で追い詰つめて、進しん退たい窮きわまった連中に覚かく悟ごを固められちゃやっかいだろうが。適てき当とうなところで投とう降こうを持ちかけてやんだよ、こういう時は」

　血けつ気きにはやる部下を、小指で耳をほじりながらグレーキは諭さとした。恐ろしげな外見に似に合あわず、戦場での殺し合いは必ひつ要よう最低限に抑おさえるのが彼の信しん条じようだ。

「もし相あい手てが降こう参さんしないようなら、それはそれで構わねぇ。帆ほだのマストだのを船が航こう行こう不ふ能のうになるまでぶち壊こわしてオサラバよ。──急げよ、てめぇら！　たった一いつ隻せき陥おとしたくらいじゃ俺たちの仕事は終わらねぇぞ！」

　ドスの効きいた声に背中を押されて、キオカの海兵たちが動きを速める。船せん首しゆでその様よう子すを見守っている海かい兵へい隊たい長ちように、そこで背後から部下が叫さけんだ。

「隊たい長ちよう殿どの！　右う舷げん側がわから別の帝国艦が近付いてきます！」

「何ぃ……？」

　言われたグレーキが右舷側に視し線せんを移すと、そこには確かに、船首をまっすぐ彼らのほうに向けて突き進む軍艦の姿があった。その接近を受けて、彼は小さく舌した打うちする。

「最初に腹はらァ食い破やぶってんだぞ、仲なか間まを助けに来るには遅おそすぎンだろうが。──おいてめぇら、戦せん闘とうはもういい！　周まわりのロープを手当たり次し第だいに叩たたっ切って自分の船に戻れ！　ボサボサしてやがると置いてくぞ！」

　状じよう況きよう判はん断だんに迷まよいはない。帝国艦に乗り込んだ海兵たちの動きがさらに忙せわしなさを増し、彼らは短い時間に破は壊かいの限りを尽つくして敵てき艦かんを後にする。全員が本来の船に戻る頃ころには、問題の帝国艦もすぐ近くまで接近していた。

「よし、取り舵かじ一いつ杯ぱい！」

　艦長の声が船上に響ひびき、ほどなく船が動き始めた。帝国艦の横よこっ腹ぱらに食い込んだ衝しよう角かくは戦闘の間に抜けているため航行に支し障しようはない。

「宝ほう貝がい号ごう」の船体を半なかば押しのけるような形で、「蹂じゆう躙りん丸まる」は左に舵を切った。右斜ななめ後方から迫せまってくる敵艦に対して、目の前の帝国艦を盾たてに取ったのだ。

「これで敵はまっすぐぶつかってこれねぇ。味み方かたの艦が邪じや魔まをするからな。それでも追ってくるつもりなら回り込むしかねぇが、あちらさんは風かざ上かみへの切り上がり角が最初から限界に近い。船の風かざ下しも側から回り込むしかねぇ。……つまり、どうあがいてもこっちが有利ってわけだ」

　理り詰づめの思考で最さい善ぜん手しゆを導みちびき出して、グレーキはにやりと笑う。航行不能になった「宝貝号」の脇わきを通り過すぎていくと、ほどなく彼の読み通り、僚りよう艦かんの反対側を回り込んだ帝国艦が追いかけてきた。だが、切り上がり角をさらに上げたようで、予想よりも互たがいの距きよ離りが近い。

「チッ、粘ねばりやがるな……！」

　クルーの練れん度ども含ふくめて、帝てい国こく艦かんの切り上がり性せい能のうがグレーキの予想を上回った。その事実を認みとめた上で、彼は素早く判断を修しゆう正せいする。──この距きよ離りだと、針しん路ろを風かざ下しもに取り直しての衝しよう角かく突とつ撃げきは実行が難むずかしい。並へい走そうして戦たたかう同どう航こう戦せんから距離を詰つめての接せつ舷げん斬きり込みになるだろう。

「……まぁいい。そういう戦い方がお望みなら、たまには付き合ってやろうじゃねぇか！　少しよう将しよう殿どのに手て柄がらを持ち帰るぞ、てめぇら！」

　こぶしを突つき上げる上じよう官かんの姿すがたに、部下たちも気き勢せいを上げて応える。「白はく翼よくの太たい母ぼ」への揺ゆるぎない思し慕ぼと、強面こわもての海かい兵へい隊たい長ちようの統とう率そつ力りよく。それらによって彼らは、一いつ戦せん交まじえた分の疲ひ労ろうを補おぎなって余あまりあるだけの士し気きを保たもち得えていた。

「銃じゆう兵へい弓きゆう兵へい、射しや撃げき配はい置ちに着いたな！　狙ねらえ、狙え、撃てぇ！」

　グレーキの号令一下、風下の敵てき艦かんに向かって矢と弾だん丸がんが放たれた。ほぼ同じタイミングで相手も応おう射しやしてくる。弾だん雨うの飛び交う中で次々と兵士が傷きずを負おうが、その程てい度どで彼らの戦意は揺るがない。

「船体が近付くぞ！　切り込み準備ぃ──ッ！」

　白はく兵へい戦せんに備えて、海兵たちが次々とカトラスを手にする。すでに彼らの目にも敵艦の上で同じように準備している帝国兵たちの様よう子すが見て取れた。その間も、両りよう艦かんの間を隔へだてる海はどんどん狭せばまっていく。息いき詰つまる時間の中、ひたすら戦せん意いを研とぎ続ける海兵たち。

　互たがいの距きよ離りが三メートルを切った。頃ころ合あいを見み計はからって、渡し板いたを抱かかえた兵たちが前に出る。頭上を掠かすめていく弾たまに肝きもを冷やしながら、彼らは敵てき艦かんに向かって幅はば広ひろの板を倒たおそうとして──その眼がん前ぜんに、誰だれも予想しえないタイミングで、赤い影が音もなく降り立った。

「シッ──」

　驚おどろきを表す間もなく、渡し板を抱えた兵士が首くび筋すじを裂さかれた。ほとばしる鮮せん血けつを間近で目にした後続の海兵も、ほぼ同時に肋ろつ骨こつの隙すき間まから心しん臓ぞうを貫つらぬかれている。

「うがッ──」「──へ？」「おァッ……！」

　彼らを襲おそう瞬しゆん撃げきの死はなおも拡かく大だいした。脅きよう威いをそれと認にん識しきした者から順番に倒れていく。そのために彼らは、自分の乗った船の上で何が起こっているのかをしばらく理解できなかった。

「て、敵てきだ！　もう乗り込んできて──がぁッ!?」

　八人目に切り伏ふせられた海兵は、それでも周しゆう囲いに状じよう況きようを伝えられただけ成果を残した。彼の遺ゆい言ごんを境さかいに、これまで赤い風としか映らなかった脅威は、海兵たちの視し界かいで急速に像ぞうをなしていく。潮しお風かぜにひるがえる炎えん髪ぱつ。鮮せん血けつに濡ぬれた右のサーベル、左のマンゴーシュ。

「な……」「に、二に刀とう──」「こいつ……！」

　戦せん慄りつに目を見開くキオカの戦せん士したちに、人ひと型がたをなした紅くれないの旋せん風ぷう──ヤトリシノ・イグセムは、油ゆ断だんなく二刀の切っ先を突き付けた。

「言こと葉ばの世界は通り過ぎたわ。この先は刃やいばの間合い──ただ剣けんをもって語りなさい！」

　全すべての甘あまえを断ち切って剣けん閃せんが走った。その迫はく力りよくに触しよく発はつされて、キオカの海かい兵へいたちも斬きり合いの覚かく悟ごを固めていく。が、単たん身しん乗り込んだヤトリに注ちゆう目もくが集まっている間に、接せつ舷げんした帝てい国こく艦かん──「猛もう虎こ号ごう」からもまた、帝国兵が続々と乗り込んできた。

「どうしたぁ、てめぇら！　何をまごついてやがる！」

　前ぜん衛えいの兵たちを挟はさんでやや後方にいたグレーキには、戦せん闘とうの状じよう況きようがいくらか死し角かくに入り、味み方かたの対応が後ご手てに回っている様よう子すに疑問と焦あせりを覚えていた。が、その不ふ可か解かいは高台に上ったところで一いつ瞬しゆんにして氷ひよう解かいする。高こう度どを得た彼の視し界かいに、手て塩しおにかけて育てた屈くつ強きような海兵たちが次々と斬り伏ふせられていく様子が映ったのだ。炎えん髪ぱつの少女が振るう二に刀とうの軌き跡せきと共ともに。

「は──？」

　強面こわもての海兵隊長は、まず自分の目を疑った。が、何度まばたきを繰くり返しても、その光景は依い然ぜんとして変わらない。生命を断ち切って走るサーベルとマンゴーシュ。二刀の剣閃に見て取る絶ぜつ望ぼう的てきなまでの美しさが、彼にひとつの名前を思い出させる。

「……最強剣イグセム……!?　冗じよう談だんだろおい、どうしてあの怪かい物ぶつが海にいやがる！」

　悪あく夢むを見る思いでグレーキは叫さけんだ。彼の前に立ち並ぶ海兵たちの壁かべ。その一いつ角かくを赤い剣けん士しが単たん身しんで斬り破やぶり、そこに生まれた隙すきに後続の帝国兵たちが割り込んで押し広げていく。狙ねらうべき急きゆう所しよを与えられた帝国兵の動きに迷まよいはない。最初に先せん制せいを許したこともあって、キオカの兵たちは相あい手ての勢いきおいに吞のまれかけていた。

「こいつはやべぇ……！」

　思わずつぶやいた瞬しゆん間かん、敵てき艦かんから自分を狙ねらう銃じゆう口こうに気付いて、グレーキは即そく座ざに高台を飛び下りた。頭上を掠かすめ去さっていく弾だん丸がんも意に介かいさず、彼は頭上の檣しよう楼ろうに向かって叫さけぶ。

「銃じゆう兵へいども、あの化け物を何とかしやがれ！　これ以上前ぜん衛えいを引っ搔かき回させんな！」

「しかし……こ、困こん難なんであります！　この位置からでも目で追うのがやっと、味方への誤ご射しやを避さけて狙い撃うつなんてとても──うごッ!?」

　グレーキの見上げる先で銃兵の上体がぐらりと傾かたむき、手すりを乗り越こえて檣楼から真まっ逆さかさまに落ちた。顔をこわばらせた海兵隊長が落下地点まで駆かけ寄ると、そこには首をあらぬ方向に曲げてしまった部下の亡なき骸がらが横たわっていた。

「テフゴ……くそォッ！」

　こみ上げる怒いかりのままに、彼は右手に握にぎった戦せん斧ぷの柄つか頭がしらをデッキへ叩たたき付けた。……敵艦にも銃兵がいる以上、味方の銃兵は撃ち合いに専せん念ねんさせなければ、また今と同じことが起こる。それはつまり、白はく兵へいの現場で起こっている事じ態たいは、こっちで何とかしなければならないということだ。

「……この俺に、部下どもを怒ど鳴なりつける以外の仕事をさせようってか……。上じよう等とうだ、この借りは高く付くぞ！」

　激げき情じように駆られながらも瞬しゆん時じに打つ手を考えて、グレーキは近くの副ふく官かんに怒鳴った。

「交こう渉しよう旗きを持ってこい！　今すぐだ！」




　斬きり込みの時点から数えて十二人目の敵てき兵へいを斬り伏ふせた時、彼らの奥で上がった紅こう白はく縦たて縞じまの旗はたに、ヤトリもまた気が付いた。

「交渉提てい案あん……？　ずいぶん気が早いわね。まだ始まったばかりなのに」

　怪け訝げんな思いはぬぐえなかったが、やや遅おくれて交渉旗に気付いた後方の「猛もう虎こ号ごう」から一時停戦の命令が届くと、彼女も部下たちに命じて敵兵との距きよ離りを取り直した。「蹂じゆう躙りん丸まる」を縦たてに二に分ぶんする形で、左さ舷げん側がわと右舷側から両勢力がにらみ合う。

「──おいおい、女ってのにも驚おどろいたが」

　ほどなく、キオカ側から海兵たちの壁かべを割って巨きよ軀くの男が現れた。片側の口が耳まで裂さけたグレーキの顔を目にして、帝てい国こく兵へいの間にざわめきが広がる。

「それ以上に、近くで見るとずいぶん若ぇな。今いくつだ、イグセムの嬢じようちゃん」

「そっちの半分程度かしら。でも今は、私の年齢としを気にしている場合じゃないと思うけれど」

　そう応こたえた彼女の後ろから、敵てき艦かんへの斬り込みを指し揮きする「猛虎号」本来の白はく兵へい隊たい長ちようが姿を見せた。グレーキには及およばないまでも立りつ派ぱな体たい軀くを持つ彼は、その体でヤトリの一歩前に出て、異い貌ぼうのキオカ軍人にも怯ひるまず話しかける。

「帝国軍ぐん艦かん『猛虎号』乗員のグラシナ・ビツリ海かい曹そうだ。私自身に交渉の権けん限げんはないが、窓まど口ぐちとして捉とらえてもらって構かまわない。話を伺うかがおう」

「そいつはどうも。俺おれはキオカ軍艦『蹂じゆう躙りん丸まる』乗員のグレーキ・アリュザドリってもんだ。いちおう海かい佐さの階級も持っちゃいるが、厳げん密みつには船乗りじゃないんでな。まぁ後ろにいる海かい兵へいどものボスと思ってくれりゃいい」

「承うけたまわった、アリュザドリ海佐殿どの。だが、それだと貴き官かんにも直接の交渉権はないのでは？」

「操そう船せんに関してはともかく、こうして斬きり込まれた場合の判断は現場に一いち任にんされてるんでな。面めん倒どうな手続きは抜きで、ここにいる俺と交渉すると思ってもらって結構だぜ」

　そう言って、グレーキは立てた親指で自分を指す。ビツリ海曹も納なつ得とくしてうなずいた。

「では、そちらの要求を聞こう。もし降こう伏ふくするなら、クルー全員の身の安全は約やく束そくするが」

「冗じよう談だんぬかせ、まだ戦いくさのとば口だ。──まぁ水を入れたのはこっちだしな、それは悪かった。ってなわけで簡かん潔けつに言うぜ」

　右手の戦せん斧ふをぶんと振るい、その切っ先を炎えん髪ぱつの少女に向けて、グレーキは告つげた。

「化ばけ物もの退たい治じだ。そのイグセムと決けつ闘とうさせろ」

　彼が要求を述べた途と端たん、敵てき味み方かたの区別なく船上が騒そう然ぜんとした。どよめく部下たちを「静かに！」と怒ど鳴なり声で制して、ビツリ海曹は眉まゆ根ねを寄せた顔をグレーキに向ける。

「……それが要求だというなら、伝えるまでだが。しかし、こちらの責せき任にん者しやが拒きよ否ひすることは目に見えている。その提てい案あんは我われ々われに何のメリットもない」

「安心しろ、ちゃんとうまみのある条じよう件けんは付けるからよ。もし決けつ闘とうで俺おれが負けたら、その時点で『蹂じゆう躙りん丸まる』はそっちに全面降こう伏ふくする。白しろ旗はた上げて降こう参さんだ。兵の被ひ害がいを抑おさえられんのはそっちも悪かねぇだろ？」

「……では仮かりに、そちらが勝った場合は？　我われ々われにも降伏しろというのか？」

「してくれりゃありがたいが、そうもいかねぇよな。だからそん時は、気を取り直して戦せん闘とう再開でいいじゃねぇか。どっちかが根を上げるまでキッチリ殺し合おうぜ。お互い最初からそのつもりだったろ？」

「…………」

「そっちに損そんはねぇ。損そん得とくを秤はかりにかければ断る理由はねぇはずだ。──ま、肝かん心じんのイグセムの嬢じようちゃんを信じられないってんなら話は別だが」

　それはビツリ海かい曹そうではなく、傍かたわらで状じよう況きようを見守るヤトリ本人に向けた挑ちよう発はつだった。彼女にちらりと視し線せんをよこして、グレーキはさらに燃料を追つい加かする。

「なぁ嬢ちゃん。この状況で挑いどまれた決闘を避さけるようなら、最強の二文字もとんだ眉まゆ唾つばだぁな。たとえ戦いくさに勝っても、今日を境さかいにイグセムの名は地に落ちるだろうぜ。いや、この場合は海に沈むってか？」

　そう焚たき付けて、彼は意い図と的てきに下げ卑びた笑い声を上げた。もちろんヤトリは少しも動じない。が、この挑発に対してひそかに不ふ快かいを覚えたのは、むしろ隣となりのビツリ海曹だった。

「……では、その条件で要よう求きゆうを伝えよう。ヤトリシノ中ちゆう尉い殿どの、本当に構いませんか？」

「判断がどうあれ、私は命令に従したがうのみです」

　竹を割ったような彼女の返答に迷まよいを捨てて、ビツリ海曹は伝令を走らせるためにやや後方へ下がった。残されたヤトリは引き続きグレーキと向かい合うことになり、剣けん吞のんとした空気の中、強面こわもての海かい兵へい隊たい長ちようはなおも舌ぜつ戦せんを試こころみる。

「──知ってるか、嬢ちゃん。この辺の海には、よく鱶フカが出る」

「…………」

「あいつらはな、別に人間を食いたいわけじゃねぇんだ。もっと食いやすいエサは他にいくらでもある。なのになんで人を襲おそうかってぇと──これは俺の憶おく測そくだが──多た分ぶんに好こう奇き心しんなんだよ。見たことのない生き物が水中でバタバタしてるが、これは何だ？　その興きよう味みを満たすために近付いてくる。俺たちなら手で触さわってみるところだが、あいにくとあいつらに手はねぇ。だからかぶりつく。連中にとっては、それがいちばんしっくりくるやり方なのさ」

　言いながら、グレーキは波なみ立たつ海面を見下ろす。それに釣つられて海を眺ながめた帝てい国こく兵へいたちは、水面下に無数の人食い鮫ざめが待まち受けているような錯さつ覚かくに囚とらわれて、ごくりと唾つばを吞のんだ。

「動機が好奇心だけに、結果はえげつねぇ。向こうが満足するまで楽らくにはしてくれねぇんだな。腕うで、脚あし、腹はら──一度と言わず二度と言わず、目を付けた場所に嬉き々きとして嚙かみ付きやがる。下手へたな刃は物ものより鋭するどい乱らん杭ぐい歯ばは常つねに生え変わっていて新しん品ぴん同どう様ようだ。肌はだなんて一いつ瞬しゆんで突つき破やぶって肉を食いちぎり、しまいには骨ほねまで嚙かみ砕くだいちまう。その頃ころにはもう、辺り一帯の水面が真っ赤に染そまってんだ」

　おぞましい光景を想像させられた帝てい国こく兵へいたちが、一いち様ように顔を引きつらせる。彼らには効こう果か十じゆう分ぶんだったが、肝かん心じんの相あい手てに感情の揺ゆらぎが見て取れない。グレーキはしつこく続けた。

「嬢じようちゃんもなぁ……。さっきはずいぶん景けい気きよくデッキを走り回ってたみてぇだが、もう少し慎しん重ちようになったほうがいいんじゃねぇか？　うっかり海ン中に落ちてから、今の話を思い出す破は目めにならないようによぉ」

　くつくつと笑いながら、グレーキはそっと相手の様よう子すをうかがった。やはり表情に変化はない。──しかし、あれだけ話せば印いん象しようには残ったはず。戦たたかいの最中に少しでも足を鈍にぶらせられればもうけものだ。

「そう、貴き重ちようなお話をありがとう。──こちらからもひとついいかしら、アリュザドリ海かい佐さ」

　ややあって、炎えん髪ぱつの少女が口を開く。最後まで黙もく殺さつされるものと思っていたグレーキは、声が返ってきて少し意外に思った。が、そんな内心はおくびにも出さず鷹おう揚ようにうなずく。

「ああ、構わねぇぜ。鱶フカより怖い話があるなら聞かせてもらいてぇもんだ」

　耳まで裂さけた口が挑ちよう発はつ的てきにゆがむ。その異い貌ぼうのやや下側を見つめて、ヤトリは言い放った。

「肩、震えているわよ」

　たった一ひと言ことで、完かん膚ぷなきまでに場が凍こおりついた。これまで多くの部下たちを震ふるえ上がらせてきたグレーキの凶きよう笑しようが、その形に引きつったまま、石せつ膏こうのように血ちの気けを失っていた。

　──何をしている、早く笑い飛ばせ！

　理性はそう叫さけんでいた。だが、それこそ不ふ可か能のうだった。本ほん能のうはとっくに知っている。

　──見抜かれていた。

　そう悟さとった瞬しゆん間かん、グレーキは認みとめた。小こ賢ざかしい舌ぜつ戦せんの全すべては無意味であり、墓ぼ穴けつを掘ほったのは己おのれだったと。

　鱶よりも恐ろしいものを前にして恐怖を抱いたのは、他の誰でもない自分自身だったと！

「艦かん長ちようの許きよ可かが下りた！　そちらの提てい案あんを吞のみ、この場で決けつ闘とうを執とり行う！」

　ヤトリの隣となりに駆かけ戻りながら、ビツリ海かい曹そうが声こわ高だかに告つげた。その決定を聞いた瞬間、グレーキは右手に握にぎっていた戦せん斧ぷを荒々しく床ゆかに放り捨てた。

「……得え物ものを一式持って来い！」

　命じられた部下たちが、大慌あわてで昇しよう降こう口ぐちを下って艦かん内ないに駆け込んでいく。ややあって再ふたたび姿すがたを現した彼らが三人がかりで運んできたのは、戦斧に勝まさるとも劣おとらない、身みの丈たけを超こえる大おお盾だてと大おお槍やりだった。いずれも規き格かく外がいのサイズで、盾のほうは士し官かん用ようのそれに鉄てつ板ぱんを貼はり重ねたものだ。

　海兵たちの手には余あまる武ぶ装そうも、巨体のグレーキにとっては不足のない得物だ。右手に大槍を、左腕に大盾を構えた姿で、彼は周しゆう囲いを取り巻く人ひと垣がきの中央に足を進めていく。それに応じる形で、赤い剣けん士しもまた前に出た。

「あの仰ぎよう々ぎようしい戦せん斧ぷは使わないのね。それが本気の構えということかしら」

「見た目にビビってくれる程てい度どの相手になら喜よろこんで使うがな……。なんともクソッタレなことに、今回は立場が逆ぎやくだ」

　長方形の大おお盾だてに体の大半を隠かくす形で、グレーキは一いつ切さいの油ゆ断だんなく敵と対たい峙じした。盾の上部に空あいた四角い穴あなによって正面の視し界かいを確保しつつ、右手の大おお槍やりを握にぎる手に力を込める。

「忌いま々いましいが認めてやる、化け物をビビらせようとした俺おれが馬ば鹿かだった。──もう無む駄だな真似まねはしねぇ。相応しいやり方でてめぇを倒たおす」

「そう。期待しているわ」

　短く応じてサーベルを鞘さやから抜き放ち、ヤトリもまた構えを取った。彼女らの周しゆう囲いではいよいよ、決けつ闘とうへの横よこ槍やりを防ぐための両勢力による牽けん制せい合戦が拮きつ抗こうしようとしている。そんな頃ころ合あいで、ふいに彼女の背中へ声がかかった。

「ヤトリシノ中ちゆう尉い殿どの。こんな時に何ですが、自分は貴き官かんのファンです」

　水すい兵へいたちの先頭に立つビツリ海かい曹そうが、真ま顔がおでそう明かした。すでに敵てきを前にしているヤトリは振り向かなかったが、彼は構わず続ける。

「願わくば、この先もファンであり続けたい。……言いたいことは、それだけです」

　不ぶ器き用ようで朴ぼく訥とつな、それは激げき励れいというには控ひかえめに過すぎる言こと葉ばだった。が、そこに込められた想いを余あまさず汲くみ取って、炎えん髪ぱつの剣けん士しは迷まよわずうなずきで返した。

「心配は無用です」

　彼女が短くそう言った直後、対面のグレーキが挨あい拶さつ代わりに槍やり先さきを突つき出した。ヤトリはサーベルで軽くそれを打ち払はらい、その甲かん高だかい金属音を合あい図ずに決闘が始まった。
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　視し界かいを満みたす曇どん天てんによって、マシューは自分が仰あお向むけに倒たおれていることに気が付いた。

「……つッ……」

　身みじろぎした瞬しゆん間かん、全ぜん身しんに鈍にぶい痛いたみが走る。出しゆつ血けつはないようだが、デッキに叩たたき付けられた体のあちこちが悲ひ鳴めいを上げていた。今度の砲ほう撃げきは彼に近い場所に着ちやく弾だんしたようだ。

「ひ、被ひ害がいは……」

　ようやく上体を起こしながら周しゆう囲いに視し線せんをやる。惨さん状じようは予想以上だった。艦かん尾びに集まっていたクルーたちが軒のき並なみ倒れていて、着弾地点と見える場所は床ゆかがごっそりと抉えぐられている。運悪くその周囲にいた水兵たちの負ふ傷しようは特に酷ひどかった。中には手足がちぎれかけた者までいる。

「くそっ……やばいぞ、これは……」

　苦く悶もんの合唱を聞きながら、マシューは見た目の被害以上に深しん刻こくな事じ態たいを見て取った。度どを越こえた荒こう天てん、ヒゴルム海かい佐さに続くクッチ海佐のリタイア、そして三発目の着ちやく弾だん──続けざまの凶きよう事じが、戦いくさも半なかばにしてクルーたちの心を折おりかけているのだ。

　それを実感出で来きるのは、マシュー自じ身しんがそう感じているからに他ならない。現に今も、決して立てないほどの怪け我がではないのに、両足に力が入らないでいる。もうダメかもしれない──そう弱よわ音ねを吐はきたがる口くち元もとを固く引き結んで、彼は必ひつ死しで頼たよれる相あい手てを探さがした。

「ぽ、ポルミニュエ海かい尉い、黙だまってないで指し揮きを取れ！　早く規き律りつを取り戻さないと、本当に取り返しがつかなく──」

　そう警けい告こくしかけたところで、小太りの少年の声は尻しりすぼみに力を失った。

「……ポルミニュエ、海尉……？」

　震ふるえる声で呼びかける。が、視し線せんの先に彼女の姿すがたはない。着弾の直前まで確かにポルミが立っていたはずの右う舷げん手すり付近には、ただ真新しい血けつ痕こんが残るばかりだった。

「……噓うそだろ……おい、噓だよな……!?」

　萎なえた両足を引きずるようにして、マシューは血痕のところまで這はっていく。その間も視線は忙せわしなく周囲を巡めぐるが、艦かん尾びデッキのどこにも彼女の姿は見当たらない。それはつまり──。

「ッ……！」

　最悪の結論に辿たどり着きかける。そんな思考に無理やりフタをして、彼はなおも這った。

「応おう答とうしろ、ポルミニュエ海尉！　頼たよむ、無事だって言えよ……！」

　懇こん願がんに実りのないまま、マシューは血痕のもとまで辿り着いてしまった。それまでに船上の見える範はん囲いをあらかた確かく認にんしてしまった彼は、無む慈じ悲ひな消しよう去きよ法ほうの結果として、いちばん考えたくなかった可か能のう性せいと直面する。怯おびえを宿やどした両目が、すぐ近くの手すりを通り越こして──全すべてを吞のみ込まんと渦うず巻まく灰色の海面へと向けられた。

「ポルミ……っ！」

　手すりにしがみ付いて眼がん下かに視線を這わせる。それが無意味な真似まねだということは彼自身がいちばんよく分かっていた。どう贔屓ひいき目めに見ても、落らく水すい者しやが浮き上がってこれるような海面状じよう況きようではない。冷たい現実が心しん臓ぞうを貫つらぬき、手すりを握にぎりしめるマシューの両手から一いつ気きに力が抜けた。

「ちくしょう……ちくしょうっ……！」

　これまでかたくなに弱よわ音ねを拒こばんできた彼の口から、ついに堪こらえきれず嗚お咽えつがこぼれた。──まだ信じたばかりだった。信しん頼らいすると決めて、想いを託たくしたばかりだったのに！

「……くそ、ぉ……」

　無力感に打ちひしがれて、マシューはデッキに手足をついたまま動けなくなった。全ぜん身しんが鉛なまりのように重く、指一本動かす気力も湧わいてこない。ここで自分は死ぬのか──いままで何度も脳のう裏りをよぎってきた予感が、今度こそ紛まぎれもない実感となって間近に迫せまってくる。

　抗あらがう術すべもなく、その意志もなく。もはや死を待まつばかりの絶ぜつ望ぼうの中、

　ふと、歌が──聴きこえた。

「──日は昇のぼり　鷗かもめは歌う──」

　船乗りたちが一いつ斉せいに顔を上げる。歌い手の姿すがたを求めて、無数の視し線せんが頭上へ向けられる。

「──潮しおは巡めぐり　波なみが寄せて　船ふな出での時はここに満ちる──」

　刹せつ那な、メインマストのヤード上に、彼らはまったく同じ姿を幻げん視しした。不安定な足場に揺ゆるぎなく佇たたずむ長ちよう身しんと、頭にかぶった大きな三角帽ぼう子し、そして右みぎ頰ほおの古ふる傷きず。

　その顔に浮かぶ不ふ敵てきな微笑ほほえみに、恐おそれを知らない冒ぼう険けん者しやの表情に、誰だれもが魅み入いられて息いきを吞のむ。それは海かい賊ぞく軍ぐんという集団の礎いしずえにして、全ての船乗りの間に語り継つがれる不ふ朽きゆうの伝でん説せつ。

「──いざ船に乗れ　舫もやいを解とけよ　漕こぎ出せば後ろは振り向かず──」

　幻げん想そうの共有はほんの一いつ瞬しゆんだった。ふと気付けば、そこに立つ本当の人物は、見上げるような長身でもなければ三角帽子もかぶってはいない。彼らもよく知る、赤みがかった黄色の髪かみをもつ若い女に過すぎない。あまつさえ、その左腕からは絶たえ間なく血が流れて、真下の帆ほを赤く染そめている。

　だがやはり、彼女は伝説と同じものだった。同じ意志を込めて、同じ歌を歌うのだから。

「シュロの舟ふな歌うた……」

　クルーたちと一いつ緒しよになってその姿を見上げながら、マシューはぽつりとつぶやいた。──嵐あらしの中を航こう海かいする時、多くの敵てきに追われた時、遭そう難なんの只ただ中なかで食料が尽つきかけた時。かの偉い大だいなる船乗りはいつも、この歌を歌って仲なか間まを励はげましたという。

「──知らぬ場所へ　未み知ちの海へ　憧あこがれは尽きず　想おもいは走る──」

　人じん災さい天てん災さいを問とわず、七つの海を跨またいだ道中に行き遭あった苦く境きようは数知れず。そんな彼らの旅たび路じは、この歌に象しよう徴ちようされる覚かく悟ごなしには成り立たないものだったろう。出発を見送る日、誰だれもが同じことを思った──彼らはきっと、ひとりも生きては帰ってこない。

「──嵐が襲おそう　渇かわきに喘あえぐ　この身みも明日には屍かばねと化すか

　いやまだ早い　もし眠るなら　この世の果はてに　その水底に──」

　そんな後こう退たいを忘れた航海の果てに、だがしかし、彼らは帰ってきてしまった。西に向かって発った船は、世界をぐるりと一回りして、東の海から故こ国こくに行き着いたのだ。彼らが望んだ果ての海はなく、求め続けた旅のゴールはスタート地点と繫つながっていた。世界は丸く閉じていた。

　久ひさしぶりに故こ郷きようの土を踏ふんだ彼は、苦く笑しよう気ぎ味みに言ったのだという。──思ったより手ごろな場所がなくってな。捨すて損そこねちまったよ、と。

「──帆ほを張れよ　風を受けよ　夢ゆめの終わりだけが　旅の終わりよ──」

　男自じ身しんがこの世よを去さった後も、その精神が海に残った。世界の果てを目指す前進の意志を、多くの船乗りがコンパスと一緒に抱き続けた。

「──恐おそれは知らぬ　命も要いらぬ　ただ見たいのだ　この海の先を──」

　歌声に背中を押されて、艦かん尾びデッキに倒たおれていた「槍そう魚ぎよ号ごう」のクルーたちがひとりひとり身を起こす。そうしないわけにはいかなかった。彼らは誇ほこり高きカトヴァーナ海かい賊ぞく軍ぐん。偉い大だいなるキャプテン・ガルシエフの遺い志しを継つぐ者なのだから！

「……目ぇ覚めたか！　よぉし、なら行くぞ野や郎ろうどもぉ！　上うわ手て回し準備だ！」

　ヤードの上に立つポルミニュエ・ユルグスが、指し揮き官かんとして声も高らかに叫さけんだ。その命令が一ひと筋すじの光こう明みようとなって、総そう崩くずれになりかけていた「槍魚号」に士し気きと規き律りつを取り戻す。

「……は、ははっ……！　あいつ……！」

　棒ぼうのようだった手足に血が通っていくのを感じつつ、マシューも再ふたたび立ち上がった。彼の見守る中、クルーたちの士気回かい復ふくを見て取ったポルミが素早く縄梯子シユラウドを降りてくる。艦尾デッキで待まち受けていた小太りの少年に、彼女は活かつ力りよくに満ちた声をかけた。

「マシュー、待たせた！　指名通り、こっからはアタシが指揮を執とるからさ！」

「お、おぉ……！」

　口く調ちようまで先せん刻こくと一変していたので、マシューは思わずたじろいだ。「暴ぼう竜りゆう号ごう」にいた頃ころの振る舞まいに戻ったのかと一いつ瞬しゆん思ったが、それも違ちがうとすぐに考え直す。今の彼女の姿は、ちっぽけなプライドを守るために窮きゆう々きゆうとしていた頃のそれではない。表情から険けんが抜け落ちて、声にも無む用ような威い圧あつ感かんはなく。どこまでも伸び伸びとした、本来の女海賊がそこにいる。

「そこの二人、負ふ傷しよう者しやを船内に運べ！　クッチ海かい佐さ殿どのと重傷者が優ゆう先せんだからな！」

　てきぱきと指示を飛ばしながら艦尾デッキを縦じゆう断だんするポルミ。その視し線せんがまもなく、舵だ輪りんの前で起き上がったばかりのボーム海かい尉いとヨリン海尉とぶつかった。ここまでの流れに圧あつ倒とうされ気味の二人へ近付くと、ポルミはためらいなく頭を下げる。

「ボーム海尉、ヨリン海尉。……頼たよむよ、力を貸してくれ。この窮きゆう地ちを凌しのぐために、どうしてもアンタたちの助けが必ひつ要ようになる」

「え、あ……？」「いや、その……」

「ボームは引き続き操そう舵だ手しゆ。ヨリンは操そう帆はんの監かん督とくに回ってくれるかい。──アンタさ、訓くん練れん生せいの頃から、展てん帆ぱんの限界を見み極きわめるの上手うまかったよね。今は風がこの有あり様さまだからさ、頼たよりにしてるよ」

　因いん縁ねん浅あさからぬ相手の肩を軽く叩たたきつつ、ポルミはにっと歯を見せて笑った。その無む防ぼう備びな笑え顔がおに毒どく気けを抜かれたのか、ヨリンは少し迷まよってから、任まかされた持ち場へと走っていく。

「……それでよい。後は任せたぞ、ポルミニュエ海尉」

　船内に運ばれていくクッチ海佐が、担たん架かの上から最後に部下へそう声をかけた。その姿を一いち瞥べつして、彼女も強くうなずいて見せた。

「やり遂とげてみせます。──ボーム、取り舵かじ一いつ杯ぱい！」

　出された指示に応えて、青年士し官かんが反はん射しや的てきに舵を左へ切る。上手回しの動きにともなって、これまで追いかけていた爆ばく砲ほう艦かんが視し界かいを右に流れていった。手すりにつかまって船体の傾かたむきに耐たえつつ、マシューが口を開く。

「取り舵かじ……!?　追つい撃げきを打ち切って風かざ下しもに逃れるなら面おも舵かじだろ、どういうつもりだポルミ！」

「狙いを変えるのさ！　これまで追ってた奴やつは見み逃のがしてやる、その代わりにさっき砲ほう撃げきで割り込んできた艦かんのほうを追いかける！　アタシの見立てだと、あれが向こうの旗き艦かんなんだよ！」

　自信を込めて女おんな海かい賊ぞくが言い切った。ここまで続けてきた敵てき艦かん隊たいの監かん視し任にん務むで、ポルミはその見み極きわめを行っていたのだ。艦隊運動の様よう子す、信しん号ごう旗きの上がる順番、光信号による連絡の様子──そういった敵てき情じようの観察から、彼女は八隻せきの爆ばく砲ほう艦かんのうちの一隻が旗艦だと目め星ぼしを付けていた。

「旗艦なら艦隊司し令れい官かんが乗っているはず！　あの艦を陥おとせば、それで戦いくさを終わらせられるかもしれない！」

「……そうか、分かった！」

　それ以上の説明は求めず、マシューは彼女の方ほう針しんに従したがう覚かく悟ごを決めた。一度指し揮きを任せると決めた以上、操そう船せんの判断に口を挟はさむつもりはない。その中で自分に出来るベストを尽つくすべく、小太りの少年は現状を分ぶん析せきし始めた。
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「──こちらに切り上がってきた!?　図ず太ぶといね、三発も食らっておきながら……！」

　キオカ艦隊旗艦「白はく翼よく丸まる」の艦かん尾びデッキから、大おお幅はばに針しん路ろを変えた「槍そう魚ぎよ号ごう」の動きをエルルファイもまた見届けていた。彼ひ我がの距きよ離りはおよそ百メートル弱じやく。味方への誤ご射しやを避さけて砲ほう撃げきを加くわえるために、彼女はそこまで艦を接近させていた。

「太たい母ぼ様さま、僚りよう艦かんは無事に離り脱だつしました！　我われ々われも風かざ上かみに逃のがれましょう！」

「……そうしたいところだけど。何度も言ったように、切り上がり勝しよう負ぶでは敵てきに分ぶがある。ここまで距離が詰つまった状じよう態たいから逃げても、途と中ちゆうで追い付かれてしまうかもしれない」

　デリケートな判断を迫せまられて、彼女はとっさに思考の回転を速めた。──敵との位置関係、互たがいの武ぶ装そう、艦とクルーの損そん害がいの具ぐ合あい。それらの諸しよ条じよう件けんを分ぶん析せきした上で判断を下す。

「……決めた、逃げはなしだ。このまま風かざ下しもに走って迎むかえ撃うつ」

　太母の決定した方ほう針しんを聞いて、副ふく官かんの背中に緊きん張ちようが走った。

「い、一対一で戦うつもりですか!?」

「そうとも。こちらは爆砲艦、あちらは従じゆう来らい艦かん──後れを取る理由がないからね。幸さいわいにも他の敵てき艦かんはグレーキたちが食い止めてくれていることだし、勝利の条件は整ととのっているよ」

「それはそうですが……しかし万一……！」

「わたしが指し揮きする限り万一はないと言ったはずだよ。──砲撃準備！」
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「来る……！」

　風かざ下しもに下り始めた敵てき艦かんの姿すがたを見て、ポルミの全身が震ふるえた。怯おびえが七割、武む者しや震ぶるいが三割といったところだろう。ともあれ、敵が勝負に乗ったという事実だけは間ま違ちがいない。

　わけが分からないまま致ち命めい傷しようをもらった前回を除のぞけば、爆ばく砲ほう艦かんと一対一で真っ向から戦たたかうのはポルミにとってこれが初めての経けい験けんだ。だが、今の彼女には知ち識しきと覚かく悟ごがある。

　──いいかい、ぽるみん。爆砲艦を相手取る時の課か題だいは、いかにして砲ほう撃げきをかわしつつ距きよ離りを詰つめるかという一点に尽つきる。

「黄こう竜りゆう号ごう」にいた頃ころに黒くろ髪かみの少年から話されたことだった。その一ひと言こと一言を、ポルミは今日までに何度となく頭の中で繰くり返しては、船乗りとしての自分の経験と照らし合わせてきた。

　──爆砲は船体側面に装備されている。だから敵は何とかして横よこっ腹ぱらをこちらに向けようとしてくる。この場合、従じゆう来らい通りの反はん航こう戦せんや同航戦では完全に相手が有利なのは分かるね。艦が平行に並んでいる時こそ、敵にとっては砲撃を当てる最大のチャンスなんだ。それを踏ふまえた上で、敵の視し点てんに立って考えてみるといい。砲撃のタイミングがある程てい度どまで絞しぼれるはずだ。

「……ここだっ！　面おも舵かじ一いつ杯ぱい！」「サー！」

　船首方向に四十メートル余あまりを隔へだてて敵艦が横切っていく。その船体側面から伸びる射しや線せんが「槍そう魚ぎよ号ごう」と一いつ致ちするタイミングを見み計はからって、ポルミはクルーたちに上うわ手て回しの指示を出した。舵かじとヤードの動きに合わせて船体が滑なめらかに回頭し──その直後、左さ舷げん側がわで衝しよう撃げきと共に水みず柱ばしらが立ち上がった。

「よし、かわした……！」

　成功の感かん触しよくに、ポルミはこぶしを握にぎり締しめる。読みが的てき中ちゆうしたことで、被ひ弾だんを避さけると同時に間合いを大きく縮ちぢめた。──次の問題は、砲撃の失敗を見て取った敵てき側がわがどう動くかだ。

　一度撃うってしまった以上、右う舷げん側がわの砲は次じ弾だんの準備に時間が要いる。次の砲撃は最短でも二分半後。その時に備えて、敵は針しん路ろをこのまま保つか、風かざ上かみに切り上がるか、あるいは風かざ下しもに落とすか──ポルミは固かた唾ずを吞のんで敵艦の挙きよ動どうを見守った。

「……針路変わらず。それなら！」

　互いにこのままの針路・速度で進むと、じきに「槍魚号」が敵艦の斜ななめ後方に追い付く。もちろん敵もそれは防ぎたいと見るべきで、おそらくギリギリで何らかの手を講こうじてくるはずだ。帆ほを裏うら打うたせて速度を落とすことで艦を並べるか。もしくは先行している間に思い切って舵を風下に切り、砲撃を加くわえつつ「槍魚号」の船せん首しゆを垂すい直ちよくに抜けていくつもりか。

「もし前者なら、こっちはもう一度上手回し……。あっちが速度を落としている間に艦かん尾びを抜けて、そのまま風上を奪うばい取ってやる。後者なら、敵艦の回頭に合わせてこっちも舵を切って横よこっ腹ぱらに突つっ込むだけ。タイミング次し第だいで砲ほう撃げきを食らうかもしれないけれど、その時にはまず間ま違ちがいなく、こっちの衝しよう角かくも相手に食い込んでるはず……！」

　どちらに転んだところで有ゆう利りは確保出で来きる。そう考えたポルミは、しかし次の瞬しゆん間かん、自分の見込みの甘あまさを思い知った。

「──なっ……!?」

　彼女の視し界かいで、キオカ艦かんが大きく尻尾を振った。フォアマストの帆ほだけに風を受けつつ、他では風を抜くことによって、船首のみを一いつ気きに風かざ下しもへ落としたのだ。その勢いきおいで艦かん尾びも時計回りに回転し──結果として敵てき艦かんは、ポルミが予想もしなかった百八十度強の回頭を果たした。

　瞬間、女おんな海かい賊ぞくの背せ筋すじにぞっと寒さむ気けが走った。百八十度を超こえる回頭──それは敵艦の左右が逆転したことを意味する。つまり現時点で「槍そう魚ぎよ号ごう」に面しているのは、さっき砲撃を行って再さい装そう塡てん中ちゆうの右舷側ではなく、未いまだ手付かずの左舷側ということ……！

「面おも舵かじ一杯ッ！」

　その判断はまさしく紙かみ一ひと重えだった。とっさに風下へ逃れた「槍魚号」、その艦尾を掠かすめるようにして砲ほう弾だんが飛んでいく。さらに肝きもの冷えることに、今度の砲撃は喫きつ水すい線せんより下したを狙ねらった極ごく低てい空くうの弾だん道どうだった。あと数秒でも命令が遅おくれていれば、確実に船体へ致ち命めい傷しようを受けていただろう。

「今の流れ……まさか、誘さそい込んだってのか……!?」

　底そこ知しれない戦せん慄りつと共ともに、ユルグスの末まつ裔えいは左舷側に遠ざかるキオカ艦を凝ぎよう視しした。
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「──そこで舵かじを風下に切れるとはね。とっさの判断としては大したものだ」

　本ほん命めいの砲撃が空くうを切った結果を受けて、エルルファイは素直に敵てき将しようを称しよう賛さんした。今の罠わなで八割がた仕留められると思っていただけに、その予想を裏うら切ぎってのけた相手への感心は大きい。

「帝てい国こく海かい軍ぐんの技ぎ能のう水すい準じゆんを過か小しよう評ひよう価かしていたと見るべきかな。それとも、まだ見ぬ向こうの参さん謀ぼうの洞どう察さつ力りよくを重ねて褒ほめ称たたえるべきか。……いや、両方だろうね。どちらか一方なら、ここまで競せり合う事じ態たいにはなっていないはずだ」

　自じ戒かいを込めてつぶやく。今の彼女には、もはや相手に対する侮あなどりは微み塵じんもなかった。

「けれど──だとしても、こちらの圧あつ倒とう的てきな有利は覆くつがえらない。今の一いち合ごう目めにしても、結果は六対四でわたしたちの優ゆう勢せいだよ。このまま戦たたかいを続ける限り、この差は確実に積み重なる。決着が早いか遅おそいかの違ちがいでしかない」

　詰つめられた距きよ離りも、砲撃をかわすために敵が風下へ戻ったことで全すべて白はく紙しに戻った。同じ戦いを繰くり返す限り、決して遅れを取らない自信がエルルファイにはある。

「技術わざも智ち慧えも認めよう。──それでも、君たちには風の加か護ごがない！」

　ピィィ、と天空から愛あい鳥ちようの鳴き声が響ひびく。その伝えるところを余あまさず汲くみ取って、彼女はクルーたちに次の命令を下した。







「──はァッ！」

　キオカ軍ぐん艦かん「蹂じゆう躙りん丸まる」船上。グレーキの突つき出す槍やりの切っ先が、何度目とも知れず空くうを切る。その度たびに左右から回り込もうと疾しつ駆くする赤い影を、彼は左の大おお盾だてでかたくなに防ぎ続けていた。

「いいぞ、さすが隊長！」「押してますよ！　そのまま！」「仲なか間まの仇かたきを取ってくれぇ！」

　背中にぶつけられる部下たちの声せい援えんを聞きながら、強面こわもての海兵隊長は内心で毒どくづいていた。──どいつもこいつも勝かつ手てなことばかり言いやがって。てめぇらの上じよう官かんが何と戦ってるのか、本当に分かってやがるのか？

「おぉッ！」

　槍の突き込みに合わせる形で、合間を縫ぬったサーベルの刺し突とつが危うく腕うでを掠かすめていく。相手の踏ふみ込みが一合毎ごとに大だい胆たんかつ的てき確かくになっていくのを、グレーキは焦しよう燥そうと共ともに感じていた。

「化け物が……！」

　船上の狭せまいスペースも、荒こう天てん化かでぐらつく足あし場ばも、海兵のグレーキにとっては日常の一部だ。槍と大盾という武装もまた、狭いフィールドで敵の立ち回りをより制限するために吟ぎん味みを重ねたもの。全すべての条じよう件けんがグレーキに最大の有利をもたらすはずだった。──いや、実際に功こうを奏そうしてはいるのだろう。彼がまだ立っていられるのだから。

「てめぇ、いい加か減げんにしやがれっ！」

　一度間合いを取り直したヤトリが投とう錨びよう台だいを背にする。待まち焦こがれたその好こう機きに、盾たてを構えたグレーキが体ごと突っ込んだ。相手の右側にはロープの束たばが積まれているので、海に突き落とされたくなければ左に逃れるしかない。それも先読みしていたグレーキは、唯ゆい一いつの退たい路ろを断つべく槍を同時に突き出し──その両方が空を切った。

「──おォッ!?」

　間かん髪はつ入れず頭上から刃やいばが襲おそった。大おお盾だての上にかけた左手を支点に巨きよ体たいを飛び越こえつつ、炎えん髪ぱつの少女が半なかば宙ちゆう返がえりの形で斬ざん撃げきを見み舞まったのだ。グレーキに出で来きたのは、とっさに盾から腕を抜いて倒たおれ込むことだけだった。

「ちィッ……！」

　間かん一いつ髪ぱつで命を繫つないだ彼が立ち上がると、眼がん前ぜんではすでにヤトリがサーベルを構えなおしていた。得え物もの片手の宙返りから危なげなく着地してのけたらしい。全ぜん身しん汗あせだくのグレーキとは対たい照しよう的てきに、彼女のほうは呼こ吸きゆうすら乱みだれていない。

　──人じゃねぇ。

　耳まで裂さけた口くち元もとが引きつった。支えを失った大盾が投錨台から海に落ちていくが、そんなことを気にしている場合ではない。槍やりを両手で構えなおしつつ、グレーキは冷や汗あせをかきながら後ずさった。そこでさりげなく、腰こしのポーチを相手に向けようとして──

「その手は前にも見たわ」

　意い図とを見抜いたヤトリがすかさず床ゆかを蹴けって走った。グレーキがとっさに繰くり出した迎げい撃げきも紙かみ一ひと重えでよけて、低い姿し勢せいからの斬ざん撃げきでポーチの留め具を切断する。

「なっ……！」

　音を立ててデッキに落ちたポーチの中から、パートナーの風かぜ精せい霊れいが転がり出る。その腹ふく部ぶに着けられた極ごく短たんの風ふう銃じゆうのバレルを見て取り、ヤトリは軽くため息いきをついた。

「また工く夫ふうして仕込んだものね……。だけど、射しや線せんを合わせる動きが少し露ろ骨こつだったわ。隠かくし玉だまに意い識しきを向けたせいで、槍の扱あつかいも雑ざつになっていたし」

「…………っ」

「それ以前に、遠とお間ま武ぶ器きを決けつ闘とうに持ち込むのは掟おきて破やぶりもいいところ。こういう真似まねをされて、私はそれなりに憤いきどおっているのよ。──ここで中止とは言わないけれど。続けるのなら、次からは容よう赦しやしないわ」

　剣けん先さきに圧あつ力りよくを込めてヤトリが言い放った。だが、裏うらを返せば、今までずっと死なない程度に加減してきたとも受け取れる。グレーキは腹はらの底から乾かわいた笑いが込み上げてくるのを感じた。

　──そうだ。てめぇには、最初から俺を殺す気がなかった。

　その点はグレーキも気付いていた。実力で圧あつ倒とう的てきに勝まさる炎えん髪ぱつの少女にすれば、相手を殺してしまうよりも、死なない程てい度どにやり込めて降こう参さんさせたほうがいい。指し揮き官かんを失った兵士はまだ戦えるが、指揮官に降こう伏ふくを命じられた兵士はそれに従したがうしかない。「自分が決闘に負ければ艦かんごと降伏する」という事前の約やく束そくには、そもそもヤトリは最初から信しん頼らいを置いていない。

　格かく下したと見た相手には、殺すまでもなく敗北を認みとめさせる。それはまさしく最強者の風ふう格かくに他ならない。だが、とグレーキは心中で逆ぎやく接せつした。──その誇りは、裏返せば驕りとも呼べる。

「くそがっ！」

　槍で牽けん制せいしながら、グレーキはじりじりと後ずさる。舷げん側そく通路を船首に向かって遡さかのぼりつつ、彼はひそかにタイミングを見み計はからっていた。化け物を仕留めるための、ただ一度の好こう機きを。

　──俺は、最初からてめぇとは逆だった。

　通路の半なかばまで達したところで、彼はぴたりと足を止める。進しん退たい窮きわまって覚かく悟ごを決めたように相手には映るだろう。実際、槍を握にぎる両手が震ふるえるのは決して演えん技ぎではない。しかし、

　──決闘のルールなんぞ全部無む視ししてでも、てめぇを確実に殺すつもりしかなかった！

　この土ど壇たん場ばで彼が決めたのは、死の覚悟などではなく、必ひつ殺さつの覚悟だ！

「くたばりやがれッ！」

　怒ど声せいと共にグレーキが床ゆかを蹴る。その声が合あい図ずとなって、彼の頭上で三つの殺意が蠢うごめいた。

　決闘を見守る帝てい国こく兵へいたちから死し角かくになる角度で、フォアマストのヤード上に忍しのばせた三人の部下たち。いずれもボウガンを手にしている。決けつ闘とうを始めた場所は艦かん尾び寄よりだったため、船首側の伏ふく兵へいは警けい戒かいされていない。交こう渉しよう旗きを上げる前から仕込んできた、これこそグレーキの本命の策さくだった。

　──仕留めた！

　海かい兵へい隊たい長ちようは確信した。この距きよ離りなら部下たちは狙ねらいを外はずさず、放たれた矢は一いつ斉せいに相手を貫つらぬくだろう。怯ひるんだところにトドメのひと突つきを見み舞まう、その決着の瞬しゆん間かんまで、彼はまざまざと脳のう裏りに思い描えがく。

「──フゥッ……」

　その視し線せんの先で、腰こしに差したままだったマンゴーシュをヤトリの左手が引き抜いた。今さら本気になったところで遅おそすぎる──そう嘲あざ笑わらったグレーキは、次の瞬間から悪あく夢むを見た。

　踏ふみ込みのさなか、ヤトリの二に刀とうが渦うず巻まくように弧こを描えがいた。彼女を貫かんと走った三本の矢は、いずれも吸い込まれるようにしてその軌き道どうと出くわし──二刀が互たがいを補おぎない合って描く楕だ円えんに弾はじかれて、ひとつ残らず床に落ちる。

「──なッ──」

　たったひとつの楕円で三本の矢を制する。その神かみ技わざの絶望的な美しさに、状じよう況きようも忘れてグレーキは見み惚とれた。そして思い出す──かつて聞いた時には作り話と鼻で笑った逸いつ話わ。兵士たちの間で畏い怖ふと共ともに語り継つがれる、イグセムの「矢や払ばらい」の伝でん説せつを。

「懲こりないわね、海兵！」

　一いつ喝かつと共ともにヤトリが踏ふみ込んだ。驚おどろきに鈍にぶった槍やり先さきを難なんなくくぐり抜けて懐ふところに潜もぐり込み、下からの斬ざん撃げきでグレーキの顔面を浅く切り裂さく。激げき痛つうに相手が怯ひるんだ瞬間、そのアゴ目がけてサーベルの柄つか頭がしらを叩たたき込んだ。

「あがァッ……！」

　顎がつ骨こつの割れる音が響ひびき渡わたり、衝しよう撃げきに脳のうを揺ゆらされた巨きよ体たいが、なすすべなく膝ひざから崩くずれ落ちた。その眼がん前ぜんに剣けん先さきを突つき付けて、炎えん髪ぱつの剣けん士しは厳きびしい声で問とう。

「これが最後の機会よ。選びなさい──降こう伏ふくか、死か」

　返答次し第だいでは即そく座ざに首を落とすと、真しん紅くの両目が何よりも雄ゆう弁べんに語っている。グレーキも悟さとらざるを得えなかった。もはや自分に、命を拾う以外の幸こう運うんは、何ひとつ残されていないのだということを。
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　未いまだ乱らん戦せんを繰くり広げる両りよう艦かん隊たいの東側で、「槍そう魚ぎよ号ごう」と「白はく翼よく丸まる」は一いつ進しん一いつ退たいの攻こう防ぼうを続けていた。砲ほう撃げきを避さけつつ接近しようとするポルミたちを、エルルファイは巧たくみな操そう船せんと砲ほうの運用で寄せ付けない。互たがいに決けつ定てい打だを欠いたまま、一対一の戦いは白はく熱ねつの度合いを高めていた。

「キオカにここまでの船乗りがいたのかよ……！」

　ポルミの口から敵てき将しようへの賞しよう賛さんがこぼれた。風雨は荒々しさを増す一方で、すでに航行はしっていること自体が奇き跡せきに等しい。気まぐれな風を乗りこなす操そう船せんはほとんど綱つな渡わたりだ。そこに曲きよく芸げいじみた動きを織おり交まぜてくるのだから、もはや敵てき艦かんには風ふう神じんの加か護ごがあるとしか思えない。

「負けるもんか！　アタシにだって風は見えてる、聞こえてる……！」

　五ご感かんを最大限に研とぎ澄すませて、ポルミは荒あれ狂くるう風の動向を直ちよつ観かんした。──それは紛まぎれもない天てん与よの才さい能のう。環かん境きようと感性を直接に繫つないでのける、ユルグスの末まつ裔えいとしての能力に他ならない。

「また砲ほう撃げきが来るぞ！　上うわ手て回しィ──ッ！」

　回頭した瞬しゆん間かん、直前まで船体があった位置に水みず柱ばしらが上がる。距きよ離りを置いての一いち撃げき目めをかわすのにはポルミも慣なれてきたが、問題は接近してからの二撃目だった。敵もそのラインを死し守しゆしてくる以上、致ち命めい傷しようを避けて懐ふところに入ることは至し難なんを極きわめる。

「く──ッ」

　唐とう突とつに襲おそってきた軽いめまいを、ポルミは首を振って跳はね除のける。それも由ゆ々ゆしき問題だった。三発目の着ちやく弾だんで破は片へんを浴あびた彼女の左ひだり腕うでからは、今なお真っ赤な血が流れ続けているのだ。

「しっかりしろアタシ、これくらいの傷きずで……！」

　包ほう帯たいで応おう急きゆう処しよ置ちはしてあったが、それで完全に出しゆつ血けつを止められる程てい度どの傷ではなかった。本当なら何なん針はりも縫ぬった上で安あん静せいにしなければならない怪け我がなのだ。

　一方、そうやって貧ひん血けつを気力で誤ご魔ま化かす彼女の姿を、小太りの少年はやや離はなれた位置から厳きびしい表情で見つめていた。

「まずいな、あいつ……。もう長く持ちそうにない」

　さっきよりも明らかに血の気けが引いたポルミの顔色に、船首から様よう子すを見に来たマシューも危機感を抱いだく。長期戦に勝ち目がないことを実感して、彼は後頭部をかきむしった。

「敵のミスを待まつだけじゃダメだ。こっちから付け入る隙すきを作らないことには」

　マシューとしても当然、対物エアライフルによる狙そ撃げきはすでに試みていた。だが敵も警けい戒かいしているので、舵かじ周まわりなどの重要部位を狙うことは難むずかしい。ただでさえ強風の影えい響きようで狙撃の精度が落ちている。トルウェイならともかく、この艦かんの狙撃手では成果が期待できそうにない。

「くそっ、何かないのか！　おれたちから狙ねらえる範はん囲いで、他に何か……！」

　まだ見ぬ活かつ路ろを求めて、望ぼう遠えん鏡きよう越ごしに敵てき艦かんをにらみつける彼の右目が──その瞬間ふと、上空に気になるものを捉とらえた。

「なんだ、あれ……鳥……？　いや、鷹たか……？」

　白い翼つばさをもつ猛もう禽きんが、荒れた空を颯さつ爽そうと旋せん回かいしていた。まさか野生の鳥がこんな悪天候に飛ぶはずがないので、あのキオカ艦かんが何らかの形で使し役えきしている動物と見るべきだろう。だとしても違い和わ感かんは残る。いったい何のために？

「待まてよ、鷹たか……？　そういえば、前にどこかで……」

　小太りの少年の中で、記き憶おくの引き出しがカタカタと音を立てた。わずかな引っ掛かかりを頼たよりに過か去この思い出を探さぐっていくと、ほどなく思わぬ場所で一いつ致ちする情じよう報ほうが見つかる。

　幼おさない頃ころに読み聞かされたキャプテン・ガルシエフの東とう海かい冒ぼう険けん記き。その第四章に、大陸東の海岸で出会った異い民みん族ぞくのことが記しるされていたのだ。曰いわく「鷹たか匠じようの民たみ」。彼らは精せい霊れいではなく猛もう禽きんを相あい棒ぼうとし、その生しよう涯がいを通じて、空と風についての知ち恵えを愛あい鳥ちようから授さずかるのだと。

「……まさか、あれが!?」

　敵てき艦かんの神がかった操そう船せんが、記憶の底から発はつ掘くつした情報と結びつく。多た民みん族ぞく国家を自じ認にんするキオカなら有あり得えないことではない。マシューは自分の思いつきに一定の価か値ちを認めた。

「やってみる価値はあるか……！」

　そう結論して、少年は部下たちの待つ船せん首しゆデッキへ一直線に駆かけ戻っていく。──今はとにかく、試ためせることを全すべて試すだけだ！

「全ぜん銃じゆう兵へい、射しや撃げき対象を変へん更こうしろ！　敵艦の上空を旋回する鳥を狙うんだ！」

　意い図とのつかめない指示に銃兵たちは困こん惑わくしたが、上じよう官かんの表情が真しん剣けんそのものなのを見て取ると、疑問はひとまず棚たなに上げて命令に従したがった。二十を超こえる銃じゆう口こうが一羽の猛禽に向き、彼らは一いつ斉せいに引き金を絞しぼった。
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「よく食い下がる……！　敵てきながら尊そん敬けいに値あたいする粘ねばりだよ！」

　頰ほおを叩たたく雨あま粒つぶも意に介かいさず、エルルファイは旗き艦かん「白はく翼よく丸まる」の指し揮きを続けていた。砲ほう撃げきで敵艦を捉とらえてこそいないものの、風かざ上かみの優ゆう位いは頑がんとして譲ゆずっていない。

「ここまで来たら徹てつ底てい的てきに競きそい合いたいところだけれど、正直、これ以上時間を取られるのはうまくないね。次で決着とさせてもらおう──頼たのむよ、ミザイ！」

　上空を翔かける愛あい鳥ちように視し線せんを送りつつ、彼女は再ふたたびクルーたちに命令を下す。風上から敵艦の船首を横切る形で「白翼丸」が新たな針しん路ろを取った。位置取りの駆かけ引きに競せり勝ち、今度こそ致ち命めい傷しようを与える腹はらだ。

　ここまで共ともに大だい胆たんな操船を繰くり返してきた両りよう艦かんだが、その一方で、風上と風かざ下しもの位置関係はずっと変わっていない。つまり平へい均きん的てきには「槍そう魚ぎよ号ごう」のほうが厳きびしい操船を強しいられているのだ。そのハンデは少しずつ、しかし確かく実じつに、航こう行こう速度の低下という形で現れている。

「もう敵に当初のキレはない。どう動くにせよ、見てから反応するのでじゅうぶんだね」

　詰つみまであと一手、エルルファイはそう確かく信しんしていた。これまで操船の読み合いが成り立ったのは、互たがいの航こう行こう速そく度どに大きな差がなかったからだ。速度の優ゆう劣れつが一定のラインを越こえた今、もはや敵てきにそれを引っくり返す手はない。

「両りよう舷げん砲ほう撃げき準備！　ここで確実に終わらせる！」

　敵てき艦かんとの距きよ離りが五十メートルを切る。砲ほうの射しや線せんに突とつ入にゆうする寸すん前ぜんで、「槍そう魚ぎよ号ごう」はまたしても風かざ上かみに舵かじを切った。だが悲しいかな、動作そのものが遅おそすぎて回かい避ひ行動には結びつかない。「白はく翼よく丸まる」は悠ゆう々ゆうと舵を切って敵艦を追いかけた。

「おっと危ない、面おも舵かじ二点！」

　ピィィ、と愛あい鳥ちようの鳴き声が耳を打つ。それによって風の乱みだれを教えられたエルルファイは、操そう舵だ手しゆに命じて舵を調整させた。回頭が済すんだ途と端たん、暴力的な横風が帆ほの間を通り抜けていく。

　この連れん携けいこそ、エルルファイ・テネキシェラが「鷹たか匠じようの民たみ」たる由ゆ縁えん。艦上を旋せん回かいするミザイが風の動向を正確に読み取って主あるじに伝えているのだ。鳴き声の微び妙みようなニュアンスの違ちがいを彼女だけが区別できる。

　これがある限り、「白はく翼よくの太たい母ぼ」にとってはどんな荒こう天てんも恐れるに足らない。不意の突とつ風ぷうに怯おびえることなく、いつでも伸び伸びとした操船を維い持じできる。かつて彼女を拾い上げた男の提案による、鷹匠の技術の軍事転用だった。

「右う舷げんに敵艦が並ぶ！　射しや線せんに入った砲ほう門もんから攻撃を始めて──」

　彼女が命令を下そうとした瞬しゆん間かん、頭上から愛鳥の鳴き声が響ひびいた。しかし、今度は風の動向を告つげる合あい図ずではない。異い様ように甲かん高だかく切せつ羽ぱ詰つまった、それは紛まぎれもない悲ひ鳴めいだった。

「──ミザイっ!?」

　反射的に仰あおいだ空の中に、彼女は見てしまった。風になぶられながら落ちていく白い翼つばさ。幼おさない頃ころからいつも共にあった相あい棒ぼうが、なすすべなく海に吸い寄せられていく姿すがたを。

「くっ……！」

　途と中ちゆうから帆に視し界かいをさえぎられて、愛鳥が海に落ちたかどうかは視し認にん出で来きなかった。確認のために艦かん尾びから船首デッキへ走ろうとした彼女を、隣となりの副ふく官かんが慌あわてて引き留める。

「お待まちください太たい母ぼ様さま！　敵に動きが……！」

　その声で我われに返ったエルルファイが顔を左さ舷げんに向けると、ほぼ並んでいたはずの敵艦が大きく後方に下がっていた。少し目を離はなしている間に、逆ぎやく帆ほを打たせて強引に速度を落としたのだ。

「しまった、砲撃の機会が……！」

　失しつ態たいに気付いた太母の顔が引きつった。逆帆を打っての減速は敵にとっても苦く肉にくの策さく、冷静に対応すれば逆に大だい打だ撃げきを与えることもできたはず。だが、判断を下すべきタイミングで愛鳥の異い変へんに気を取られたことで、エルルファイは最さい大だいの好こう機きを逃のがしてしまったのだ。

「どうしますか太母様、また風上に戻ってやり直しますか!?」

　副官にそう問とわれても、彼女は今までのように即そく答とうしかねた。これまではミザイの助けがあったからこそ迷まよわず動けたのだ。その加か護ごが失われた以上、この先の操そう船せんには常つねに大きなリスクが付きまとう。背中に嫌いやな汗あせが流れるのを彼女は感じた。

「太たい母ぼ様さま、決断を！」

「……っ」

　だとしても、じっくり悩なやんでいる暇ひまはない。短い思し案あんの末、大空を翔かけている真まっ最さい中ちゆうに翼つばさをもぎとられたような思いで、エルルファイはようやく次の命令を口にする。

「上うわ手て回し……いや、下した手て回しだ！　面おも舵かじを切ってくれ！」

　風を捉とらえ損そこねるリスクを恐れるあまり、太母の判断は慎しん重ちように傾かたむいた。これまでの大だい胆たんさが噓うそのように腰こしの引けた指示。──分ぶ厚あつい羽う毛もうの下から、彼女の船乗りとしての地金が露ろ呈ていする。

「全マストは早く帆ほを減らすんだ！　このままでは危ない──」

　はたしてその失しつ態たいを、気まぐれな風の神は見逃さなかった。

「───なッ!?」

　暗い空を稲いな光びかりが白く染そめ上げた瞬しゆん間かん、まるで天てん罰ばつのように、「白はく翼よく丸まる」の船体に激げき烈れつな風ふう圧あつが襲おそいかかった。軋きしみを上げる間もなくロープが千ち切ぎれ飛び、烈れつ風ぷうを正面から受けたフォアマストの帆が二枚、ずたずたに破やぶれて空を舞まう。破は壊かいは一いつ瞬しゆんにして行われ、クルーたちには何の抵てい抗こうも許ゆるされなかった。

「うわぁああ──ッ！」「畜ちく生しようッ！　フォアコース・トゲンスル共に破は損そんッ！」

　船上に響ひびき渡わたる悲ひ鳴めいの合がつ唱しようを、彼らの指し揮き官かんは呆ぼう然ぜんと聞いていた。気まぐれな風の一いち撃げきで、「白翼丸」が受けた被ひ害がいは計はかり知れない。しかも、その現実をエルルファイが受け止めきる前に、さらなる猛もう威いが左さ舷げんから迫せまってきた。

「た、太母様、あれを……！　大おお波なみが来ます！」

　我われに返った彼女が視し線せんを移すと、そこでは大量の海水が船体を超こえる壁かべとなって押し寄せていた。その巨きよ大だいな圧あつ迫ぱく感かんに、エルルファイは戦せん慄りつする──すでに到とう達たつまで間がない！

「と──取り舵かじ一いつ杯ぱい！　船首を波に向かって立てるんだっ！」

　このままでは波に吞のまれて船そのものが転てん覆ぷくする。その末まつ路ろを避さけたければ、波を受ける面積を小さくして耐たえしのぐ他にない。誰だれにも異い論ろんはなかった。命令を受けた操そう舵だ手しゆが、速度低下のせいで極きよく端たんに利ききの悪くなった舵かじを強引に回す。

「間に合ってくれ……！」

　固かた唾ずを吞のんで願うエルルファイ。だがその時、彼女の視し界かいの端はしに信じがたいものが映る。

「───なッ」

　身みを縮ちぢめて耐たえるしかない。太母がそう判断した脅きよう威いを前に、しかし敵てきは守りを固めてはいなかった。「槍そう魚ぎよ号ごう」は斜ななめの角度で海水の傾けい斜しやに突とつ入にゆうし、そのまま波に乗ったのだ！
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「いっけぇぇええええ！」

　激しく傾かたむいた船の上に、絶ぜつ叫きようじみた女おんな海かい賊ぞくの声が響ひびき渡わたる。他のクルーたちも負けじと気き勢せいを上げるが、マシューとその部下たちはそうもいかなかった。全力でロープや手すりにしがみ付いて恐きよう怖ふに耐たえるのが精せいいっぱいだ。

「こ、こんなのアリかっ……！」

　声が裏うら返がえるのも無理はない。自みずから波なみに乗った「槍そう魚ぎよ号ごう」の船体は限界近くまで傾き、いまや船上にいる者の目からは、これまで下にあった海が横に見えるほどだ。ほんのわずかでも傾きが増せば、即そく座ざに転てん覆ぷくして海の藻も屑くずだろう。命知らずの綱つな渡わたりもここに極きわまった。

「負っけてたまるかぁぁぁぁぁぁ！」

　青ざめた顔色とは対たい照しよう的てきに、ポルミの瞳ひとみは爛らん々らんと燃えている。ある種の狂きよう気きが彼女を突つき動かし、それは同じ船のクルーたちにも確実に伝でん染せんしていた。熱に浮かされた彼らの目は一いち様ように同じことを語っている。──何も怖くはない、命は海に捨てに来たのだと！

「突っ込こめぇぇぇえええええええ！」

　針しん路ろ上じようの艦かん影えいが間近に迫せまった。迫りくる大波に船首を立てて凌しのごうとしていた敵てき艦かんは、同じ波に乗ってやって来た彼らの暴ぼう挙きよを見るや、見上げたことにその場で砲ほう撃げきを敢かん行こうしてきた。船体前方に張り出した「槍魚号」の斜しや檣しようが砲ほう弾だんを食らってへし折おれる。だが、すでに敵てき艦かんは目前。もはや勢いは止まらない！

　分厚い木材をぶち抜く轟ごう音おん。命を懸かけた波乗りの終着を告げる衝しよう撃げきが、「槍魚号」の船体を激しく突き抜けた。敵艦の横よこっ腹ぱらに衝しよう角かくが深々と食い込み、一いつ拍ぱく遅おくれて波しぶきがどっと覆おおいかぶさる。ギリギリで切った舵が船首を波側に傾け、危うく転覆を回避し──「槍魚号」の船首デッキを架かけ橋に、いまや二つの軍ぐん艦かんはほとんど地続きになっていた。

「届とどいた、ぁ……！」

　結果を見届けた瞬しゆん間かんに緊きん張ちようの糸が切れて、ポルミの両りよう膝ひざががくんと落ちた。限界を超こえた貧ひん血けつに、ここまで気力で保っていた意い識しきがたちまち薄うすれていく。もはや両手足でも体を支えていられず、彼女はデッキに倒たおれこんだ。

「ポルミニュエ海かい尉い殿どの……！」「早く船内に運べ！　衛えい生せい兵へい──ッ！」

　呼び出しから間を置かず、衛生兵の面々が昇しよう降こう口ぐちを飛び出してくる。彼らの手で担たん架かに載のせられながら、ポルミは辛かろうじて動く目をそっと船せん首しゆ側がわに向ける。

「あとは……任まかせた、よ……」

　ほとんど声は出なかった。けれど彼女には、三本のマストを透すかした船首デッキで、彼がうなずくのが見えた気がした。







　艦かん尾びデッキで女が倒たおれ込むのと同時に、反対側の船首デッキでは小太りの少年が立ち上がっていた。目の前には地続きになった敵てき艦かん。すぐにでも部下を連れて乗り込むべきだと焦あせる心に、ひと握にぎりの冷れい静せいな思考が待まったをかける。

「……勝てる、のか？　このまま総力戦になったら……」

　無む視しできない危き惧ぐに駆かられて、マシューは視し線せんを背はい後ごに巡めぐらせる。船首デッキに駆けつけてくる水すい兵へいたちの数はお世せ辞じにも多いとは言えない。無理もなかった。ただでさえ砲ほう撃げきで負ふ傷しよう者しやが続出している上に、さっきの無む茶ちやな操そう船せんで精せい根こん尽つき果はてた者が多いのだ。

「き、切り込みますか、隊たい長ちよう殿どの……おぇっ」「た、立て、お前ら……」「……うげぇっ……！」

　加くわえて、マシューの部下たちも大半がこの有あり様さまだ。吐はいているだけならましなほうで、激げき烈れつな船ふな酔よいに膝ひざが立たない者もいる。マシュー自身も嘔おう吐と感かんを気力で押さえつけている状じよう態たいで、これではとても、まともに白はく兵へい戦せんが行えるとは思えない。

「……敵の状態が、これよりひどいってことはないだろうな。そもそも向こうには砲撃のダメージがないんだから、その分だけ戦力は温おん存ぞんしているはずで……くそっ、どうすりゃいい！」

　考えれば考えるほど不利が見えてきて、マシューは頭を抱かかえた。──長く悩んでいる暇ひまはない。今はまだ敵が怯ひるんでいてくれるが、こちらが乗り込んで来ないと分かれば逆に攻せめてくる。そうなれば勢いまで持っていかれて、いよいよ敗北は確実だ。

「だからって……手の打ちようがあんのかよ、こんなの！　目の前に敵がいるのに、こっちに戦たたかえる兵士が足たりないんだから、もうどうにも……！」

　煮に詰つまってヒステリーを起こしかけるマシューの思考。そこにふと、記き憶おくの引き出しを自みずから飛び出したように、ひとつの声が浮かび上がってきた。

　──「楽らくな戦争」こそが「正しい戦争」なんだよ！

「────あ……」

　その瞬しゆん間かん、硬こう直ちよくしていた彼の意い識しきが力みをなくして、不ふ思し議ぎなほどにスッとほぐれた。

「……そうか。囚とらわれちゃ、ダメなんだ」

　独ひとり言ごちて、マシューは自分の視し野やの狭せまさを戒いましめた。──白兵戦に勝つことが目的じゃない。それは戦せん術じゆつ目標のひとつで、要ようするに「戦争に勝つ」ための手段に過ぎない。その方法が使えなくなったのなら、他に切り替えればいいだけの話じゃないか。

　戦争には勝ちたい。だが、これ以上の戦せん闘とうは何としても避さけたい。そう考えた指し揮き官かんが現場で行うべきことは何か。そこまで思し考こうを進めた瞬間、答えは半なかばひとりでに、彼の口を突ついて出ていた。

「……交こう渉しよう旗きを用意しろ！」

　小太りの少年が強い口く調ちようで命じる。聞いた副ふく官かんが、すぐさま荷物の中から丸めた旗はたを取り出して広げた。近くにいた別の兵士も、それを掲かかげるための棒ぼうを取りに走る。

　その準じゆん備びを横目に、船せん首しゆデッキにいる全すべての兵たちに向かって、マシューは声を張り上げた。

「まだ立てる者は、服ふく装そうと姿し勢せいを整えておれに付いてこい！　──敵てき艦かんに乗り込むぞ！」







　突とつ撃げきを受けたキオカ艦かん隊たい旗き艦かん「白はく翼よく丸まる」船上では、エルルファイが混こん乱らんに陥おちいりかけた兵たちを必ひつ死しにまとめなおしていた。すぐにも切り込んで来るだろう敵に対して、彼女たちも今まさに迎げい撃げきの準備を整えたところだ。

「いいかい、みんな！　敵も必死で来るだろうが、こちらに乗り込ませてはならないよ！」

　太たい母ぼの命令に応えて、ずらりと並んだ銃じゆう身しんが隣りん接せつする敵艦の側に向けられる。──敵の姿すがたが現れ次し第だい、片かたっ端ぱしから蜂はちの巣すにしてやる。そう決めて待まち構える彼らの視し界かいに、しかし次の瞬しゆん間かん、意外なものがはためいた。長い棒に高々と掲げられた、紅こう白はく縦たて縞じまの旗はただ。

「交こう渉しよう旗き……？　射しや撃げきは待まつんだ！　全員、武器を構かまえたまま待たい機き！」

　相あい手ての意い図とをいぶかしみながらも、太母はとりあえず出方をうかがうことに決めた。副ふく官かんに命じて「交渉受入」を意味する紅白横縞の旗を掲げさせると、敵艦に向かって声を張り上げる。

「交渉に応じよう！　こちらの艦に少人数で上がってきたまえ！」

　それを聞いてようやく、「槍そう魚ぎよ号ごう」から帝てい国こく兵へいたちが乗り込んできた。軍ぐん服ぷくの見た目からして、正せい規きの水すい兵へいではなく陸りく軍ぐんの兵隊のようだ。指し揮き官かんらしき人物は十代そこそこの少年で、その事実もエルルファイを驚おどろかせた。

「えっと、その……帝国陸軍……じゃなくて！　お、おれは、帝国軍ぐん艦かん『槍魚号』クルーのマシュー・テトジリチ少しよう尉いだ。艦かんの代表として、そっちの指揮官と交渉したい」

　土つち気け色いろの顔でつっかえつっかえ話す相手の様よう子すに、さすがの太母も少し毒どく気けを抜かれた。

「……キオカ軍艦『白翼丸』代表のエルルファイ・テネキシェラだ。交渉には応じるよ。けれど先に聞かせてくれ。陸軍少尉のきみが、なぜ艦の代表なんだい？」

「今までの戦せん闘とうで、艦長とその代役が三人続けて倒たおれているんだ。いま艦に残っている士し官かんに万一があると、操そう船せんの指揮を取れる人間そのものがいなくなる。だから交渉にはおれが出た」

　窮きゆう状じようを赤せき裸ら々らに明かされて、エルルファイは目を丸くした。苦にが々にがしい表情で説明する姿には、およそ駆かけ引きの気け配はいというものが感じられない。

「……事情は分かったよ。それじゃ、そちらの提てい案あんを聞こうか」

　彼女に促うながされると、二度ほど深しん呼こ吸きゆうして、小太りの少年は告つげた。

「──まず、戦闘の中断。それから、お互たがいに協力して港に入りたい」

　示しめされた提案は、キオカの兵士たちに揃そろって首をかしげさせるものだった。

「……今ひとつ判別しかねるんだけど、それは降こう伏ふくすると言っているのかな？　それとも降伏しろと言っているのかな？」

「どっちも違ちがう。この二に艦かんに関して言えば、もう勝ち負けに意味はないんだ」

　急に達たつ観かんしたようなことを言われて、エルルファイはいよいよ困こん惑わくする。そこにマシューが言こと葉ばを継ついだ。

「……この荒れた海に、ダメージを受けた船がいつまでも留まっているのは危険すぎる。さっき突とつ撃げきを受けたし、そっちも艦かん内ないでは浸しん水すいが始まっていると思う。交こう戦せんの継けい続ぞくはもう現実的じゃない。互たがいに助け合って陸に戻るべきだ」

　思いがけない角度から諭さとされて、太たい母ぼもまた、荒あれる一方の海面に視し線せんをやった。

「なるほど、一いち理りあるね。……でも、それは勝しよう敗はいの所しよ在ざいを明めい白はくにしてからだ。いくら非常時だろうとも、降こう伏ふくしたかどうか分からない者を港に迎え入れるわけにはいかないよ。その提案を受け入れるのは、そっちが全面降伏した時だ」

「だから、それにはもう意味がないんだって……」

　マシューはあくまでも繰くり返す。不ふ毛もうなやり取りに感じられて、太母は業ごうを煮にやした。

「意味ならある！　武ぶ装そう解かい除じよしたきみたちを波なみの穏おだやかな湾わん内ないまで送り届とどけたら、わたしたちは再ふたたび海かい戦せんを続けなければならない！　艦かん隊たいの命めい運うんをかけた戦争の真っ最中に、捕ほ虜りよ以外の敵勢力を後方に送れるわけがないだろう！」

　強い口く調ちようで反論する彼女に、マシューは目を伏せてかぶりを振った。

「そこからもう間ま違ちがってるんだ。──望ぼう遠えん鏡きよう、あるよな？　それで向こうを見てくれ」

　そう言って少年が指差したのは風かざ下しもの方角、帝てい国こく・キオカそれぞれの艦隊が入り混じって戦たたかう海かい域いきだった。今なお激戦が繰くり広げられているはずの場所。そこに、懐ふところから取り出した望遠鏡で、エルルファイは苛いら立だち交じりに視し線せんを送って──数すう秒びようと置かず、全身を硬こう直ちよくさせる。

「分かっただろ。──海戦なら、もう終わってる」





＊






「──おーっほっほっほ！　大たい漁りようよ、大漁よぉ！」

　帝国艦隊旗き艦かん「黄こう竜りゆう号ごう」の船上に高笑いが響ひびき渡わたる。その発はつ生せい源げんである美び貌ぼうの男性──エリーネフィン・ユルグス海かい軍ぐん大たい将しようは、自分の乗る巨きよ艦かんが左右・後方に従したがえた僚りよう艦かんの姿に、すっかり上じよう機き嫌げんでいた。

「ダンミエ、なるべく景けい気きよく報ほう告こくなさい！　アタシたちの現状はどうなの!?」

「……は。残ざん存ぞん艦かん二十四隻せきに加くわえて、拿捕したキオカ艦が十一隻。──総数にして三十五隻。開戦当初と比ひ較かくしても、全体の差し引きで、戦力の減げん耗もうは軽けい微びです。大たい将しよう殿どの」

「そーゆーことよぉ！　おーっほっほっほぉ！」

　高笑いが勝かち鬨どきとなって荒れた海を走る。そんな彼が乗る「黄竜号」の周しゆう囲いには、開戦当初と遜そん色しよくのない数の軍ぐん艦かんが列を成して浮かんでいた。……だが、その顔かお触ぶれは以前と異ことなっている。三分の二は激げき戦せんを経へて生き残った帝てい国こく艦かんだが、残る三分の一はバークの船型のキオカ艦だ。ただし、今はいずれも共通して、帝国の軍ぐん旗きをメインマストに掲かかげている。







「──いやはや。やってくれるとは思ったけど、この手て際ぎわは予想以上だった」

　その艦かん隊たいの一角をなす帝国軍ぐん艦かん「新しん月げつ号ごう」の船せん首しゆデッキで、黒くろ髪かみの少年は呆あきれ交まじりの感心を顔に浮かべていた。スーヤを含ふくむ部下たちも背はい後ごでうなずいている。

「制圧した敵艦を即座に奪って操る。言うのは簡かん単たんだけど、実行となると並なみ大たい抵ていの真似まねじゃない。まず敵クルーを完全に無力化しなきゃならないし、それが済すめば今度は、適てき切せつな人員を船の各所に配備する必ひつ要ようがある。構こう造ぞうも取り回しも異なる敵国の軍艦を扱う──そのための訓くん練れんを受けてきた水すい兵へいたちを」







「──でも本人たちにとっては、きっと特別なことじゃないんだろうな。制せい圧あつしたということは奪うばったということで、奪ったものはその瞬しゆん間かんから自分たちのもの。彼らはたぶん、ずっと昔むかしからそう考えて疑うたがっていない」

　帝国軍艦「日にち輪りん号ごう」の艦かん尾びデッキ。まだ砲ほう身しんに温かみを残す対物エアライフルの傍かたわらで、役目を終えたトルウェイが、同じように艦隊の様よう子すを眺ながめている。

「キオカの従じゆう来らい艦かん部ぶ隊たいの作戦は、まず風かざ上かみから体当たりした上で、そのまま最悪でもこっちの艦を道連れにするというものだった。一人ひとり一いつ殺さつならぬ一いつ艦かん一いつ沈ちんかな。……でも、少しだけ見込みが甘あまかった。敵てき艦かんの拿だ捕ほ・転用は普通なら何時間もかかる大仕事で、敵もそう見込んで作戦を立てていたはずだけど──」







「──そんな大仕事を、帝国海軍は息いきをするように短時間でやってのけたわ。まさに海かい賊ぞく軍ぐんの面めん目もく躍やく如じよといったところね。新たな艦を奪って操あやつる時に、不足した人員を『黄こう竜りゆう号ごう』から補ほ充じゆうできたのも大きかったでしょう」

「猛もう虎こ号ごう」の船首から辺りを眺ながめつつ、ヤトリもつぶやいていた。そんな彼女の横には、「放っておくと油ゆ断だんならない」という理由で見張られているグレーキの姿すがたもある。手足をロープで縛しばられた上で猿さるぐつわまで嚙かまされた海かい兵へい隊たい長ちようには、もはや隣となりの少女に恨うらめし気な視し線せんを送るのが精せい一いつ杯ぱいだ。

「残ざん存ぞん艦かん数すうの差が大きくなるにつれて戦せん闘とうは楽らくになったから、この結果だけを見ると大たい勝しようね。実際には、こちらの被ひ害がいも決して少なくなかったのだけれど……当初の不利を思えば、これでも上じよう々じようの結果と見るべきでしょう。何にせよ、この時点で大たい勢せいは決けつしたわ」





＊






「──分かるだろ。残りの爆ばく砲ほう艦かんじゃ、もうこの戦せん況きようは引っくり返せない」

　望ぼう遠えん鏡きようを覗のぞき込んだまま動かないエルルファイに、マシューはなるべく重々しくそう告つげた。彼の試みはつまり、敵てき将しように敗はい北ぼくを認みとめさせるための説せつ得とくに他ならなかった。

「ここで勝ち負けを争あらそったところで、もう何も意味はない。無む駄だに血が流れるだけだ。互たがいにこれ以上の犠ぎ牲せいを望まないなら、このまま二に隻せきで港に入るのがいちばんいい」

「…………」

「それでもそっちが戦たたかい続けるっていうなら、もう仕し方かたない……。おれたちも腹はらを決めて、味み方かたの艦が追い付いて来るまで、おまえらをここに釘くぎ付づけにするよ。こっちは見ての通りのザマだけど、時間を稼かせぐだけなら出来なくはない。他の爆砲艦と合流されるよりは、味方の被ひ害がいが少なくて済すむだろうしな……」

　最後が若じやつ干かん投げやり気ぎ味みに響ひびいたのは、もはや詭き弁べんを弄ろうするだけの理性がマシューに残っていないからだった。吐はき気けとめまいが絶ぜつ望ぼう的てきにひどくて、こんな苦しみがまだ続くなら、正直もうどうにでもなれと──半なかば本気でそう思っているだけに、声にも妙みような迫はく力りよくが宿やどっている。

「……きみたちに気を取られている間に、肝かん心じんの戦せん局きよくを見落とすなんてね……」

　ようやく望遠鏡から目を離はなして、エルルファイは苦い面おも持もちで言う。そろそろ相手の声を聞き取るのも辛つらくなってきたが、マシューは残りゼロに近い気力を振り絞しぼった。

「うぷ……いや、まぁ、それは結けつ果か論ろんっていうか……。おれたちが爆砲艦を抑おさえにいったのも本ほん命めいだったし、まさか旗き艦かんと一対一であんなに競せり合うとも思わなかったし……」

「この艦かんが旗艦だと知っていたのかい？　一体いつから……」

「信号の出方から、仲なか間まが見抜いたんだよ……。ていうか、ホント悪い、その辺の説明は後でもいいか。別にいいよな？　早めに交こう渉しようだけ済すませちゃいたいんだよ。なぁほら、天気すごく悪いし、船もこのまんまじゃ危ないだろ？」

　本当に危ないのは彼の胃い袋ぶくろで、それは口く調ちようからも顔色からも一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。そんな交渉人の様よう子すをじっと見つめていると、エルルファイはなぜだか、張っていた精神が急激に緩ゆるむのを感じて──よく分からない葛かつ藤とうの末すえに、ふぅ、とため息いきをついた。

「──ずるいね、きみは。愛あいする子供たちを殺した帝てい国こく兵へいのひとりなのに、不ふ思し議ぎと怒いかりをぶつける気にもならない。……それどころか、交渉を長引かせていると、まるでこちらが悪いことをしているような気分になってくる」

　もはや何を応こたえる気力もなく、小太りの少年は直ちよく立りつ不ふ動どうの姿し勢せいだけを固こ持じして相あい手てを見つめる。そんな彼と向き合いながら、白はく翼よくの太たい母ぼは内心で自じ軍ぐんの兵士たちに謝あやまった。──自分の両りよう翼よくはついに、愛あいする子供たちに勝利を運んでやれなかったのだと認みとめつつ。

「──提てい案あんを吞のむよ。わたしも無む駄だな流りゆう血けつは望まない性質たちだ。協力して港に入ろう」

　待まち望んでいた返答が敵てき将しようからもたらされた瞬しゆん間かん、マシューは作さ法ほうに則のつとって「英えい断だんを感かん謝しやする」と言おうとした。──確たしかに言おうとしたのだ。

　だが、代わりに口から出たのは、これまで抑おさえに抑えた挙あげ句くに胃い袋ぶくろを逆ぎやく流りゆうしてきた全すべてだった。体の中なか身みが空からっぽになってしまいそうな嘔おう吐とというものを、少年は生まれて初めて経けい験けんする羽は目めになった。
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「──なぁ、エルルファイ君。僕ぼくという人間に、個人の性せい生せい活かつについて口出しする趣しゆ味みがあるように見えるかい？」

　西向きの窓まどから差し込む陽よう光こうで、部へ屋やの中は健けん康こう的てきに明るい。だが、部屋の中ちゆう央おうで椅い子すに腰こしかける軍ぐん服ぷくの少女からすると、窓の手前で席せきに着いた男の顔はむしろ逆ぎやつ光こうで見えにくかった。

「見えなくもない、かな」

　少女が減へらず口を叩たたいた。光と影の極きよく端たんなコントラストの中、分ぶ厚あつい樫かしの木のテーブルの上で、男の手は組み合わさった金きん属ぞくの輪わを執しつ拗ようにもてあそんでいる。彼女はじっとその手て元もとを見つめていた。

「釈しやく明めいさせてもらうと、それは誤ご解かいだ。私はその時々の都つ合ごうによって色々な話を作ったり揉もみ消したり捻ねじ曲げたりするが、私自じ身しんが誰だれよりも自由を愛あいしているという一点においてのみは、どのような捏ねつ造ぞうも虚きよ飾しよくも存そん在ざいしない。そこには性生活の自由ももちろん含ふくまれる。公共の利益に反しない限り、どのような性せい癖へきでも問題は皆かい無むだ。大いに励はげんでもらって構かまわない」

「それだとわたしも助かるなぁ」

「公共の利益に反しない限りは、ね。仮かりにも高こう等とう士し官かんの候こう補ほ生せいが、相あい手てを選ばず夜よな夜な乱らん交こうというのは、残念なことに色々な利益を損そこなう恐おそれがあるんだよ」

　ぎぃ、と男の腰かけた椅子が軋きしむ。黒くろ革かわを張った腰こし掛かけに、シワひとつないブレザーとズボンの紺こん色いろが、融とけ合う手前で調ちよう和わしていた。

「わたしは別に、日につ中ちゆう街まち中なかで堂々としても構わないのだけれど」

「露ろ出しゆつ癖へきが公共に及およぼす悪あく影えい響きようについては議論の余よ地ちがある。が、今日の論点はそこじゃない」

　知ち恵えの輪をもてあそぶ手を一いつ旦たん止めて、男はじっと少女を見つめた。

「君くらいの娘むすめが極きよく端たんな性行動を繰くり返すのは、内面における何らかの欠けつ落らくの表れだと僕は考えている。包つつみ隠かくさず話して欲ほしい。本当のところ、君は男との触ふれ合いに何を求めている？」

「…………」

「君は賢かしこい。ただ快かい楽らくだけを目的とした性行に耽たん溺できしていられないくらいには。おそらく、自分の欠落についての自じ覚かくはあるはずだ。例えば、そう──求めながら得えられなかった父ふ性せいへの憧あこがれだとか」

　どうだ正解だろう、と言わんばかりに男は口くち元もとを釣り上げる。が、当の少女がきょとんと首をかしげているのを見ると、あっさり真ま顔がおに戻って知恵の輪との格かく闘とうを再開した。

「気にしないでくれ。僕ぼくの一発目の推すい理りはよく外はずれる」

「そう分かっているなら、なぜ自信満々に言うんだい？」

「自信のないことほど自信があるように言うのは政せい治じ屋やの基本だよ。君も覚えておくといい」

　その言い分がおかしくて、少女はくすりと口元を緩ゆるめた。その間も休みなく知ち恵えの輪わに挑ちよう戦せんし続ける男に、少し迷まよってから、少女はそっと心しん中ちゆうを打ち明ける。

「さっきの推理と、ちょうど逆ぎやくかな。……わたしが欲ほしいのは、父ではなくて子供なんだ」

「ほう？」

「血を分けた子が欲しい。この先の人生は、その子に愛あいを注そそいで生きてゆきたい」

「それは、鷹たか匠じようの技わざを伝える後こう継けい者しやが欲しい──ということかな」

「そういう想おもいもある。ただ、それ以上に独ひとりが寂さびしいんだ。この国の人々はわたしを除のけ者ものにしないけれど、両手を広げて受け入れてもくれない。誰だれとの間にも越こえられない溝みぞが横たわっているようで、それを実感してしまった時、とても辛つらい……」

　自分で肩かたを抱だいて少女は言う。男の手の中で、複ふく雑ざつに絡からんだ金きん環かんの一部分が外れた。

「そうか。つまり君は、キオカでの暮らしの中で疎そ外がい感かんを感じているというわけだね」

　納なつ得とくのいった風ふうにうなずいて、男は知恵の輪を間に挟はさんだまま手を組んだ。

「よく打ち明けてくれた。大いに反省しよう。君がこの国を住みにくいと感じている以上、その責せき任にんの一いつ端たんは僕にある」

　力強く請うけ負おった上で、男は再ふたたび少女に視し線せんを戻す。

「──しかし。具ぐ体たい的てきな対たい策さくを考える前に、ひとつ確かく認にんしておきたいことがある」

「？　なんだい？」

「簡かん単たんなことだよ。君は子供を作りたいから男と性せい行こうを繰くり返してきたと言った。だとすると、その際さいに避ひ妊にんはしていなかったはずだね？」

「ああ、うん。考えたこともない」

「では、その行動が日にち常じよう化かしたのはいつ頃ごろから？」

「たぶん……三年くらい前から」

「性行の頻ひん度どはどのくらいだった。月に数回程てい度どか」

「月に……ええと、ちょっと待ってくれ……」

　両手の指を使って数え出した少女が、それでも足たりずに暗あん算ざんを始める姿すがたを眺ながめると、男は深くうなずいて「よく分かった」と告つげた。

「やはり、懸け念ねんは当たっていたようだ。となると、おそらく君にとっては辛い話になる──いや、首しゆ尾びよく子供が出で来きていても、それはそれで大変だったんだが」

「……何を言っているんだ？」

「医い学がく的てきな見解だよ。──君は不特定多数の男性との頻ひん繁ぱんな性行を三年に渡わたって続けていた。にもかかわらず、未いまだに妊にん娠しんの兆きざしがない。ここまでは間ま違ちがいないね？」

「……うん……」

「だとすれば、残念だが僕ぼくは診しん断だんを下さざるを得ない。──君は不ふ妊にん体たい質しつだ、エルルファイ君。この先どれだけ多くの男と交まじわっても、おそらく子こ宝だからに恵めぐまれることはない」

　そう宣せん告こくされた瞬しゆん間かん、少女の世界が根こん底ていから揺ゆさぶられた。男の手の中で再ふたたび、金きん環かんの一部分が音を立てて外はずれる。

「……そんな、はず……」

「信じたくないだろうね。だが同時に、僕が噓うそをついているとも思わないだろう。君自じ身しんにも焦あせりや疑ぎ問もんはずっとあったはずだ。いつまで経たっても子供が出で来きないのだから」

「…………」

「君が望むなら医い者しやを紹しよう介かいしてもいい。ただ、不妊体質の治ち療りよう法ほうというのは現在の医い療りように存そん在ざいしていない。おまじないのレベルを除のぞいてはね。君が納なつ得とくするまで、診断はさっきの結論の繰くり返しになるだろう」

　男が淡たん々たんと口にした言こと葉ばが、少女の胸むねを容よう赦しやなく串くし刺ざしにする。異い郷きように独ひとり生きながら抱いだいた唯ゆい一いつの希望が、ガラガラと音を立てて崩くずれ落ちていく。

　心しん棒ぼうを失った彼女の魂たましいが宙ちゆうに浮いた瞬間、悪あく魔ま的てきなタイミングで、男は再び口を開いた。

「だがエルルファイ君。少し考え方を変えれば、君の願いを叶かなえることは難むずかしくない」

「……え？」

「君は愛あい情じようを注そそぐ対たい象しようが欲ほしいのだろう？　ならば、必かならずしも血を分けた実じつ子しである必ひつ要ようはないはずだ。君の愛を素す直なおに受け入れ、母として慕したってくれる相手がいれば、それはすでに親子と呼んでもいい関かん係けい性せいだ。君の孤こ独どくは触ふれ合いの中で癒いやされるだろう。少なくとも試ためす価か値ちはある」

「……わたしに孤こ児じを引き取れ、と？」

「その通りだ。君の故こ国こくラオがそうであったように、キオカは周しゆう辺へんの滅ほろんだ国々から多くの難なん民みんを受け入れている。その中には当然、戦せん乱らんで両親を失った者も多く含ふくまれるのでね」

「…………」

「分かるだろう。彼らこそ、君と同じ孤独を抱かかえた存在。君が母となるべき子供たちだ」

　宙に浮いた少女の心を、男の提てい案あんが柔らかく包み込む。新たな光を与えられた精神が鼓動を再開する。

　満まん足ぞくげに微笑ほほえむ男の手の中で、ガチンと音を鳴らして、知ち恵えの輪わが完全に解とかれた。

「今後は乱らん交こうさえ控ひかえてくれれば、特別なことは何もしなくていい。今まで通りに海かい軍ぐん士し官かん学校で学びながら、もう少しだけ我が慢まんして待まっていなさい。君の望むものは僕が手配する。そう長くはかからない」

　時じ刻こくが夕方に近付き、窓まどから差し込む西日がさらに強くなった。逆ぎやつ光こうに目を細めながら、少女はすがるように男を見つめた。笑えみを深めた口くち元もとだけがはっきりと見える。

「約やく束そくする。──遠くない未み来らい、君は確かに、愛あいする子供たちから母と呼ばれているだろう」







「────む」

　簡かん素そな木き椅い子すに座すわってまどろんでいたエルルファイだが、部へ屋やのドア越ごしに足音が聞こえると、それで瞬しゆん時じに目を覚ました。気を引き締しめて立ち上がり、軍ぐん服ぷくの上着を着込んでボタンを留めたところで、タイミングよく扉とびらがノックされる。

「どうぞ」

　彼女が許きよ可かを出すと、静かにドアを開けてひとりの男性が入ってきた。陸りく軍ぐんの軍服に中ちゆう尉いの階かい級きゆう章しようを付けた、予想よりもずっと若い黒くろ髪かみの少年だ。

「おはようございます、テネキシェラさん。昨さく夜やはよく眠れましたか？」

　気さくに問われて、太たい母ぼは目を丸くした。捕ほ虜りよにした敵てき将しように対して「さん」付けとは、階級の割わりにずいぶん馴なれ馴れしい相あい手てだ──そういぶかしみながらも、彼女は冷れい静せいに応じる。

「ぐっすり眠れたよ。ここはもともとわたしたちの基地だからね、当然だろう？」

「だとしたら、あなたは驚きよう異い的てきに寝ね相ぞうのいい人だなぁ」

　窓まどのない部屋の片かた隅すみに置かれたベッドに視し線せんをやって、感心したように黒髪の少年は言った。エルルファイは黙もく殺さつする。敷しかれたシーツがまったく寝ね乱みだれていないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「きちんと眠らないと肌はだが荒あれちゃいますよ。あなたにそれはもったいない」

「きみに心配されることじゃないな、帝てい国こく軍ぐん人じん。わたしはまだ、きみの名前も知らないのに」

　彼女が非ひ難なんを込めて視線を向けると、少年はにっこり笑ってうなずいた。

「失礼しました。僕は帝国陸軍中尉のイクタ・ソロークという者です。こっちはパートナーの光ひかり精せい霊れいクス。どうぞ気さくにイッくんと呼んでくだされば」

　その名乗りを聞いた途と端たん、エルルファイの目め尻じりが一いつ気きにつり上がった。

「……きみが、あのジャンに苦く汁じゆうを舐なめさせた英えい傑けつか」

「知っていてもらえるのは嬉うれしいんですけど、そういう見られ方はなんだかなぁ」

「他にどう見ろというんだい。それにしても、まったく、そういうわけか……先日の敗はい北ぼくがようやく腑ふに落ちたよ。帝国海かい軍ぐんにわたしたちを打ち破やぶる知ち恵えを授さずけたのはきみだね？」

「いやいや、僕は怠なまけていただけですよ。今回は仲なか間まが頑がん張ばってくれましたから」

　肩をすくめてそう言って、彼は部屋の奥まで歩いていき、ごく自然にベッドへ腰こし掛かけた。

「少し、話がしたいんですが。構いませんか？」

「わたしは捕虜で、きみたちが勝しよう者しやだよ。尋じん問もんなら好すきにすればいい」

「いや、軍ぐん事じとはほとんど関係のない話でして。僕の個人的な興きよう味みと言いますか」

　黒い瞳ひとみが太母の顔をまっすぐ見つめる。そこには一いつ切さいの敵てき意いが含ふくまれず、むしろ親しん愛あいの輝かがやきを宿やどしてさえいた。エルルファイは相手の意い図とを測はかりかねた。

「あなたはなぜ、海かい軍ぐんの兵士たちから『母』と呼ばれるんですか？」

　予想もしない質しつ問もんだった。少年の考えていることがますます分からなくなって、彼女は質問に質問で返す。

「……そんなことを知ってどうするんだい？」

「あなたを知りたい。それ自体が目的ですよ、エルルファイ・テネキシェラさん」

　太たい母ぼは憮ぶ然ぜんとして押し黙だまった。いくら捕ほ虜りよの立場でも、私し的てきな過か去こまで追つい求きゆうされる謂いわれはない──そう思った彼女が心を閉ざしかけるのを肌はだで感じてか、イクタは自分から口を開く。

「十年ほど前まで、僕ぼくにも母がいました。世界でいちばん優やさしくて素す敵てきな女ひとでしてね。もし今の僕の中に善ぜん性せいと呼べるものがあるとすれば、その大おお方かたは母から受け継ついだもののはずです」

「…………」

「だからでしょうか、僕はいつも年上の女性に目が行きがちでして。とりわけ泣いている女ひとは見み過すごせない性しよう分ぶんなんですが」

「……誰だれが泣いていると言うんだい？」

「あなたは母です。子供を失った母親が、泣かないはずはないでしょう？」

　少年が静かに言い放った言こと葉ばは、太母にとっては予想もしない一いち撃げきだった。固い殻からの内側を直接打たれたように、彼女の口くち元もとが震ふるえる。

「海かい戦せんが終わってからというもの、捕虜にした兵士たちが、口を揃そろえてあなたの助じよ命めいを乞こうんですよ。自分たちはどうなってもいい、だが太母様の命だけは助けてくれ、とね。……普通は逆ぎやくです。悪いのは全すべて命令した指し揮き官かんだから、自分たちの命だけは助けてくれ──敗はい残ざんの部下ってのはそうなるもんでしょう」

「……彼らが、そんなことを……」

「暇ひまさえあれば大だい合がつ唱しようですよ。おかげであなたを隔かく離りしておくのもそろそろ限界だ。今日明日にでも呼ばれると思いますから、どうにかなだめてやってください」

「許されるならそうさせてくれ。あの子たちを守るべきは、わたしなんだ」

　太母が強くうなずきを繰くり返す。その様よう子すを痛いたましげに眺ながめながら、イクタは言う。

「……肌の色も言葉の訛なまりも、それぞれ微び妙みように違ちがう。あの兵士たちの大部分にはおそらく、すでに故こ国こくも家族もないんでしょうね。そういう人じん材ざいだけを集めて作ったのがキオカ海軍第四艦かん隊たいと見えます。そして──『白はく翼よくの太母』と呼ばれるあなた自じ身しんも、すでに滅ほろびたとされるラオの『鷹たか匠じようの民たみ』の生き残りだ」

「……確たしかに、そうだよ。わたしの艦隊は、故ふる郷さとを亡なくした人々の寄せ集めだ」

「なるほどね……キオカらしいといえばらしい。多た民みん族ぞく国家の名の下もとに愛あい国こく心しんを育みつつ、軍隊組織に重ねた疑ぎ似じ家族を作り上げる。ルーツを失った人間の欠けつ落らくをうまく利用したやり方だ。感心するほどよく出で来きている──考えた奴やつが最低に悪あく趣しゆ味みってところを除のぞけば」

　苦にが々にがしい面持ちでイクタは評ひようする。それを聞いた瞬しゆん間かん、太母の頭にかっと血が上った。

「……子を産めない女の気持ちが、きみに分かるのか！」

　口を突ついて出た叫さけびは、窓まどのない部へ屋やの中に長く残ざん響きようした。その言こと葉ばの意味を理解するにつれて、少年の顔がみるみる引きつっていく。

「まさか、それが理由だと……？　あなたが大おお勢ぜいの兵士の母親役を務つとめているのは」

「ああ、その通りだよ！　このお腹なかは子供を宿やどせなかった。多くの人々と同じやり方では、わたしは永えい遠えんに母になることが出で来きなかった！　だからこそ、わたしを母と慕したってくれる彼らに愛あい情じようの全すべてを注そそぐと決めたんだ……！」

「非科学的だッ！」

　瞬しゆん時じに沸ふつ騰とうしたイクタがベッドから立ち上がった。早足でエルルファイに詰つめ寄ると、その両りよう肩かたをつかんで揺ゆさぶりながら、彼は震ふるえる声で言い募つのる。

「分かっているのか、死人の出ない戦せん争そうはない！　兵の命を高たか値ねで売りさばくのが指し揮き官かんの仕事だぞ！　艦かん隊たいを疑ぎ似じ家族として営いとなみ続ける限り、あなたは戦争の度たびに我わが子を失う苦しみを繰くり返し味わうことになる！　一度でも心を引き裂さく痛いたみを、彼らの母であるがゆえに何度でも何度でも……！」

　まくしたてる少年の剣けん幕まくに、エルルファイは怒いかりを忘れて呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。自分が何を言われているのか、相あい手てが何に対して怒おこっているのか──彼女にはとっさに理り解かいできなかった。

「その方法では救われないんだ！　愛は注いだ端はしからこぼれ落ちていくだけだ、子を失った母の悲ひ嘆たんが無限に積み重なるだけだ！　いつかその重みに耐たえきれなくなった日に、あなたは絶望の底で破は滅めつする！　何の報むくいもない人生の末まつ路ろを迎むかえてしまう……！」

「イクタ。落ち着いてください、イクタ」

　腰こしのポーチからクスが諫いさめる。それではっと我われに返って、少年は太たい母ぼから身みを離はなした。

「……失礼、取り乱みだしました。乱らん暴ぼうな真似まねをしてすみません」

「……きみは、何に対して憤いきどおっているんだ……？」

　戸と惑まどいをありありと顔に浮かべて、エルルファイは目の前の少年に疑ぎ問もんを示す。なおも言葉を重ねようとしたイクタだが、実行の直前で気が付き、ぐっと口を閉じた。──彼女の心に触ふれるには、そのもつれを解きほぐすためには、今はあまりに時間がなさ過すぎる。

「……くだらない戦争が一段落したら、また必かならず会いに来ます。お願いですから、それまでは大人しく捕ほ虜りよをやっていてください」

　苦く渋じゆうの面おも持もちで告つげて、イクタは身をひるがえした。ドアに向かって重い足取りで歩きながら、彼はふと思い出して付け加くわえる。

「──そうだ。あなたの愛あい鳥ちようですが、『白はく翼よく丸まる』の砲列デッキの隅すみでうずくまっているところを、ウチの兵士に保ほ護ごされました。翼つばさに弾たまを受けていますが、少なくとも骨ほねに損そん傷しようはないようです。また飛べるようになるかどうかは分かりませんが……」

「──ミザイがっ!?　ほ、本当かい……！」

「おそらく今日中に会えると思います。真っ先に伝つたえるはずが、最後になってすみません。……では、これで失礼します。次に会う時まで、どうかお元気で」

　そう言い残して部へ屋やを出ると、黒くろ髪かみの少年は静かにドアを閉める。エルルファイは喜よろこびと戸と惑まどいを半々に抱かかえて相手を見送った。イクタ・ソロークが何のために自分のもとを訪おとずれたのか、彼女にはついに察することが出で来きなかった。







　激げき闘とうの末すえに海かい戦せんを制した帝てい国こく海かい軍ぐん第一艦かん隊たいは、敵てき総そう司し令れい官かんエルルファイ・テネキシェラの降こう伏ふくを受じゆ諾だく。入港と同時にニモング港を制せい圧あつし、敵てき兵へいの大部分を捕ほ虜りよとして、旧きゆう東とう域いき南なん方ぽうにおける制せい海かい権けんの奪だつ取しゆを完かん了りようした。──それが二日前のこと。

「──おや。まだ上陸していなかったのですか、ミス・イグセム」

　戦いくさの時の荒あれ模も様ようが噓うそのように晴れ渡った空の下、港内に停てい泊はく中ちゆうの旗き艦かん「黄こう竜りゆう号ごう」。その船上で雑ざつ務むをこなしていたカンロン海かい佐さは、船せん首しゆデッキの一いつ角かくに独ひとり立つ炎えん髪ぱつの少女の姿すがたを見つけて、気さくに声をかけた。

「はい、カンロン海佐殿どの。今は部下の報ほう告こくを待まっておりまして」

「結けつ構こうですが、あなた方は今日中にヒオレド鉱こう山ざんへ発つのでしょう？　出発前に少しは陸上で休んでおかないと、体から潮しお気けの抜けるのが遅おくれますよ」

「お気き遣づかい痛いたみ入ります。報告を受け取り次し第だい、おっしゃる通りにさせていただこうと思います。私もそろそろ揺ゆれない地面が恋こいしいですので」

「はは、そうですか。あの大時化の後では無理もない。しかし、乗り込んだ敵てき艦かんでは八はち面めん六ろつ臂ぴの活かつ躍やくだったと聞きますが？」

「いえ。慣なれない戦場でしたが、敵が打つ手を誤あやまってくれたのが幸こう運うんでした」

　そう言って微笑ほほえむヤトリのもとに、陸上からタラップを渡って部下たちが戻ってきた。彼らはごく小さな何かを上じよう官かんに手渡した上で、そのまま報告を耳打ちする。その様子を横目に、会話の潮しお時どきを察したカンロン海佐は、自分の仕事に戻ろうと踵きびすを返しかけて、

「──お待ちください、カンロン海佐殿」

　やや語ご気きを強めたヤトリの声が、その背中を強引に引き留めた。

「？　どうかされましたか、ミス・イグセム」

「はい、残念ながら。……陸に上がる前に、もうひと仕事あったようです」

　炎髪の少女のまとった空気が険けわしさを増す。そんな彼女から逃のがれるようにして、報告に来ていた部下たちが一いつ斉せいに走り去った。カンロン海佐もただ事でないと気付かされる。

「ついさっき、この船から鳩はとを飛ばしました。今の部下たちが報告したのは、その結果です」

「……どういうことですか？」

　いぶかしみを表おもてに出して、カンロン海佐が尋たずねる。ヤトリは固い声で話し始めた。

「海かい戦せんが始まる前、戦せん術じゆつ面めんでの課か題だい以外に、私にはひとつ懸け念ねんがありました。情じよう報ほうが漏もれることへの危き惧ぐです。敵てきの意い表ひようを突ついて風かざ下しもから攻せめる方法は今回の作戦の要かなめでしたが、これは事前に敵に伝わってしまえば、その時点で水すい泡ほうに帰きす類たぐいの奇き策さくでもありましたから」

「……ふむ……？」

「ただ、きちんと状じよう況きようを踏ふまえて考えれば、その不安を杞き憂ゆうと見ることも可か能のうでした。なにしろ当時、我われ々われは揃そろって海の真ん中にいたのです。たとえ艦かん隊たいの内部に不ふ届とどき者がいたとしても、敵てき側がわとは連絡の取りようがありません。

　しかし、そう知っていてなお、私には不安がぬぐいきれませんでした。私が乗り込んでいた『黄こう竜りゆう号ごう』の艦かん内ないにひとつだけ、その連絡を可能とする手段が存そん在ざいしていたからです」

「……それが鳩はと、ですか？」

「はい。帰き巣そう本ほん能のうを利用した伝でん書しよ鳩ばとは、時に千キロ以上の距きよ離りを飛んで情報を届けます。よって海の真まっ只ただ中なかから敵艦隊に情報をもたらすことも可能です。もちろんこれには敵の基地であったニモング港で飼し育いくされた鳩が不ふ可か欠けつですが、それを不届き者が事前に準じゆん備びしていないとは言い切れません」

　なお、伝書鳩の中にはさらに高度な訓くん練れんを施ほどこされたものも存在している。が、特別な伝令が求められるわけではない今回のケースでは、ほぼ関係のない情報と見なしてヤトリは説明を省はぶいた。

「……確かに、可能性はありますね。勘かん繰ぐり過すぎだと思いますが」

「仮かりに伝書鳩が用意されていたとしたら、その保管場所はほぼ限られるだろうと思いました。木を隠かくすには森の中──つまり、正せい規きの軍ぐん鳩きゆうに混ぜられているだろうと。それがもっとも理りに適かなっています。長い船旅の間、生きた鳩をずっと隠して持ち続けることは困こん難なんですし、仮に出来たとしても、飛ばす頃ころには弱ってしまっている恐れがある。伝書鳩の帰巣成せい功こう率りつはそれほど高くありませんから、個体数を用意出来ないことも問題でしょう。──よって私は警けい戒かいの対たい象しようを正規の軍鳩に絞しぼりました。当たりがいるとすればこの中だ、と」

「……だとすれば、対たい策さくも簡かん単たんでしたね。鳩を飛ばさなければそれで済む」

「はい、まずはそれを思い付きました。しかし、それでは当とう座ざをしのぐことにはなっても根本的な解決にはなっていません。不届き者を特定出来ればなおよし、と私はいささか欲よく張ばって考えました。──そこでユルグス大たい将しようにお会いしたんです」

「…………！」

「情報漏ろうえいのリスクを説明した時点で、伝書鳩を飛ばさない方ほう針しんにはすぐに納なつ得とくしていただけました。後方への急を要ようする連絡はありませんでしたし、当時はすでに天てん候こうも荒あれ始めていて、最初から連絡の成功率が高く見込めなかったこともあります。……そこで、私はもう一歩踏ふみ込んで提案しました。鳩は飛ばしたことにして別の場所に隠しましょう、と」

「…………ッ」

「私の懸け念ねんが当たっていた場合、正せい規きの軍ぐん鳩きゆうの中にはニモング港で育てられた鳩はとが混じっているはずです。すなわち、その鳩は飛び立った後、この港のどこかにある巣す箱ばこに帰ってきます。それを押さえることが出来れば、内ない通つう者しやの存そん在ざいを示しめす何よりの証しよう拠こになると考えました」

　そこまで話していると、いつの間にか二人の周まわりには大勢の兵士たちが集まってきていた。中にはトルウェイの姿すがたもある。彼とヤトリの部下たちに加くわえて、カトラスを手にした水すい兵へいたちもさりげなく囲いに加わっていた。

「海かい戦せんの前に飛ばしたことになっていた鳩は、巨きよ大だいな『黄こう竜りゆう号ごう』の船せん底ていに一いつ旦たん隠かくされた後、つい二十分ほど前にこの船から本当に放たれました。港内の鳩きゆう舎しやをあらかじめ把は握あくして、その全てに確認の人員を回した上で。さっきの報ほう告こくはその結果です。……そして残念ながら、船から飛ばした鳩の中に、この港の巣箱で発見されたものが三さん羽わいました」

　言いつつ、ヤトリは軍ぐん服ぷくの懐ふところに左手を入れた。幾いく重えにも折おり畳たたまれた紙し片へんが取り出される。

「この紙片は、今回見つかった鳩が運んだ連絡文のひとつです。巣箱を確認に向かった部下から、さきほど受け取りました」

　今まで握にぎり込んでいた右手から、ヤトリはもう一つの紙片を取り出して広げて見せる。

「ダンミエ・カンロン、と筆ひつ者しやの名前が記してあります。──海かい佐さ殿どの、これはあなたが書いたもので間ま違ちがいありませんね？」

　びっしりと文字の書き込まれた左手の紙片を見せつけて、ヤトリは淡たん々たんと確認した。周しゆう囲いの兵士たちが固かた唾ずを吞のんで見守る中、カンロン海佐は能のう面めんのような無表情で口を開く。

「……僕ぼくが内ない通つう者しやだと。そうおっしゃるのですか、ミス・イグセムは？」

「この連絡文を持った鳩が、この港に向けて飛ばされるはずで、その内容を書いたのはあなただった。私が突つき止めた事実は、それが全てです」

「肝かん心じんの連絡文の内容は？　今回の作戦の要よう綱こうでも書かれていましたか？」

「一いつ見けんしたところ、文面は後方への状じよう況きよう報告に思えます。しかし読み返していくにつれて、文法や表現に違い和わ感かんのある部分が多数見つかりました。暗あん号ごう文ぶんの可能性を疑うたがっています」

「あなたの主しゆ観かんに過すぎませんね。僕の普ふ段だんの文章を知っているわけではないでしょう」

「その通りです。この段階でこれが暗号文だと立りつ証しようするつもりはありません。私が提てい示じする事実は、さっきの発言で全てです。──この連絡文を持った鳩が、この港に向けて飛ばされるはずで、その内容を書いたのはあなただった」

　一いち字じ一いつ句くを刻きざみ付けるように、ヤトリは発言を繰くり返した。──問題の本質を外れた枝えだ葉はの議論に乗る気はない。彼女のそのスタンスが、カンロン海佐にも嫌いやというほど伝わった。

「……無ぶ様ざまなことになっているわね、ダンミエ」

　二人を囲い込んで立つ兵士たちの向こうから、背の高い美び貌ぼうの男性──ユルグス大たい将しようが渋しぶい面おも持もちで歩いてきた。カンロン海佐も険けわしい視し線せんを上じよう官かんに向ける。

「大たい将しよう殿どのも同じ意見なのでしょうか。僕がキオカの間かん諜ちようだと？」

「知らないわ。けれど真しん相そうがどっちだったところで、今のアンタは極きわめつけに無ぶ様ざまじゃないの。本当に間かん諜ちようだったなら正体を見み破やぶられた間抜けだし、そうじゃなかったなら誰だれかにハメられた間抜け。……そんなのを副ふく官かんにしていたアタシ自じ身しんも、今日からめでたく間抜けの仲なか間ま入いりね」

「……嫌けん疑ぎの確認より先に、まず無様を責せめますか。まったくあなたらしい」

　そう言って苦く笑しようすると、疑ぎ惑わくの軍人はその場で平然と両手を上げた。

「一いち時じ降こう参さんです。身みの潔けつ白ぱくを示したいところですが、今の時点でそれは難むずかしそうだ。身み柄がらの拘こう束そくなり監かん禁きんなり好すきなようにしてください。その間に僕ぼくのほうでも、自分の無実を立りつ証しようする方法を考えますので」

「ええ、期待してるわ。こんな形でアンタの憎にくまれ口とお別れっていうのは、アタシとしても本意じゃないから」

　苦く渋じゆうの表情を浮かべたまま、ユルグス大たい将しようは周まわりの兵士たちに命令を下す。

「話は終わりよ。カンロン海かい佐さを営えい倉そうに連れて行きなさい」

　カトラスを構えた水すい兵へいたちが、被ひ疑ぎ者しやの脇わきと背はい後ごを固める。彼らに無む言ごんで促うながされると、カンロン海佐も素直に歩き始めた。ヤトリとトルウェイも少数の部下を伴ともなって艦かん内ないに同行する。

「ひとつ尋たずねてもいいですか、ミス・イグセム」

　昇しよう降こう口ぐちから階段を下りながら、カンロン海佐が口を開いた。水兵を挟はさんだ隣となりでヤトリが軽くうなずいたのを見て、彼は言こと葉ばを続ける。

「さっきの話なのですが、根本的に腑ふに落ちないところがありまして。……情じよう報ほう漏ろうえいへの徹てつ底ていした警けい戒かいぶりを思うに、この件けんに関して、あなたは万が一の事態に備えたというのではないでしょう。海かい戦せんよりかなり前の時点で、内ない通つう者しやの存そん在ざいに強い疑うたがいを向けていたのでは？」

「おっしゃる通りです。内通者はいるだろうと思っていました。さらに言えば、それはあなたではないかと疑っていました」

「なぜですか。あなたの見ている前で、僕が不ふ審しんな振ふる舞まいをしたことでも？」

「はっきりと違い和わ感かんを覚えたのは、爆ばく砲ほう艦かんとの接せつ触しよくを受けて緊きん急きゆう招しよう集しゆうされた軍ぐん議ぎの時です。あなたは一いつ貫かんして海戦を回かい避ひする慎しん重ちよう策さくを主張していました。憶おぼえていられますね」

「ええ、それはもう。我われ々われの装備で爆砲艦に挑いどむのは無む謀ぼうだと確信していましたから。戦たたかいを勝利で終えた今も、自分が間ま違ちがったことを言ったとは思っていません」

「私は立場上反対しましたが、あれは確かに賢けん明めいな意見でした。爆砲艦の脅きよう威いを具ぐ体たい的てきに示したことに加くわえて、高こう官かんの方々が抱いだいていた『もう後には引けないから戦おう』という硬こう直ちよく思し考こうを批ひ判はんしたことも大きい。そんなあなたの主張に聞く耳を持つユルグス大将も含めて、私は心から感心していました」

「大将殿はあれで、阿あ諛ゆ追つい従しようよりも思い切った批ひ判はんを好このまれる方ですからね」

「将しようとして尊そん敬けいに値あたいします。──しかし、それを踏ふまえてなお、あなたの意見には不ふ可か解かいな点がありました。というのも、爆ばく砲ほう艦かんについての説明が詳くわしすぎたのです」

「……それのどこが不ふ審しんだと？　確かに帝てい国こく内ないでは製せい造ぞうされていない兵器ですが、東とう域いきや北ほく域いきでの戦せん闘とうを通して情じよう報ほうは集まっています。そこから具体的な飛ひ距きよ離りや威い力りよくを推おし量はかるのは難むずかしいことではありません。僕ぼく自じ身しんの知識に基もとづいて推すい察さつしたまでのことです」

「あなたがそれらの情報を知り得たことに不ふ思し議ぎはありません。おかしいと思ったのは、その情報を海軍全体が共有していなかったことです」

　カンロン海かい佐さの肩がぴくりと震ふるえた。ヤトリは淡たん々たんと説明を続ける。

「あなたはユルグス大たい将しよう殿どのの副ふく官かんです。その立場からなら、帝てい国こく海かい軍ぐん全すべてに対して爆砲の脅きよう威いを周しゆう知ちさせることも出で来きたはずです。しかし現実には、『暴ぼう竜りゆう号ごう』による最初の接せつ触しよくまで、爆砲艦への警けい戒かいは全艦において皆かい無むに等しかった。『暴竜号』の惨ざん敗ぱいはそのせいもあったでしょう」

「……確かに、爆砲についての知ち識しきはありました。しかし言い訳わけをさせてもらえば、海上で実際に出会うまで、あれを船に載のせてくるとは思わなかったんです。陸上で使う兵器と思っていましたのでね。意い識しきの死し角かくだったんですよ」

　その説明に、ヤトリは苦く笑しよう気ぎ味みにかぶりを振った。

「……まだ私たちが応おう援えんに来て間もない頃ころ、船の上で交かわした会話を覚えていますか？　『この旗き艦かんは大きいばかりで取り回しが悪い。それは軍ぐん艦かんとしてどうなのか』──そういったことをあなたは話したんです。帝国海軍の象しよう徴ちようとも言える『黄こう竜りゆう号ごう』に対して、あくまでも冷静に実じつ質しつ的てきな指し摘てきをしてのける。この人は柔じゆう軟なんな思考の持ち主だ、と私は思いました」

「…………」

「そんなあなたが、爆砲と船を結び付ける程てい度どの発想に思い至いたらないはずはありません。思い付いていたにもかかわらず知らせなかったのなら、そこには帝国海軍を劣れつ勢せいに導みちびく意い図とがあったと考えられます。──ご存じないかもしれませんが、カンロン海かい佐さ殿どの。私はあなたの能力を最初から高く見積もっているんですよ」

「これは参まいったな。だとすれば、もう少し愚ぐ鈍どんに振る舞まっておくべきでしたか」

　引きつった笑え顔がおでカンロン海佐が愚ぐ痴ちる。ヤトリは答えず、それで会話を打ち切った。

「あの……ヤトリシノ中ちゆう尉い殿どの、トルウェイ中尉殿、同行はここまでで結けつ構こうです。営えい倉そうに着くまでは、我々がしっかり見張りますので」

　やや遠えん慮りよがちに、水すい兵へいのひとりがそう言った。決して広くはない廊ろう下かに人が多すぎて動きづらいのに加えて、今回の事じ件けんについては、海軍内部の問題という意識も彼らにはある。これ以上は出しゃばり過すぎか──そう察したヤトリは、部下たちと共ともに足を止めた。

「では、後はお任せします」

　一礼する彼女に、水兵たちもまた目もく礼れいで返す。ヤトリが踵きびすを返しかけて、役目を預かった兵士たちも視し線せんを前に戻した──その時だった。

　すぐ前の廊ろう下かの十じゆう字じ路ろから、慌あわただしい足音が響ひびいてきた。一いつ拍ぱく遅おくれて、腕うで一いつ杯ぱいに使用済ずみシーツを抱かかえた衛えい生せい兵へいの女性──ハロが、曲がり角から姿すがたを見せる。

「よいしょ、よいしょ……ぇ、わっ!?」

　水すい兵へいたちの方へ小走りにやってきた彼女は、積み重ねたシーツで視し界かいを遮さえぎられていたせいか、廊下を塞ふさぐ彼らの姿に気付くのが遅れたようだった。先頭を行く兵士の手前で慌あわてて止まったが、無理な停止のせいで、体が前につんのめってしまう。

　腕を飛び出したシーツが一いつ斉せいに宙ちゆうを舞まい、兵士たちの注意がそこへ引き付けられた。転てん倒とうしかける仲なか間まの姿に、ヤトリさえも反はん射しや的てきに意い識しきを傾かたむける。──そこに生まれた一いつ瞬しゆんの隙すき。

　間かん諜ちようの容よう疑ぎをかけられた上に、それを裏うら付づける物ぶつ証しようまで突つき付けられたダンミエ・カンロン。だがそれでも、彼にはひとつだけ隠かくし通したものがあった。頑がん強きようとは言いがたい体格、小こ姓しようとも揶や揄ゆされる細ほそ面おもて、弁べん舌ぜつに長けた頭ず脳のう派はの参さん謀ぼうという印いん象しよう──それらの裏うら側がわに、炎えん髪ぱつの少女をして見抜かせなかった最後の秘ひ密みつがあった。

　それこそが、亡霊としての本性だ。

「───ッ!?」

　兵士の間を音もなくすり抜けていく気け配はい。ヤトリの気付きはわずかに遅れた。人ごみの合間を縫ぬって走った影は、宙を舞うシーツの下をくぐり抜けて向こう側に至いたる。

「誰だれも動かないでもらいましょうか！」

　視し界かいをさえぎっていた白しら布ぬのが全すべて床ゆかに落ちた後、そこには、羽は交がい絞じめにしたハロの喉のど元もとに小刀ダガーを突き付ける男の姿があった。

「え、ぇ……？」

「あなたもですよ、ハローマ・ベッケル少しよう尉い。命は大事にしたほうがいい」

　刃やいばの平を喉に押し付けて男が言う。水兵たちを押しのけて前に飛び出したヤトリは、サーベルの柄えに手をかけたまま歯は軋ぎしりした。

「油ゆ断だんした、あんたも亡ぼう霊れいの一員……！」

「この状じよう況きようで呼ばれると、恥はずかしさに顔から火が出そうですね。潜せん伏ぷく先さきで追い詰つめられて衆しゆう目もくに正体を晒さらす──陰かげで働はたらく我われ々われにとって、これほどの屈くつ辱じよくはありません」

　自じ嘲ちようをにじませて男は言い、次の瞬しゆん間かん、その視し線せんを目ざとく兵士たちの後方へ向ける。

「銃じゆうを捨すてなさい、レミオンの青年！　仲間の命がどうなってもいいのですか！」

「……くっ！」

　人ひと垣がきの隙すき間まから敵てきだけを狙ねらい撃うとうとしていたトルウェイを、その一ひと言ことが完全に縫ぬい止めた。彼がやむなく風ふう銃じゆうを床に置くと、カンロン海かい佐さもうなずいて視線を正面全体に戻す。

「さて、帝国軍人ダンミエ・カンロンはここでお役やく御ご免めんのようです。この顚てん末まつを報ほう告こくしに帰らなければなりませんので、皆さんには少々お手て伝つだい願えますか」

「……何が望み？　言ってみなさい」

「ほんのささやかなものですよ。三日分の水と食料を積つんだ馬うまを一頭、それだけで構いません。この港からじゅうぶん遠くまで逃げたところで、ベッケル少しよう尉いはお返しします」

「とても吞のめないわね。あんたにはハロをそのまま連れ去さることも、逃走の途と中ちゆうで殺していくことも出来る。人ひと質じちが返へん還かんされるという保ほ証しようがないわ」

　ヤトリが毅き然ぜんと言い返す。ハロの肌はだに刃やいばを立てながら、カンロン海かい佐さは笑えみを深めた。

「そうですか。ミス・イグセムは、仲なか間まの命より保証が欲しいと」

「この場でハロを殺せないのは分かりきっているわ。人質がいなくなれば、あんたはその瞬しゆん間かんに取り押さえられるだけだもの」

「なるほど、それは確かに。──では、ひとまず片耳から削そいでみましょうか？」

「やってみなさい。ハロの耳をひとつ削ぐ間に、自分の首が落ちないと思うのなら」

　踏ふみ込みと同時に抜ばつ刀とうする構えで、ヤトリは言い放った。その揺ゆるぎなさにカンロン海佐の主しゆ導どう権けんが揺らぐ。──虚きよ勢せいではない。少しでも余よ計けいな動きをすれば、その瞬間に自分のほうが首を刎はねられる。それほどの力量差があることを、亡ぼう霊れいの一いち員いんは否いや応おうなく実感した。

「……敵かないませんね、あなたには。いいでしょう、そこまで言うなら保証を差し上げます。こういう形ではいかがですか？」

　亡霊が提てい案あんを口にする。危うい拮きつ抗こうの中に、人質の身み柄がらをかけた交こう渉しようが始まった。







　異い変へんを聞きつけて船上から駆かけ付けたユルグス大たい将しようも交まじえて、殺さつ気き立だった交渉は十分ほどで決着した。陸りく軍ぐんからの「預かり物」である騎き士し団だんの一名を盾たてに取られた以上、いかに海かい賊ぞく軍ぐんの頭とう領りようといえども強つよ気きには出られない。

　五分も待まつと、ユルグス大将の手配で、地上には水と食料を載のせた馬が用意された。カンロン海佐と人質のハロが船を降り、その二人と一定の距きよ離りを保ちつつ、ヤトリが同行する──そういう流れになっていた。

「最さい悪あくに無ぶ様ざまね……。アンタも、そしてアタシも」

　三人が船を降りる寸すん前ぜん。海賊軍の頭とう目もくは、かつての副官を凄すさまじい形ぎよう相そうでにらんでそう言った。すでにダンミエ・カンロンの殻からを脱ぬぎ捨すてたはずの亡霊は、それでも言こと葉ばを返す。

「同感です。しかし、悪くありませんでしたよ。芝しば居いとはいえ、あなたの下で働はたらくのは」

　今こん生じようで最後になるかもしれないユルグス大将とのやり取りを終えて、亡霊は人質と共に船を降りた。張り詰めた空気の中、何の会話もないまま、三人は港を抜けて開けた道に出る。そこでは予定通り、一頭の馬が頸くび木きに繫つながれて待まっていた。

「さぁベッケル少尉、頚木のロープを解いて下さい」

　亡霊に促うながされるまま、ハロは震ふるえる手をロープにかけた。やや離れた位置から、ヤトリがその様子を見守っている。彼女との距離を慎しん重ちように測りつつ、亡霊はハロからじりじりと離れて、馬の鞍くらに手をかけた。

「こっちは構いませんよ」

「こっちもいいわ。ハロ、ロープを解ときなさい」

　亡ぼう霊れいが測っていたのは、炎えん髪ぱつの少女から確実に逃げ切れる間合いだった。ヤトリが測っていたのは、何があっても確実にハロを助けに入れる間合いだった。──両方の条じよう件けんを満たしたと分かったところで、ハロは意を決してロープを解いた。

「よっ……！」

　男の体がまたがると同時に馬が走り出す。一方のヤトリも、全速力で駆かけ寄ったハロの前に立ちふさがる形で、遠ざかっていく亡霊の背中を見み届とどけた。──してやられたという悔くやしさ。しかしそれ以上に、仲なか間まが無事に返ってきたことへの安あん堵どがこみ上げた。

「ハロ、無事で良かった……！」

　二に刀とうの柄つかから離はなした両手で、ヤトリは五ご体たい満まん足ぞくに取り戻した仲間を抱きしめた。そんな彼女の腕うでの中でうつむきながら、ハロは小さな声で囁ささやく。

「ごめんなさい、ヤトリさん……」

「何を言っているの、謝あやまるのは私よ。もっとあの男に警けい戒かいするべきだったわ」

　自分の判はん断だんミスが仲間を危険に遭あわせた──ヤトリはそう考えていた。傍はた目めにもそれと分かるほど猛もう省せいしている彼女に、それでもハロは、さっきと同じ言こと葉ばを繰くり返す。

「ごめんなさい……ごめんなさい……」

　目め尻じりに涙なみだの粒つぶが浮く。──その謝しや罪ざいの本当の意味を知るのは、口にする本人だけだった。







　予想外のアクシデントによる衝しよう撃げきも冷めきらないうちに、同日の午後、騎き士し団だんの面々は予定通りヒオレド鉱こう山ざんに向けて出発することになった。指し揮き下かの兵力で大だい隊たい規き模ぼの輸送隊を組み上げた彼らは、今まさにニモング港を後にしようとしている。

「おーい、ウチの小隊も準備できたぞー……」

　まだ微び妙みように顔色の悪いマシューが、点てん呼こを済すませて仲間のもとに戻ってきた。それで騎士団の面々にシャミーユ殿でん下かを加えた六人が揃そろい踏ぶみする。

「お疲つかれさま、我わが友マシュー。あんまり調ちよう子しが戻ってないようだね」

「飯めしが喉のどを通らないんだよ……。まだ地面が揺ゆれてるような気もするし、正直もう三日ぐらいここで休んでいたいぞ」

「ぼくも同感だけど、入港が予定より少し遅おくれているからね。出発はその分急がないと」

　マシューの丸まった背中をさすりつつトルウェイが言う。小太りの少年は少し顔を上げた。

「にしても、おれがベッドでうなってる間に、またえらいことが起きたもんだな……。あのカンロン海かい佐さがキオカと内ない通つうしてたって？」

「というより、その目的で海かい軍ぐんに潜せん入にゆうしていた間かん諜ちようだったようね。それもまさか亡ぼう霊れいの一員だとは見抜けなかった。私の見込みの甘あまさで、ハロを危険な目に遭あわせてしまったわ……」

「ち、違ちがいます、ヤトリさんのせいじゃありません！　あんな状じよう況きようで転んだわたしが全部悪いんです……！」

　少し目を離はなすと自じ省せいを始めているヤトリを、ハロはその都つ度ど半泣きでフォローしている。場の空気が沈みかけたところに、イクタがまぁまぁと割って入った。

「無事に済んだんだからいいじゃないか。犯はん人にんは逃しちゃったけど、海軍内部から間諜を追い出せただけでも成果は大きいよ。もしカンロン海かい佐さの正体を見抜けなければ、この先ずっと情じよう報ほうがダダ漏もれだったかもしれない。ヤトリはいっそ海軍の救きゆう世せい主しゆと言っても過か言ごんじゃないさ」

「よしなさい、大変なのはこれからよ。内ない通つう者しやがあの男だけとは限らないのだから、ユルグス大たい将しようは部下の監かん査さに大おお忙いそがしでしょう」

　ヤトリが重ねてため息いきをつく。彼女の話を聞いて、姫ひめ君ぎみの視し線せんが小太りの少年を向いた。

「ユルグス大将といえば、マシューはずいぶんとあの人物に気に入られたようだな。先ほども海軍に来ないかと誘さそわれていたようであるし」

「か、勘かん弁べんしてください。また船に乗ると思うだけで胃いの辺りが……」

　胸むねを押さえながらマシューが首を振った。黒くろ髪かみの少年がにやにや笑って口を挟はさむ。

「いーやいや。君の今回の活かつ躍やくぶりからすれば、一本釣づりされてもまったくおかしくない。『槍そう魚ぎよ号ごう』に乗っていた兵から話を聞いたよ。敵てきの総そう司し令れい官かんを巧みな交こう渉しようで降こう伏ふくさせたそうじゃないか」

「交渉……？　あ、いや、あれは……」

　おまえの話を思い出したから何とかなった。そう言いかけて、マシューは寸すん前ぜんで口をつぐんだ。……本人に面と向かってそれを伝えるのは、なんだか悔くやしい。彼がそんなことで悩なやんでいると、イクタのほうが先に言こと葉ばを継つぐ。

「いや、本当に予想以上だったよ。泣き落としならぬ吐き落としとは、その独どく創そう性せいに脱だつ帽ぼうする。君はもっと誇ほこるべきだマシュー、嘔おう吐と外がい交こうという新しい地平を切り開いた自分の功こう績せきを！」

「そこかよっ！　直前まで冗じよう談だんみたいな操そう船せんに付き合わされたんだから仕方ないだろ！　だいたいあれは交渉中に吐はいたんじゃない、交渉が終わってから吐いたんだ！」

　体調の悪さも忘れて、茶ちや化かされたマシューが猛もう然ぜんと反論する。さらに混ぜっ返そうとしたイクタだが、開きかけた口をなぜか途と中ちゆうで閉じると、そのまま人差し指を前に向けた。

「マシュー、後ろ後ろ。君の出発を惜おしんでいるのは、どうやらユルグス大将だけじゃないよ」

「は？」

　言われた少年が振り返ると、少し離れた位置の木こ陰かげから見覚えのある顔が見え隠かくれしていた。気付かれたことを本人も察したようで、やや間を置いて、思い切った様よう子すで近寄ってくる。

「ポルミニュエ海かい尉い……」

　海かい戦せんの最中に負ふ傷しようした左ひだり腕うでは三さん角かく巾きんで釣つられている。貧ひん血けつが尾おを引いているのか、足取りもどこか頼たよりない。だがマシューの前まで来ると、ポルミは精せい一いつ杯ぱい背せ筋すじを伸ばして彼を見た。

「も、もう行くの？」

「え？　あ、ああ。入港が予定より遅おくれたからな、のんびりしてられないんだ」

「そう……」

　彼女はそれきり黙だまり込んだ。マシューが長いこと対応に困こまっていると、やがてポルミは意を決したようにポケットに右手を突つっ込み、そこから取り出したものを相手に差し出した。

「……これ、お守りに持ってって！」

　少年が突き付けられたのは、日時計付きの携けい帯たい型がたコンパスだった。かなりの年代物と見えて、丸みを帯びた金属部分はすり減ったような趣おもむきさえある。……が、錆さびの浮いたような場所はひとつもなく、持ち主がこまめな手入れを欠かさなかったことが見て取れた。

「お、おう……。……えっと、これは……？」

「キャプテン・ガルシエフが青年時代に使っていたコンパス……ユルグスウチの家か宝ほう」

　そう聞いた瞬しゆん間かん、マシューは危うく手からそれを取り落しそうになった。両手でしっかりと握にぎりしめてから、愕がく然ぜんとして相あい手てを見つめる。

「ほ、本物か……!?　そんな大事なもんおれに渡しちゃっていいのかよ！　いや、正直ものすごく嬉うれしいんだけども……！」

「か、貸かすだけだから……！　次に会った時に返してよ！　絶対に！」

　切せつ羽ぱ詰つまった表情を向けられて、小太りの少年はさすがに少し怯ひるんだ。……が、真しん剣けんな視し線せんから相手の想いを受け取ると、腰こしが引けたままでいるのも失礼だと、彼のほうでも思い直す。

　手の中のコンパスをじっと見つめながら、少し考えて、少年は左手を軍ぐん服ぷくの懐ふところに入れた。

「……借かりるばっかりじゃ不公平だからな。おまえのほうでも、これをもってけ」

　そう言って彼が差し出したのは、ごく小さな絹きぬの袋ふくろだった。それをポルミに握らせながら、言こと葉ばを続ける。

「しょぼくて悪いけど、中にはひしゃげたコインが入ってる。おれの曾ひい爺じいさんが戦場で撃うたれた時、服の中で盾たてになって命を救ったものらしい。いちおうテトジリチウチの縁えん起ぎ物ものだ……キャプテン・ガルシエフのコンパスには思いっきり見み劣おとりするけどな」

　苦く笑しようするマシューからお守りを受け取ると、ポルミはそれを抱きしめるように胸むねに当てた。

「……ありがとう。大切にする。次に会った時、必ず返すから」

「ああ、おれもそうするよ。なにしろキャプテンの幸こう運うんを借りたんだ。これで簡かん単たんに死んだりしたら、向こうで本人に合わせる顔がない」

　それぞれのお守りを懐に忍しのばせると、二人は再ふたたび黙り込んだ。共に色々と慣なれていないだけに、この沈ちん黙もくは長く続くと思われたが──偉い大だいな先せん祖ぞから受け継ついだ勇気が、この正しよう念ねん場ばでポルミにためらいを踏ふみ越こえさせた。

「ぜったい死ぬな、馬ば鹿かっ！」

　さらに一いつ歩ぽ距きよ離りを詰つめて、ポルミは右みぎ腕うでで小太りの少年に思いきり抱きついた。ほんの一いつ瞬しゆん、柔らかな唇が頰に触れて──その直後、相手が何らかのリアクションを起こす前に、彼女は身をひるがえして走り去さってしまった。真っ赤な顔を隠かくすようにして。

「………………」

　結果として、その判断は正解だったろう。あまりの衝しよう撃げきに石せき像ぞうと化したマシューが動き出すまでには、それからさらに数分の時間を必ひつ要ようとしたからだ。
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　多くの帝てい国こく人じんにとって、猛もう暑しよは日にち常じようだ。しかし東とう域いきのそれは質しつが違ちがう。

　一ひと言ことで言えば湿しつ気けが多い。そして湿気が多い環かん境きようは、動植物の活動を乾かん燥そう地ちと比くらべて活かつ発ぱつにさせる。そこに様さま々ざまな条じよう件けんが加くわわって生まれるのが熱ねつ帯たい林りんだ。多た様ような生せい態たい系けいを内部に持つ樹じゆ林りんは、人間に多くの恵めぐみを与えもするが、同じくらい面めん倒どうも増やす。

「うへぇ、こんなところにまで吸すい付いてやがる。参まいりますなぁ」

　軍ぐん靴かを脱いでズボンの裾すそをまくり上げながら、サザルーフ少しよう佐さがぼやいた。中ちゆう央おうにいた頃ころにそり上げた無ぶ精しようひげは進しん軍ぐんの間にすっかり元もと通どおりになっている。その彼が眉まゆ根ねを寄せて見つめるのは、ふくらはぎの皮ひ膚ふに吸い付いた赤せき褐かつ色しよくの軟なん体たい動物だった。

「どこへ行ってもぬかるみに沼ぬま地ちばかりとくる。毎日のようにヒルどもに血を吸われて、このままじゃ遠からず貧ひん血けつになりそうだ」

　少佐の足元には部下から借りてきた火ひ精せい霊れいが待たい機きしている。その手の「火か孔こう」に点ともった火が尻尾しつぽに近付くと、炙あぶられたヒルはすぐ、吸いかけの血を吐はき出して皮膚から剝はがれ落ちた。

「シバ少しよう将しよう殿どの、あなたもそう思われませんか？」

　同じ天てん幕まくの中、一足先に処しよ置ちを済すませた上じよう官かんが、椅い子すに腰こしかけたまま鼻を鳴らす。

「……くだらん。ヒルの咬こう害がいで懸け念ねんすべきは、貧血よりも感かん染せん症しようだ」

　相あい変かわらずのそっけない反はん応のうに、サザルーフ少佐は内心でため息いきをついた。

　クバルハ・シバ少将。ヒオレド鉱こう山ざん攻こう略りやくを目指す今回の作戦に当たって、陸りく軍ぐん側がわの総そう司し令れい官かんを任された軍人だ。いかめしい顔つきにあご髭ひげを蓄たくわえた壮そう年ねんの男性で、体格も相そう当とうにいい。言葉少なな性格と合わせて、黙だまってそこにいるだけで圧あつ迫ぱく感かんがあるタイプだ。

　この新たな上官とのコミュニケーションに、サザルーフはほとほと悩んでいた。というのも、何を話しかけても確実に「くだらん」と一いつ蹴しゆうされてしまうのだ。進軍開始からこれまで、純じゆん粋すいな軍ぐん務む上じようのやり取りを除けば、まともな会話を交わした覚えが彼にはほとんどない。

　──そりゃま、上官と部下だし。俺も仲良しこよしの間あいだ柄がらを求めちゃいないが。

　思いつつ、サザルーフはちらりと横目を向けた。感情の読み取れない仏ぶつ頂ちよう面づらがそこにある。

　──にしても、何を考えてんのか分からんのだよな、この方は。そいつがいただけない。

　総司令官の考えが読めない──それはサザルーフにとって由ゆ々ゆしき問題だ。北ほく域いき動どう乱らんでもそれ以前も、彼はまず上官の性格や能力、判断のくせを把は握あくすることによって、様々な局面で器用に立ち回ってきたのだから。

　まんべんなく有ゆう能のうな上官に当たった時は、下される判断に従っていれば基本それでいい。しかし、明らかにそうでない場合だと、命令を修しゆう正せいしてもらえるよう折おりにつけ誘ゆう導どうしなければならない。腰こしの引けてしまうタイプなら決断を後押しするし、勇み足を踏ふんでしまうタイプなら考え直してくれるように諌いさめて、人の意見を聞かないタイプならおだてて誤ご魔ま化かす──何にせよ肝かん心じんなのは、まず相手がどういう人間なのかを摑つかむことだ。

　──猪いのしし武む者しやタイプじゃないのは分かるけどな。戦せん功こうを上げたくてたまらないってクチでもなさそうだ。そういう意味じゃ、誰だれかさんよりはずっとマシだと信じたいところなんだが……。

　かつての上じよう官かんに引いん導どうを渡した軍ぐん事じ裁さい判ばんの光こう景けいを、サザルーフは鮮せん明めいに思い出す。シバ少しよう将しようはあの場にも同どう席せきしていたはずだが、積せつ極きよく的てきに発言していた印いん象しようはない。今と同じく終しゆう始しむっつりと押し黙だまっていたように、彼は記き憶おくしていた。

　──逆に、やる気がないんじゃないか？　と思える節ふしがあるんだよな。どうしたもんか……。

　足を乾かわかしながら彼が思案していたところ、ふいに天てん幕まくの入り口から「ご報ほう告こくです！」と声が響ひびいた。シバ少将が低い声で許可を出すと、若い伝でん令れい兵へいが顔を輝かがやかせて入ってくる。

「海洋方面から補ほ給きゆう部ぶ隊たいの第二陣じんが届とどきました！　第三皇おう女じよと騎き士し団だんの面々も一いつ緒しよです！」

　その報しらせに、サザルーフの気分も大きく引き上げられた。乾きかけの足を軍ぐん靴かに突つっ込んで立ち上がる。

「あいつらが着いたか……！　どれ、ひとつ出迎えてやらないとな！」

　同意を求めて上じよう官かんを見る彼だが、シバ少将は変わらず無言のままだった。おいおい、ここは外そと面づらだけでも喜よろこんでおくとこだろ──内心でそう突っ込みながら、改あらためて声をかけてみる。

「少将殿、第三皇女殿でん下かのご到着です。若き英えい雄ゆうたちも一緒ということで、兵士たちの士し気きを鼓こ舞ぶするには絶ぜつ好こうの機会ではないかと。他の高こう官かんは出で払はらっておりますから、ここは我われ々われでお迎えしませんか？」

　言いながら、また例の「くだらん」が出たらどうしようかと、サザルーフは本気で冷や冷やしていた。が、年ねん輩ぱいの軍ぐん人じんもそこまで無む神しん経けいではなかったようだ。軽くうなずいて、億おつ劫くうそうに椅い子すから立ち上がる。

「こちらに朗ろう報ほうはないのだがな」

　天幕からの出で際ぎわに、少将はぼそりとそう言った。それが口の中で止めた「くだらん」を変形させたものだと察せられて、サザルーフもため息いきをつくしかなかった。







　ヒオレド鉱こう山ざんの地形は大きく四つの要よう素そからなる。まず周しゆう辺へんを取り巻く樹じゆ林りん帯たい、次に標ひよう高こう六百メートル強の山やま肌はだ、さらにそれを抉えぐるような形ですり鉢ばち状じように掘ほり進められた巨きよ大だいな竪たて穴あな。最後にその内部と外周に作られた集落だ。ドーナツ状の鉱山集落と言えるだろう。

　旧きゆう東とう域いき全体がそうであるように、このヒオレド鉱山もまた、帝てい国こくとキオカとの間で取った取られたの争あらそいを繰くり返してきた場所だ。だから必ひつ然ぜん、現在の地形が出来上がるまでには帝国も一ひと役やく買っている。鉱山としての機能を保ちながら防ぼう衛えい能のう力りよくも高めたい──そんな共通の目標を抱いだいた両勢力が、それぞれの工く夫ふうを重ねた末すえに今の形があるというわけだ。

「守るのが簡かん単たんで攻せめるのは難むずかしい。自じ軍ぐんの拠きよ点てんにすれば頼たのもしい反面、敵てきに立てこもられると非常に厄やつ介かいな場所、というわけなんだけど──んぐっ」

　その麓ふもとで望ぼう遠えん鏡きようを覗のぞき込みつつ、イクタは進しん軍ぐんの途と中ちゆうでもいだ野生のバナナをかじった。

「──今回はこっちが攻める側だからね。案あんの定じよう、粘ねばられてるみたいだな」

　同どう様ように望遠鏡を覗き込みながら、他の面々もうなずく。麓の樹じゆ林りんを囲い込み、一部では木々を切り開いて食い込む形で、帝てい国こく軍ぐんはヒオレド鉱こう山ざんを包ほう囲いしていた。山上の敵てき勢せい力りよくはすでに孤こ立りつ無む援えんの状じよう態たいで集落に立て籠こもり、麓からにじり寄る帝国兵との間で銃じゆう撃げきを交わしている。

　六人が戦せん況きようを推おし量はかっているところに、前方に敷しかれた陣じん地ちから将しよう校こうがふたり、ぞろぞろと部下たちを率ひきいてやって来た。ひとりは体格のいい壮そう年ねんの軍人で、もうひとりは騎き士し団だんの面々ともっとも馴な染じみの深い人物だ。

「援えん軍ぐんの到とう着ちやくに感かん謝しやする。厳きびしい海かい戦せんを制してよく来てくれた、誉ほまれも高き騎士団よ！」

　開かい口こう一いち番ばん、サザルーフ少しよう佐さは敬けい礼れいと共ともにそう言った。いつも気さくな彼がやけに大おお仰ぎような調ちよう子しで話すので、マシューとハロはきょとんと目を丸くする。が、他の四人は一見して事情を察した。わざわざ陣地全体に伝わるほどの大声で喋しやべるのは、このイベントにかこつけて兵たちの士し気きを上げるためだろう。戦せん況きようが膠こう着ちやくすると、兵たちの緊きん張ちようはどうしても緩ゆるみがちだ。

「お迎えを感かん謝しやします、シバ少しよう将しよう殿どの、サザルーフ少佐殿。合流が予定より遅おくれましたので、その分はこれから取り戻させていただければと」

「おお、元気いっぱいだなヤトリシノ中ちゆう尉い！　まったく頼たのもしい限りだ、ねぇ少将殿！」

　少佐が隣となりの上じよう官かんに同意を求めた。それを当然のように黙もく殺さつして、シバ少将はシャミーユ殿でん下かの前でひざまずく。

「……前線へのご足そく労ろう痛いたみ入ります、第三皇おう女じよ殿でん下か。不ふ甲が斐いなくも、未いまだ鉱山の奪だつ取しゆは叶かなっておりません。ここは砲ほう撃げきの射しや程てい外がいではありますが、流れ弾だまにはくれぐれもお気を付けください」

「う、うむ。承しよう知ちした」

「恐きよう縮しゆくです。──では、私は指し揮きに戻らせていただきます。サザルーフ少佐、後は任せた」

　返答も待またずに身をひるがえすと、シバ少将は陣地の奥にすたすたと立ち去さってしまった。その背中を呆あつ気けにとられて見送る姫ひめ君ぎみと騎士団に、サザルーフは慌あわててフォローを入れる。

「しょ、少将殿は忙しくてな。あれでも喜んでいられるんだ。まぁなんだ、その……そ、そろそろ補ほ給きゆう物ぶつ資しの受け渡しを始めるか！」

　少佐が強引に仕切り直すので、ヤトリたちも微び妙みような空気を振り切って背はい後ごに控ひかえる部下たちを呼んだ。少将のそっけない態度をいぶかしんだのは兵たちも同じだったが、荷物の受け渡しで体を動かしているうちに、とりあえずは疑念もまぎれていく。そんな中、三十分ほどで作業が一通り終わった。

「うし、ご苦労さん！　陣地の西側に野や営えいの準備は済すませてあるんでな。兵たちには別命あるまでそこで休んでもらって構わんぞ」

「そいつは助かります。──スーヤ、聞いての通りだ。そっちは君に任せていい？」

「承しよう知ちしました！」

　命令を受けたスーヤが部下たちを取りまとめにかかる。その方ほう針しんにならって、彼女以外の副ふく官かんたちも同じように野や営えいの采さい配はいを任された。イクタたちの指し揮き下かにあった一個大隊が陣じん地ちの中に入っていくと、後には騎き士し団だんの面々と姫ひめ君ぎみ、そしてサザルーフだけが残された。

「状じよう況きようの説明が欲ほしいですね。色んな意味で」

　黒くろ髪かみの少年がそう求めると、サザルーフ少しよう佐さは決まり悪そうに後こう頭とう部ぶを搔かく。

「……戦せん況きようは見ての通りだ。包ほう囲いはあらかた完かん了りようしてるんだが、いかんせん守りが固くてな。うかつに手を出すのも危ないんで、まだ消しよう耗もう戦せんを狙ねらってちょっかいをかけてる段階ってとこだ」

「確かに……こういうケースだと、攻こう撃げきの継けい続ぞくで敵てきに消耗を強いつつ、多方面からプレッシャーをかけて投とう降こうを促うながすのが定じよう石せきですよね」

　トルウェイが言った。守しゆ備び力りよくに優すぐれた城じよう塞さいや砦とりでの攻こう略りやくには、敵に大きく勝まさる兵力をもってしても数か月──悪くすれば数年の時間を費ついやすことさえある。優れた防ぼう衛えい拠きよ点てんに立て籠こもった敵を打ち破やぶるのはそれだけ難むずかしいのだ。そのために、正面きっての攻略と並行して搦からめ手が使われることが多い。

「でも、包囲が済んでるってことはつまり、敵の補ほ給きゆうを断ったってことでしょう？　水と食料、弾たまや矢の類たぐいも、このまま攻撃を続ければ敵のほうで尽つきてくるんじゃ」

　マシューが楽らつ観かん的てきに尋たずねると、少佐はしかめっ面つらで腕うでを組んだ。

「……いずれは、な。いずれはそうなるだろう。だが、いつ頃ごろになるか分からん。敵てき陣じんの中には独立した水みず場ばがあるし、こういう事態に備えて食しよく糧りようも少なからず貯ため込んでいるはずだ。加くわえて厄やつ介かいなことに、あそこは金属の供きよう給きゆう源げんと加工設備を備えた鉱こう山ざん集しゆう落らくでもある」

「なるほど、弾や鏃やじりは自給出来るということですね。……確かに厄介かもしれません。話を聞く限りでは、確実な消耗が見込めるのは敵の食糧だけになります」

　顎あごに手を当ててヤトリが思案する。ややあって、彼女の隣となりでイクタが再ふたたび声を上げた。

「水も食料も弾も矢も、それらの供給を断つのは、つまるところ敵の精神を削けずるためでしょう。だったら手段にこだわる必ひつ要ようはない、立て籠もった敵への嫌いやがらせなら他にも色々とあるじゃないですか。病気の元になりそうなものを投げ込むとか、大勢の兵で挑ちよう発はつしまくるとか、目の前で盛大なパーティーを開いてこっちの余よ裕ゆうを見せつけるとか……」

「パーティーか、悪くないなそれ……。俺は大いに賛さん成せいするから、ぜひとも実行してくれイクタ中ちゆう尉い。まぁその前に総そう司し令れい官かん殿どのを説せつ得とくしなけりゃならんが」

「クバルハ・シバ少しよう将しようか。さっきの様よう子すだと、あまり我われ々われを歓迎している風ではなかったようだが」

　直接言こと葉ばを交わしたシャミーユ殿でん下かがぽつりと漏もらす。サザルーフ少しよう佐さが慌あわてて頭を下げた。

「ご気分を害されたなら申もうし訳わけありません、殿下。ですがひとつフォローさせていただくと、少しよう将しよう殿どのは誰だれが相手でもあんな感じです。かくいう俺おれも、着ちやく任にんから長いこと振られっぱなしでして……。あの人が笑ったところなんぞ一度も見たことがありません」

　サザルーフが苦く笑しよう気ぎ味みに釈しやく明めいする。と、その内容を聞き付けて、陣じん地ちのほうから女性将しよう校こうがひとり近付いてきた。

「すみません、お話が聞こえてしまって……。僭せん越えつですが少将殿に代わって謝しや罪ざいいたします、第三皇おう女じよ殿でん下か。それに──騎き士し団だんのあなたたちも、活かつ躍やくの噂うわさはかねがね聞いていますよ。応おう援えんに駆かけ付けてくれて頼たのもしいわ」

　そう言って、女性将校は柔やわらかい笑えみを浮かべた。年の頃ころは三み十そ路じ前後といったところで、胸むねの階かい級きゆう章しようは少佐のそれ。同じ階級のサザルーフは、途と端たんに焦あせった様よう子すで両手を振った。

「メ、メルーザ少佐……！　いえ、その、今のは決して少将殿を批ひ判はんしたわけでは……」

「いいんです、サザルーフ少佐。お気持ちは分かります。今の少将殿と心が通じていないのはわたしも同じですもの。ましてあなたは北ほく域いき動どう乱らんの英えい雄ゆうですし、この状じよう況きようには歯がゆさも感じていられるでしょう」

　穏おだやかな声で理解を示されると、かえってサザルーフには何も言えなくなる。そんな彼に微笑ほほえみかけてから、メルーザ少佐は騎士団の面々に視し線せんを戻した。

「申もうし遅おくれましたが、帝てい国こく陸りく軍ぐん少佐のミナイ・メルーザといいます。この機会に顔を憶おぼえておいてもらえると嬉うれしいわ。あなたたちはサザルーフ少佐の下に組み込まれるから、直接の上じよう官かんというわけではないけれど……」

「いえいえ、素す敵てきなお名前なので一いつ瞬しゆんで脳のうに刻きざみ込みました。ところでメルーザさん、まだご結けつ婚こんなどはされていな──ぐぉっ!?」

　さっそく口く説どきモードに入ったイクタが彼女に近付こうとした瞬しゆん間かん、その頭を、サザルーフ少佐の両りよう腕うでが後ろからがっちり抱かかえ込んだ。

「ははは、いやぁ可愛かわいい部下だ。可愛すぎてとても手放せないぜ」

「ちょ、何すんの少佐……！　割れるでしょ頭ずがい骨こつが本気でしょこれ！　ぅあがががが！」

　じたばた暴あばれるイクタを完全に封ふうじ込めつつ、サザルーフは紳しん士し然ぜんとした微笑みをメルーザ少佐に向けた。ふたりのやり取りにくすりと笑いをこぼす彼女だが、ふと思い出したように、物もの憂うげなため息いきをつく。

「あの方も、昔むかしは朗ほがらかな人ひと柄がらでしたのに……。リカン中ちゆう将じようの死からは、あのように変わってしまわれました」

　憶えのある名前を出されて、騎士団の面々が目を見開く。ややあって、ヤトリとトルウェイが腑ふに落ちた様子で繰くり返しうなずいた。

「……そうでした。二年前まで、シバ少将殿も東とう域いきを守っていられたのでしたね」

「鎮ちん台だいの撤てつ退たいがかかった最後の二正面作戦では、シバ少しよう将しよう殿どのが離り脱だつする全部隊の司し令れい官かんを務つとめたと記き憶おくしています。その結果、将しよう官かんとしては唯ゆい一いつの生き残りになったとも……」

「ええ……。その経けい験けんを買われて、今回の東とう域いき再さい侵しん攻こうでは総司令官の役目を任じられました。少将殿の立場で断れるはずもありません。しかし内心では忸じく怩じたるものがあるでしょう。この期ごに及およんで再ふたたび取り返せと命じるくらいなら、どうしてあの時に守れと命じなかったのかと──」

　そこまで言ったところで、メルーザ少しよう佐さは口を閉ざした。これ以上は帝てい室しつへの批ひ判はんになりかねないと自じ覚かくしたからだろう。軽くかぶりを振ってから、改あらためて騎き士し団だんの面々と向き合う。

「──でも、これだけは信じてください。どんなに複ふく雑ざつな思いを抱かかえていたとしても、シバ少将殿は任まかされた役割をおろそかにする人ではありません。……その身みが軍人として在ある限り、我われ々われを勝利に導みちびいてくれるお方です。サザルーフ少佐にも、いつかきっとそれが分かります」

　最後に全員に向かって敬けい礼れいして、メルーザ少佐はその場を去っていった。残された面々が複ふく雑ざつな心しん境きようで黙だまり込んでいたところ、ふとヤトリが口を開く。

「……サザルーフ少佐殿。そのままでは服が汚れるかと」

「へ？」

　メルーザ少佐の背中をぼんやり見送っていたサザルーフが、言われて視し線せんを落とす。がっちり締しめ付けた腕うでの中で、黒くろ髪かみの少年が泡あわを吹ふいていた。

「……うぉっ!?　す、すまん、力が入りすぎた！」

　慌あわてて解放してやると、イクタはその場に倒たおれ込んでビクビクと痙けい攣れんした。しばらくその状じよう態たいだったが、じきに意い識しきを取り戻すと、ぬかるんだ地面に両手を突ついて口元をわななかせる。

「北ほく域いきでの放置プレイだけでは飽あき足たらず、重ねてこの扱あつかい……！　もはや許せない！」

「わ、悪かった、俺が悪かったよ。だからそう怒るなって」

「メルーザ少佐の貞てい操そうが、明日の朝まで保たれているとは思わないでくださいよ！」

「……ん、何だって？　それはあれか、今日中に敵てき陣じんへ単たん独どくで特とつ攻こうしたいってことか？」

「まずい、止めろ！　ふたりとも目が本気だぞ！」

「こんなところで別の戦せん争そうを起こさないでください～！」

　ハロとマシューが慌てて止めに入るが、当事者ふたりは引きつった笑え顔がおで対たい峙じしたまま一歩も引かない。争われる本人は露つゆ知らぬまま、仁じん義ぎなき戦たたかいが幕まくを開けようとしたその時──背後から突とつ撃げきしてきた何かによって、イクタの体がゴミのように弾はじき飛ばされた。

「任にん務む完かん了りようォッ！　報ほう告こくであります、少佐殿ッ！」

　泥どろを跳はねさせながらサザルーフの目前で立ち止まると、その人物は教科書に載のせたいほど見事な所しよ作さで敬けい礼れいした。軍ぐん服ぷくの上にまとった軽けい甲かつ冑ちゆう、腰こしに差した両手持ちの長ちよう剣けん、背中と両耳の前に計三さん束たば垂たれた赤茶色の長ちよう髪はつ。一世紀ほど時代を遡さかのぼった雄お々おしい佇たたずまいの中で、控ひかえめな胸むねのふくらみだけが健けな気げに性別を主しゆ張ちようしている。

「炊たき出し用の薪まきを二日分、部ぶ隊たい総そう出でで生なま木きから切り出し申した！　ただいま天てん日ぴに当てて乾かん燥そうさせてありますゆえ、後ほどご確かく認にんを願いたく！」

「あ、ああ、ご苦く労ろう……。疲つかれただろうし、しばらく天てん幕まくで待たい機きしてくれても……」

「はーっはっはっは、ご冗じよう談だんを！　あれしきの薪まき雑ざつ把ぽう、どれほど量産したところで、小しよう官かんはいささかの疲れも覚えませぬ！　さあれば一いつ刻こくも早く次なる命令を、少しよう佐さ殿どの！　小官の騎き士し道どう精せい神しんはとっくに爆ばく発はつ寸すん前ぜんであります！」

　こぶしを握にぎり締めて少女が猛たける。圧あつ倒とう的てきな勢いで騎士道わがみちを行くその姿に、騎士団の面々は漠ばく然ぜんと記き憶おくが刺し激げきされるのを感じた。

「なんだろ……この感じ」「わたし、見覚えがあるような」「ぼくも既き視し感かんが……」

　マシューとハロとトルウェイが目を細めて少女を凝ぎよう視しする。と、その腰こしのポーチから、パートナーの水みず精せい霊れいが彼らに向けて手を振っていた。それで三人が一いつ斉せいに既視感の正体に思い至いたり──やや遅おくれて、サザルーフ少佐が説明を加える。

「あー、お前らにも紹しよう介かいしとかなけりゃな……。こいつはルカーンティ・ハルグンスカ准じゆん尉い、俺おれの護ご衛えいを務つとめる軽けい装そう甲こう騎き兵へい部ぶ隊たいの隊長だ。んでまぁ、名前から分かるように……」

「デインクーン准尉の妹いもうと御ご、であるな」「一目で分かりました。ニキ、お久しぶり」

　シャミーユ殿でん下かとヤトリが並んでうなずく。と、彼女たちの姿に今ようやく気付いたように、ルカーンティ准尉は目を丸くしてその場にひざまずいた。

「失しつ敬けいッ！　第三皇おう女じよ殿でん下かの御ご前ぜんでありましたとは！」

「いや、気にせずとも良い。服に泥どろも付こうし、どうか立ってくれルカーンティ准尉」

　姫ひめ君ぎみが腰をかがめて手を伸ばすと、少女の両目から涙なみだが一ひと筋すじずつこぼれた。

「小官ごとき塵ちり芥あくたに何たる気き遣づかい……！　このルカーンティ、感動のあまり泣き濡ぬれて、今はとても面おもてを上げられませぬ！」

「いや、そうは言っても、立ってもらわねば困るのだが……」

　困こん惑わく顔がおのシャミーユ殿下に再ふたたび促うながされると、ルカーンティ准尉は手の甲こうで涙をぬぐって立ち上がった。姫君に向かって改あらためて敬けい礼れいしてから、続いてその視し線せんが炎えん髪ぱつの剣けん士しを向く。

「ヤトリシノ・イグセム中ちゆう尉い殿どのとお見受けします！　北ほく域いきでは兄上が大変お世話になったと！」

「世話になったのはこちらよ。過か酷こくさを増す一方の戦場にあって、あなたの兄君は決して揺ゆるがずに騎士として振る舞い続けてくれた。その高こう潔けつな姿には、私たちも大きく救われたわ」

　噓うそ偽いつわりのない本音をヤトリは口にする。それが伝わると、少女の両目から、ぬぐったはずの涙が再び溢あふれ出した。

「ど、動どう乱らんが始まる少し前に、兄上から手紙が届きました。赴ふ任にんしたてのヤトリシノ中尉殿と決けつ闘とうして完かん敗ぱいしたと、そこに書かれておりました。……想像を遥はるかに越こえる人物だったと、敗北すら誇ほこらしいと、いつかお前にも会わせてやりたいと──そう綴つづってありました」

「心から光こう栄えいに思うわ」

「でも、でも小しよう官かんは、兄上が負けたのが悔くやしくて……。あの兄が手も足も出なかったなんて、どうしても認みとめられなくて。ずっと返事を出さずにいたのであります。そうやって意地を張っている間に、北ほく域いき動どう乱らんが始まって……兄上は戦場へ行ってしまったのであります」

「……そうだったの……」

「慌あわてて銃じゆう後ごから出した小官の手紙が届く前に、兄上は逝いってしまわれました。長い時間をかけて悲しみを乗り切った後も、兄がどんな最さい期ごを遂とげたのか、ずっと気になっておりました。……無む論ろん、すでにいくらか、人づてに聞き知ってはおります。けれど、ヤトリシノ中ちゆう尉い殿どのの口から教えて欲ほしいのであります。兄は……デインクーン・ハルグンスカは、最期まで勇ゆう敢かんな騎き士しでありましたか？」

　その問といに、ヤトリは一いつ切さいのためらいなく首を縦たてに振った。

「この二に刀とうに懸かけて、私が請うけ負おうわ。──デインクーン・ハルグンスカは立りつ派ぱな最期を遂げた。誰だれよりも国と同どう胞ほうを愛あいした騎士として、一点の汚けがれもない生しよう涯がいを貫つらぬいた。その生き様ざまを罵ののしる者があれば言いなさい。他の誰が許そうと、この私が決して捨て置きはしない」

　二刀の柄つかに手をかけて、帝てい国こく騎士が厳おごそかに宣せん誓せいする。それを聞いて感かん極きわまったルカーンティ准じゆん尉いは、何を思ったか、その場で身をひるがえして全速力で走り出した。

「おおおおおおおぉぉぉぉぉぉっ！」

　かと思えば、一分と経たたずに戻ってくる。両手には稽けい古こ用ようらしき木ぼつ剣けんを一本ずつ握にぎっていた。その片方を相手に差し出しながら、彼女は深々と頭を下げて頼み込んだ。

「一いつ手てご指し南なんを！　あなたとの手合わせをもって、亡なき兄への弔とむらいとしたくあります！」

　これまで傍そばで見守っていたサザルーフ少しよう佐さが、慌あわててその流れに割って入った。

「お、おいルカーンティ准尉。気持ちは分かるが、そういうのは時と場所を選んでだな……」

「私は構いません、少佐殿。熱心な後こう輩はいに、少しばかり白はく兵へいの稽けい古こを付けたいのですが」

　ヤトリが許きよ可かを求めて目め配くばせする。そういう名めい目もくを付けられると、サザルーフとしても強きよう硬こうに突つっぱねる理由はない。肩をすくめながら、きょろきょろと辺りを見回す。

「……まぁいいが、手早く頼むぞ。あまり騒ぎが大きくなるとシバ少将殿の耳にも入る。そうなった時に怒られるのは俺なんだからな？」

「承しよう知ちしました。──じゃ、早速始めましょう。好すきに打ち込んで来なさい、ルカーンティ准尉」

　右手に木剣を構えたヤトリが攻めを促うながす。対するルカーンティ准尉も一礼して中段の構えを取ると、まず剣けん先さきを軽く打ち合わせて、それと同時に踏ふみ込んだ。

「御ご免めんッ！」

　籠こ手てを狙ねらった第一撃。受け止めたヤトリに反撃の隙すきを与えまいと、若き騎士は果か敢かんに前進を続ける。速度と精度を兼かね備そなえた斬ざん撃げきが矢や継つぎ早ばやに繰り出される中、赤い剣けん士しは巧たくみな足運びと体たい捌さばきで、その全すべてを確実にいなしていく。

「……そう。あの時も、このような流れであったな……」

　両者の立ち合いを眺ながめながら、シャミーユ殿でん下かがぽつりとつぶやいた。ひとつの戦争を隔へだてた過か去この記き憶おくが、今の彼女にはひどく遠く感じられた。──時は戻らないのだ。どれだけ目の前の光こう景けいが過去と重なろうと、もはやデインクーン准じゆん尉いはこの世の人ではない。

「せぃやぁぁぁっ！」

　ルカーンティ准尉の勢いがさらに増した。並なみ外はずれて鍛きたえ抜いた足あし腰こしが可か能のうにする、相手を追って踏ふみ込みながらの七連れん撃げき。その一発一発を感心と共ともに受け止めて、しかしヤトリは、最後の一撃の後に生じた隙すき──相手の体たい幹かんのわずかなぐらつきを見逃さなかった。

「──フッ！」

　重じゆう心しん移い動どうが半はん端ぱなままで繰くり出された斬ざん撃げきをあっさり跳はね除のけて、ヤトリの振り下ろした木ぼつ剣けんの先せん端たんが相手の手首を捉とらえた。骨ほねまで響ひびく衝しよう撃げきと共に、ルカーンティ准尉の手から木剣が滑すべり落ちる。

　決着を迎えた両者が動きを止めた。短い沈ちん黙もくの後、挑ちよう戦せん者しやの口くち元もとがふっと緩ゆるむ。

「……納なつ得とく、であります。小しよう官かんなど足元にも及ばず。これは確かに、兄上でも敵かないませぬ」

「だとすれば、驚おどろかされたのは私のほうね。予想よりもはるかに手て強ごわかったわ。技わざに関してはむしろ兄君に勝っていた。……偉えらそうな言い方になるけれど、そのまま精しよう進じんしなさい。五年後にはきっと、今よりもずっといい勝負が出で来きるでしょう」

　借りた木剣を逆さかさにして手渡しつつ、赤い剣けん士しはそう言って後こう輩はいを激げき励れいする。純じゆん粋すい無む垢くな騎き士しの少女に対して、裏うら表おもてのない彼女の言こと葉ばは刺し激げきが強すぎた。またしても感かん極きわまったルカーンティ准尉の全身がぶるぶると震ふるえ出し、唐とう突とつに勢いよく頭を下げる。

「こここ光こう栄えいでありますッ！　ああああああ騎士道最高ッ！」

　意味不明な掛け声を残して、ルカーンティ准尉は全力疾しつ走そうで陣じん地ちの中に去っていった。それをぽかんとして見送る騎士団の面々に、サザルーフが両手を叩たたいて意い識しきを切り替えさせる。

「さ、イベントはこれで終いだ。とりあえず野や営えい地ちに行って荷物を置いてこい。ただしイクタ中ちゆう尉いとヤトリシノ中尉は、終わったらすぐに陣地の中央まで来るように。ちょいと頼たのみたいことがあるんでな」

「到とう着ちやく早々に仕事ですか？　嫌いやだなぁ、これじゃまるで働はたらきに来たみたいだ」

「みたいじゃなくて働きに来たのよ、あんたも私も。──では私は、まずシャミーユ殿でん下かを御ご寝しん所じよまでお送りします。さ、一いつ緒しよに参りましょう、殿下」

　ヤトリが微笑ほほえみながら右手を差し出す。反射的に応じかけた姫ひめ君ぎみの手は、しかし途と中ちゆうで思い直したように引っ込められた。戸と惑まどいを浮かべる炎えん髪ぱつの少女を前に、シャミーユ殿下は相手の視し線せんから逃げるように背を向ける。

「……いや、よい。今は護ご衛えいの兵もいる。場所が分かれば、余よひとりでも行けるであろう」

　硬かたい声でそう告つげると、サザルーフに寝しん所じよの位置を尋たずねて、姫ひめ君ぎみは足早に陣じん地ちの中へ歩き出した。親しん衛えい隊たいの面々が慌あわてて追っていく。

　遠回しに同行を拒こばまれたヤトリは、遠ざかっていく姫君の背中と、行き場をなくした自分の右手を、しばらくじっと見み比くらべていた。







「敵てきとの会かい談だんに付き合ってもらいたいんだ」

　用を済すませて野や営えい地ちから戻ってきたイクタとヤトリに、サザルーフ少しよう佐さは話を持ちかけた。

「お前らも知っての通り、こういう状じよう況きようでは直接の戦せん闘とうと同じくらい心しん理り戦せんが重要になってくる。そのために面会の場を設けるのは常じよう套とう手しゆ段だんなんだが、今回は敵もそれに応じていてな。あっちの指し揮き官かんとの間で、すでに三回ほど話し合いが行われた後なんだ」

「だとすれば降こう伏ふく勧かん告こくも試してみたでしょう。敵の反応はどんなもんでしたか？」

「ああ、それがな……。一度目は即そく座ざに突つっぱねられたんだが、二度目はいくらか手て応ごたえがあったんだよ。お前らが海かい戦せんを制したって報ほう告こくがあったからな、それを教えたら派は手でに動どう揺ようしてくれた。敵も勝ち目のない戦たたかいを続けたくはないだろうし、これはいけるかもしれない、とその時は思ったんだが……」

　がりがりと後こう頭とう部ぶを搔かきつつ、サザルーフは眉まゆ根ねを寄せた。

「……つい昨日きのうのことだ。山上の敵てき陣じん地ちに、東の方角から飛んできた一いつ隻せきの気き球きゆうが着陸した。三度目の交こう渉しようはその直後に行われたんだが、どんな心しん境きようの変化があったのか……相手は打って変わって強つよ気きに出て来たんだ。降伏するつもりは全くない、援えん軍ぐんが来るまで全力で持ちこたえる覚かく悟ごだから、お前たちこそ諦あきらめて引き返したらどうだ──こんな風に自信満々でな。すっかり当ての外れた俺は、しょぼくれて引き返すしかなかったわけだが」

「敵てき兵へいたちの様よう子すはどうですか？　交渉相手が虚きよ勢せいを張っているだけなら、前線で戦う兵士たちには士し気きの低下が見て取れるのではないかと思いますが」

「残念ながら、そういう気け配はいはない。それどころか、こっちが攻せめ始めた当初よりも戦せん意いを高めたようにさえ思える。劣れつ勢せいの敵を強つよ気きにさせる何かを、あの気球がもたらしたのかもな」

　上じよう官かんの見けん解かいに、イクタとヤトリが並んで考え込む。サザルーフは言こと葉ばを続けた。

「仮かりに降伏が望めないとしても、その『何か』の正体ぐらいはつかんでおきたい。そこでお前らの助けを借りたいんだ。イクタ中ちゆう尉いよ、そういうのはお前の得意分野だろ？」

「うーん……少しよう佐さ殿どのはどうも、僕ぼくを腕うで利ききの詐さ欺ぎ師しか何かと勘かん違ちがいしてませんかね？」

「その認識なら、別に勘違いはしていないと思うわ。──時に少佐殿。この流れだと、私の役割は会談中の護ご衛えいということでしょうか」

「それも大きいな。戦時条約の縛しばりがあるとはいえ、敵との会談には危険が付きものだ。……だがまぁそれ以上に、せっかく二人揃そろってるお前らを一いつ緒しよに使わない手はないだろう。単独でやらせるよりも良い結果が出るに決まってる、俺おれはそう思ったんだが？」

　サザルーフは薄うすく笑えみを浮かべてそう言った。上じよう官かんの言い分に顔を見合わせて、それから二人の中ちゆう尉いはまったく同時に敬けい礼れいした。







　両りよう勢せい力りよくの会談の場は、帝てい国こく軍ぐんが陣じん取どった山の麓ふもとと高山集落がある頂上の、ちょうど中間の山道に設もうけられていた。そこまで登っていく間にも、イクタはぶつぶつと文もん句くを漏もらす。

「ああ嫌いやだ、山登りは疲つかれるばっかりで好すきじゃないんだ。ただでさえアラファトラで一生分やらされたっていうのに……」

「喋しやべる分の体力で足を動かしなさい。神の階きざはしに比くらべればこの程てい度ど、ちょっとした丘を登るようなものじゃないの」

「その通りであります！　これしきの山道で弱よわ音ねを吐はくとは軟なん弱じやくぶりも嘆なげかわしい！　さあればソローク中ちゆう尉い殿どの、小しよう官かんと一いつ緒しよに毎朝千本の素す振ぶりから始めましょうぞ！」

　護ご衛えい対たい象しようのサザルーフに付き添そいながら、自みずからの小隊を率ひきいるルカーンティ准じゆん尉いは元気いっぱいに声を上げた。黒くろ髪かみの少年はげんなりした顔で足取りを鈍にぶらせる。

「非科学極きわまりない精神論の世界に、僕ぼくを引きずり込むのはやめてくれ……。目的地に着く前に気力が萎なえちゃうよ」

　愚ぐ痴ちるイクタだったが、さほど高い山でもなかったことが幸さいわいして、喋っている間にどうやら終わりが見えた。山道に面した開けた土地から、平らな地面を選んで天てん幕まくが張られている。土地の四方には、交こう渉しようの場として双そう方ほうが認みとめたことを意味する紅白チェック模も様ようの旗はたが立っていた。この旗が立っている場所での戦せん闘とうは戦せん時じ条じよう約やくで禁止されていて、互たがいの合意がなければ旗を取り除のぞくことも出で来きない。

「帝てい国こく陸りく軍ぐん少しよう佐さセンパ・サザルーフだ、四度目だが交渉に来た！　今回は部下二人を伴って入らせてもらうが、それでも構わないか！」

　天幕の横に待たい機きしている敵てき兵へいから、少し間を置いて許きよ可かの声が返ってくる。サザルーフたちはうなずき合って足を進めた。ルカーンティ准尉を部下たちともども入口に残して、三人が会談の場へと踏ふみ入っていくと、

「──ようやくのご到着だね。Ｈｕｍ、こっちは待まちかねて──」

　彼らを迎えた相手の声が、なぜか途と中ちゆうで途と切ぎれる。タイミングを同じくして、イクタとヤトリの足取りも凍こおりついたように止まった。

　広い天幕の中央に、大きなテーブルがひとつ置かれている。サザルーフたちから見た手前側には空からの椅い子すが三つ並べられていて、相手側にも同じ数の椅子があるのだが、実際に着ちやく座ざしているのは真ん中のひとつだけだ。そこに座すわる白はく髪はつの軍人の左右を固める形で、巨きよ軀くの男性と理知的な印いん象しようの女性が油ゆ断だんなく佇たたずんでいたが、

「「「「「あ──!?」」」」」

　目が合った瞬しゆん間かん、互たがいの声が重なって響ひびき渡わたる。──『常怠』と『不眠』、二度目の邂かい逅こう。歴史的な事じ件けんとして後々まで語り継つがれる出で来き事ごとにもかかわらず、それはきわめて間まの抜けた形で幕まくを開けた。







　全員が着ちやく座ざしてから五分余あまりが過ぎた。ここまでに両りよう陣じん営えいの誰だれひとりとして口を開かず、ひたすら重苦しい沈ちん黙もくだけがテーブルを支配している。そんな空気の中で、最初に根を上げたのはサザルーフ少しよう佐さだった。

「……あ、あー、その、なんだ。お互い、この前と顔ぶれが違ちがうようだが……」

「……確かにシア。キオカ陸軍大佐ジャン・アルキネクスといいます。従じゆう来らいの責せき任にん者しやに代わって、ヒオレド鉱こう山ざん陣じん地ちの指し揮きは僕ぼくらが引き継つぎました」

　名乗りを聞いた瞬間、サザルーフの目が驚おどろきに見開いた。北ほく域いき動どう乱らんで彼らと直接顔を合わせたのはイクタとヤトリだけだったので、噂うわさに聞く「不眠ねむらずの輝き将しよう」と対面するのは、少佐にとってはこれが初めてだった。

「あー、来るんじゃなかった……。あんまりですよ少佐殿どの。こんなの謎なぞ解ときも何もない」

　サザルーフが応答に迷まよっていると、テーブルにだらしなく両りよう肘ひじを突いたイクタが隣となりでぼやく。その顔をじろりと見み咎とがめつつ、白はく髪はつの将しようは棘とげのある口く調ちようで言った。

「Ｈａｈ……サザルーフ少佐。そちらに約一名、著いちじるしく品ひん性せいに欠ける輩やからが混じっているようです。重大な会談の場に相応ふさわしくないので、今すぐどこかに埋うめてきてもらえませんか」

「品性を云うん々ぬんするなら、先に茶のひとつも出したらどうだ白イケメン。お前のツラを拝おがむために長々と山道を登ってきたかと思うと泣きたくなる。この徒と労ろう感かんを一体どうしてくれるんだ」

　売られたケンカを、黒くろ髪かみの少年が即そく座ざに買った。頰ほおの筋きん肉にくを引きつらせてジャンが応じる。

「君との会話も相そう当とうな苦く行ぎようだよ。僕ぼくは疑問でならない。人の神しん経けいを逆さか撫なですることにひたすら特とつ化かした人格というのは、どんな環かん境きようでどのように育ったら出来上がるんだい？」

「そう感じるとすれば、お前の神経はずいぶんけば立ってるみたいだな。何も人生を懸かけてまで、寝ね不ぶ足そくはイライラの元もとだと証しよう明めいしなくてもいいだろうに」

「そういう君などは、日ひ頃ごろからさぞや惰だ眠みんを貪むさぼっているんだろうね。限りある時間をいたずらに浪ろう費ひし続けながら平気でいられる神経は、一体どれだけの太さを誇ほこっているのかな？」

　両者の発する棘とげ付つきの言葉が、銃じゆう撃げき戦せんのようにテーブル上を途と切ぎれず飛び交った。その不ふ毛もうな応おう酬しゆうを片手でさえぎって、炎えん髪ぱつの少女が仲ちゆう裁さいの声を放つ。

「二人とも、落ち着きなさい。私たちは口くちげんかしにここまで来たわけではないわ」

　ヤトリの揺ゆるぎない冷静さが場を律りつする。──が、イクタとジャンが同時に押し黙だまったところで、また別の人物が声を上げた。

「──ヤトリシノ・イグセム中ちゆう尉い。あなたにひとつ、尋たずねたいことがあります」

　ジャンの副ふく官かんを務つとめる女性が、眼鏡めがね越ごしに鋭するどい視し線せんを向ける。ヤトリも彼女に意い識しきを移した。

「……ミアラ・ギン中尉だったわね。私に何か？」

「ええ。北ほく域いき動どう乱らんの最中、ニルヴァ・ギンと名乗る武ぶ人じんに挑ちよう戦せんを受けたはずです。その顚てん末まつを聞かせてください」

　張り詰つめた面おも持もちで女は問とい質ただした。その腰こしに差された小こ太刀だちに目をやって、ヤトリも腑ふに落ちた思いでうなずく。

「……そう、あなたの肉親だったの。姓せいが同じだから、もしやとは思ったけれど」

「詮せん索さくは無用です。立ち合いの結果を教えてください！」

　ミアラの両手が机つくえを叩たたいた。その姿に想いの程ほどを見て取って、ヤトリもまっすぐに答える。

「私が勝ったわ。彼はひとりの武人としてイグセムに挑いどみ、そして果てた」

「────ッ！」

「得え難がたい難なん敵てきだった。あれほどの使い手とまみえることは、この先もそうないでしょう。彼との立ち合いの最中に感じた戦せん慄りつを、私は決して忘れない」

　ありったけの敬けい意いを込めてヤトリは伝えた。その視線の先で立ち尽つくしていたミアラは、長い硬こう直ちよくが解けると、肩を震ふるわせてうつむき──次の瞬しゆん間かん、椅い子すを蹴けって立ち上がった。

「噓うそをつくなァッ！」

　黒い瞳ひとみに殺意が宿やどり、右手が小こ太刀だちの柄つかにかかる。ほぼ同時にヤトリも臨りん戦せん態たい勢せいを取ったが、二人が剣けんを抜く前に、キオカ側の二人が仲なか間まを止めに入った。

「待つんだシドベア！　ミアラ、落ち着いて！」「いきなり抜く奴やつがあるか！」

　男二人に両りよう腕うでを押さえられても、ミアラの興こう奮ふんは簡かん単たんに冷めない。すぐさま拘こう束そくを振りほどいて仇きゆう敵てきに斬きりかかろうとする。そんな彼女を必ひつ死しに引き止めながら、ジャンは耳みみ元もとで叫さけんだ。

「それはただの自じ殺さつだ！　分かっているだろう、君の剣は兄君に及ばない！」

　猛たけり狂くるうミアラの心に、彼の言こと葉ばが釘くぎを刺さした。それを境さかいに少しずつ呼こ吸きゆうが落ち着きを取り戻していって、柄を握にぎる手からも力が抜ける。そこでようやく、二人の上じよう官かんが彼女を強引に椅い子すへ座すわり直させた。

「……疑われるのは辛つらいわね。無理のないことではあるけれど」

　サーベルの柄から手を離はなしつつ、ヤトリがつぶやいた。彼女が座り直した時点で緊張が解けて、修しゆ羅ら場ばを抜け出したテーブルに沈ちん黙もくが戻る。

　ごほん、と。ここまでの流れにほとんど口を挟はさめなかったサザルーフが、自分の存そん在ざいを主しゆ張ちようするように咳せき払ばらいした。

「……あー、なんだ。どうもお互い、人じん選せんにミスがあったようだが」

　殺さつ気き立だつジャンとミアラを横目に、ハッラー大たい尉いもすっかり参まいった顔でうなずく。

「ああ、否ひ定ていできんな。……いっそ仕切り直すか？」

「否ニエツト！　無む用ようだハッラー！」

「と、ウチの大たい将しようはそう言うよな……。反対はしないが、どうしても続ける気なら、話は俺おれにさせろ。罵ば倒とう合がつ戦せんになっちゃ肝かん心じんの話し合いが進まんし、またミアラが刀かたなを抜きでもしたら、今度こそ血を見る結果になりかねねぇ」

　その正論を、白はく髪はつの将しようも渋しぶ々しぶながら吞のんで押し黙だまった。一方、向かい側のサザルーフとしても、こうなると仕切り直しを考えざるを得えなかったが……敵てき将しようと直接、しかも相手が冷静さを欠いた状じよう態たいで対面している現状は、見方によっては大きなチャンスかもしれない。そう思い直して、彼は椅子の上で再ふたたび背せ筋すじを伸ばす。

「分かった、こっちは主おもに俺が話す。会談を続けよう」

「というより始めよう、だな。まだ何の議ぎ題だいも卓たく上じように上がっちゃいないんだから。……ああ、名乗るのが遅おくれたが、俺はキオカ陸りく軍ぐん大たい尉いのタズニヤド・ハッラーってもんだ。あんたの名前は前ぜん任にん者しやから聞いている。名乗り返しは不要だぜ」

「痛いたみ入る。ではハッラー大尉、さっそく本題に入るが……本当に降こう伏ふくする気はないのか？」

「Ｎｙａｔｔニエツト　ｄｅデ　ｎｙａｔｔニエツト！」

「落ち着けジャン、俺が答えられない内容だけ補ほ足そくしてくれりゃいい。……まぁ、返答は今の通りだ。それは聞かないでも分かるだろ？　ここで降こう参さんするくらいなら、最初から気き球きゆうに乗ってまで応おう援えんに駆かけ付けたりはしねぇよ」

「そうは言うが、戦せん略りやく的てきな不利は把は握あくしているのか？　すでにニモング港はこちらで押さえた。兵へい站たんに憂うれいのない帝てい国こく軍ぐんに対して、あんたらの勢力はこの周辺で孤こ立りつ無む援えんだ。戦たたかいを続けても良い結果にはならんと思うんだが」

「まぁ確かに、エルルファイのおっかさんが敗れたのには驚おどろかされたけどな……。だとしても、まだまだやりようはある。心配には及およばねぇよ」

　余よ裕ゆうをもってハッラー大たい尉いは答えた。その悠ゆう々ゆうとした受け答えに、サザルーフは眉まゆ根ねを寄せる。虚きよ勢せいを張っているようにも、勢いで喋しやべっているようにも見えない。この相手には勝利の確信があるのだと、そう思わざるを得なかった。

「……見切り発車で来てないか、あんたたち」

　少しよう佐さが次の言こと葉ばを探さがしているところに、黒くろ髪かみの少年がぼそりとつぶやいた。キオカ側の三人から一いつ斉せいに視し線せんを向けられる中、イクタは頰ほお杖づえを突ついたまま続ける。

「どんな腹ふく案あんがあるのかは知らない。けど、ここはすでに帝国軍によって全ぜん周しゆう包ほう囲いされた拠きよ点てんなんだ。そんな危険地帯にろくな護ご衛えいも付けず高こう等とう士し官かんを放り込む判断を、キオカ軍の上層部が下したとは思えない。少なくとも僕なら、そんなリスクの高い真似まねはしない。使える将しようを犬いぬ死じにさせたくないし」

「それだけ信しん頼らいされている、とは受け取れないか？　凡ぼん百びやくの指し揮き官かんならともかく、俺たちが上じよう官かんに仰ぐのは他でもない『不眠ねむらずの輝き将しよう』だ。敵てき軍ぐんの真まっただ中に孤こ立りつした友ゆう軍ぐんを窮きゆう地ちから救う、その程てい度どの真似は当たり前にやってのけると期待されてるんだよ」

「だとすればご愁しゆう傷しよう様さまだ。……でも僕は結局、キオカ軍を楽らつ観かん主しゆ義ぎ者しやの集団とは考えていない。だからこの状じよう況きようを、あんたたちのスタンドプレーの結果だと邪じや推すいしちゃうんだよ」

　ジャンの目め元もとがピクリと震ふるえる。その反応を視し界かいの端はしで捉とらえつつ、少年はさらに続けた。

「そっちの軍ぐん上じよう層そう部ぶが下した戦せん略りやく的てきな決断は、どちらかと言えばサザルーフ少しよう佐さ殿どのの見解に近いんじゃないか？　ヒオレド鉱こう山ざんを『死し守しゆしろ』ではなく、ニモング港が陥かん落らくした時点で『放ほう棄きを視し野やに入れろ』と命じられちゃいないか。そのほうが判断としてはすこぶる妥だ当とうだ。このまま持じ久きゆう戦せんを続けてそっちに援えん軍ぐんが到とう着ちやくしたとしても、そこから始まるのは鉱山を巡めぐる本格的な衝しよう突とつだからな。互たがいに万まん単たん位いの兵をぶつけ合って殺しあう大戦争──今の時点で、キオカがそこまでの展てん開かいを望んでいるとは考えづらい」

　じっと話を聞きながらも、ハッラー大たい尉いはポーカーフェイスを保っている。これを切り崩くずすのは一仕事だと思いながら、イクタは話の角度を変えた。

「……ところで、これは僕ぼくにとっても意外なんだけど、今回の戦たたかいでキオカは明らかに後ご手てに回ってるんだよな。こっちの進しん撃げきを見み越こしていたにしては、陸でも海でも防ぼう備びの固め方が不十分だった。事前の情じよう報ほう戦せんが上手うまく運ばなかったんだろうと推すい測そくするしかないけど……」

　相手の注意を散らすための脇わき道みちだったが、それはそれで少年にとっては疑問の種でもあった。海かい軍ぐん上じよう層そう部ぶに潜せん入にゆうしていた亡ぼう霊れいは、その立場にありながら、帝てい国こく軍ぐんの襲しゆう来らいを前もって友ゆう軍ぐんへ伝えられなかったと見られるからだ。数少ない伝でん書しよ鳩ばとが帰き巣そうに失敗して、さらに他の連絡手段がなかったのか……だとすれば帝国軍の防ぼう諜ちようが上手うまく働はたらいた結果と見ることも出来るのだが、どこか違い和わ感かんが残る。

「……なんにせよ、僕ぼくはあんたたちが独断でここにいるという前ぜん提ていで推すい理りを進める。となると、最初に考えるべきは『援えん軍ぐんが本当に来るかどうか』だよな。あんたたちの勝手なスタンドプレーを、後方の友軍はどこまでフォローしてくれるのか？」

　ハッラー大尉の口くち元もとに薄うすく笑えみが浮かんだ。イクタの詮せん索さくを無む駄だなものと嘲あざけるように。

「援軍は来るさ、イクタ・ソローク中ちゆう尉い。それはお前自身がさっきの発言で保証している。まともな軍人なら誰だれだって『使える将しようを犬いぬ死じにさせたくない』はずだろ？」

「確かにそうだな。北ほく域いき動どう乱らんからの短期間で大たい佐さまでのし上った躍やく進しんぶりを見るに、その白イケメンをキオカが重用していることは疑いない。あんたの言う通り、そいつを助けるために、おそらく援軍は来るんだろうさ。この会談でわざわざ顔を見せたのも、それをアピールしたかったからだろ？」

　肩をすくめてイクタは認めた。一いつ拍ぱく置いて、その両目が鋭するどく釣つり上がる。

「でも、だからこそ、だ。鉱こう山ざんを守ることが目的じゃないなら、援軍の規き模ぼは自おのずと異ことなってくる。あんたたちを助けるためだけに、万単位の軍隊を送るのは難むずかしいだろうからな」

「そう思うなら思えばいい。だがソローク中尉、それこそ楽らつ観かん的てきな推すい測そくってもんじゃないか？」

「そっくりそのまま返すよ。戦せん略りやく構こう想そうを無む視しした独断専行の挙あげ句くに、自分たちの身みを案じた仲なか間まが大たい軍ぐんで駆け付けてくれるのを待まつ──そりゃもう楽観を越こえて妄もう想そうの域いきだからな」

　皮ひ肉にくに皮肉で応じて、イクタはようやく言こと葉ばを切った。一方のハッラーは、隣となりで反論を口の中一いつ杯ぱいに溜ため込んでいるジャンの様よう子すを気にしつつ、ため息いきをひとつ吐はき出す。

「……言いたい放題言ってくれたせいで、ウチの大たい将しようが爆ばく発はつ寸すん前ぜんなんだが。サザルーフ少しよう佐さ、あんたが主おもに相あい手てしてくれるんじゃなかったのか？」

「え──？　あ、ああ、すまん」

「出しゃばり過すぎたかな。じゃ、ここから先は少佐殿どのに任まかせますよ」

　特に執しゆう着ちやくするでもなく、イクタは後の役目を上じよう官かんに丸投げした。サザルーフは慌あわてて頭の中を整理する。

「……あー、なんだ。要ようするに、あんたらはキオカ陸軍の戦略構想に則のつとってここにいるわけじゃなく、他の理由から独断でヒオレド鉱山を守ろうとしている。そんなあんたらを助けに来る援軍の規き模ぼは、そこまで大きなものじゃないかもしれない……今の話はそんな感じか？」

「何もかも誰かさんが勝かつ手てに言ってるだけなんだが、まぁ信じるのは勝手だな」

「ひとつの可か能のう性せいとして考えてみる価か値ちはあるさ。──しかし、それが本当だとすると疑問が残るな。あんたらには、キオカ軍の戦せん略りやく構こう想そうを無む視ししてまでヒオレド鉱こう山ざんを守りたい理由があるわけか」

　少佐は首をかしげて対面の三人を眺ながめる。間ま違ちがった仮か定ていに基もとづく質しつ問もんには答えようがない──そんなメッセージを込めて彼らは沈ちん黙もくを貫つらぬいたが、その静せい寂じやくを、黒くろ髪かみの少年が揺ゆすぶった。

「……敵てきに包ほう囲いされた仲なか間まが助けを求めている。それだけでじゅうぶんな理由だと思うけどな。そこの英雄が無茶をやらかすためには」

　白はく髪はつの将しように向かってイクタが言い放つ。見み透すかしたような発言に、いよいよジャンの忍にん耐たいにも限界が訪おとずれた。言われっぱなしでいられるかとばかりに、彼は荒あら々あらしく席せきを立ち上がり、

「よし、会談はここまでだ」

　有う無むを言わさぬハッラー大たい尉いの声が、若い英えい雄ゆうの暴ぼう走そうを押し留める。イクタは舌した打うちした。年と経けい験けんを重ねた分だけ、巨きよ軀くの軍ぐん人じんは引き際ぎわを誤あやまらなかった。







「結局のところ、どうなんだ。敵の援えん軍ぐんはどの程てい度どの規き模ぼを見込んでおけばいい？」

　山道を下って自じ軍ぐんの陣じん地ちに帰り着いた直後、サザルーフは部下ふたりにそう尋たずねた。黒髪の少年は首を横に振る。

「正確なところは誰だれにも分かりません。あの白イケメンからして数字を上うわ乗のせしようと頑がん張ばってる段階のようだし、後方では敵軍の高こう官かんが頭を悩なやませている真まっ最さい中ちゆうかもしれない。会談の中では否ひ定ていしましたが、最初から『死し守しゆ』を命じられている可か能のう性せいもゼロじゃないわけですし」

　断定を避さけるイクタの隣となりで、炎えん髪ぱつの少女も同意してうなずく。

「色々と勘かん繰ぐることは出で来きるけれど、確かに分かったことは、『不眠ねむらずの輝き将しよう』がヒオレド鉱山を守るために乗り込んできたという事実だけね。……ところでイクタ、それが彼らの独どく断だん専せん行こうだという仮か説せつには、どの程度の自信があるの？」

「うーん、可能性は低くないと思うんだけどね……。天てん空くう兵へいの一個大隊を連れて来たならともかく、大たい佐さクラスの指し揮き官かんが少数の幕ばく僚りようと気き球きゆう一いつ隻せきで駆かけつけるっていうのは、明らかにイレギュラーな事態だよ。頭数を揃そろえている暇ひまがなかったか、その行こう為い自体が上に許されなかったか。いずれにせよ見切り発車には違ちがいなくて、特に後者だった場合、軍ぐん上じよう層そう部ぶへの体を張った説せつ得とくを兼かねていることになる」

「俺おれが腑ふに落ちないのはそこだな。なぜ『不眠の輝将』はそんな無む茶ちやをするんだ？　よほどヒオレド鉱山を守りたいのか、自分なら守れるという確かく信しんがあるのか」

「両方でしょうね。加くわえて、あいつは自分が守らなければならないとも考えているはず。英雄と呼ばれる連中に共通の心理ですよ、こればっかりは」

　吐はき捨すてるようにイクタが言う。それで会話が途切れると、脇わきで話を聞いていたルカーンティ准じゆん尉いが、しょんぼりした顔でつぶやいた。

「お三方が何を話してらっしゃるのか、小しよう官かんにはサッパリであります……」

「お前に意見は期待してないから安心しろ、ルカーンティ准尉。まぁそこで勉強しとけ」

「何だか熱が出てきたようにも感じるのであります……」

「知ち恵え熱ねつだな。ほどほどで休んどけ」

　部下の少女を適てき当とうにあしらいつつ、サザルーフは思案を続ける。そのまま数分経たったところで、イクタが仕切りなおすように両手を叩たたいた。

「憶おく測そくに憶測を重ねても埒らちが明きませんし、初しよ心しんに帰りましょう。今の僕ぼくたちに必ひつ要ようなのは、鉱こう山ざんに立てこもった敵てき勢せい力りよくを手っ取り早く何とかする方法です」

「ま、そうだな。あの三人を誘さそってパーティーでも開いてみるか？」

「僕なら絶対に出しゆつ席せきしませんけどね。──ま、冗じよう談だんはさておき、実はひとつ策さくが浮かびまして。妙みよう案あんかどうかはともかく、非ひ常じように僕好ごのみのアイディアです。具ぐ体たい的てきには──」
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「油ゆ断だんならない小こ僧ぞうだな、あれは。こっちの内情を軒のき並なみ見み透すかしてやがる」

　山上に広く掘ほられた巨きよ大だいな竪たて穴あなの内部、キオカ軍が立てこもる陣じん地ち中ちゆう央おう。ドアと窓まどを閉め切った薄うす暗ぐらい司し令れい所じよの中で、巨体を壁かべによりかからせたハッラー大たい尉いが鼻を鳴らした。

「特に俺おれたちの独どく断だん専せん行こうを見抜かれたのは痛いたい。あえてジャンの顔を見せたのは、キオカがヒオレド鉱山に執しゆう着ちやくしていると帝てい国こく側がわに思い込ませるためだったのにな。それが完全に裏うら目めに出ちまったわけだが──さて、どうしたもんか」

　ため息いきがこぼれる。数秒置いて、部へ屋やの奥で、椅い子すに座すわった白はく髪はつの将しようが口を開いた。

「……すまないソルーシヤイ、僕のミスだ。あまりに慎しん重ちようさを欠いていた」

「いえ、真っ先に責せめられるべきは私です……。敵の前で、ああも無ぶ様ざまに取り乱みだしてしまうなんて」

　ジャンの隣となりではミアラが唇くちびるを嚙かんでいる。二人の若者がしきりに反省している姿を横よこ目めに、ハッラー大尉は軽くうなずいた。

「分かってるならいいさ。お前らは優ゆう秀しゆうだが、いかんせんまだ若い。勢いがある分だけ行き過すぎも出てくるのは当然ってもんだ。それをフォローするために俺がいるんだしな」

　一番の年長者がそう告つげた。それを受け止めて、ジャンは両方のこぶしを固く握にぎりしめる。

「イクタ・ソローク……！　会談の場にあいつが来たのが、一番の誤ご算さんだった」

「ああ、そうだな。誰だれにでも相あい性しようの悪い相手ってのはいるもんだが、ああまで水と油だとは思わなかった。冷れい静せいになろうとしてもなれずにいるお前なんて久しぶりに見たぜ」

　白髪の将も苦にがい面おも持もちでうなずいた。その肩にそっと手を置いて、ミアラは言う。

「……ジャン。前の戦たたかいのことなら、何も気にする必ひつ要ようはありません。あなたは北ほく域いき動どう乱らんという戦争そのものの主しゆ導どう権けんを握にぎっていました。戦せん略りやくの次じ元げんにおいて大たい局きよくを支配していたのは常つねにあなたです。あの男に出来たのは、最後の最後に私たちを足止めすることだけだったではありませんか」

「Ｎｙａｔｔニエツト……そのわずかな足止めによって、アルデラ神しん軍ぐんは北域を制せい圧あつし損そこねた。……そして何より、兄君を始めとする『亡霊部隊カラ・カルム』の主力を失ってしまった。その一点に限っても、こちらの損そん失しつは計はかり知れない」

「…………ッ」

「ミアラ、君の想いは理解しているつもりだ。ギン一門の名めい誉よにかけて、兄君の仇かたきを討うたない選せん択たくは君にはないだろう。……だからこそ、僕ぼくはその全すべてを承しよう知ちで命令する。ヤトリシノ・イグセムとは絶対に闘たたかわないでくれ。どれほどの名めい誉よと秤はかりにかけても、僕は絶対に君を失うわけにはいかないんだ」

　歯は嚙がみしてうつむく副ふく官かんから、ジャンはかたくなに視し線せんを逸そらさない。下した命令の重さを教えるために。やがてそれが伝わると、彼の視線の先で、ミアラの顎あご先さきがゆっくりと上下した。そのやり取りを見み届とどけたハッラーも、満足げに微笑ほほえみを浮かべる。

「どうにかこうにか、いつものお前たちに戻ったみたいだな。──それじゃ反省の時間はおしまいだ、本格的に話し合うぞ。厄やつ介かいな奴やつを敵てきに回したが、これからどうする？」

「もちろん防ぼう衛えい戦せんを続けるさ。敵てき方がたにイクタ・ソロークがいるのなら、今の状じよう況きようはちょうど前回の鏡かがみ写うつしだ。多数の敵軍による攻こう勢せいを少数の自じ軍ぐんで耐たえしのぐ──あいつが僕を相手にやってのけたことじゃないか。僕に出来ないはずはない。いや、出来なければならない！」

「む……意い識しきし過ぎるのもどうかと思うが、実際その通りだ。援えん軍ぐんが来るまでの間、俺たちはここを守り抜かなきゃならん。友ゆう軍ぐんの兵士たちを無事にキオカへ帰すためにも、国こつ境きよう線せんをこれより西に後こう退たいさせないためにも──何よりキオカの未来のためにも、な」

「Ｙａｈ。戦略構想からの逸いつ脱だつは承しよう知ちの上だよ。僕が守ればこの拠きよ点てんを救える。そう分かっている以上、僕はその通りに動かなければならない。もうひとつの命も取りこぼさない──全てを失ったあの日に、二度と還かえらない人々の前でそう誓ちかったのだから」

　自じ己こを律りつするようにつぶやくと、『不眠ねむらずの輝き将しよう』は椅い子すから立って、窓まどの外を強くにらんだ。

「この先の動きについて、ひとつだけ確かく信しんがある。はっきりした根こん拠きよがあるわけじゃない。──それでも、あいつは間ま違ちがいなく、僕がいちばん嫌がる手を選んで打ってくるはずだ」





＊






「くだらん」

　天てん幕まくの中に低い声が響ひびき渡わたる。サザルーフを介かいしたイクタの提案に対して、この時もやはり、シバ少しよう将しようの反応は例の一いつ句くだった。

「そんな真似まねが実行出で来きると、お前たちは本気で思うか。一いつ歩ぽ間ま違ちがえば──いや、間違わずとも利り敵てき行こう為いだ。百ひやつ歩ぽ譲ゆずって結果が上手うまく運んだところで、後々の非ひ難なんは免まぬがれん。失敗した場合は言わずもがな、私自身が反はん逆ぎやく者しやとして処しよ罰ばつされる可か能のう性せいさえある」

　淡たん々たんとした声が、正面に並んで立った三人の部下に厳きびしい内容を語る。ヤトリとサザルーフと共ともにそれを受け止めつつ、黒くろ髪かみの少年はしかし、不ふ思し議ぎと穏おだやかな面おも持もちでいる。

「え、ええと、その。私としましては、敵てき側がわで確実な消しよう耗もうが見込める唯ゆい一いつの部分を突つけるってことで、なかなかの妙みよう案あんだと思ったんですが……」

「浅あさはかだ。実現性を無む視しした空くう論ろんをもてあそぶことなら誰だれでも出来る」

　ばっさりと切って捨てられて、サザルーフは早くも二にの句くが継つげなくなった。こりゃどうも無理そうだ──彼が弱りきった顔を左右に向けてそう伝えると、イクタが首を横に振った。

「違いますって少しよう佐さ殿どの。──シバ少将殿のここまでの発言は、ぜーんぶ枕まくら詞ことばです！」

　自じ明めいの真しん理りを述べるように、少年は高らかにそう告つげた。サザルーフが目を丸くして、シバ少将も眉まゆをひそめていぶかしむ。ヤトリだけが苦く笑しようを浮かべていた。

「提案に対して反対意見があるのは当然でしょう。完全無む欠けつの立りつ案あんなんてそう出来るもんじゃありませんからね。シバ少将殿はこっちの意見の強度を試ためしているんです。どこまで深く考えてきているのか、どこまで反論に対応出来るのか──そうやって値ね踏ぶみした上で、さらにレベルの高い立案を促うながそうとしているんですよ。そこはちゃんと理解しないと」

　饒じよう舌ぜつに語りながら、イクタは総そう司し令れい官かんに向かって一いつ歩ぽ踏ふみ出す。どこまでも恐おそれ知らずの振る舞いに、サザルーフは今さらながら舌したを巻いた。

「さて。厳きびしい意見をいただいた以上、一度それを持ち帰って再さい検けん討とうというのが筋すじなんでしょうけどね。まことに勝手ながら、今回はそのへんを省はぶかせてもらえたらと。敵側の指し揮き官かんに厄やつ介かいなのが出で張ばって来ちゃったもんでして、時間はなるべく節せつ約やくしたいところなんですよ」

「……噂うわさには聞いていたが、よく喋しやべる男だ。その軽けい薄はくな舌ぜつ鋒ぽうで私を説とき伏ふせる気か？」

「説き伏せる……は、ちょっと違うかな。どちらかと言えば、たぶらかす、ですかね」

　そう言って、少年は楽しげに笑った。その振る舞いが放つ愛あい嬌きようを、シバ少将はなおも拒こばむ。

「くだらん。そんなことは誰にも出来ん」

「それは噓うそですよ。過か去こに遡さかのぼれば、少なくともひとりいたでしょう」

　イクタはかぶりを振って指し摘てきする。少しよう将しようの口くち元もとがきつく引き結ばれた。

「……何が言いたい？」

「だからね、くだらない戦争の中で、ちょっとでもおもしろいことをしようって話ですよ。その意味で言えば、僕ぼくたちの提案はなかなか愉ゆ快かいでしょう？　敵の困る様よう子すが目に見えるし、上手うまくいけば無む血けつ陥かん落らくに近い結果さえ期待出来る。……ま、確かに後々の非難はあるかもしれませんが。それも考えようによっては痛つう快かいじゃありませんか」

「どういう意味だ」

「枠わくをはみ出してでも結果をもぎ取ってくる。その在あり方が、最高にあなたらしいからですよ。『日にち輪りんの双そう璧へき』が片割れ、クバルハ・シバ少将殿どの」

　まっすぐな好こう意いを込めて少年は言い切った。少将にとって、それは完全な不意打ちだった。耳に飛び込んできた懐なつかしい呼び名に、石せき像ぞうのような仏ぶつ頂ちよう面づらが揺すぶられる。

「……ずいぶんとまた、古びた名な札ふだを持ち出してくるな」

「ええ。この機会に埃ほこりを払はらって、もう一度胸むねに留めませんか。名札の裏うらにはこう書いてあります──『保ほ身しんほどあなたに似に合あわないものはない』」

　ダメ押しにイクタが言い添そえた、その瞬しゆん間かんだった。くっ──と。これまで好意的な感情の一いつ切さいを紡つむぐことのなかったシバ少将の口から、耐たえかねたように笑えみがこぼれたのだ。それは小さくも確かに、心底から愉ゆ快かいそうに。

「なるほど。これがお前の言う、たぶらかす──か」

　今になってその意味が腑ふに落ちたように、シバ少将は笑みを口に含んだまま相手をじっと見つめた。イクタも応えるように微笑ほほえむ。年齢としも階級も大きく離はなれた軍人ふたりは、ここまでのわずかなやり取りの中で、不ふ思し議ぎなほど互たがいの距きよ離りを縮めていた。

「……イクタ・ソローク、か」

　改あらためて相あい手ての名前をつぶやく。そんなシバ少将の視し線せんはどこか、少年の背はい後ごに何者かの影を透すかし見ているようだったが──時間が経たち、その試こころみもやがて切り上げると、総そう司し令れい官かんは目の前の三人全員に視線を戻して口を開く。

「さっきの提案を、実行段階まで詰つめて話せ。──たぶらかされるかどうかは、それから決めることにする」





＊






　会談から三日後の昼。漠ばく然ぜんと予感していた異い変へんが、ついにジャンのもとを訪おとずれた。

「た、大たい佐さ殿どの、報ほう告こくです！」

　司し令れい所じよに伝令が駆かけ込んできた時、白はく髪はつの将しようはあらゆる悪あく報ほうを受け止める覚かく悟ごを決めていた。しかし、実際に耳にすることになったのは、その反対の響きを持つ報告だった。

「友ゆう軍ぐんの一個小隊がこの陣じん地ちに到とう着ちやくして、我われ々われとの合流を求めています！　ここより西の防ぼう衛えい拠きよ点てんで、先に帝てい国こく軍ぐんを迎え撃うっていた部ぶ隊たいのようです！」

「──なんだってハツトエスリツカ？」

　表情をこわばらせつつ、ジャンは椅い子すから立ち上がった。敵てきにやられたと思っていた仲なか間まが落ち延のびてきた──単たん純じゆんに聞けば朗ろう報ほうに違ちがいない。しかし、そんな都つ合ごうのいいことがあるはずもないのだ。

「この陣じん地ちは、すでに帝国軍によって全ぜん周しゆう包ほう囲いされている。友軍が通って来られる隙すき間まなんてあるはずがないんだ。変へん装そうした敵てき兵へいではないのかい？」

「いえ、間ま違ちがいなく仲なか間まのようです。この陣地にはもともと、西側にある他の拠点から撤てつ退たいしてきた兵士が多くいます。その中に、今日到着した兵たちの顔見知りが大勢いたのです。小しよう隊たい長ちようの身み元もとに確かく認にんが取れておりますので、敵兵が混じっている可か能のう性せいは低いのではないかと……」

　仲間の受け入れに関わる問題なので、伝でん令れい兵へいの報告にも熱が入っている。ジャンが判断しかねて考え込むのを見て取ると、隣となりで副ふく官かんの女性が手を上げた。

「ジャン、私が様よう子すを見に行ってきます。小隊長に話を聞けば事情が分かるかもしれません」

「……Ｓｙａｈシア。よし、頼たのもうミアラ。罠わなが紛まぎれ込んでいないか、君の目で確かめてくれ。話を聞くことになるなら、とりあえず小隊長だけは陣地に入れて構わない」

　刺し客かくが紛れ込んでいないとも限らない以上、ジャン自じ身しんが見に行くのは危険過ぎる。代わって役目を託たくされたミアラは、敬けい礼れいすると即そく座ざに司し令れい所じよから駆かけ出した。その背中を見送りながら、白髪の将の胸むねの奥では、得え体たいの知れない不安が膨ふくれ上がっていった。







　すり鉢ばち状じようの陣地を西に向かって駆け上がっていくと、頂ちよう上じように近い場所に多くの兵士たちが集まっているのがミアラの目に入った。大勢の中には、ひときわ背の高い顔馴な染じみの姿すがたもある。近付いてくる彼女の姿に気付くと、向こうから声をかけてきた。

「おお、お前が来たか。伝令が行ったはずだが、ジャンは何と言ってる？」

　ついさっきまで坑こう道どうに入っていたらしく、ハッラー大たい尉いの軍ぐん服ぷくは全体的に泥どろ土つちで汚れていた。ミアラは軽く首を横に振って見せる。

「ひどく怪あやしんでいます。結論は保留ということで、まずは私が様子を見に来ました」

　言いながら、彼女は土を盛った防ぼう壁へきに取り付いてよじ登り、銃じゆう撃げきに警けい戒かいしつつ向こう側を覗のぞき込む。すると、キオカ兵と見られる四十人あまりの人々が、落ち着かない様子で固まって伏せているのが目に入った。やや遅おくれて隣となりにやって来たハッラーに、ミアラから尋たずねる。

「……小隊長の身元は確認出で来きていると聞いています。名前を教えてください」

「カロネ・ムンジハ少しよう尉い。連中の先頭で友ゆう軍ぐん旗きを上げている、背の低い丸顔の男だ」

　そう教えられると、一いつ瞬しゆんでそれらしき相手に目め星ぼしを付けて、ミアラは声を上げた。

「カロネ・ムンジハ少尉！　事情をうかがいます、あなたひとりだけ登ってきなさい！」

　指名を受けた小隊長が、大急ぎで土つち壁かべをよじ登ってきた。ハッラーが垂たらしたロープに助けられつつ、背の低い中年の軍人が友軍の陣地へ文字通り転がり込む。土壁から飛び降りたミアラが声をかけた。

「ようこそヒオレド鉱こう山ざんへ。しかし一ひと息いきついている暇ひまはありません。早急に事情を説明してください。私としても、外で待またせている兵士たちを早く迎え入れてやりたいんです」

「は、はいっ……！　しかし、ええと、どこから説明したものか……」

「帝てい国こく軍ぐんと戦たたかい始めてからの経けい緯いを順番に教えろ。いったい何がどうなって、お前らは今ここにいるんだ？」

　ハッラーが質しつ問もんを補ほ足そくする。少し考えを整理して、ムンジハ少尉も喋しやべり始めた。

「……我われ々われの小隊は、帝国軍が侵しん攻こうを開始したという報しらせを受けて基地を出発し、西側の防ぼう衛えい拠きよ点てんでこれを迎むかえ撃うちました。しかし多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいであり、さしたる成果も上げられぬまま敗北・降こう伏ふく。その時点で部下ともども、帝国軍の捕ほ虜りよに身みをやつすことになったのです」

「捕虜になっていたのですか？　……では、ここには敵てき陣じんから脱だつ走そうして来たと？」

「そこが私にも不ふ可か解かいなのです。我々は脱走などしておりません。帝国の連中によって捕虜の収容所から連れ出されて、この山のふもとまで連れて来られたのです」

「で、そこから逃げてきたってことか」

「違ちがいます。ですから、我々は一度も脱走していないのです。この山のふもとまで来た時点で、帝国軍は我々を解放しました。何の説明もなく野に放たれた我々は、いまさら西へ引き返すことも出来ず、いちばん近い友ゆう軍ぐんの陣地であるここを目指すしかなかったのです」

　説明しながら、ムンジハ少尉は懐ふところから皮のバインダーに入った書類を取り出して見せた。「キオカ陸軍少尉カロネ・ムンジハ以下三十七名によって構成される小隊を、捕虜労ろう役えきの義務より開放する」──日付・時じ刻こく、さらに押おう印いんと共に、そういった内容が記入されている。ミアラとハッラーの顔が同時に曇くもった。

「略りやく式しきだが、正式な書類だな……。文面に不ふ審しんな部分もない。俺の見る限りじゃ、戦時条約に基づいた効こう力りよくをもつ内容だ」

「……つまり、敵は一方的に捕虜の引き渡しを行ったということですか？　何の代だい償しようを求めるわけでもなく、我々に仲間を返してよこしたと？」

「そういうことになります。不可解なのは私も同じですが、それ以上は説明のしようがありません……」

　弱り切った様よう子すでムンジハ少しよう尉いがうなだれる。不ふ条じよう理りな経けい緯いで帰ってきた味方を前に、ミアラとハッラーは顔を見合わせた。







「……敵の狙ねらいが、読めた」

　二人の部下が持ち帰ってきた報ほう告こくに、『不眠ねむらずの輝き将しよう』は苦にがりきった面おも持もちになった。

「君たちも思っている通りだ。敵が何の見返りも求めず捕虜を返してよこすわけがない。これはれっきとした攻こう撃げきだろう」

「では、やはりムンジハ少尉らは敵に寝ね返がえっていると……？」

「Ｎｙａｔｔニエツト……彼らは潔けつ白ぱくだ。ムンジハ少尉の説明にはおそらく何の噓うそもない。話はもっとシンプルで悪あく質しつなんだよ。いいかい、ミアラ──今回の小隊は第だい一いち陣じんに過すぎない。これから先も何度となく同じことが起こるはずだ。そうやって食い扶持を増やすことで、帝国軍はこちらの兵站を圧迫しようとしている」

　言われた瞬しゆん間かん、ミアラはハッと目を見開いた。ハッラーも腑ふに落ちた様よう子すで額ひたいを叩たたく。

「……そう来たか！　くそ、言われてみれば盲もう点てんだったな……！」

「発想それ自体は古こ典てん的てきだ。いや、むしろ前時代的と言ってもいい。防ぼう衛えい拠きよ点てんに立て籠こもった敵てきの足を引っ張るために、周しゆう辺へんの町や村落から連行してきた一いつ般ぱん民みん衆しゆうを片かたっ端ぱしから送り込む──こういう非ひ道どうな真似まねは、昔の戦争では当たり前のように行われていたからね。……でも、時代が進むにつれて、戦争にも『互たがいにこれだけは守って戦おう』というルールが定められていく。国家間の相そう互ご利り益えきに基づくこの取り決めが、今で言うところの『戦せん時じ条じよう約やく』だ。その条文の中で、一般民衆を戦争に利用することは原げん則そくとして禁じられたし、捕ほ虜りよの扱あつかいに関しても同じような縛しばりがある。けれど──」

「──戦時条約には、捕虜を虐待してはならないとはあっても、捕虜を解放してはならないとは書いていません。……いえ、正確には『生せい存ぞん手段が確かく保ほ不ふ能のうな状じよう況きようでの放置』は虐ぎやく待たいに該がい当とうしたはずですが、それも捕虜にとっての敵地で放り出した場合に限って適てき用ようされると記き憶おくしています」

「だな。ここはキオカの国内だし、ムンジハ少しよう尉いたちにしたって友ゆう軍ぐんの陣じん地ちにきっちり逃げ込んでるんだ。──くそったれめ、こいつは腹はら立だたしいまでに妙手だ。やってることは前時代のそれと本質的に変わらねぇのに、条約に照てらして責せめられる部分がひとつも見当たらねぇ」

　感心と憎らしさを同時に抱きながら、ハッラー大たい尉いは舌した打うちする。そんな彼の隣となりで、ミアラは激しく首を横に振った。

「いいえ！　今の時点でジャンが狙ねらいを見抜いた以上、敵の策さくは封ふうじたも同然です！　捕虜の受け入れによって糧りよう食しよくの消しよう費ひが早まるというのなら、我々はそれを拒こばむだけの話！」

　シンプルな解かい決けつ策さくを提示する副ふく官かんに、しかし白はく髪はつの将は「否ニエツト」の一いつ句くで答えた。

「……出で来きないんだよ、ミアラ。送られてきた捕虜は受け入れるしかない」

「お気持ちは分かりますが、ジャン……！　冷れい酷こくな判断も時には必ひつ要ようでしょう！」

「Ｓｙａｈシア。指し揮き官かんとしての義ぎ務むから逃げるつもりは毛もう頭とうないさ。小を切り捨てて大を生かす──もとより戦争とはそういうものだからね。十人を見捨てることで百人が助かるのなら、僕は迷わずそうする。四十九人と五十一人でも必ず同じようにやる。──でも、今の問題はそこじゃないんだ」

　納なつ得とく出で来きずに眉まゆ根ねを寄せるミアラに向けて、ジャンは説明を続ける。

「考えてもみてくれ。ここの兵士たちが、本来の上じよう官かんではない僕ぼくらに従したがうのは何故なぜだと思う？　それは、僕らが彼らを見捨てなかったからだよ。敵の真っただ中に孤こ立りつした自分たちを、危険をかえりみず助けに来てくれた──その第だい一いち印いん象しようが信しん頼らいの根っこにあるからなんだ」

「あ…………」

「逆に言えば、そこが揺ゆらいだ時には統とう率そつも一いつ緒しよに崩くずれ去さる。君たちと違ちがって、彼らの僕ぼくに対する信頼は絶対的なものじゃないんだよ。ほとんどの兵とは数日前に初めて会ったんだからね、無理のないことさ。これが手て塩しおにかけて育てた部下たちだったら、また話は別だったろうけれど」

「……で、でも！　敵てきは戦せん時じ条じよう約やくを無む視ししているわけではないんでしょう!?　だったら捕ほ虜りよの受け入れを拒こばんだところで、そう惨むごたらしい結果にはならないはずじゃありませんか！　降こう伏ふくを示しつつ敵てき陣じんに戻れば、少なくとも攻こう撃げきは受けないんじゃ……！」

「そうだねシア、君の言うとおりかもしれない。敵に期待するのは愚おろかと言うけれど、この敵に関して言えば、ここで条約を無視した虐ぎやく殺さつを行うほど愚かじゃないのも確かだ。……ただ、実際にはやらなくても、やっているかのように演出してくる可か能のう性せいはある。例えば──捕虜たちの姿が僕らから見えなくなったところで、ここぞとばかりに銃じゆう声せいと悲ひ鳴めいを響ひびかせるという手があるかな。僕ら以外には、まるで本当に虐殺が起こっているかのように聞こえるだろうね」

「なっ……！」

「その程てい度どのことはやってくる相手だよ。……実際にそうなった時、仲間が虐殺される光景を想像させられて、ここの兵士たちは何を思うだろうか？　不安、悲しみ、怒いかり、憎にくしみ……それらの負ふの感情を、彼らは帝てい国こく軍ぐんにばかり向けてくれるだろうか。いや、そうはいかないさ。助けられたはずの仲なか間まを見捨てた僕も、やはり憎ぞう悪おと不信の対象になってしまうだろう」

　そう結論して、ジャンは深くため息をついた。ミアラは返す言こと葉ばもなく押し黙だまる。

「あいつは……イクタ・ソロークは、そこまで読んだ上でこの策さくを実行している。こっちが仲間の受け入れを拒めないことは先せん刻こく承しよう知ちなんだよ。もう驚おどろきはしない。先日の会談で顔を合わせてしまったのは完全なミスだった。付け入る隙すきを与えてしまったのは、他でもない僕自身だ」

　左手に右のこぶしを打ち付けつつ、白はく髪はつの将しようは歯は軋ぎしりする。そうやって自制を利きかせながら、彼の思考は絶え間なく巻き返しの手段を探さぐっていた。

「……一度捕虜になっている以上、これから送られてくる兵士たちは武ぶ装そう解かい除じよがなされている。この陣じん地ちに余よ分ぶんな武器は置いてないし、弾たまや鏃やじりと違ちがって、ボウガンや風ふう銃じゆうは専門の技ぎ師しがいないと製せい造ぞうすることは出で来きない。食い扶ぶ持ちは増えても戦力は増えない結果になるね」

「こっちに有利な点が何ひとつねぇな……。なんだか冷ひや汗あせをかいてきたぜ」

「いやニエツト、ひとつだけある。こちらの内情を、あいつはすっかり見み透すかしたつもりでいるかもしれないけれど──そうはいかない。君たちも知っての通りさ。僕らはまだ、切り札ふだを隠かくし通している」

　低い声で言いつつ、ジャンは窓まど越ごしの外に視し線せんをやる。露ろ天てん掘ぼりの竪たて穴あなから横に掘ほり進む形で無数に空あいた坑こう道どうに、大勢の兵士たちが出入りしている様よう子すが見えた。

「戦力は増えないとしても、人ひと手では増える。余よ分ぶんな武器は無くても、鉱こう夫ふたちが使っていたシャベルなら大量に残されている。──有利な点が何もないって？　Ｍｕｍムン、ハッラー、冗じよう談だんを言っちゃいけない。これならじゅうぶん過ぎるくらいだよ」

「……ああ！」

「冷ひや汗あせは引いたかい？　なら大だい丈じよう夫ぶだね。──よし、ハッラーは本来の持ち場に戻って掘くつ削さく作業の監かん督とくを続けてくれ。ミアラはムンジハ少しよう尉いの小隊を正式に迎え入れるんだ。なるべく丁てい寧ねいに遇ぐうするようにね」

「はい！」

「Ｙａｈ。くれぐれも頼たのむよ、二人とも。イクタ・ソロークに煮にえ湯ゆを飲ませられるかどうかは、君たちの仕事の成せい否ひにかかっているんだから」

　揺るぎない声で下された命令に、ミアラとハッラーは力強くうなずいてみせる。ドアをくぐり抜けて陣じん地ちを駆かけていく二人の背中を、『不眠ねむらずの輝き将しよう』は信しん頼らいを込めて窓まどから見送った。
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「さーて、いつまで保つかな？」

　その頃ころ、ジャンたちによって煮え湯を準備されている当人はと言えば──焼いた鶏とりの脚あしを行ぎよう儀ぎ悪くくわえながら、望ぼう遠えん鏡きよう越ごしにのんびりと敵てきの様子をうかがっていた。

「さっき送った小隊で、もう四巡じゆん目めですか……。これであちらは、当初よりも約百六十人分も食料の消しよう耗もうが早くなったってことになるんですねー」

　ハロが感心したようにつぶやく。小さな丸まる椅い子すに座すわったイクタの周まわりでは、騎き士し団だんの面々と姫ひめ君ぎみ、それにサザルーフが同じように食事を取っていた。地続きの戦場にいるというのに、両陣じん営えいの緊きん張ちよう感かんには天と地の差がある。

「よくまぁ、こんな性せい格かくの悪いやり方を思い付くもんだな……。今は仕し掛かける側だからいいけど、おれがあっちの立場だったらと思うとぞっとするぞ」

「ふっふっふ、敵の嫌いやがる様よう子すが目に浮かぶよね？　それこそ今回の醍だい醐ご味みだよマシュー。あの白イケメンはドンパチやる気満々だったけど、その手の撃うち合いなら海で嫌いやというほどやってきた。だから今回、まともな戦争には意い地じでも付き合ってやらない！」

「こ、こんなに活いき活きしているイッくん、久しぶりに見た気がする……」

「あくどい手て口ぐちが性しように合っているのよ。前に詐さ欺ぎ師しをはめた時と同じ顔をしているもの」

　呆あきれたようにヤトリが言う。サザルーフも釣つられて笑いつつ、薄うす焼やきパンを指でちぎった。

「いやいや、俺もこういうのは嫌きらいじゃないね。何であれ戦せん闘とうが少なくて済すむってのは最高だ。部下も俺も怪け我がしないし、空あいた時間でこうしてのんびり飯めしを食っていられる。いやほんと言うことねぇや」

「……サザルーフ少しよう佐さ。最近そなた、どうもソロークに似にてきたのではないか？」

　シャミーユ殿でん下かがぼそりと指し摘てきする。本人は数すう秒びよう固まってから、わざとらしく咳せき払ばらいした。

「そ、それはともかく！　今回は策さく自じ体たいにも驚おどろかされたが、それ以前によくシバ少しよう将しようを説得出来たもんだ。横で見ていて本気で驚いたぞ。あの気き難むずかしいお方を相手に、どうしてあそこまで話が順調にいったんだ？」

「いえ、特に策さくを弄ろうしたわけじゃありませんよ。というより、僕ぼくは最初からシバ少将を信しん頼らいしていますからね。打てば響ひびく鐘かねだと分かっていれば、あとは撞つく場所をちゃんと狙ねらえばいいだけの話です」

「分からんのはそこだ。シバ少将の人となりを、お前は最初から把は握あくしていたとしか思えない。俺おれがひと月近くかけても無理だったことなのに、いったいどういうわけだ？」

　サザルーフがさらに突つっ込んで追つい及きゆうする。と、そこにヤトリがさりげなく言こと葉ばを挟はさんだ。

「少佐殿。今でこそ日ひ陰かげに甘んじていますが、シバ少将はかつて『日にち輪りんの双そう璧へき』と謳うたわれたほどの方です。同じ将のもとに、今は亡なきハザーフ・リカン中ちゆう将じようと並び称しようされていた時期がありました。それはじゅうぶん過ぎるほど信頼に足る経けい歴れきかと思います」

「何となく聞き覚えはあるが……。だとしても、ほとんどお前らが生まれる前の話だろうに」

　苦く笑しよう気ぎ味みに言ったところで、サザルーフはそれ以上の追及を諦あきらめた。

「やれやれ……。戦争やら何やらを通して、それなりに付き合いを深めてきたと思ったが。どうもお前らには、俺の知らない部分がまだまだありそうだな」

　右から左に聞き流して、イクタとヤトリは食事の締しめくくりに干ほしパパイヤをかじっていた。ほどなく全員が自分の分を食べ終えると、それぞれの持ち場に戻ることになる。

「飯めしも食ったし、部下のとこに帰るか……。つっても正直ヒマだぞ。おれたちは予備兵力指定で、あんまり敵てき陣じんに近付かないし」

「それでいいのさ、我わが友マシュー。君は海かい戦せんの時にじゅうぶん過すぎるほど働はたらいたんだから、今くらいは胸むねを張って楽らくをするといい。ここでも同じように頑がん張ばったら、今度は逆に働き過ぎになってしまうよ」

「軍人の活かつ躍やくってのはそういうことだろ。おれだって労ろうを惜おしむつもりはないぞ」

「いいや違ちがう。集団の運うん営えいにおいて、リスクや労力の適てき切せつな分配はとても大切なことなんだ。組そ織しき全体を健けん全ぜんに働かせたいのなら、ひとりの構こう成せい員いんが過か労ろうを当たり前と思ってはいけない。これは軍ぐん隊たい以外にも言えることだよ。すごく重じゆう要ようだから憶おぼえておいて欲ほしいな、マシュー」

　イクタは念を押した。口く調ちようこそいつもと同じだが、黒い両目には真しん剣けんな輝かがやきが宿やどっている。小太りの少年もそれに気付いて、言われたことを頭の中で反はん復ぷくした。すぐに納なつ得とくは出で来きなかったが、腑ふに落ちるまで何度でも考えてみるつもりで、彼はうなずいて見せた。

　マシューに続いてトルウェイ、ハロ、サザルーフがそれぞれの持ち場へ帰っていく。にぎやかな食しよく卓たくの光景が過すぎ去さった後に、残るはイクタ、ヤトリ、シャミーユ殿でん下かの三人だけになった。

「…………」

　ふと、姫ひめ君ぎみが落ち着かなさげに身じろぎする。海かい戦せん前まえの『黄こう竜りゆう号ごう』での出で来き事ごとを思い出して、この組み合わせに何とも言えない居い心地ごこちの悪さを感じてしまったのだ。さりげなく立ち去さろうと、彼女は椅い子すから腰こしを上げたが──折おり悪わるく、そこで背中に声がかかる。

「殿下、お待まちください。御お髪ぐしが泥どろで汚れております。恐きよう縮しゆくながら清きよめて差し上げますので、一いつ緒しよにあちらの天てん幕まくへ参まいりましょう」

「え……？　い、いや、よい。髪かみの手入れなら自分で出来る」

「しかし、後ろ髪の辺りなど、ご自じ身しんではやりづらいのではないかと。殿下の御髪の美しさが損そこなわれているのを見てしまっては、私のみならず兵たちも心苦しいでしょう。髪そのものの健康にも望ましくありませんので、ここはどうか──」

　理り路ろ整せい然ぜんと、それでいて心から相手を気き遣づかっているのが分かる口く調ちようで、炎えん髪ぱつの少女はシャミーユ殿下に言い募つのった。……彼女やハロが、姫君の身の回りの世話を買って出るのは珍めずらしいことではない。殿下自身にとっても、それは決して不ふ快かいなお節せつ介かいではないはずだった。

「…………っ」

　親しん愛あいのこもった手で髪を梳すかしてもらうことなど、騎き士し団だんの面々と出会うまで、彼女の育った環かん境きようでは望むべくもなかった。周しゆう囲いの人々から向けられる感情は多くの場合、畏い怖ふか好こう奇きの二に択たくでしかなく、わずかな例外すら憎ぞう悪おと憐れん憫びんだった。──ヤトリとハロは、そんな姫ひめ君ぎみが思いがけず手に入れた、たったふたりの心許せる同どう性せいの相手なのだ。

　──なのに、どうして……。

　慕ぼ情じようと嫉しつ妬とのはざまで、少女の心が軋きしみを上げる。……いったいなぜ、今はこんなにも、彼女から向けられる親しん愛あいが胸むねに痛いのか。どうして、この胸の内には感かん謝しやと喜よろこびを塗ぬりつぶして、どす黒い感情ばかりが渦うず巻まいてしまうのか──！

「……？　殿でん下か、いかがなされて──」

　ばしん、と乾かわいた音が耳を打つ。──気が付けば、ヤトリが差し出した手を、姫君は全力で払はらいのけていた。

「む──無む用ようだと言っているのだッ！」

　激げき情じようにうわずった声で少女が怒ど鳴なる。拒きよ絶ぜつを示されたヤトリはその場で硬こう直ちよくした。

「立場を弁わきまえよ、ヤトリシノ・イグセム！　そなたは余よの身み内うちでもなければ召めし使つかいでもない！　身辺の世話を任まかせる謂いわれなど最初からないのだ！　だ、だというのにッ、そなたは余の意見を押しのけて馴なれ馴れしい口を利きく……！　母か姉にでもなったつもりかッ！」

　一度堰せきを切ってしまえば、もはや殿下自身にも止めようがなかった。溜ため込んでいたものがあまりに多すぎた。怒ど涛とうの勢いで放たれる言こと葉ばの刃やいばが、ヤトリを容よう赦しやなく串くし刺ざしにする。

　それから数分間、何を怒ど鳴なって何をわめいたのか、姫君自じ身しんにも確かなことは分からない。ふと気が付けば、息いきも絶たえ絶だえに立ち尽つくす自分の前に、炎えん髪ぱつの騎き士しがひざまずいて頭こうべを垂たれているのが見えた。ぬかるんだ地面に膝ひざを突つくことも意いに介かいさず。

「──まことに失礼いたしました、シャミーユ殿でん下か。己おのれの分ぶん際ざいを弁わきまえずに出過ぎた口を利きいたこと、臣しん下かとしてあるまじき不ふ遜そんであり、騎士としての節せつ度どを忘れた愚ぐ挙きよでした。お叱しかりを胸むねに刻きざみ、猛もう省せいに努めます」

　一いつ片ぺんの言い訳も釈しやく明めいもない、騎士として完かん璧ぺきな謝しや罪ざいを、ヤトリは述べた。その完璧さを前に、自分がいかに愚おろかな真似まねをしたかを、姫君は恐きよう怖ふと共ともに思い知った。

「……あ、ぁ……」

　身内でも召めし使つかいでもない、世話を任せる謂いわれなど最初からない──それは皇こう族ぞくが臣下を責めるための言こと葉ばとしては正しい。だが、シャミーユがヤトリに向けるべき言葉では断じてない。

　炎髪の少女との間でこれまでに育んできた関係性の全てを、皇族という絶対者の立場から、姫君は残ざん酷こくに踏ふみにじってしまった。時間をかけて近付けていった互いの心の距きよ離りを、彼女の心無い言葉が、凡ぼん百びやくの主しゆ従じゆうにまで一ひと息いきに突き放したのだ。

「ああぁぁぁ…………ッ！」

　その結果が、泥どろの中にひざまずくヤトリの姿だった。他でもない姫君自身がそれを強いた。自分の行いの絶望的な罪つみ深ぶかさを悟さとって、シャミーユ殿下の理性が音を立てて崩くずれ去さる。彼女は全力疾しつ走そうでその場から逃げ出した。

「殿でん下かっ……！」

　追いかけようと立ち上がったヤトリだが、同じタイミングで肩を後ろからつかまれた。振り向くと、黒くろ髪かみの少年が首を横に振っている。

「……時間を置いたほうがいい。いますぐ追いかけても、ますます追い詰めるだけだ」

　その意見を否ひ定ていできず、炎髪の少女はやるせない想いで走りかけた足を止めた。彼女の前にしゃがんで、イクタは膝についた泥を払い始める。その手を受け入れながら、ヤトリは不ふ甲が斐いなさを嚙かみしめるように両目をつむった。

「母か姉にでもなったつもりか、ね。……殿下のあの言葉は、本当に響ひびいたわ」

「…………」

「いまの私は騎士として殿下に仕つかえる立場にある。でも、殿下をひとりの女の子として見た時、まだ幼おさない彼女が本当に必ひつ要ようとしているのは、臣下の忠ちゆう誠せいより肉親の愛情だということも分かっていた。……だからでしょうね。私は無む意い識しきに、その真似まね事ごとをしていたのかもしれない」

「君は間ま違ちがっていないよ。騎士団の面々は誰だれもが、お姫ひめさんにとっての兄であり姉であるべき存そん在ざいだ。それは後こう輩はいを取り巻く年長者の務つとめだと、僕ぼくはそう思っている」

「そうね……。でも、私はそこまで思い切ることが出来ない。騎士としての自分、皇族としての殿下、その主従関係を真っ先に意い識しきしてしまうのよ。だからさっきも、騎士の立場で謝罪することしか出で来きなかったわ。結果がこうなると薄うす々うす分かっていながら」

　うつむいたヤトリの顔に、彼女が滅めつ多たに見せることのない自じ嘲ちようが浮かんだ。

「……本当の姉し妹まいなら。いえ、友達同士でも、あそこはけんかしておくところなんでしょうね。そうやって小さな諍いさかいを重ねながら、互たがいの距きよ離り感かんを調整していくのが人として健けん全ぜんなんでしょう」

「いわゆる『普ふ通つう』に縛しばられる必ひつ要ようはないよ。やり方はひとつじゃないんだ。君は君の出来る範はん囲いでお姫ひめさんに接していけばいい。名もなき騎き士しではなく、年上のお姉さんとしてね」

「私にそれが出来るのかしら。……騎士として帝てい国こくの第三皇おう女じよを守っていながら、シャミーユという女の子はこれっぽっちも守れていない。最近ずっと、そう思えてならないのよ」

　大方の泥どろを払はらい終えると、黒くろ髪かみの少年は無む言ごんで立ち上がった。姫ひめ君ぎみの走り去った方角を見つめていたヤトリの視し線せんが、そこで再ふたたびイクタに戻る。

「──シャミーユ殿下の本心に近いところにいるのは、イクタ、最初からあんたひとりだけよ。……私には打ち明けられないことも、あんたにはたくさん話している。そうなんでしょう？」

「…………」

「殿下に大きな隠かくし事があるというのは、何となくだけど私も察しているわ。内容までは想像出来ないけれど、あまり穏おだやかな話ではないことくらいは分かる。あんたも態たい度どを決めかねているようだから」

「…………あーもう。君に隠し通せるとは、最初から思っていなかったけどさ」

　バツが悪そうに苦笑してから、彼はふと真ま顔がおに戻って言こと葉ばを続ける。

「端たん的てきに言って、お姫さんは歪ゆがんだ形に育ってしまった子供なんだ。だから今も、とてつもなく不ふ毛もうな方向に進んで行こうとしていて。……僕ぼくにはどうしても、それを放っておけないみたいで」

「年長者としての務つとめ、だものね。……それで、どうなの。何とか出来そうなの？」

　その問といに、イクタは表情を険けわしくした。

「正直、厳きびしいんだ。お姫さんの心は思った以上に深い部分でねじ曲げられている。誰だれかが悪意をもって誘ゆう導どうしたとしか思えないくらいに、あの娘が破は滅めつを目指す在あり方はかたくなで凄せい絶ぜつだ。……加くわえて僕自身、後こう輩はいを導みちびく年長者としては不ふ適てき格かくもいいところだからさ。多分、ひとりではどうにもならないと思う」

「思ったより煮に詰つまっているのね。──だとしたら、あんたはどうするつもりなの？」

　ヤトリの見つめる先で、イクタはためらった末に、どこか照てれたような笑え顔がおを浮かべた。

「うん、それなんだけど……『黄こう竜りゆう号ごう』の上で君に言われたことがあったよね。あれをそのまま答えにしても構わないかな」

　片手で頭をかきつつ、少年はそう告つげた。思いがけない答えに、少女は目を丸くする。

「僕ひとりではお姫さんを救えず、君ひとりではシャミーユという女の子を守れない。だったら結論はひとつだよ。──ほら、ここには僕ぼくと君がいる」

　付け足たすようにイクタが言う。数秒置いて、炎えん髪ぱつの少女の口元に、温あたたかい微笑ほほえみが浮かんだ。

「……殿でん下かにはまた、分ぶを弁わきまえろと怒おこられるかもしれないわね。今度はふたり一いつ緒しよに」

「ふむ。君が母か姉にでもなったつもりかと言われたら、じゃあ僕は父か兄だと開き直ってみようかな」

「ますます怒られるわよ。今度こそ大げんかになるかも」

「それこそ望むところじゃないか。けんかになるほど距きよ離りが縮ちぢまってくれるなら万ばん々ばん歳ざいだ」

　胸むねをそらして少年は言い、それから再ふたたびヤトリに向き直った。

「……『大きな隠かくし事』についても、ね。そう遠くない未来に、いずれ全すべてを話す日が来る。それは僕が約やく束そくするよ。だから、もう少しだけ待まっていてくれるかな」

　視し線せんを合わせて、イクタははっきりと言い切った。ヤトリがそっとうなずいて、それを合あい図ずに話は終わった。──いずれ全てを話すと、彼がそう言っているのだから。彼女はただ、その言こと葉ばを信じて待つだけのことだった。

「……ああ。ところで話は変わるけど、ちょっと相そう談だんがあってさ」

　沈ちん黙もくも長くは続かなかった。何なに気げなさを装よそおって、イクタが別の話題を振る。

「これ、司し令れい部ぶから借りて書き写した鉱こう山ざん内部の見取り図なんだけど、こっちの地図と合わせて見ると気になる点があってね。地中で北に向かって伸びている坑こう道どうがあって──」

「ご相談中のところを失礼いたします！」

　イクタが懐ふところから取り出した地図をふたりで広げて見ていると、その場に三人の帝てい国こく兵へい士しが突とつ然ぜん割って入ってきた。階かい級きゆう章しようを見るに尉い官かんのようだが、見覚えのない顔ぶれだ。敬けい礼れいもそこそこに、彼らはさっそく本題を切り出す。

「ヤトリシノ・イグセム中ちゆう尉い殿どのに、後方より連絡を預あずかって参まいりました。内容は本人の耳にのみ入れるよう命じられております。我われ々われと一緒に来ていただけますか」

「私の耳にだけ……？　心当たりがないけれど、分かったわ。あちらの木こ陰かげに行きましょう」

　会話をひとまず保留して、ヤトリは三人の尉官と共ともに離はなれた場所へ歩いていった。ひとり残された少年が怪け訝げんに思っているところに、「中隊長殿ー！」と彼を呼ぶスーヤの声が届く。それで観かん念ねんして、イクタもその場を立ち去った。







　騎き士し団だんの五人が再び合流したのは、その日の夕方になってからだった。

　鉱山南側の陣じん地ちに、彼らの集会場所として専用の天てん幕まくが設もうけられている。クスの周照灯ランタンで照らされた内部の空間には、すでにイクタ、マシュー、トルウェイ、ハロの四人が集まっていて、ヤトリと姫ひめ殿でん下かの帰りを待っているところだった。

「七巡じゆんで三百人弱じやく、か。こっちが解放した捕ほ虜りよを、山上のキオカ軍は全て受け入れたね。さすがに狙ねらいも気付かれたと思うけど……」

「あの白イケメンなら、最初の一いち巡じゆんでとっくに気付いてるさ。それでもあいつに受け入れを拒こばむ選せん択たく肢しはない。部下の士し気きと信しん頼らいを失えば、籠ろう城じようなんて苦く行ぎようには誰だれも付いて来なくなるからな」

　トルウェイの発言に、テーブルに広げた鉱こう山ざん内部の見取り図をにらみながらイクタが答えた。丸テーブルを挟はさんだ向かい側では、ハロが泥どろで汚れた上着の染しみ抜きに励はげんでいる。

「いくら『不眠ねむらずの輝き将しよう』さんでも、食べるものがなくなったら困りますよねぇ……。この先どうするつもりなんでしょうか」

「問題はそこだね。諦あきらめて降こう参さんするんでなければ、食しよく糧りようが尽つきる前に新たな補ほ給きゆう路ろを確保しなきゃならない。これが結けつ構こうな難なん題だいだ。仮かりに援えん軍ぐんが辿たどり着いても、山上の陣じん地ちに物資を送るためには、その前に僕ぼくたちの包ほう囲いを破やぶらなきゃならない。まぁ、それが叶かなう前に、まず間ま違ちがいなく兵士たちが飢うえ始めると思うけど」

「おれもそこはずっと考えてた。気き球きゆうで運んで来られたりはしないのか？　対物エアライフルの射しや程ていより上空からでも、陣地の中に物資を落とすだけなら可か能のうだろ」

「気球一いつ隻せきで輸送出来る物資の量を考えると、さすがに現実的じゃないと思うな。そのために天てん空くう兵へいの一個大隊を回してくるとしても、その時はこっちだって騎き兵へいを出して着陸地点まで追いかけていくよ。敵てき地ちに攻せめ込めなかったリカン中ちゆう将じようの時とは状じよう況きようが違ちがうんだから」

「空にはそれほど警けい戒かいしていないんだよね、イッくんは。その様よう子すだと、目の付け所は逆……地面の下かな？」

　テーブルの上に視し線せんを移して、翠すい眼がんの青年が言う。イクタもうなずいてみせた。

「まぁな。鉱こう山ざんと坑こう道どうは切っても切り離はなせない。拠きよ点てんが包囲された場合に備えて脱だつ出しゆつ用ようのトンネルを掘ほっておくってのは、それこそ昔むかしからの定番だろ。仮かりにそういうものが存そん在ざいした場合、脱出用に限らず補給路として利用してくる可能性もあるからな」

「それこそ現実に有り得るか？　おれたちの包囲の下をくぐり抜けて地上に出るとなると、相当に長いトンネルになるぞ。そんなの一いつ朝ちよう一いつ夕せきで掘れるもんじゃないだろ」

「一朝一夕ってわけじゃないんだよマシュー。この見取り図は帝てい国こくが鉱山を保有していた頃ころのものなんだけど、この時点ですでに、緊きん急きゆう脱出用の大坑道が途と中ちゆうまで掘り進められているんだ。敵軍に包囲される事じ態たいを警戒していたのは帝国も同じだからね。こっちが放り出した未完成トンネルの掘くつ削さく事業を、キオカの側で引き継ついでいないとは言い切れないだろ？」

　見取り図を渡されたマシューが、紙面をにらんで低い声でうなる。一方のイクタは、もう一枚のほう──ヒオレド鉱山周辺の地形図に目を移していた。

「鉱山の七百メートルほど北には、大きな熱ねつ帯たい林りんが広がっているんだ……。この辺りまでトンネルを掘り進めることが出来れば、包囲した敵軍に発見されることなく外部との連絡が持てる。僕が警戒しているのはその可能性だよ。何とか存在の有う無むを確認しておきたい」

「どうやって調べる気だよ。樹じゆ林りんの中をしらみ潰つぶしにするわけにもいかないし、怪あやしいところで地面に耳でも当ててみるか？」

「長いトンネルを掘ほるには地質との相あい性しようも重要だよね。この辺りはお世せ辞じにも地じ盤ばんが頑がん丈じようとは言えないと思うけど、それで本当に──」

　天てん幕まくの外から響ひびいてきた足音に、熱の入り始めていた議ぎ論ろんが一いつ旦たん止まった。入口の垂たれ布ぬのを横に押しのけて、炎えん髪ぱつの少女が中に入ってくる。四人の視し線せんが揃そろって仲なか間まを迎えた。

「お帰りなさい、ヤトリさん。今日は少し遅おそかったですね。何か変わったことはありましたか？」

　染み抜きの手を休めて、ハロが柔やわらかく尋たずねる。しかし、ヤトリの表情は対たい照しよう的てきに硬かたかった。トルウェイがそれに気付く。

「何かあったのか、ヤトリさん」

「……ええ。私の中ちゆう隊たいに、本国への帰き還かん命めい令れいが下されたわ」

　抑よく揚ようのない声でヤトリが告げた。その返答に、四人はぎょっと目を見開く。

「帰還命令って……え、それってつまり、お前だけ帝てい国こくに帰るってことか？　まだ肝かん心じんの鉱山も陥おとしてないのに？　ど、どういうことだよそれ！」

　マシューが当然の疑問を口にした。他の三人の気持ちを代だい弁べんした彼の問といにも、炎髪の少女はなぜか黙もくして答えない。その姿すがたに明らかな異い常じよう事じ態たいを見て取ったイクタは、少し考えた末、指先でリズミカルにテーブルを叩たたき始めた。

　──何があったんだ？

　キオカ式の光ひかり信しん号ごうを音に写うつした暗号で、彼は二者間の密みつ談だんを試こころみる。彼の意い図とに気付いたヤトリは、長く考えてからテーブルに歩み寄り、同じように指先で暗号を打った。

　──何も言えない。

　ごく短い返答に、少年は体温が一いつ気きに下がるのを感じた。──何も言えない。突とつ然ぜんの戦せん線せん離り脱だつという誰だれの目にも異常な状じよう況きようにあって、あのヤトリシノ・イグセムが、イクタ・ソロークに対して一いつ切さいの状況説明を行えないと。

「……よし、わかった」

　この場合に限って、沈ちん黙もくは恐ろしいほど雄ゆう弁べんだった。何の説明もないことで、イクタは逆ぎやく説せつ的てきにこう結論するしかない。つまり──彼女が口にし得るどんな凶報よりも禍々しい何かが、今この瞬間に起こっているのだと。

「出発はいつだい」

　尋ねつつ、イクタは椅い子すから立ち上がる。ヤトリも淡たん々たんと答えた。

「今こん晩ばん中じゆうに出るわ。だいたい二時間後よ」

　すでに猶ゆう予よがほとんどないことだけを教えられて、マシューたちがもう一度絶ぜつ句くする。ただイクタだけが、軽くうなずいて歩き始めた。

「……少し出てくる。一時間後、また必かならずここに来てくれ」

　すれ違ちがい様ざまにそう伝えて、黒くろ髪かみの少年は早足に天てん幕まくを出て行った。……彼が去さった後も、まったく状じよう況きようを理解出来ずにいる仲なか間またちの前で、ヤトリは黙もく然ぜんと立ち尽つくした。左右のこぶしをきつく握にぎりしめて。







　仲間たちのもとを離はなれると、イクタはその足でまっすぐ司し令れい所じよの大だい天てん幕まくを訪たずねた。ヤトリの一個中隊が戦せん線せんを離れるに当たって、総そう司し令れい官かんに話が回っていないはずはないからだ。

「入ります」

　言った時にはもう体が入口を抜けていたので、完全な事じ後ご承しよう諾だくだった。大型の天幕の中にはシバ少しよう将しよう以外にも十人以上の高こう等とう士し官かんが集まっていて、突とつ然ぜん割り込んできた若い中ちゆう尉いに戸と惑まどいと非ひ難なんの目を向けてくる。中にはサザルーフ少しよう佐さとメルーザ少佐の姿もあるが、イクタの関心はそこにはなかった。黒い瞳ひとみが即そく座ざに見つけ出したのは、昼間に一度だけ会った三人組の尉い官かんたちだ。

「な、なんだ──うぁっ!?」

　シバ少将と話していたらしい彼らに詰つめ寄ると、イクタは有う無むを言わさず、ひとりの肩をつかんで引き寄せた。

「何があった？」

　いつもの少年の流りゆう儀ぎとは異ことなる、回り道のない直ちよつ球きゆうの詰きつ問もん。迫はく力りよくに気け圧おされた尉官は、目を逸そらして何も喋しやべろうとはしない。相あい手てをつかまえたまま、イクタは視し線せんを横にずらした。

「シバ少しよう将しよう殿。ヤトリシノ中尉の戦線離り脱だつについて、彼らからどのような説明を受けていますか」

　形式もへったくれもなく、少年ははるか年上の総司令官にそう尋たずねた。周しゆう囲いの高等士官たちが憤ふん慨がいに目を丸くする中、寛かん容ようなのか無む頓とん着ちやくなのか、シバ少将は淡たん々たんと受け答えする。

「『極きわめて重大な戦せん略りやく的てき都つ合ごうにより』とだけ聞いている」

「内容の具ぐ体たい的てきな説明はないんですね。では、命令書の署しよ名めいは誰だれのものでしたか」

「イグセム元げん帥すいだ」

「しょ、少将殿！　一いつ介かいの中ちゆう尉いごときに、そのように軽々しく……！」

　問題の尉官のひとりが抗こう議ぎを口にした。少将がその顔をじろりとにらむ。

「……くだらん。状況に違い和わ感かんを覚えているのは私も同じだ。敵てき拠きよ点てんの攻こう略りやくがこれからという段階で、唐とう突とつに二千近くも兵員を返せと言われたのだからな。しかも理由については何ら説明がないに等しい。どこぞの中尉ごときが視界の端はしで多少の無ぶ礼れいを働いたところで、目の前の異常に霞かすんで見えんほどだ」

　冷たく言い捨てる。思おも惑わくはどうあれ、総司令官はイクタの暴ぼう挙きよを容よう認にんする構えのようだった。──少々のやり過ぎには目をつむるから、好すきなようにその連中を絞しぼってみせろ。そんな言げん外がいのメッセージを汲くみ取って、少年もかすかにうなずいてみせる。

「兵員を二千近くも、とおっしゃいましたね。それを聞くに、戦せん線せん離り脱だつはヤトリの部隊だけに留まらないと見えます。……本国への帰き還かんが命じられた中尉以上の士し官かん全員の名前を、ヤトリを除のぞいてフルネームで列れつ挙きよしていただけますか」

「構かまわん。ヌーダッカ・メグ少しよう佐さ、アブンリク・ヨドリコ大たい尉い、マルジ・ニルヒスナ大尉、ポーレン・スヒーク大尉、ジグ・ダイソス中ちゆう尉い──」

　命令書に記しるされていた名前を、シバ少しよう将しようはすらすらと暗あん唱しようする。最後のひとりまで聞き終ええたイクタは、それらの名前を、記き憶おくの中にある様さま々ざまな情じよう報ほうと照てらし合わせていき──ほどなくひとつの共きよう通つう項こうに思い至いたった。

「……全員がイグセム派の将校か。それも積せつ極きよく的てきな部ぶ類るいの」

　指し摘てきした瞬しゆん間かん、尉い官かんの口くち元もとが引きつった。急きゆう所しよを突ついたと確かく信しんして、彼はさらに畳たたみかける。

「戦線離脱の理由について、ヤトリは僕ぼくに何も話さなかった。僕と彼女の間に隠かくし事が生じるケースはただでさえ珍めずらしい。私し的てきな事こと柄がらはもとより、軍ぐん事じ的てきな情報にしたって、同じ上じよう官かんの下で同じ任にん務むに従じゆう事じしている僕たちは共きよう有ゆうするのが当たり前だ。──だっていうのに、紛まぎれもない軍事の話であるにもかかわらず、今回はそれが出で来きないという。いったいなぜだろうか？」

「……っ……」

「彼女の口を絶対的に閉ざすもの──それは往おう々おうにして、イグセムの係けい累るいとしての立場だ。その事実は、イグセム派はの将しよう校こうだけが帰還を命じられている状じよう況きようとも符ふ合ごうする。……よってこの時点で、僕には確信に近い形で推すい測そくすることが出来る。イグセムの派閥に関わる重大な事態が、今の帝国では起こっているんだと」

　よせ、それ以上はやめろ！　相手の目が切せつ実じつにそう訴うつたえてくるが、イクタはまったく取り合わない。その口が、決定的な単たん語ごを舌したに乗せる。

「最さい悪あくのケースから確かく認にんしてみよう。──クーデターか？」

　瞬間、尉官の顔面から石せつ膏こう像ぞうのように血ちの気けが失せた。その様よう子すを間近で見届けた少年は、一発目の矢が望みもしない真しん相そうを射い止とめたことを悟さとった。彼を襲おそった戦せん慄りつが、たちまち天てん幕まく内ないの全員に伝でん播ぱしていく。

「……しかもそれは、イグセム元げん帥すいが前線から『確かく実じつな味み方かたと分かる』兵力を呼び戻さなければならないほどの規き模ぼで起こっている。そんなことが出来る人物は今の帝てい国こくに何人もいない。……単たん純じゆんな消しよう去きよ法ほうで、首しゆ謀ぼう者しやはレミオン大たい将しようだ」

「ち、違うッ！」

　ここで初めて尉官が否ひ定ていの声を上げたが、それを額がく面めん通どおりに受け取らせるためには口元が震ふるえ過ぎていた。イクタはぐっと顔を近付けて、鼻と鼻が触ふれるほどの距きよ離りで相あい手てをにらむ。

「おい、せめて理由とセットで否ひ定ていしてみせろ。僕ぼくには思い付かないんだが、他にあるか？　勅ちよく命めいの後押しを受けた作戦行動中の軍ぐん隊たいから、何の説明もなくイグセム派はの将しよう校こうばかりを二千人もの兵員と一いつ緒しよに呼び戻す──その原げん因いんがクーデター以外に有あり得えるか？」

「う、う……！」

「ないよな。どんな理由をでっち上げても不ふ審しんに思われると分かっているからこそ、イグセム元げん帥すいも『極きわめて重大な戦せん略りやく的てき都つ合ごう』で押し通そうとしているんじゃないのか」

　長いにらみ合いの末に、尉い官かんは口くち元もとを引き結んで沈ちん黙もくした。もはや守りに入った亀かめのように口を閉ざし続けるだけが精せい一いつ杯ぱいのようだ。その黙もく秘ひを何よりの肯こう定ていとして受け止めて、イクタはシバ少しよう将しように向き直る。

「これが真しん相そうです、少将殿どの。イグセム派の将校たちは、帝てい国こく内ないで起こったクーデターに対たい処しよするために呼び戻されています。帝国軍が真っ二つに割れたと見ていいでしょう」

「…………」

「この場の面々に該がい当とう者しやはいないと思いますが、さしあたってレミオン派の高こう等とう士し官かんには警けい戒かいしてください。あなたから指し揮き権けんを奪うばい取ろうとする可か能のう性せいがあります。……ただ、そういう将校はいるとしても少数でしょう。現時点でヒオレド鉱こう山ざん奪だつ還かんに駆かり出されている僕たちは、おそらくレミオン大たい将しようによって、反はん乱らんを起こす前に国外へ厄やつ介かい払ばらいされた立場です。つまりどんな形であれ、クーデターへの参加は期待されていない。その証しよう拠こに、あなた自じ身しんも含ふくめて、ここにいる将校は派は閥ばつへの関与が積せつ極きよく的てきでない人々ばかりですしね」

　呆ぼう然ぜんとして立ち尽つくす軍人たちに視し線せんを巡めぐらせて、それからイクタは身をひるがえした。用よう件けんは済すんだとばかりに天てん幕まくを駆かけ出していく。

「お、おいイクタ中ちゆう尉い！　どこへ……！」

　泡あわを食ったサザルーフの声にも取り合わず、イクタの姿は夕ゆう闇やみの中に消えていった。







　布ぬの越ごしに差し込む夕明かり以外の一いつ切さいを締しめ切った、薄うす暗ぐらい天幕の中。罪ざい悪あく感かんと自じ己こ嫌けん悪おに焼かれながら、姫ひめ君ぎみは寝しん台だいで毛もう布ふにくるまって独ひとりうずくまっていた。

　ヤトリに暴ぼう言げんを浴あびせて逃げ出してから、自分専用に用意されていたこの空間に閉じこもる以外の選せん択たく肢しは、彼女にはなかった。騎き士し団だんの面々と顔を合わせることはもちろん、数メートル隣となりの水場に足を運ぶことさえ恐おそろしくて出で来きなかった。

　木々の一本一本、砂すなの一ひと粒つぶ一粒に至いたるまで、世界の全すべてが自分を糾きゆう弾だんするために待まち構えているように感じられた。非ひ難なんの声は内側からも絶え間なく響ひびいていて、それに耐たえるだけでも心が削けずられる。この上に外界からの攻こう撃げきが加くわわれば、ひとたまりもなく砕くだけ散ってしまう──そう確信するからこそ、彼女には閉じこもるしか道はなかった。

「失礼します。シャミーユ殿でん下かは中にいらっしゃいますか」

　どきりと心しん臓ぞうが跳はねた。天てん幕まくのすぐ外から、今の姫ひめ君ぎみにとっていちばん恐ろしい声が響ひびいてきたのだ。背せ筋すじを伸ばして佇たたずむ炎えん髪ぱつの少女の気け配はいが、天幕と毛もう布ふを突つき抜けて伝わってくる。

「残念ながら、ヤトリシノ中尉殿どの。殿下は誰だれにもお会いになりません」

　護ご衛えいの兵士が言い付けた通りの対応をする。少女が固かた唾ずを吞のんで聞き耳を立てていると、かすかにうなずく気け配はいが伝わってきて、それから再ふたたびヤトリの声が響いた。

「では、不ぶ作さ法ほうながらここからお話しさせていただきます。──私に後方から帰き還かん命めい令れいが下り、指し揮き下かの部ぶ隊たいと共ともに帝てい国こくへ戻ることになりました。すでに出発時じ刻こくも迫せまっているため、その報ほう告こくに参まいった次し第だいです」

　姫君の呼こ吸きゆうが止まった。──帝国に帰る？　この状じよう況きようで、ヤトリだけが？　いったいなぜ？

「騎き士し団だんの他の面々は残ります。今後はよりいっそう安全を心がけて、可か能のうな限り彼らと行動を共ともにするようにしてください」

　そこまで言うと、ヤトリは言こと葉ばを切って押し黙だまる。返事を待まっているようでも、もっと気の利きいた言葉を探さがし求めているようでもあった。……だが、姫君が沈ちん黙もくにしがみついていると、天幕の外でもその心情を察したようだった。重ねて対話を求めることはせず、別れの挨あい拶さつを締しめくくる。

「では、これにて失礼いたします。──シャミーユ殿下。どうか、ご無事で」

　祈いのりにも似にたその言葉を最後に、踵きびすを返す気配が天幕越ごしに伝わってきた。足音がゆっくりと遠ざかっていくのが分かって、姫君の全身に震ふるえが走る。すさまじい焦しよう燥そうに駆かられながら、すぐにでも飛び出して追いかけたいと狂くるおしいほどに願いながら──それでもついに、彼女は動けなかった。

「────ぁ──」

　気配が完全に去さった後。救いのない薄うす闇やみの底に、少女はまた、ひとりぼっちで残される。







　姫君との別れを済すませたヤトリが騎士団の天幕に向かうと、中に入るまでもなく、深しん刻こくな顔をした仲なか間またち四人が入口の前に立っていた。戸と惑まどいの抜けた表情から、彼らも事情を知ったのだと一目で分かる。

「や、ヤトリさん……」「おまえ、どうするつもりなんだ」

　ハロとマシューがこわばった表情で問といかける。そんな彼らとの間に、普ふ段だんよりも長めに距きよ離りを開けて、ヤトリは足を止めた。貝のように口をつぐみ続ける理由も、すでに失われていた。

「現場の状況をきちんと把は握あくするまで、確かなことは何も言えないわね。……けれど、軍の秩ちつ序じよを根本から揺ゆるがす事じ態たいが起きているのなら、私もイグセムとして厳げん格かくに対たい処しよしなければならない。相手が誰であったとしても」

　残ざん酷こくな含ふくみを持った彼女の言い回しに、トルウェイの表情が痛いた々いたしくゆがんだ。

「父さんが……父さんが、本当にそんなことを……!?」

「あんたが何も知らされていないことは分かっているわ。知ってしまえば隠かくし通せる性格じゃないものね。……レミオン大たい将しようはおそらく、末すえ息子むすこを意い図と的てきに計画から遠ざけたんでしょう」

　確かく信しんをもってヤトリは言った。……この青年は優やさしすぎる。昨日きのうまでの味み方かたを敵てきとみなして戦たたかうクーデターの戦場で、迷まよいなく引き金を引けるはずがない。父親にもそれが分かっていたのだろう。

「正直に言って、そのほうが私もありがたいわね。あんたの狙そ撃げき部ぶ隊たいは敵に回せば最大の脅きよう威いになるから」

「な──」

　翠すい眼がんの少年は今度こそ絶ぜつ句くした。今のヤトリの発言は、トルウェイを敵てき対たい勢力の一員として見なすもの。敵として彼と戦うことさえ、現げん実じつ的てきに想そう定ていしての牽けん制せいだった。

「いえ、トルウェイだけに限らないわね。……ここで大人しくしているのなら構わない。でも、そうじゃないなら、マシューもハロも自分の立場をはっきり決めなさい。この状じよう況きようで行動を起こすということは、イグセムとレミオンのどちらかに与することを意味するわ。極きよく端たんな言い方をすれば──私に付いてトルウェイと戦うか、トルウェイに付いて私と戦うか、よ」

　マシューもハロも愕がく然ぜんと顔を引きつらせる。反はん感かんを買うのは承しよう知ちで、炎えん髪ぱつの少女は意い図と的てきに残ざん酷こくな言い回しを使っていた。状況をはっきりと理解させるために。そして、彼らから選択の余地を奪わないために。

「誰だれとも戦わずに済すめばいいと思う。……でも、そうなることを期待はしないわ。裏うら切ぎられた時に刃やいばが鈍にぶるのは困こまるから」

　平然とそう言い切る。誰よりも先に覚かく悟ごを固めて、ヤトリシノ・イグセムは新たな戦場へ向かおうとしていた。それが取り返しの付かない事じ態たいに繫つながる可か能のう性せいを知りながら、マシューもトルウェイもハロも何も言えなかった。──未いまだ気持ちの定まらない三人の中に、彼女にかけられる言こと葉ばがあるはずもない。

「期待じゃないよ、ヤトリ。そこは希望すればいいんだ」

　ただ唯ゆい一いつ。黒くろ髪かみの少年だけが、ずっと持ち合わせていた言葉を口に出来た。炎えん髪ぱつの少女がそうであるように、彼もまた覚悟を秘ひめてこの場にいる。最初から動どう揺ようはなかった。来るべき時が来たことを、その現実を、イクタ・ソロークは一歩も退ひかずに受け止めていた。

　ヤトリの視し線せんが、ここで初めて黒髪の少年を向く。……彼とは一ひと言ことも交かわさずに別れようと、そう思っていた。状況を説明する意味も、そうやって覚悟を促うながす必ひつ要ようも、彼に対してだけは存在しなかった。互たがいの想いは余あまさず知り尽つくしていたから。

「……難むずかしい注ちゆう文もんね。もし仮に、私たち『騎き士し団だん』がひとりも欠けずに保たれるような未来があるとして、それは私が手を伸ばせる領りよう域いきを超こえたところにあるわ。その実現を望むにはどうすればいいのかしら。いっそ神かみにでも祈いのるべき？」

「神はいない。いたとしても何もしない。……だったら答えはひとつだ。僕に望んでくれ」

　相手の目をまっすぐに見み据すえて、イクタは告つげた。肺はいの中いっぱいに空気を吸い込んで、彼は西の地平線に沈しずみゆく夕日を指差し──腹はらの底から声を張り上げる。

「……望め、ヤトリ！　君が本気でそれを望んでくれるなら、僕ぼくはあの太陽をもう一度空に引っ張り上げることだってしてみせる！　そこに君が望む未来があるというのなら、空の果てまでだって手を伸ばす！」

「────」

　ヤトリの目が見開く。およそ科学的とは思えない表現で、少年はなおも言い連ねる。

「君がそれを望めなくても、僕のほうで勝手に望む！　いや、とっくの昔むかしから望み続けている！　言ったはずだ！　君が君自身の望むままにあることが、たったひとつの僕の望みだと！」

　炎髪の少女は理解した。すでに知り尽つくした互たがいの覚かく悟ごではなく。その上で共きよう有ゆうするべき意志を、イクタは伝つたえようとしているのだと。──覚悟を理由に希望を捨てるな。少年が最後に送ってよこしたメッセージが、すでに感情を制せい御ぎよしきったはずのヤトリの胸きよう中ちゆうを、この期ごに及およんで激しく揺ゆすぶる。

「私には……うまく望めるかしらね」

　小さくつぶやいて、それから間をおかず、炎えん髪ぱつの少女は黒くろ髪かみの少年に背を向ける。……冷静でいられる自信が揺らいだ今が、別れを済すませる頃ころ合あいだった。沈しずみきる寸すん前ぜんの夕日に向かって歩き出し、ためらいを振り切るように足を速めていく。

　二に刀とうを帯びた少女の背中は、薄うす闇やみに吞のまれて見えなくなるまで、二度と仲なか間またちを振り返ることはなかった。

「……イクタ、どうする……。……おれたちは、どうすりゃいい……？」

　マシューの弱よわ音ねが静せい寂じやくを乱みだす。……優すぐれた仲間に頼たより切らないように常つねに自分を戒いましめてきた彼が、この時だけは助けを求める以外の考えを失っている。トルウェイもハロも、心情は彼とほとんど同じだった。

　ヤトリが去さり、騎き士し団だんが割れた。成り行き次し第だいでは、これからさらに割れるかもしれない。その現実を思うと、彼らにはまるで、足あし元もとから地面が崩くずれていくようにさえ感じられる──。

「聞いてくれ、三人とも。──僕の中ではもう、考えたり悩なやんだりする段階は終わってる」

　混こん迷めいの泥どろ沼ぬまの中で、イクタの声だけがはっきりと揺るぎない。藁わらにもすがる思いで、三人の視し線せんが彼に集中する。

「手段を選んでいる余よ裕ゆうは完全になくなった。希望とは別に覚悟も決めている。だから僕は、これから──かつて沈んだ太陽を、もう一度空に引っ張り上げることにする」

「え……？」

「まずは高こう等とう士し官かんを全員集める必ひつ要ようがある。僕ぼくはお姫ひめさんを呼びに行くから、君たちはシャミーユ殿でん下かの名前を出してシバ少しよう将しように掛かけ合ってくれ。皇こう族ぞく特とつ権けんでのゴリ押しも一度きりなら通じるだろう。肝かん心じんのこっちが事じ後ご承しよう諾だくだけど、まぁ気にしないこと」

　言いながら、イクタは三人の肩をひとりずつ軽く叩たたいていく。口く調ちようこそ普ふ段だんと変わらないが、身にまとった空気がどこか違ちがう。それが極きよく度どの緊きん張ちようの表れだと、ここで真っ先に気付いたのはハロだった。

「何をする気なんですか、イクタさん……」

　奇き妙みような寒さむ気けを覚えながら、彼女が尋たずねる。黒くろ髪かみの少年は薄うすく笑ってかぶりを振った。

「すぐに分かるよ。……ただし、心の準じゆん備びだけはしておいてくれ。君たちにもそこで選んでもらうことになる。これから何を守り、何と戦たたかうのかを──」







　ヤトリが仲なか間まのもとを去ってから、およそ一時間が経たった頃ころ。ヒオレド鉱こう山ざん南側の陣じん地ち中ちゆう央おうに建てられた大だい天てん幕まくに、一いつ斉せい召しよう集しゆうをかけられた中ちゆう尉い以上の士官たち全員が集まっていた。

「どういうことだ、一体……？」「我われ々われは何のために集められたんだ」「鉱山の攻こう略りやくはこれからなのに、包ほう囲いを緩ゆるめてしまっていいのか」「後方に呼び戻された仲間と何か関係が──？」

　軍人たちのざわめきが空間に満ちていた。天幕自体は最大で百人以上の人間を収しゆう容よう出で来きる特大サイズだったが、その上限に近い数の人々がひしめいていると、さすがに手て狭ぜまに感じられる。召集と並行して大急ぎで運び込まれた長なが椅い子すも、すでに満まん席せきに近い有あり様さまだった。

「た、たぶんもう全員集まってるぞ。いつ来るんだよ、あいつは……！」

　前から三番目の列に、マシュー、トルウェイ、ハロの三人は並んで座すわっていた。シバ少しよう将しように掛け合って召集を行わせたのは彼らなので、今の状じよう況きようは居い心地ごこちが悪いことこの上ない。肝かん心じんのイクタが何をやらかすつもりにせよ、早く始めて欲ほしかった。

　三人が視し線せんを前に戻すと、二列前の最前列にはシバ少将の姿もある。相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらで、現状に何を思っているのかはとんと読み取れない。同じ列の左右には大たい佐さから中ちゆう佐さクラスの佐さ官かんたちが並んでいて、その一つ後ろの列には、サザルーフ少佐とメルーザ少佐が不安げな面おも持もちで座っている。特にサザルーフは、自分の部下が何をやらかすのか気が気でない様よう子すだ。

「……！　来た！」

　多くの人間がやきもきしながら待まっているところに、ついに召集を求めた張本人が姿を現した。他の軍人たちとは反対側の裏うら口ぐちから入ってきたイクタは、特大の天幕を狭せまく感じさせるほどの群ぐん衆しゆうを見て軽くうなずくと、そのまま最前列の長椅子に面した檀だん上じようへ登っていく。その背後には、彼についていく姫ひめ君ぎみの姿もあった。腕うでの中にはなぜか、イクタのパートナー・クスを抱えている。

「あの男、噂うわさの『騎き士し団だん』の……？」「姫ひめ殿でん下かもおられるぞ」「高こう官かんたちを差し置いて、なぜ一いつ介かいの中ちゆう尉いがあそこに」「召しよう集しゆうはあの男の仕し業わざなのか？」「青あお二に才さいが、いったい何のつもりだ」

　ざわめきの内容が移り変わり、イクタに対する非ひ難なんの色合いが濃くなる。藪やぶから棒ぼうの召集とあっては無理もないことだが、当の本人に、向けられる視し線せんの刺とげ々とげしさを気にする様よう子すはない。むしろシャミーユ殿下のほうが、腕うでの中のクスをぎゅっと抱きしめて、彼の分まで居い心地ごこち悪そうにしていた。

　そんな姫君の隣となりに並んで立ちつつ、目の前の顔ぶれに視線を一いち巡じゆんさせてから、黒くろ髪かみの少年はゆっくりと口を開く。

「くだらない戦争をやっている。僕ぼくたちは、最初から」

　第一声が放たれた瞬しゆん間かん、百人近い軍人たちの大半が顔を引きつらせた。これが何らかの指示を仰ぐための演えん説ぜつだとすれば、誰だれの目にも大失敗と見える幕まく開あけ。……しかし、少年自身は少しも悔くいていなかった。それどころか、つかみに成功したとさえ考えていた。

「ここ東とう域いきは、行政の失敗を誤ご魔ま化かすために切り捨てられた土地だ。この地を守っていたリカン中ちゆう将じようは、国民を納なつ得とくさせるための生いけ贄にえとして、キオカ軍との戦たたかいの中に確信的に命を落とした。開かい拓たくに失敗した土地をなかったことにして捨すて去さる。たったそれだけのために、ひとりの名めい将しようと多くの優ゆう秀しゆうな幕ばく僚りよう、数えきれないほどの勇ゆう敢かんな兵士たちを、帝てい国こくは永えい遠えんに失った」

　露ろ骨こつに共感を求めるような語り口ではなく、イクタの喋しやべり方はむしろ淡たん々たんとしていた。自分に対して好こう意い的てきでない聴ちよう衆しゆうを惹ひきつける──そのための方法を、少年は半なかば本能的に心得ている。

「けれども今、膨ぼう大だいな犠ぎ牲せいを代だい償しように捨て去ったはずの東域に、僕たちは再ふたたび訪おとずれている。ヒオレド鉱こう山ざんを取り戻せと勅ちよく命めいを受けたからだ。『前は邪じや魔まだと思ったから捨てたけど、よく考えたらやっぱり必ひつ要ようだったよ。もう一度取り返して』──勅命を要よう約やくするとこう。幼おさない子供がおもちゃに対して言うなら可愛かわいげもある。でも、この要求を出してくるのはいい年こいた貴き族ぞくの連中で、おもちゃも同然に捨てたり取り返したりしろと求められているのは、一千万の人口を擁ようする国家の領土の一部だったりする。これは笑えないと言うべきか、笑うしかないと言うべきか──」

「口を慎つつしめッ！　勅命への批ひ判はんなど不ふ敬けいも極きわまるぞ！」

　前列に座すわる佐さ官かんのひとりが怒ど鳴なり声を上げる。その顔を、檀だん上じようからイクタもじっと見つめた。

「……ええ、知っています。その不満に『不敬』という言葉で蓋ふたをして、思考を停止させる──それがあなたたちの務つとめだということは。どれほど非科学的に見えても、責せめることは難むずかしい。だって、あなたたちは軍人として正しく在あるのだから。それが先のない正しさだとしても」

「貴き様さま、まだ……！」

「ハザーフ・リカン中ちゆう将じようもまた、その正しさの果てに命を落とした人だった。自みずからに死を命じる勅ちよく命めいすら受け入れられるほど、かの名めい将しようは軍人として高こう潔けつであり過すぎた。……もっと汚れていてもよかったんだ。たとえ命めい令れい無む視しだろうと、卑ひ怯きよう者ものと罵ののしる声がどれだけ大きかろうと──僕ぼくは、あの人に生きていて欲ほしかった。ここにいる全員がそう思っているように」

　場のざわめきがしんと静まる。イクタは深くうつむき、両のこぶしをきつく握にぎりしめる。

「……いつまで茶ちや番ばんを続ける気なんだ、あんたたちは」

　事前に用意してあった内容を忘れ去さって、震ふるえる唇くちびるがひとりでに言こと葉ばを紡つむぎだす。──計算づくの演えん説ぜつはここまでだった。制せい御ぎよしきるには強すぎる想おもいが、少年の口から溢あふれ出た。

「国を食い散らかして弄もてあそぶだけの存そん在ざいに無む条じよう件けんでひざまずいて、命いのち尽つきるまで国のために戦たたかった人間のことは顧かえりみない……！　それが敬けい意いだというのなら、そんなものは犬いぬにでも食わせろ！　すぐに吐はき出して後ろ足で砂すなをかけるだろうさ、あいつらはあんたらと違ちがって腐ふ臭しゆうに敏びん感かんだからな！」

「きッ、詭き弁べんを……！」

「詭弁？　詭弁であってたまるか！　国民の生命と財産を守り、その平和を保つことが軍人の存そん在ざい意い義ぎだろうが！　ここで必ひつ死しこいて鉱こう山ざんひとつを奪うばい取ったら、それが何かを守る結果に繫つながるのか？　そんなはずがあるかッ！　僕たちが命を懸かけて手にした戦せん果かを、貴き族ぞくどもはいとも簡かん単たんに売り渡すだけだ！　その馬ば鹿かげたお約やく束そくくらいは全員が理解しろ、今ここでッ！」

「暴ぼう言げんが過ぎるぞ中ちゆう尉いッ！」「もはや反逆だ！　取り押さえて軍ぐん法ぽう会かい議ぎにかけろ！」

　少年がまくしたてる内容の過か激げきさに、軍人たちの間からも轟ごう々ごうと反論と野や次じが飛んできた。騎き士し団だんの面々とサザルーフもフォローを挟はさめず、揃そろって青ざめた顔でいる。だが、その逆風が自分の声をかき消すほど大きくなる寸すん前ぜんに、イクタはもっとも暴ぼう力りよく的てきな現実を解き放った。

「何もかも遅おそすぎる！　ここで僕たちが茶番を演えんじている間に、反逆ならすでに起こったんだよ──レミオン大たい将しようによるクーデターが！」

　その声が全員の耳に届いた瞬しゆん間かん、非ひ難なんと罵ば声せいは半分がどよめきへ変わった。動どう揺ようが広がる中、事実の確かく認にんを求めた彼らの視し線せんが、最さい前ぜん列れつの総そう司し令れい官かんへと向けられる。

「少しよう将しよう殿どの、中尉の今の発言は──」「で、デタラメですな!?　そんなことがあるわけが……！」

　願望の混ざる問いかけに、シバ少将は口を固く閉ざしたまま即そく答とうしなかった。……クーデター勃ぼつ発ぱつが事実だとはっきり知る者が身近な幕ばく僚りように限られる今なら、それをイクタ個人の先走った妄もう想そうと断じることもまだ可か能のうだ。結局は情じよう報ほう開かい示じを遅おくらせることにしかならないが、集団の統とう率そつを保つためにはそういうやり方が必ひつ要ようなこともある。少将にとってはもっとも現実的な選せん択たく肢しではあったが──それを実行する前に、どうしても気になることがひとつあった。

「……イクタ・ソローク中ちゆう尉い、ひとつだけ確かく認にんしておく。お前がこの場を設けた目的は何だ」

　壇だん上じようの少年に向かって、少将は低い声で尋たずねた。その質しつ問もんには言げん外がいのメッセージも含まれている。──ここの軍人たちを扇せん動どうして、レミオン大将のクーデターに合流させるのがお前の狙ねらいか、と。

　だとするなら、浅せん慮りよで愚おろかしい真似まねだと、シバ少将には断じざるを得ない。大勢の高こう官かんたちを反逆の意志に同調させるためには、イクタ・ソロークには欠けているものが多すぎる。第三皇おう女じよの後押し、北ほく域いき動どう乱らんでの実じつ績せき、騎き士し団だんの勇ゆう名めい──その程てい度どではまったく足たりないのだ。

　現時点でシバ少将が取りうる選せん択たく肢しは、イグセムに付くことでもレミオンに与することでもない。指し揮き下かの全軍もろとも、クーデターを最後まで座して見守ることだ。彼がその道を選ぶと確信しているからこそ、テルシンハ・レミオン大たい将しようもこのタイミングで反乱を起こしている。徹てつ底ていした傍ぼう観かん──両りよう派は閥ばつのいずれにも期待を抱いだけなくなった男の、それが結論なのだ。

「あなたたちに、選択肢を示すためです」

　予想の範はん疇ちゆうの答えに、少将はたちまち失望しかける。だが、イクタの言こと葉ばには続きがあった。

「無条件で体制派イグセムに付くのではない。かといって革命派レミオンに加か担たんするのでもない。──この場の誰だれも想像しなかった、三番目の道を指し示すためです」

「……なんだと……？」

　胸むねの奥がざわつくのを感じて、とっさに軍人たちの野や次じを抑おさえながら、シバ少将は続く言こと葉ばを待まった。その視し線せんの先で、瞑めい想そうするように両目を閉ざして、少年は深しん呼こ吸きゆうを重ねる。

「……フゥゥゥ……」

　長い長い間をおいてから、イクタはすっとまぶたを開き──そして、語り始めた。

「──かつて、帝てい国こく軍ぐんにひとりの将しようがいた」

　静けさの戻った空間に、少年の声がおごそかに響ひびき渡わたる。マシューが、トルウェイが、ハロが、サザルーフが、手に汗あせを握にぎりながら耳を澄すませる。

「軍の中において、その男は当初、単たんなる役立たずと思われていた。体力は水準に満たず、闘とう争そう心しんにも欠けていて、戦せん術じゆつを学ぶ場ではおかしな意見ばかりを口にして講こう師しを困こまらせた。外見も至いたって凡ぼん庸ようで、迫はく力りよくや威い厳げんといったものにはおよそ縁えんがなかった。そんな男だったから、昼ひる行あん灯どんというあだ名が付いたのは、ごく自然な成り行きだった」

　イクタは焦あせらず、丁てい寧ねいに語る。軍人たちの中で、その人物がぼんやりと像ぞうを結び出す。

「平和な時代がずっと続けば、男は最後まで昼行灯として生しよう涯がいを終えたかもしれない。けれど、そんな幸こう運うんには恵めぐまれず、男は戦せん乱らんの中に軍人としての義務を負おって放り込まれた。予備指定だった男の部隊が駆かり出されたくらいだから、その当時すでに戦せん況きようは悪化の一いつ途とを辿たどっていて、頼たよるべき上じよう官かんも仲なか間まもごっそりと数を減らしていた。

　生き残りの中には、ずば抜けて優ゆう秀しゆうな軍人がふたりいた。当時まだ少尉だったソルヴェナレス・イグセムとテルシンハ・レミオンだ。彼らは苦く境きようにも屈くつさず善ぜん戦せんを続けていたけど、戦せん略りやくに意見することが出来ない尉い官かんの立場では、いくら局所的な勝利を重ねたところで負け戦いくさそのものを覆くつがえすことは出来なかった。才さい知ちに溢あふれた二人は次し第だいに追い詰つめられ、ついには押し寄せる敵てき勢ぜいを前に死の覚かく悟ごを強しいられた。──その時だった。絶望の闇やみで暗く沈んだ戦場に、存在すら忘れていた昼行灯が、燦さん然ぜんと輝かがやきを放ったのは」

　展開が急転する。すでに軍人たちの誰だれひとりとして、イクタが語る人物の正体に気付かない者はいない。落ち着きなく仲なか間まと顔を見合わせながら、彼らはおそるおそる思い出す──当人がこの世よを去さった後は、うかつに語ることさえ戒いましめられた過か去こ。その存そん在ざいもろとも「戦せん犯ぱん」の烙らく印いんを押されて固く封ふうじられてしまった、ひとりの英えい雄ゆうの記き憶おくを。

「およそ常じよう識しきでは考えられない作戦を、男は仲間に向かって提案した。大半の軍人たちが鼻で笑うか猛もう反はん発ぱつする中で、先のふたりだけが、そこに秘ひめられた可か能のう性せいを見て取った。彼らは周囲の反対を押し切ってその作戦を実行に移し、結果、全ぜん滅めつの運命にあった数千人の仲間を、後方の友ゆう軍ぐんのもとまで無事に撤てつ退たいさせた。狐きつねにつままれたような顔でいる軍人たちに、男は拗すねながら言ったらしい──『だから出来るって言ったじゃん』と」

　苦く笑しようがこぼれそうになるのを我が慢まんしながら、イクタはさらに話を続けた。

「この一いつ件けんをきっかけに、男はソルヴェナレス・イグセムとテルシンハ・レミオンの盟めい友ゆうになった。このふたりは派は閥ばつの違ちがいから互いに親しくなることを避さけていたけど、間に男を介かいしたことでなし崩くずし的に付き合いを深めていった。それは本当に不ふ思し議ぎな光景だった。帝てい国こく軍ぐんの二大派閥をゆくゆくは背せ負おって立つふたりが、休きゆう憩けい所じよで雑だん談しよう混まじりに将しよう棋ぎを指しているんだから。その傍かたわらにはいつも例の男の姿があった。彼は二人の友人に『ソル』『テル』と勝手に愛あい称しようを付けて、嫌いやがられるのも構わずそう呼び続けた。いくら注意しても直さないので、そのうち当のふたりまで、お互いをそうやって呼び合うようになってしまった」

　語れば語るほど、少年は口くち元もとが緩ゆるんでいくのを感じた。遠い日の彼らの交流を、その目で見てきたかのように色いろ鮮あざやかに思い描く。

「三人の友人関係が深まるのに比ひ例れいして、男の活かつ躍やくの機会も日を追うごとに増えていった。戦せん略りやく会かい議ぎで意見出来る立場になってからは、その知ち略りやくの冴さえはまさに圧あつ倒とう的てきだった。作戦の立案、兵力の運用、兵へい站たんの整備──どの分野においても男の提案は、かぐわしい革かく新しんの匂においに満ちていた。

　この頃ころにはとっくに、彼を昼ひる行あん灯どんと馬ば鹿かにする者はひとりもいなくなっていた。苦く境きようから救われた経けい験けんを持つ者は、その存在を夜明けの太陽に喩たとえて呼んでさえいた。同どう僚りようから尊そん敬けいされ、上じよう官かんからは一いち目もく置かれて、その在あり方を慕したって付いてくる優ゆう秀しゆうな部下もふたり得えた。まだ若く向上心に満ちた二名の軍人は、その名をハザーフ・リカンとクバルハ・シバといった。──男のもとで、後に『日にち輪りんの双そう璧へき』と呼ばれるようになる二名だ」

　そう言いながら、イクタは目の前に座すわる総そう司し令れい官かんを見つめる。そこにあるのは、もはや不満と諦あきらめに凍こおった仏ぶつ頂ちよう面づらではない。少しよう将しようは目を見開き、耳を澄すませている。話の続きを、その先にある何かを待まち受けている。

「そうして驚きよう異い的てきな速度で出しゆつ世せを重ねていった男は、じきに連隊をひとつ任されるようになった。国こつ境きよう沿ぞいの州しゆうに拠きよ点てんを構えた男の部隊は、侵しん攻こうにおいても迎げい撃げきにおいても常つねに最大限の働はたらきを求められ、そして実際にこなし続けた。前線で窮きゆう地ちに陥おちいった兵士たちは、男の部隊が必かならず助けに来るという信しん頼らいのもとに粘ねばり強く耐たえ続けた。──『諦あきらめるな、どんなに暗くても明けない夜はない。我われ々われには日にち輪りんの加か護ごがあるのだから』──その励はげましを合あい言こと葉ばにして」

　そこまで語った瞬しゆん間かん、少年は軍ぐん服ぷくの懐ふところに手を入れた。黒い瞳ひとみが隣となりに立つ姫ひめ君ぎみとパートナーに向かって合あい図ずを送る。視し線せんに気付いた少女はごくりと息いきを吞のみ、壇だん上じようをぎりぎりまで前に進んでいく。そこから慎しん重ちように角度を選んで、腕うでの中に抱いている光ひかり精せい霊れいクスの「光こう洞どう」を、少年の体のやや先に向けた。

「明けない夜はない。僕ぼくの好すきな言葉だ。なぜならこれは、天体の運行に基もとづく科学的な事実だから」

　服の中に差し入れていた手が、ゆっくりと引き抜かれる。証を握にぎりしめた右腕が、目の前に向かって勢いよく突つき出され──同じタイミングで、クスの凝集光ハイビームがそれを照てらし上げた。

　軍人たちが見たものは、辛かろうじて手に収まる程てい度どの大きさの銀ぎん細ざい工くだ。正八角形の本体に、縁ふち取どりを飾かざる鏃やじりの装そう飾しよく。一いつ見けんして軍に関する徽き章しようと分かるそれは、しかし、光を受けたことによってまったく別の様よう相そうを呈ていする。

「────あ──ぁ」

　シバ少将の全身が止めどなく震ふるえた。彼の両目には、もはやその奇き跡せきの他には何も見えなくなっていた。全体の中心をなす銀細工と、そこから放ほう射しや状じょうに伸びる鏃の群むれ。精霊の放った光を惜おしみなく浴あびたそれは──今、まさしく、夜明けの太陽のように燦さん然ぜんと輝かがやいて。

「帝国陸軍大将バダ・サンクレイの息子、イクタ・サンクレイがここに告げる」

　少年の口が、ひとつの事実を示す。多くのものを捨すて去さりながら、数多あまたの過か去こを擲なげうちながら、彼はこの瞬しゆん間かんに人生の舵かじを切る。──決して後戻りの利きかない一いつ手てだと知っている。だとしても迷まよいはなく。楔くさびとなるものを残らず投げ捨てて、炎えん髪ぱつの少女の背中を追いかけていく。

「父の死と共ともに沈んだ太陽は、ここに再ふたたび昇のぼった。──夜明けの時だ。さぁ、今こそ馳はせ参さんじろ。かつて帝てい国こく軍ぐん屈くつ指しの名めい将しように率いられて戦場を駆かけ抜けた戦せん士したち。世界でもっとも精せい強きようなる兵つわものの一軍──帝国陸軍独立全域鎮台『旭日連隊グラ・メストエリ』よ！」

　右手の太陽より放つ光のもとに、歴れき戦せんの軍人たちに向かってイクタは命ずる。過日のバダ・サンクレイを知る者の全すべてが、その姿すがたに否いや応おうなく、今は亡なき名将の面おも影かげを透すかし見る──。







　最大の手て札ふだを明かす少年の姿を、シャミーユ殿でん下かは誰だれよりも間近で見届けていた。

「──ぁ──ソロー、ク」

　その光景を前に、姫ひめ君ぎみは息いきを吞のむしかない。……彼女が事前に伝えられたのは、帝国でクーデターが起こってヤトリが呼び戻されたことと、その状じよう況きようを打開するために、この場の全軍を自分の指揮下に取り込むという計画の概がい要ようまで。それが反はん乱らんに近い形を取ることは姫君にも見当が付いたが、だからといって協力を拒こばむ道はなかった。ヤトリのことに限らず、帝国は今まさに最さい悪あくの形で滅ほろびに瀕ひんしているのだから。

　クスを預かって手て元もとを照てらしはしたものの、あの徽き章しように至いたっては存そん在ざいすら知らなかった。仮かりに知っていたところで、まさか予想出来るはずもなかった──父親の死によって残された軍人たちを、こんな大だい胆たんな形で取り込もうとすることなど。

　天てん幕まくの中は大だい混こん乱らんに陥おちいっていた。百人近い高こう等とう士し官かんの中には、かつてバダ・サンクレイの元もとで戦っていた面々が四分の一近くも含まれている。そうでない者たちも、大半はハザーフ・リカンかクバルハ・シバを上官として仰あおいだ過去を持つ。それも当然の話で、彼らは受け継いでここにいるのだ。バダ・サンクレイより始まる名将の系けい譜ふは、本人が死した後も、今に至いたるまで脈みやく々みやくと生き続けている。

「イクタ、お、おまえ……」「イッくん、君は──」

　混こん乱らんの中で、騎き士し団だんの三人も、明かされた事実を前に言こと葉ばを失っていた。バダ大たい将しようとイクタの関係を知らなかった分だけ、姫君よりもさらに驚おどろきは強い。

「……イクタ・サンクレイ……。お前が……あの時の、息子むすこか……」

　椅い子すを立ったシバ少しよう将しようが、おぼつかない足取りで黒くろ髪かみの少年に近付いていく。軍人たちの視し線せんが一いつ斉せいに集まった。──そうだ。この状じよう況きようをどう受け止めるか決めるのは、彼という総そう司し令れい官かんの役目に他ならない。

「ええ。ご挨あい拶さつが遅おくれてすみません、シバおじさん。実じつ家かで何度も会いましたね。遊んでもらったこともちゃんと憶おぼえていますよ」

「ああ、私もだ……。だが、こんな形で再ふたたび会うとは……いや、会っていたとはな……」

「正直に言うと、クーデターなんてものが起こらなければ、自分から明かすつもりはまったくありませんでした。……ですがまぁ、起きてしまったものは仕方がない。そこはすっぱり諦あきらめて、こうして親の七なな光ひかりで図ずう々ずうしくあなたたちを引き込みます」

　開き直った言い回しに、シバ少しよう将しようは額ひたいを手で押さえて含ふくみ笑う。もはや崩くずれ去さる寸すん前ぜんの仏ぶつ頂ちよう面づらで、威い厳げんを保つのに苦労しながら、彼は相手に向かって揺ゆれる声で尋たずねる。

「……三番目の道を指し示す、と言ったな。イグセムに付くのではなく、レミオンに加か担たんするのでもない。お前はいったい、何をしようとしている……？」

「けんかの仲裁ですよ、もちろん。分かりきった話じゃないですか。この状じよう況きようだと、イグセムが勝とうがレミオンが勝とうが帝てい国こくは等しく崖がけっぷちです。二大派は閥ばつが正面きって衝しよう突とつした後の被ひ害がいは計はかり知れませんからね。そうなる前に争いを止めるしかない」

「そんな真似まねは魔ま法ほうに等しい……。本当に、出来ると思っているのか……？」

「魔法？　馬ば鹿か言っちゃいけません、僕はちゃんと科学的にやってみせますよ。──ああ、そうだ。このやり取り、後々までちゃんと憶おぼえておいてくださいね。全部終わってから僕も言わせてもらいますから──『だから出来るって言ったじゃん』てね」

　父にならったその言い回しが、最後の一押しとなって、相手の誇ほこる「くだらん」の牙が城じようを突つき崩くずした。ぶふぅ、と口くち端はから一いつ気きに空気が漏もれる。長年の間に溜ため込んできた鬱うつ憤ぷんの、その全すべてを吐はき出すように、シバ少将は爆ばく発はつ的てきに笑い狂くるった。

「ふはははははははははははははははははっ！　そうか、なるほどなァ！　それは確かにおもしろいッ！　おもしろいッ！　くははッ、はァッはッははははははははァ！」

　大笑が果てしなく響ひびき渡わたる。かつて名将のもとで「日にち輪りんの双そう璧へき」と呼ばれた男。豪ごう快かいな笑い上じよう戸ごで同どう僚りようから親しまれたクバルハ・シバが、本当の意味で帰ってきた。

「──おい、見ているかハザ！　お前が死に急いだのはとんでもない失敗だったぞ！　永えい遠えんと諦めていた夜がまた明けた！　なんたる痛つう快かいだ！　どうやらこの世界、本当にくだらんと打ち捨てるにはまだ早い！」

　天てん幕まく越ごしの空を仰あおいで、少将は先に逝いった戦せん友ゆうに朗ろう報ほうを語って聞かせた。──くだらない戦争に息いきをひそめて耐たえ忍しのぶ時期は、思いもかけず終わった。ならば、もはや何の迷まよいもない。

　ひとしきり笑い終えると、彼は再びイクタと向き合い、その場にひざまずいて頭こうべを垂たれた。

「連れん隊たい再さい召しよう集しゆうの旨むね、確かに承たまわったぞ、イクタ・サンクレイ殿どの。これより部下たちを取りまとめて参る。行動開始まで十分ほど猶ゆう予よを頂いただけるか」

「一時間は使ってもらって結けつ構こうです。その代わり全員きちんと納なつ得とくさせてください。特にレミオン寄りと思われる士し官かんには注意して、場合によっては部隊からの隔かく離りをお願いします。後で背中を撃うたれたくはありませんからね」

「ふははははッ、いきなり遠えん慮りよがないな！　だが承しよう知ちした、その通りにしよう！」

　快かい諾だくしたシバ少しよう将しようが、ずんずんと力強い足取りで部下たちのほうへ戻っていく。それと入れ替わりに、長なが椅い子すの列から抜け出してきた騎き士し団だんの三人とサザルーフが、イクタのもとへ駆かけ付けてきた。

「う、うまくいった……のか？」「なんて言えばいいんでしょうか、あの、その……」

　来たはいいが、四人とも何を話すべきか分からない様よう子すだった。そんな彼らに穏おだやかな笑え顔がおを向けつつ、黒くろ髪かみの少年は頭を下げる。

「──黙だまっていてごめん。さっき言った通り、バダ・サンクレイは僕ぼくの父だ。この徽き章しようは形見に預かったものでね。今回の戦争の直前からは、こういう事態に備えていつも持ち歩いていた」

「呆あきれた隠かくし玉を持ってやがったな、こいつは……。それにしても大それた真似まねをやらかしたもんだ。こりゃもう二つ目のクーデターを起こしたも同どう然ぜんだぞ。軍ぐん法ぽう会議にかけられりゃ極きよつ刑けいは確かく実じつだが、その辺は分かってるんだろうな？」

　状じよう況きように圧あつ倒とうされながらも、サザルーフは未いまだに、年長者の立場から警けい告こくしてくれている。その事実に心から感かん謝しやしつつ、イクタはまっすぐ相手の目を見てうなずいた。

「僕自身は覚かく悟ごの上です。それにお姫ひめさんも。──でも、ここにいる四人に関しては、きちんと自分で選んでもらいます。どうか決めてください。僕に付いて来るのか、来ないのか」

　選せん択たくを提てい示じしつつ、イクタは仲なか間またちひとりひとりと順番に目を合わせる。最初に見たのはトルウェイだった。

「トルウェイ。分かってると思うが、お前の立場はこの中でいちばん微び妙みようだ。レミオン大たい将しようはお前を抜きでクーデターを起こしていて、末すえ息子むすこのお前には全すべてが終わるまで何も話さないつもりだったろう」

「…………う、ん……」

「お前にはこのまま動かない選せん択たく肢しもあるし、レミオン大将と合流した上でクーデター側の陣じん営えいとして戦たたかう選択肢もある。もちろん、その場合はヤトリを敵てきに回すわけだから、僕としては絶対に勧すすめないけどな。──かといって、僕に付いて来るのがお勧めかというと、これも非常に詐さ欺ぎっぽい話になる。僕の狙ねらいはクーデターの仲ちゆう裁さいだから、ドンパチやるのは最後の手段だ。だとしても戦せん闘とうは高い確かく率りつで起こり得るし、レミオン大将とも何らかの形で対決することになるのは間ま違ちがいない。お前にそれが受け入れられるか？」

　即そく答とう出で来きずに黙だまり込んだ青年から視し線せんを移して、イクタは続いてマシューを見つめる。

「マシュー、君も決して気軽な立場じゃない。君が反逆に加か担たんしたとなれば、その累るいは間ま違ちがいなくテトジリチ家全体に及およぶ。僕がこれからやることは、内実はともかく形式的には完全な反はん乱らんだ。裁さばかれる立場になれば言い訳わけは利きかない。それを肝きもに銘めいじてくれ」

「…………っ」

　小太りの少年も親指を嚙かんで考え込む。彼を一いつ旦たん置いて、イクタはハロに視し線せんを移した。

「ハロ、君もマシューと事情は同じだ。実じつ家かに五人の弟がいるんだったね。家族に罪つみが及およぶことを何よりも恐おそれるのなら、ここで僕ぼくに付いてくる選せん択たくは取るべきじゃない。とはいえイグセムかレミオンのどちらかに与するにしても、やはりリスクはある。よく考えるしかない」

　言われたハロが自分で自分の肩を抱く。イクタは残るサザルーフ少しよう佐さに顔を向けて、腕を組みつつ首をかしげた。

「サザルーフ少佐は、うーん……前と同じように、僕の代わりに首しゆ謀ぼう者しやってことじゃダメですか？」

「ここでそれかこの野や郎ろう！　真ま面じ目めに順番待まってた俺おれが馬ば鹿かみたいじゃねぇか！」

「すみません冗じよう談だんです。さっき僕を気き遣づかって警けい告こくまでしてくれた人に、今さら僕が熟じゆつ考こうを促うながすのも変な話だと思いましてね。……まぁ、あまり気き負おわず、普通に考えて決めて下さい。どんな選択をするにせよ、あなたは僕の中でずっと最高の上じよう官かんなんですから」

　彼がにっと笑ってそう伝えると、サザルーフは照てれ隠かくしに顔をそむけた。四人それぞれに対して個別の対話が済すんだところで、イクタは改あらためて彼ら全員と向き直る。

「さて……ここまでが、純じゆん粋すいな四人のための忠ちゆう告こくになるね。全員にちゃんと後こう悔かいのない選択をしてもらうための足あし場ば固かためってとこかな。──で、ここから先が本題。っていうか僕の本ほん音ねなんだけどさ」

　そう前置きすると、一ひと呼こ吸きゆうおいて、イクタは四人に向かって両手を合わせると同時に頭を下げた。その姿し勢せいで顔だけを持ち上げて、苦笑気味に彼は言う。

「──ごめん、お願いだから手て伝つだってよ、みんな。ちょっと調ちよう子しに乗って風ふ呂ろ敷しきを広げすぎちゃってさ。これ正直、僕ひとりじゃ畳たたみきるのムリっぽい」

　見み栄えも外がい聞ぶんもなく、黒くろ髪かみの少年は平へい身しん低てい頭とうして仲なか間またちに頼たのみ込んだ。長い沈ちん黙もくが流れる。何らかの返事があるまで動くまいとイクタが同じ体勢でいると、やがて四人の口から、抑おさえきれなくなった笑い声がこぼれた。

「は、ははっ……！　あ、あんだけ偉えらそうに言っといて、最後にそれとか……！」

「う、うん……あは、本当に、今のはイッくんらしいなぁ……」

「こんな状じよう況きようでも人を笑わせてくれる……さすがはわたしたちのイクタさんです！」

　マシューもトルウェイもハロも、この一時だけは状況を忘れて笑いあった。出しゆつ自じを明かし、本名を明かしてもなお、黒髪の少年は彼らの知るイクタ・ソロークのままだったから。

「ったく、ひねくれた奴やつだ。せめて年長者にくらいそういう本音は真まっ先に言え。俺には事じ態たいを把は握あくし切れてないけどよ、たぶんこれって、猫ねこの手も借りたい状況なんだろ？」

　サザルーフ少しよう佐さがため息いき交まじりに言ったのを合あい図ずに、四人は互たがいに目め配くばせしてうなずき合う。全員の結論が一いつ緒しよであることは、そのやり取りを見れば火を見るよりも明らかだった。

「──決まりだな。頭を下げて頼まれちゃ仕方ない。手伝ってやるから感かん謝しやしろよな！」

　全員を代表してマシューが言ってのける。そんな彼の首くびっ玉たまに、ノータイムでイクタが抱き着いた。

「おおおおお、我わが友よぉ～」

「ぎゃあああああ抱きつくな気持ち悪い！　トルウェイ、ほら、お前が引き取れ！」

「おおおおお、僕ぼくのハロ～」

「きゃっ、こっちに来るんですか!?　たた助けてください少しよう佐さ～！」

　偏かたよった人選で熱ねつ烈れつに抱ほう擁ようして回るイクタ。そのやりたい放題を見かねた姫ひめ君ぎみが、割って入って勢いよく尻しりを蹴け飛とばした。ほとんど反射で動いたので加か減げんが利きかず、少年は尻を押さえて飛び跳はねる。その姿を見て、マシューが痛つう快かいとばかりに口くち笛ぶえを吹ふいた。

「ヒュゥ。今のはいい蹴りですよ、殿でん下か。そうだ、しばらくヤトリが不在みたいだし、こいつが調ちよう子しに乗った時の躾しつけ役やくは任せてもいいですか？」

「……え？　あ、その、ええと……余よは……」

「賛さん成せいだな。年長の俺おれがやってもいいんだが、なぜかいつもやり過すぎる。……あ、いや、前ぜん言げん撤てつ回かい。メルーザ少佐にちょっかいかけた時だけは俺が任されよう。これは完全に本気で」

　当然のように自分を巻き込んで進んでいく会話に、シャミーユ殿でん下かはぽかんと立ち尽つくす。少し経たって、ようやく気が付いた。温かい仲なか間またちの輪の中に、自分がいつの間にか帰って来ていたことに。

「いてててて……。僕の尻その他の部位に対する横おう暴ぼうには、これから先も断だん固こ抗こう議ぎしますが。その様よう子すだとお姫さん、少しは気分がどん底から浮き上がりましたか」

「……そ、ソローク……」

「辛つらいことがあった時にひとりで閉じこもるクセは、早いうちに直してくださいね。ひとりぼっちでいると人間ってのは際さい限げんなく思い詰つめるもんなんです。……ま、こっちも放ってはおきませんけどね。次からは、どこに引きこもってても押しかけますよ」

　両手で尻をさすりながら、少女の耳みみ元もとでイクタは囁ささやく。その言こと葉ばにこもった温かみは、今の姫君にはあまりにも嬉うれしすぎた。手でぬぐう暇ひまもなく、大おお粒つぶの涙なみだがぼろぼろと両目をこぼれ落ちる。

「はいはい、分かってますよ。そこで泣くのは想そう定てい内ない。僕は経けい験けんから学ぶ男ですからね」

　少女の隣となりで膝ひざをかがめると、イクタは上着のポケットから出したハンカチで目め元もとをぬぐってやる。拭ふいても拭いてもあふれ続ける涙で、ハンカチは際限なく濡ぬれそぼっていくようだった。気長に付き合いながら、少年は再ふたたび耳元で囁く。

「……大切な相あい手てに心にもない言葉をぶつけちゃうのは、人間なら誰だれにだってあることです。次に会った時、ヤトリにはちゃんと謝あやまりましょうね。僕も付き合いますから、それで仲なか直なおりです」

「……うん……」

　ハンカチ越ごしに優やさしい指先を感じながら、姫君はこくこくとうなずく。……その時、少女の胸むねの奥で、今までとは別種の罪ざい悪あく感かんがうずいた。

　ヤトリにもう一度会いたい。会って謝あやまりたい。きちんと仲なか直なおりして、また髪かみを梳すいて欲ほしい。一いつ切さいの偽いつわりなくそう願いながらも、心のどこか別の部分で、彼女はこうも思ってしまったのだ。──許されるなら、ずっとこのままでいたい。炎えん髪ぱつの少女がいない世界で、イクタ・ソロークという少年には、いつまでも自分だけを見ていて欲しい、と。
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　海かい戦せんを書こうなんて気軽に言い出したのは誰だれだい？　こんにちは、宇う野の朴ぼく人とです。

　私がレトロな帆はん船せんなんぞと格かく闘とうしている間に、どうも世間では「艦かんこれ」とやらが流行はやりに流行っていたようですね。ツイッターのタイムラインも提てい督とくたちのつぶやきでいっぱいで、私も参加したくないと言えば噓うそになるのですが、「海戦」と聞くだけで布ふ団とんをかぶってブルブル震ふるえてしまうような有あり様さまではとてもとても……。このトラウマが抜けるまで流りゆう行こうが続いてくれることを祈いのるばかりです。

　さて、ここからは、今年ついに実行した南なん下か作さく戦せんの経けい過かでもお話しましょう。

　北国の冬の寒さから逃れるために東とう京きようまで南下してきた私でしたが、都みやこでの暮らしに馴な染じむまではだいぶ時間がかかり、特にお風ふ呂ろと道の狭せまさには非常に難なん儀ぎしました。ユニットバスの湯ゆ船ぶねに入るたびに屈くつ葬そうされる遺い体たいの感かん覚かくを思い知り、軽自動車でも気を遣つかいそうな隘あい路ろに十トントラックが入ってくる様よう子すにも目を丸くし、これらの環境に順じゆん応のうしていけるのかと真しん剣けんに悩み込んだものです。……それでも結局、引っ越しから一か月が経たつ頃ころには全すべて日常になっていましたね。人間慣なれるものです。

　しかし、新しい土地で暮らしているとやはり、事前に予想しなかった問題も色々と生じてきます。その筆ひつ頭とうが「便利すぎる」ということです。駅えき付ふ近きんの部へ屋やを借りたため、歩いて数分の距きよ離りに必ひつ要ような施し設せつがおおよそ揃そろっており、遠とお出でをする必要というものがあまり生じません。最初の一か月は住まいの周辺をウロウロするだけで過すぎ去さってしまいました。しまった、これでは何のための南下作戦か分からない！

　しかし、そうやって引きこもっていてもさすがは東京。テレビでは毎日のように多くのアニメが放送されていて、徒と歩ほ五分の距離にあるＴＳＵＴＡＹＡでのレンタルとも合わせて、生まれて初めてアニメ漬づけの生活というものを満まん喫きつ出で来きました。ここ五年間くらいの有名タイトルを片かたっ端ぱしから総そうざらいして、今はようやく時代に追い付いたような気分です。




　この先は、執しつ筆ぴつに当たってお世話になった方々にお礼を。

　担たん当とう編へん集しゆうの黒くろ崎さきさん。いつものびのびと書かせてくださってありがとうございます！

　イラストレーターのさんば挿そうさん。今回も素晴らしいイラストをありがとうございました。これからも一いつ緒しよに頑がん張ばっていきましょう！

　そして、感想や応おう援えんのメッセージをくれた多くの方々。全員にお返事しきれないのが心苦しいですが、全てに穴あなが空あくほど目を通しています。一ひと言こと一言が本当に励はげみになっています！

　最後に、執筆を支えてくださる全ての方々に向けて、尽つきることのない感かん謝しやを……！



















次ページには、初版刊行時のカバーを収録しています。
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム
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※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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